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1総合地球環境学研究所（地球研／ Research Institute for Humanity and Nature）は、地球環境学の総












































































 コア FS責任者：近藤康久（総合地球環境学研究所） 137ページ
２．地理的スケールに応じた Co-designと Stakeholder engagementの方法論










































クト・リポートを参照）。プログラム１としても、2017 年 5 月に開催された社会経済史学会の年次大会において、杉
原が中塚教授と共同でパネルを組織し、議論に参加した。気温と降水量のデータから、江戸時代の社会の再解釈の可





水野プロジェクト: FR1 (2017 年 1 月から)
本プロジェクトは、高い期待（FR にいたるまでの研究成果をまとめた英文論文集に好意的な評価が出たなど）と、イ
ンドネシアにおける学界や政府との密接な交流の実績を前提にして開始された。当初、関連するプロジェクトとの調












2017 年度は、2 つの FS プロジェクトをサポートした。一つ目は、living space をめぐる村山プロジェクトである。
このプロジェクトは、ローカルヒストリー・アプローチと、学際的研究及び数理地理モデリングの手法を結びつけよ
うとし、地理的にも広範囲（日本、アジアとヨーロッパ）をカバーしようとしていたので、プログラム１でも、「空
間をどう生かすか、空間はどう生かされるか」といった問題意識で living space という概念の有用性について検討













な資源制約を緩和したことの環境史上の帰結を明らかにするという問題意識を導入した。統計資料も 2018 年 2 月ま




















記念講演（2017 年 6 月）, 環境経済・政策学会 2017 年大会シンポジウムのパネルにおける講演（2017 年 9 月）. 日
本学術会議主催学術フォーラム（RIHN からは他のメンバーも参加）における講演（2017 年 7 月：のちに『学術の動
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○増原　直樹 ( 総合地球環境学研究所・上級研究員 )
○ 今後の課題
国際出版室
杉原は、2017 年 4 月に地球研の国際化についての議論を活性化することを提案し、NUS Press の Paul Kratoska 氏を
招いて、国際出版戦略を議論した。それも契機となって、非公式のワーキング・グループが地球研で独自のジャーナ
ルを刊行する可能性を検討し、ジャーナルの目的についても草案を作成したが、結局、Cambridge University Press
から刊行予定の Global Sustainability という新しいジャーナルの主筆である Johan Rockström 氏からの招待を受
















・増原直樹 2018 年 03 月 環境自治体づくり関連年表. 中口毅博・環境自治体会議環境政策研究所編 『環境自治体
白書 2017-2018 年版―地域における持続可能な消費と生産』. 生活社, 東京.
○論文
【原著】
・杉原　薫 2018 年 02 月 「開発主義の環境史的基盤―臨海工業地帯から内陸部への歴史的移動を考える」. 『学術
の動向』(2018 年第 2号):52-55 頁.
・Sugihara, K. 2017 “Monsoon Asia, Intra-Regional Trade and Fossil-Fuel-Driven Industrialization”.
Gareth Austin (ed.) Economic Development and Environmental History in the Anthropocene: Perspectives
on Asia and Africa. Bloomsbury Academic, London, pp.119-144.
・Sugihara, K. 2017 “Monsoon Asia, Industrialization and Urbanization: The Making and Unmaking of the
Regional Nexus”. RIHN (ed.) RIHN 11th International Symposium Proceedings ‘Asia’s Transformations
to Sustainability: Past, Present and Future of the Anthropocene'. RIHN, Kyoto, pp.67-99.
○その他の出版物
【その他の著作（新聞）】
・杉原　薫 「神田さやこ『塩とインド－市場・商人・イギリス東インド会社－』」. 『日本経済新聞』, 2017 年 11
月 03 日 朝刊. 第 60 回日経・経済図書文化賞選評
○会合等での研究発表
【口頭発表】
・Sugihara, K. “Intra-regional Trade and Labour-intensive Industrialization: A General Discussion”.
Workshop on Emerging States in Global Economic History (Part 2), 2018.03.26, RIHN, Kyoto. （本人発
表).
・Sugihara, K. “Emerging States in Global Economic History”. Workshop on Emerging States in Global
Economic History (Part 1), 2018.03.24, GRIPS, Tokyo. （本人発表).
8・Sugihara, K. “Intra-regional Trade and Labour-intensive Industrialization: A Regional Comparative
Perspective and its Implications for the Emerging States”. Workshop for the Emerging States Project
(Vol.2), 2018.03.09, GRIPS, Tokyo. （本人発表).
・杉原　薫 「3 年間の総括」. 基盤Ｂ「植民地期インドにおける外国貿易・国内交易・物価の長期趨勢と変動－統
計的研究（代表研究者杉原）」, 2018 年 02 月 12 日, 総合地球環境学研究所、京都市. （本人発表).
・Sugihara, K. “Transition to the Emerging State in History and the Developing World”. Workshop for
the Emerging States Project, 2018.02.03, GRIPS, Tokyo. （本人発表). (General meeting with Professors
Roy Bin Wong and Dr Chris Baker)
・Sugihara, K “Intra-regional Trade and Labour-intensive Industrialization: A Regional Comparative
Perspective and its Implications for the Emerging States”. Workshop for the Emerging States Project,
2018.01.12, GRIPS, Tokyo. （本人発表). (General meeting with Professor Sugata Bose)
・Sugihara, K. “Comments on Multiple Payment Systems in Globalizing Economies”. Pre-Conference of the
World Economic History Congress 2018 Boston, 2017.12.15-2017.12.16, Kansai University, Osaka. （本人
発表).
・Sugihara, K. “Consolidating India's Trade Statistics, c.1800-1890: Notes on Sources with special
reference to Administration Reports”. 「開放性と多様性のなかの経済・社会：植民地期インドを焦点にし
て」研究会（科研費基盤研究（B）「植「民地期インドにおける外国貿易・国内交易・物価の長期趨勢と変動：統
計的研究」と京都大学南アジア地域研究拠点（KINDAS）グループ 1-B の共催）, 2017.11.18, 京都大学東南アジ
ア地域研究研究所、京都市. （本人発表).
・杉原　薫 “India’s Internal Trade around 1850: With special reference to Bombay（発表は日本語）”. 杉
原科研Ｂ「植民地期インドにおける外国貿易・国内交易・物価の長期趨勢と変動－統計的研究」研究会, 2017 年
08 月 02 日, 総合地球環境学研究所、京都. （本人発表).
・杉原　薫 「開発主義の環境史的基盤: 臨海工業地帯から内陸部への歴史的移動を考える」. 学術フォーラム「ア
ジアの経済発展と立地・環境：都市・農村関係の再構築を考える」, 2017 年 07 月 08 日, 学術会議講堂、東京.
（本人発表).
・Sugihara, K. “Urban Living Space as a Factor Endowment: A Note on Asia’s Long-term Development
Path”. Workshop on ‘Learning from Historical Tokyo: Implications for Developing Cities’, 2017.06.05,
GRIPS, Tokyo. （本人発表).
・諸田博昭 「戦間期中国の銀行券発行における領用の役割」. 社会経済史学第 86 回全国大会, 2017 年 05 月 27 日,
慶應義塾大学、東京. （本人発表).
【招待講演・特別講演、パネリスト】
・杉原　薫 「資源ネクサスの大転換―アジアから展望するグローバル・ヒストリー」. 第 15 回一橋大学関西アカ
デミア　シンポジウム「アジアに開く関西と日本：その過去、現在、未来」, 2018 年 02 月 17 日, 新梅田シテイ、
梅田スカイビル, 大阪市.
・Sugihara, K. (Organizer, Panelist and Chair) . "Roundtable on South Asia, Asia and Global History
(with Professor Sugata Bose)”, 2018.01.14, Center for South Asian Studies, Ryukoku University,
Kyoto.
・ Sugihara, K. （ Chair of Session 3 and roundtable discussant ）  "Trans-scale Solutions for
Sustainability". RIHN 12th International Symposium, 2017.12.21-2017.12.22, Kyoto International
Conference Hall, Kyoto.
・杉原　薫 （招聘報告） 「環境経済史から考える近代アジア: 成長パラダイムから持続性パラダイムへ」. 環境
経済・政策学会 2017 年大会シンポジウム「フューチャーデザインと新国富論：将来の持続可能な社会をいかにデ
ザインしていくか」, 2017 年 09 月 09 日, 高知工科大学、高知.
・杉原　薫 （記念講演） 「モンスーン・アジア、工業化、生存基盤の持続性」. 京都大学東南アジア地域研究研
究所発足記念シンポジウム, 2017 年 06 月 02 日, 京都大学、京都.
9??????
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◎中塚 武 ( 総合地球環境学研究所研究部・教授・全体統括及び酸素同位体比年輪年代法の開発と応
用 )
○鎌谷かおる ( 総合地球環境学研究所研究部・特任助教・近世における気候･環境と生業の関わり )
古気候学グループ
○安江 恒 ( 信州大学山岳科学研究所・准教授・樹木年輪を用いた気候変動の復元 )
○阿部 理 ( 名古屋大学大学院環境学研究科・助教・サンゴ年輪等を用いた海洋環境変動の復元 )
○佐野　雅規 ( 早稲田大学人間科学学術院・助教・樹木年輪を用いた気候変動の復元 )
光谷 拓実 ( 奈良文化財研究所埋蔵文化財センター・客員研究員・年輪年代法による木材の年代決定 )
坂本 稔 ( 国立歴史民俗博物館・教授・放射性炭素法による年代測定 )
香川 聡 ( 森林総合研究所・研究員・樹木年輪の安定同位体比測定法の開発 )
藤田 耕史 ( 名古屋大学大学院環境学研究科・准教授・アイスコアを用いた古気候復元 )
許 晨曦 ( 中国科学院地質与地球物理研究所・准教授・樹木年輪の酸素同位体比を用いた古気候復
元 )
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元 )
森本 真紀 ( 岐阜大学教育学部理科教育講座（地学）・准教授・サンゴ年輪を用いた海洋環境の復元 )
木村 勝彦 ( 福島大学共生システム理工学類・教授・日本全国における超長期樹木年輪クロノロジーの
構築 )
横山 祐典 ( 東京大学大気海洋研究所・教授・サンゴ年輪･堆積物の同位体分析による環境変動復元 )
多田 隆治 ( 東京大学大学院理学系研究科・教授・海底･湖底堆積物を用いた環境変動解析 )
久保田好美 ( 国立科学博物館地学研究部・研究員・内湾堆積物を用いた気候変動の解析 )
田上 高広 ( 京都大学大学院理学研究科・教授・鍾乳石を用いた気候変動の復元 )
渡邊 裕美子 ( 京都大学大学院理学研究科・助教・鍾乳石を用いた気候変動の復元 )
竹内 望 ( 千葉大学大学院理学研究科・教授・アイスコアを用いた気候･環境変動の解析 )
財城 真寿美 ( 成蹊大学経済学部・准教授・古文書や古記録からの歴史時代の気象データの再現 )
平野 淳平 ( 帝京大学文学部・専任講師・古日記を用いた江戸時代の気候変動の復元 )
平 英彰 ( タテヤマスギ研究所・代表・富山県立山地域における木材利用の歴史 )
庄 健治朗 ( 名古屋工業大学社会工学科・助教・歴史時代の洪水流出解析 )
箱﨑 真隆 ( 国立歴史民俗博物館研究部・特任助教・樹木年輪の放射性炭素同位体を用いた古気候復
元 )
川幡 穂高 ( 東京大学大気海洋研究所・教授・内湾堆積物を用いた気候変動の解析 )
LI Qiang ( 中国科学院地球環境研究所・准教授・樹木年輪を用いた中国における古気候の復元 )
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 本 FR は歴史を対象とするプロジェクトなので地球研の実践 FR で主流となりつつある Trans-disciplinary（TD）な
プロジェクトではないが、最先端の Inter-disciplinary（ID）なプロジェクトである。もともとプログラムは、TD
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Japanese early modern.. International Symposium: Korean law at Context of Far East Asia. Main
session ; Litigation and Concept of Law in the Far East. 2017.11.25, Seoul, Korea.
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・鎌谷かおる・佐野雅規 近世日本の気候変動と村落における記録の記され方—気候変動への興味と知識を考える—．.
日本村落研究学会第 65 回大会, 2017 年 11 月 11 日, 静岡県浜松市.
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・Tada, R. Onset and evolution of the millennial-scale variability of East Asian Summer Monsoon and its
tight linkage with AMOC during the last 1.45 Ma. IODP-PAGES Workshop on Global Monsoon in Long-term
Records. , 2017.09.07, Shanghai, China.
・Junpei Hirano，Takehiko Mikami，Masumi Zaiki Reconstruction of summer temperatures since the 18th
century in Western Japan. . European Meteorological Society (EMS) Annual Meeting 2017,
2017.09.04-2017.09.08, Dublin, Ireland.
・箱﨑真隆・三宅芙沙・中村俊夫・木村勝彦・増田公明・奥野充 西暦 775 年炭素 14 スパイクに基づく白頭山 10 世
紀噴火の年代検証. 日本第四紀学会 2017 年大会, 2017 年 08 月 26 日-2017 年 08 月 28 日, 福岡県福岡市.
・木村勝彦・箱﨑真隆・佐野雅規・對馬あかね・李貞・中塚武・中村俊夫・奥野充 酸素同位体比年輪年代法による
白頭山 10 世紀噴火の年代測定. 日本第四紀学会 2017 年大会, 2017 年 08 月 26 日, 福岡県福岡市.
・藤尾慎一郎 紀元前１千年紀における韓半島南部から九州西北部への文化複合体の拡散.. “Korea-Japan
dendrochronology workshop towards a new phase of archaeology”, 2017 年 08 月 21 日, 韓国釜山市.
・箱﨑真隆 韓国南部の低湿地遺跡出土材の酸素同位体比年輪年代測定結果. “Korea-Japan dendrochronology
workshop towards a new phase of archaeology”, 2017 年 08 月 20 日, 韓国釜山市.
・箱﨑真隆 白頭山 10 世紀噴火の AD775　14C-spike および酸素同位体比年輪年代測定に基づく年代検証. “Korea-
Japan dendrochronology workshop towards a new phase of archaeology”, 2017 年 08 月 20 日, 韓国釜山市.
・Nakamura, T., Masuda, K., Miyake, F., Hakozaki, M. Radiocarbon age offset observed in Japanese tree
rings: Comparison of 14C ages from Japanese tree rings with IntCal13 datasets. The 14th
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・Jull, T., Miyake, F., Panyushkina, I., Masuda, K., Nakamura, T., Kimura, K., 　　Hakozaki, M.,
Wacker, L., Lange, T., Cruz, R., Baisan, C, Salzer, M, 　　Janovics, R, Hubay, K, Molnar, M Rapid
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10 日, 宮城県仙台市.
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MIS23-09　古気候・古海洋変動, 2017 年 05 月 22 日, 千葉県千葉市（幕張メッセ）.
・進藤辰郎・大沢信二・三島壮智・渡邊裕美子・田上高広 洪水情報が石筍中に記録される過程の解明—大分県稲積




挙動に規定されたモンスーン降水フロントの南振動に起因する. 日本地球惑星科学連合連合大会 2017 年大会,
2017 年 05 月 20 日-2017 年 05 月 25 日, 千葉県千葉市（幕張メッセ）.
・Kubota, Y., Haneda, Y., Suganuma, Y., Okada, M., Itaki, T., Kameo, K., Hayashi, H. Paleoceanographic
change off central Japan during MIS 20-18 based on Mg/Ca temperature, oxygen and carbon isotope
records from Chiba composite section. 日本地球惑星科学連合大会 2017, 2017 年 05 月 20 日-2017 年 05 月 25
日, 千葉県千葉市（幕張メッセ）.
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・Kubota, Y., Wakisaka, E., Clemens, S., Holbourn, A., Lee, K-E., Ziegler, M., Horikawa, K., Kimoto, K.
Variations in East Asian summer monsoon in the last 400 ky deduced from results of Mg/Ca-sea surface
temperature and oxygen isotope of IODP Site U1429. 日本地球惑星科学連合大会 2017, 2017 年 05 月 20
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本地球惑星科学連合連合大会 2017 年大会, 2017 年 05 月 20 日-2017 年 05 月 25 日, 千葉県千葉市（幕張メッセ）.
・Bruce L. Batten 「地球研『気候適応史プロジェクト』に見る文理融合型研究の課題—国際発信に向けて—」. 気
候変動研究会, 2017 年 05 月 01 日, 東京都武蔵野市.
【ポスター発表】
・坂本稔・坂千尋・箱﨑真隆 炭素 14 年代法による奪衣婆像の年代測定. 総研大文化フォーラム 2017, 2017 年 12
月 02 日, 千葉県佐倉市.
・三宅芙沙・増田公明・中村俊夫・箱﨑真隆・木村勝彦 年輪に見られる宇宙線イベント：単年以下の精度の 14C デ
ータ. 2017 年度「樹木年輪」研究会, 2017 年 11 月 18 日-2017 年 11 月 19 日, 愛知県名古屋市.
・箱﨑真隆・木村勝彦・佐野雅規・對馬あかね・李貞・中塚武・中村俊夫・大山幹成・木村淳一・設楽政健・小林
謙一・鈴木三男 東北日本における酸素同位体比年輪年代法の現状と展望. 日本第四紀学会 2017 年大会, 2017 年
08 月 26 日-2017 年 08 月 28 日, 福岡県福岡市.
・遠藤崇浩 輪中における株井戸の特徴とその分布について. 公益財団法人日本地下水学会 2017 年春季講演会,
2017 年 05 月 20 日, 東京都世田谷区.
・山田浩加, 森本 真紀, 勝田 長貴 濃尾平野における降水同位体の南北分布. 日本地球惑星科学連合 2017 年大会,
2017 年 05 月, 千葉県千葉市.
【招待講演・特別講演、パネリスト】
・中塚　武 酸素同位体比年輪年代法からみた気候変動と日本史の関係性. 奈良大学・文化財学科・特別講義, 2017
年 12 月 06 日, 奈良県奈良市.
・中塚　武 樹木年輪酸素同位体比を用いた高時間分解能による古気候学の推進と歴史学・考古学への応用. 第 45
回三宅賞受賞記念講演, 2017 年 12 月 02 日, 東京都千代田区.
・中塚　武 木材年輪の酸素同位体比を用いた遺跡の暦年代決定と気候変動の復元. 平成 29 年度・歴史民俗資料館
等専門職員研修, 2017 年 11 月 26 日, 千葉県佐倉市.
・中塚　武 樹木の年輪から考える日本列島の気候災害史. 別府大学文化財セミナー, 2017 年 11 月 12 日, 大分県
別府市.
・中山富広 近世日本のまち～近世厳島の存立構造～. 地域アカデミー, 2017 年 11 月 11 日, 広島県広島市.
・中塚　武 酸素同位体比年輪年代法から見た災害の歴史. 日本文化財科学会（公開講演会『文化遺産と科学』－遺
跡に探る災害史と被災文化遺産の継承）, 2017 年 10 月 08 日, 大阪府大阪市.
・Yoshimura,K Data assimilation of Isotopic information for multi centennial atmospheric reanalysis.
International Workshop on Isotopes for Tropical Ecosystem Studies, 2017.10.02-2017.10.07, San Jose,
Costa Rica.
・中塚　武 木材年輪の酸素同位体比を用いた遺跡の暦年代決定と気候変動の復元. 平成 29 年度　エル・おおさか　
歴史セミナー（前期）第 6回, 2017 年 09 月 25 日, 大阪府大阪市.
・Ryu Uemura・Dome Fuji ice core research group Changes in Antarctic temperature and carbon dioxide over
the glacial cycles. Frontiers of Science Symposium (Japenese-American-German・ JAGFoS・ JSPS 先端科学




・Kubota, Y., Wakisaka, E., Clemens, S., Holbourn, A., Lee, K-E., Ziegler, M., Horikawa, K., Kimoto, K.
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跡に探る災害史と被災文化遺産の継承）, 2017 年 10 月 08 日, 大阪府大阪市.
・Yoshimura,K Data assimilation of Isotopic information for multi centennial atmospheric reanalysis.
International Workshop on Isotopes for Tropical Ecosystem Studies, 2017.10.02-2017.10.07, San Jose,
Costa Rica.
・中塚　武 木材年輪の酸素同位体比を用いた遺跡の暦年代決定と気候変動の復元. 平成 29 年度　エル・おおさか　
歴史セミナー（前期）第 6回, 2017 年 09 月 25 日, 大阪府大阪市.
・Ryu Uemura・Dome Fuji ice core research group Changes in Antarctic temperature and carbon dioxide over
the glacial cycles. Frontiers of Science Symposium (Japenese-American-German・ JAGFoS・ JSPS 先端科学
シンポジウム), September 2017, Bad Neuenahr, Germany.
・中塚　武 セルロース酸素同位体比がもたらす気候変動と年輪年代の新しい研究展開. 日本第四紀学会 2017 年度
総会, 2017 年 08 月 26 日-2017 年 08 月 28 日, 福岡県福岡市.
・中塚　武 日本における酸素同位体比年輪年代学の進展と今後の展望. “Korea-Japan dendrochronology workshop
toward a new phase of archeology”, 2017 年 08 月 20 日, 韓国・慶尚南道・昌原市.
・中山富広 江戸時代の厳島から地方文化を考える. 東広島市歴史楽会, 2017 年 08 月 19 日, 広島県東広島市.
・R. Uemura・S. Mishima・K. Ohmine・R. Asami・C. Jin-Ping・C-C. Shen Isotopic compositions of fluid
inclusions water from stalagmites in Okinawa, Japan. 4th Annual meeting, Asia Oceanica Geosciences
Society (AOGS), August 2017, Suntec Singapore Convention, Singapore.
・佐野雅規，Chenxi Xu，中塚武 酸素同位体比測定法の導入によるモンスーンアジアでの年輪年代学の新展開．.
日本第四紀学会 2017 年大会, 2017 年 08 月, 福岡県福岡市.
・高木徳郎 柏原の歴史と柏原文書. シンポジウム「柏原文書の魅力」, 2017 年 06 月, 和歌山県橋本市.
・中塚　武 木曽ヒノキの年輪分析から分かること－森林環境の変遷と日本の歴史－. 木曽森林管理署特別講演会,
2017 年 05 月 29 日, 長野県上松町.
・中塚　武 高分解能古気候データがもたらす歴史研究の新たな可能性. 社会経済史学会・第 86 回全国大会パネル
「近世日本社会の気候変動への対応」, 2017 年 05 月 27 日-2017 年 05 月 28 日, 東京都港区.
・植村立・仲本壮志・三嶋 悟・浅海竜司・儀保雅一・眞坂昴佑・Chen Jin-Ping・ Chung-Che Wu・Yu-Wei Chang・
Chuan-Chou Shen 鍾乳石中に流体包有物として保存された過去の水の同位体比分析. 日本地球惑星科学連合 2017
年大会, 2017 年 05 月 20 日-2017 年 05 月 25 日, 千葉県千葉市.
・今津勝紀 キビから見つめる日本の古代史. 第 29 回「電磁力関連のダイナミクス」シンポジウム（SEAD29）, 2017
年 05 月 18 日, 岡山県倉敷市.
○学会活動（運営など）
【企画・運営・オーガナイズ】
・International Symposium on Cryosphere and Biosphere,Locao Organizing Committee. 2018 年 03 月 14
日-2018 年 03 月 19 日, Kyoto, Japan. Tsushima, Akane
・Quaternary Geochronology (査読). 2017 年 09 月 04 日-2017 年 10 月 10 日. 箱﨑真隆
・日本第四紀学会 2017 年 (大会セッションコンビーナー). 2017 年 08 月 26 日-2017 年 08 月 28 日, 福岡大学. 箱
﨑真隆




・岡山県内出土弥.生土器土師器の年代学的調査. 岡山県岡山市, 2017 年 11 月 20 日-2017 年 11 月 22 日. 藤尾慎一
郎
・岡山県赤磐市南方前池遺跡出土トチの年代学的調査・岡山市南方遺跡出土弥生土器の年代学的調査. 岡山県岡山
市, 2017 年 08 月 28 日-2017 年 08 月 30 日. 藤尾慎一郎
【海外調査】
・国立釜山大学校博物館との学術研究交流. 韓国釜山市, 2017 年 10 月 10 日-2017 年 10 月 22 日. 藤尾慎一郎




力, 2017 年 11 月 26 日, 東大阪市役所.
・鎌谷かおる　江戸時代の堅田の土地を調べてみよう. 第五回　北部地域文化センター講座　ほくぶん地域塾　第
四講座, 2017 年 10 月 18 日, 大津市北部地域文化センター.
・鎌谷かおる　江戸時代の天気を学ぼう. 江戸川区子ども未来館子どもアカデミー　ゼミ『空色・お天気マイスタ
ー』公開講座, 2017 年 08 月 10 日, 江戸川区子ども未来館.
22
・藤尾慎一郎 弥生時代の歴史. 明治大学博物館友の会弥生文化研究会, 2017 年 06 月 28 日, 東京都千代田区.
○報道等による成果の紹介
【報道機関による取材】
・所さんの目がテン！歴史研究会 4 弥生時代の生活に挑戦. 日本テレビ, 2017 年 12 月 10 日. 藤尾慎一郎
・特別インタビュー 藤尾慎一郎氏に聞くー大きく変わる時代区分！！弥生時代のはじまりはいつからか？. 2017
年 10 月, 最新日本史講座 歴史ＲＥＡＬ邪馬台国 :100-105. 藤尾慎一郎
・1.2 万年前アジア寒かった. 日本経済新聞社, 2017 年 04 月 23 日 朝刊, 30 面. 中塚　武
・NHK スペシャル「MEGA　CRISIS 巨大危機Ⅱ」．. NHK, 2017 年 09 月 02 日. 芳村圭．（出演・取材協力）
・木曽ヒノキの年輪分析から分かること－森林環境の変遷と日本の歴史. 木曽ケーブルテレビ 8 月特集番組, 2017
年 08 月. 中塚　武
・諸説あり！　#8「卑弥呼の正体とは」. BS-TBS, 2017 年 06 月 10 日. 中塚　武
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年 11 月 1 日に第一号（日本語版）、2018 年 2 月 1 日に第二号（英語版）を発行した。今後、年 4回のペースで発行を
予定している。プロジェクトのホームページも立ち上げた。また若手研究者が中心となってプロジェクトの研究成
果を公表する Discussion Paper を立ち上げ、紙媒体や Web 上の電子版として公表することを予定している。プロジ
ェクトメンバー間の議論や情報共有のために定例研究会を立ち上げ、2017 年 11 月末までに 3回の研究会を実施した。
国際セミナーや他機関との連携強化などに関しては、2017 年 4 月に泥炭地回復庁長官と会合を持ち、泥炭地回復政策
の最新動向および研究協力に関するセミナーを実施した。2017 年 8 月には、泥炭地回復のベースとなる泥炭地マップ
を作成しているインドネシア・地理空間情報庁や、村落レベルで住民参加型地図の製作サポートを行っている NGO な
どの関係者を招へいし、地図政策に関するセミナーを開催した。また 2017 年 5 月に国際泥炭学会に参加し、熱帯泥
炭地の管理における社会・経済的側面への配慮の重要性を主張した。2018 年 2 月 22 日には、インドネシア・ジャカ
ルタにおいて Joint Symposium on Tropical Peatland Restoration -Responsible Management of Tropical




















ンデータの収集をおこなった。また、2017 年 6 月に生態系修復コンセッションに関する国際セミナーを開催、2017
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ンデータの収集をおこなった。また、2017 年 6 月に生態系修復コンセッションに関する国際セミナーを開催、2017
年 5 月には Global Landscape Forum 2017 で本プロジェクトの成果報告を行った。
○共同研究者名(所属・役職・研究分担事項）
住民社会・企業・統治班
◎水野　広祐 ( 総合地球環境学研究所／京都大学東南アジア地域研究研究所・教授 )
□杉原　　薫 ( 総合地球環境学研究所・教授 )
○岡本　正明 ( 京都大学東南アジア地域研究研究所・教授 )
○鈴木　　遥 ( 総合地球環境学研究所／京都大学東南アジア地域研究研究所・研究員 )
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○ 今後の課題
　インドネシアにおける調査許可の手続きに予想していた以上に時間がかかり、現地調査が予定より遅れてしまった
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○ 今後の課題
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determines the functional niche occupancy of plant communities worldwide. Journal of Ecology:
130-139.
・中静　透 2017 年 04 月 陸域の生物多様性と生態系サービス. 農村計画学会誌(36):5-8.
○その他の出版物
【報告書】




・片谷敬孝・中静　透・広田純一・高木圭子 2018 年 01 月 特集「それからの震災復興」. JEAS NEWS 157:3-10. 対
談
・中静　透 2017 年 09 月 グリーンレジリエンスとは？. こしじ水と緑の会会報 (47 号):1-2.
○会合等での研究発表
【口頭発表】
・岡 千尋, 饗庭 正寛, 小野田 雄介, 黒川 紘子, 中静 透 生物多様性と生態系サービス多面性の関係解明に向け
て：樹木を対象とした幅広い有用性と形質・系統との関係の検証. 第 65 回日本生態学会大会, 2018 年 03 月 14
日-2018 年 03 月 18 日, 札幌市.
・Tohru Nakashizuka Assessing ecosystem service in Asian region by using biodiversity observation date.
GEOSS Asia-Pacific Symposium, 2017.09.18-2017.09.20, ベトナム　ハノイ.
【ポスター発表】
・小山 有夢, 饗庭 正寛, 小黒 芳生, 中静 透 分布環境辺縁部にあるブナ林に対する気候変動 の影響. 第 65 回日
本生態学会大会, 2018 年 03 月 14 日-2018 年 03 月 18 日, 札幌市.
・松本 洋平, 饗庭 正寛, 黒川 紘子, 中静 透 季節と成長に伴う樹皮形質の変化：冷温帯林と暖温帯林の比較. 第
65 回日本生態学会大会, 2018 年 03 月 14 日-2018 年 03 月 18 日, 札幌市.
・饗庭 正寛, 柴田嶺, 小黒 芳生, 中静透 環境・社会要因が文化的生態系サービスに与える影響の空間スケール依
存性. 第 65 回日本生態学会大会, 2018 年 03 月 14 日-2018 年 03 月 18 日, 札幌市.
・柴田 嶺, 饗庭 正寛, 中静 透 生態系サービスの教育的価値の可視化～中学校の野外学習に影響を及ぼす自然
的・社会的環境の解明. 第 65 回日本生態学会大会, 2018 年 03 月 14 日-2018 年 03 月 18 日, 札幌市.
・中軽米 聖花, 中静 透 シカ不嗜好性植物の Nurse plant 効果とシカ柵が樹木の更新に与える影響. 第 65 回日本
生態学会大会, 2018 年 03 月 14 日-2018 年 03 月 18 日, 札幌市.
【招待講演・特別講演、パネリスト】
・中静　透 フォーラム「Future Earth という活動、そこでの生態学者の役割とは」. 第 65 回日本生態学会大会,
2018 年 03 月 14 日-2018 年 03 月 18 日, 札幌市.
・中静　透 自由集会「生態学の視点からポスト愛知目標を考える」. 第 65 回日本生態学会大会, 2018 年 03 月 14
日-2018 年 03 月 18 日, 札幌市.
・中静　透 生物多様性概論. 平成 29 年度環境省自然環境研修, 2018 年 01 月 23 日, 埼玉県所沢市.
・中静　透 私たちをとりまく生物多様性の恵み. 平成 29 年度宮城県生物多様性フォーラム『身近な自然の恵みを
考えよう　～薬と毒と生物多様性～』, 2018 年 01 月 14 日, 宮城県仙台市.
・中静　透 紀伊半島の自然林の魅力と役割. 和歌山県の人と自然をつなぐシンポジウム～学び活かそう自然の力
～, 2018 年 01 月 08 日, 和歌山県和歌山市.
・中静　透 森と人のかかわりをふりかえる. 東洋大学国際哲学研究センター主催シンポジウム, 2017 年 12 月 24
日, 東京都.
・中静　透 気候変化が生物多様性・生態系に与える影響と適応策に関する動向. 平成 29 年度環境影響評価研修,
2017 年 12 月 04 日, 宮城県仙台市.
・中静　透 森林生態系と生物多様性. 平成 29 年度林野庁生物多様性保全研修, 2017 年 11 月 13 日, 東京都八王子
市.
・中静　透 森ものがたり. 越路ホタルの会, 越路もみじの会 20 周年記念講演会, 2017 年 11 月 10 日, 新潟県長岡
市.
・中静　透 気候変動が生物多様性・生態系に与える影響とその対策. NPO 法人環境生態工学研究所（E-TEC）第 13
期定時総会基調講演会, 2017 年 10 月 14 日, 宮城県仙台市.
・中静　透 生物多様性と生態系サービス. あいち環境塾, 2017 年 08 月 05 日-2017 年 08 月 05 日, 名古屋商工会議
所.
・中静　透 蛍を守るとはどういうことなのか？. 第 4 回ホタル指導員養成講座, 2017 年 05 月 20 日, 新潟県長岡
市.
・中静　透 フォレストの世界的な課題. CDP 2017 大阪ワークショップ, 2017 年 04 月 05 日, 大阪市.
○社会活動・所外活動
【依頼講演】
・白神山地のブナ林はなぜ大切か. 秋田県立秋田南高等学校, 2017 年 08 月 31 日-2017 年 08 月 31 日, 秋田県立秋
田南高等学校.












































































































































クサス・イシューを取り巻くグローバルな課題である SDGs（Sustainable Development Goals）の普及と達成にも貢
献するため、遠藤（2017）などの論考を発表した。
○共同研究者名(所属・役職・研究分担事項）
◎遠藤　愛子 ( 総合地球環境学研究所・准教授・プロジェクトリーダー、G5 班長 )
○王　　智弘 ( 総合地球環境学研究所・研究員・資源論、G1 班長 )
増原　直樹 ( 総合地球環境学研究所・研究員・行政学 )
本田　尚美 ( 総合地球環境学研究所・支援員・沿岸海洋学 )
岡本　高子 ( 総合地球環境学研究所・支援員 )
寺本　　瞬 ( 総合地球環境学研究所・支援員 )
<G1：資源利用と社会・文化グループ>
遠藤　崇浩 ( 大阪府立大学現代システム科学域・准教授・環境ガバナンス )
森　　誠一 ( 岐阜経済大学経済学部・教授・社会行動 )






○藤井　賢彦 ( 北海道大学大学院地球環境科学研究院・准教授・環境科学、G2 班長 )
荒木　　肇 ( 北海道大学北方生物圏フィールド科学センター・教授・ｴﾈﾙｷﾞｰ科学 )
山田　　誠 ( 龍谷大学経済学部・講師・水文学 )
濱元　栄起 ( 埼玉県環境科学国際センター・専門研究員・地球熱学 )
宮下　雄次 ( 神奈川県温泉地学研究所・主任研究員・温泉学 )
板寺　一洋 ( 神奈川県温泉地学研究所・課長・温泉・地下水 )
西島　　潤 ( 九州大学工学研究院地球資源システム工学部門・准教授・地熱エネルギー )
小林　　久 ( 茨城大学農学部・教授・農業水利 )
井岡聖一郎 ( 弘前大学北日本新エネルギー研究所・准教授・地球熱エネルギー )
先名　重樹 ( 防災科学技術研究所・主幹研究員・地震学、地震工学、地盤工学 )
笹田　政克 ( NPO 法人 地中熱利用促進協会・理事長・地中熱エネルギー )
太田　賢翔 ( 九州大学大学院工学府共同資源工学専攻・修士 1年・地熱貯留層数値モデリング )
Yayan SOFYAN ( 西日本技術開発株式会社 ジャカルタ事務所・Chief Representative Jakarta Office・地
熱エネルギー )
<G3：水・食料ネクサス研究グループ>
○小路　　淳 ( 広島大学大学院生物圏科学研究科・准教授・里海資源生態、G3 班長 )
富永　　修 ( 福井県立大学海洋生物資源学部・教授・資源生物学 )
杉本　　亮 ( 福井県立大学海洋生物資源学部・助教・沿岸水産 )
小林　志保 ( 京都大学フィールド科学教育研究センター・助教・河口域生態学分野 )
長谷川拓也 ( 広島大学大学院生物圏科学研究科・修士 2年・海洋生態学 )
寺田　裕司 ( 広島大学大学院生物圏科学研究科・修士１年・海洋生態学 )
藤田　浩司 ( 広島大学大学院生物圏科学研究科・修士１年・海洋生態学 )
石田　健大 ( 福井県立大学大学院生物資源学研究科・修士１年・資源生物学 )
竹内　　優 ( 福井県立大学大学院生物資源学研究科・修士１年・資源生物学 )
<G4：ステークホルダー分析グループ>
○馬場　健司 ( 東京都市大学環境学部・教授・政策過程論、G4 班長 )
木村　道徳 ( 滋賀県琵琶湖環境科学研究センター・主任研究員・ソーシャルネットワーク理論 )
<G5：学際的統合グループ>
熊澤　輝一 ( 総合地球環境学研究所研究部・准教授・環境計画論 )
加藤　尊秋 ( 北九州市立大学国際環境工学部・教授・環境経済評価 )
石井　　明 ( 八千代エンジニアリング・研究員・物理モデリング )
Kimbaly BURNETT ( University of Hawaii, USA・研究員・沿岸海洋学 )
Pedcris Miralles
ORENCIO
( Catholic Relief Services・Deputy Program Manager・統合指標・統合マップ )
<小浜メンバー>
○田原　大輔 ( 福井県立大学海洋生物資源学部・准教授・地域研究・社会経済・人間行動変容 )
小坂　康之 ( 福井県立若狭高等学校・教諭・海洋科学科 )
<別府メンバー>
○大沢　信二 ( 京都大学地球熱学研究施設・教授・地球熱学 )
柴田　智郎 ( 京都大学大学院理学研究科附属地球熱学研究施設・准教授・陸水学 )
斉藤　雅樹 ( 東海大学海洋学部海洋文明学科・教授・温泉、環境、エネルギー )
上城　義信 ( 日出町役場・水産 )
<大槌メンバー>
○河村　知彦 ( 東京大学大気海洋研究所 国際沿岸海洋研究センター・教授・生物資源・水―エネルギー
連関 )





○藤井　賢彦 ( 北海道大学大学院地球環境科学研究院・准教授・環境科学、G2 班長 )
荒木　　肇 ( 北海道大学北方生物圏フィールド科学センター・教授・ｴﾈﾙｷﾞｰ科学 )
山田　　誠 ( 龍谷大学経済学部・講師・水文学 )
濱元　栄起 ( 埼玉県環境科学国際センター・専門研究員・地球熱学 )
宮下　雄次 ( 神奈川県温泉地学研究所・主任研究員・温泉学 )
板寺　一洋 ( 神奈川県温泉地学研究所・課長・温泉・地下水 )
西島　　潤 ( 九州大学工学研究院地球資源システム工学部門・准教授・地熱エネルギー )
小林　　久 ( 茨城大学農学部・教授・農業水利 )
井岡聖一郎 ( 弘前大学北日本新エネルギー研究所・准教授・地球熱エネルギー )
先名　重樹 ( 防災科学技術研究所・主幹研究員・地震学、地震工学、地盤工学 )
笹田　政克 ( NPO 法人 地中熱利用促進協会・理事長・地中熱エネルギー )
太田　賢翔 ( 九州大学大学院工学府共同資源工学専攻・修士 1年・地熱貯留層数値モデリング )
Yayan SOFYAN ( 西日本技術開発株式会社 ジャカルタ事務所・Chief Representative Jakarta Office・地
熱エネルギー )
<G3：水・食料ネクサス研究グループ>
○小路　　淳 ( 広島大学大学院生物圏科学研究科・准教授・里海資源生態、G3 班長 )
富永　　修 ( 福井県立大学海洋生物資源学部・教授・資源生物学 )
杉本　　亮 ( 福井県立大学海洋生物資源学部・助教・沿岸水産 )
小林　志保 ( 京都大学フィールド科学教育研究センター・助教・河口域生態学分野 )
長谷川拓也 ( 広島大学大学院生物圏科学研究科・修士 2年・海洋生態学 )
寺田　裕司 ( 広島大学大学院生物圏科学研究科・修士１年・海洋生態学 )
藤田　浩司 ( 広島大学大学院生物圏科学研究科・修士１年・海洋生態学 )
石田　健大 ( 福井県立大学大学院生物資源学研究科・修士１年・資源生物学 )
竹内　　優 ( 福井県立大学大学院生物資源学研究科・修士１年・資源生物学 )
<G4：ステークホルダー分析グループ>
○馬場　健司 ( 東京都市大学環境学部・教授・政策過程論、G4 班長 )
木村　道徳 ( 滋賀県琵琶湖環境科学研究センター・主任研究員・ソーシャルネットワーク理論 )
<G5：学際的統合グループ>
熊澤　輝一 ( 総合地球環境学研究所研究部・准教授・環境計画論 )
加藤　尊秋 ( 北九州市立大学国際環境工学部・教授・環境経済評価 )
石井　　明 ( 八千代エンジニアリング・研究員・物理モデリング )
Kimbaly BURNETT ( University of Hawaii, USA・研究員・沿岸海洋学 )
Pedcris Miralles
ORENCIO
( Catholic Relief Services・Deputy Program Manager・統合指標・統合マップ )
<小浜メンバー>
○田原　大輔 ( 福井県立大学海洋生物資源学部・准教授・地域研究・社会経済・人間行動変容 )
小坂　康之 ( 福井県立若狭高等学校・教諭・海洋科学科 )
<別府メンバー>
○大沢　信二 ( 京都大学地球熱学研究施設・教授・地球熱学 )
柴田　智郎 ( 京都大学大学院理学研究科附属地球熱学研究施設・准教授・陸水学 )
斉藤　雅樹 ( 東海大学海洋学部海洋文明学科・教授・温泉、環境、エネルギー )
上城　義信 ( 日出町役場・水産 )
<大槌メンバー>
○河村　知彦 ( 東京大学大気海洋研究所 国際沿岸海洋研究センター・教授・生物資源・水―エネルギー
連関 )
佐々木　健 ( 岩手県大槌町役場・主任主査・地域社会 )
<国内セカンダリーサイト>
徳増　　実 ( 西条市生活環境部環境衛生課・地下水管理 )
菅原　善子 ( 遊佐町教育委員会・係長・地域社会 )
<アドバイザリー>
○谷口　真人 ( 総合地球環境学研究所・教授・水文学・スーパーバイザー )




○ Fernando P. SIRINGAN( University of the Philippines Marine Science Institute・教授・海洋・沿岸地質学 )




( University of the Philippines National Institute of Geological Sciences・准教
授・Physical Sciences )
Sevillo DAVID ( National Water Resources Board・Executive Director・Earth Science )
<インドネシアメンバー>
○ Robert M. DELINOM ( Indonesian Institute of Sciences・教授・水―食料連関 )
Rachmat Fajar LUBIS ( Indonesian Institute of Sciences・研究員・水文学 )
Deny HIDAYATI ( Indonesian Institute of Sciences・研究員・人間生態学 )
Johanis HABA ( Indonesian Institute of Sciences・教授・文化人類学 )
Hidayat PAWITAN ( Bogor Agricultural University・教授・水文システム分析 )
Andy Purnama ROESLI ( PT. Matlamat Cakera Canggih・Director・水文学 )
<カナダメンバー>
○ Diana M. ALLEN ( Simon Fraser University・教授・水-エネルギー連環 )
Dirk KIRSTE ( Simon Fraser University・准教授・水文学 )
Nancy OLEWILER ( Simon Fraser University・教授・公共政策 )
Deborah HARFORD ( Adaptation to Climate Change Team (ACT), Simon Fraser University・Executive
Director・気候変動政策 )
Chelton van GELOVEN ( BC Ministry of Forests, Lands and Natural Resource Operations・安全管理者、議長・
Hydorogist )
Laurie WELCH ( BC Oil and Gas Commission・水管理者・Hydrogeologist )
<アメリカメンバー>
○ Jason J. GURDAK ( San Francisco State University・准教授・水文学 )
Leora NANUS ( San Francisco State University・助教・Hydrology, Water quality )




( University of California, Davis・助教・Water Management )
Ellen HANAK ( Public Policy Institute of California・Senior Fellow・Natural resource management
Water policy )













・Manabu Kume, Seiichi Mori, Jun Kitano, Tetsuya Sumi & Shotaro Nishida 2018,01 Impact of the huge 2011
Tohoku-oki tsunami on the phenotypes and genotypes of Japanese coastal threespine stickleback
populations. Scientific Reports 8. DOI:10.1038/s41598-018-20075-z
・Takaaki Kato and Aiko Endo 2017,12 Contrasting Two Dimensions of Disaster-Induced Water-Shortage
Experiences: Water Availability and Access. Water 9(12):982. DOI:10.3390/w9120982 （査読付）.
・谷口真人 2017 年 09 月 水・エネルギー・食料ネクサスシナジー効果の増大. 環境会議(2017 秋号):46-51.
・山田誠 2017 年 09 月 九重火山に湧出する冷たい炭酸水. 日本水文科学会誌 47(2):135-140. DOI:10.4145/jahs.
47.135
・木村道徳, 増原直樹, 馬場健司 2017 年 09 月 大分県別府市の小規模地熱発電ステークホルダーの共通認識に着
目した潜在的社会ネットワークの可視化. 環境科学会誌 30(5):325-335. DOI:10.11353/sesj.30.325 （査読付）.
・小路淳 2017 年 08 月 アマモ場における魚類群集構造の津波前後の比較. 日本水産学会誌 83(4):664-667. DOI:
10.2331/suisan.WA2432-7 （査読付）.
・Taniguchi, M., Endo, A., Gurdak, J.J., Swarzenski, P. 2017,06 Water-Energy-Food Nexus in the Asia-
Pacific Region. J. Hydrol. Reg. Stud. 11:1-8. DOI:10.1016/j.ejrh.2017.06.004 （査読付）.
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09 月 09 日, 大阪.
○報道等による成果の紹介
【報道機関による取材】
・別府市で温泉一斉調査　源泉 56 ヵ所の現状把握. 大分合同新聞, 2017 年 11 月 21 日 朝刊.
・北の事始め　発祥の地あれこれ　26 水力発電　小規模設備　環境に配慮　道内初は岩内に　定山渓今も現役. 北













































































































  本プロジェクトでは、専門知識・技術の高度化などの研究機能を担う専門分野ベースの 7つの研究班、および、地
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大手　信人 ( 京都大学大学院情報学研究科・教授・生態系生態学 )
尾坂　兼一 ( 滋賀県立大学環境科学部・助教・森林水文学 )
伊藤　雅之 ( 兵庫県立大学 環境人間学部・准教授・生物地球化学 )
石川　尚人 ( 海洋研究開発機構・研究員・同位体生態学 )
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Ying)
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石川可奈子 ( 滋賀県琵琶湖環境科学研究センター・研究員・応用陸水学、環境微生物学 )
井上　栄壮 ( 滋賀県琵琶湖環境科学研究センター・主任研究員・陸水生態学 )
内井喜美子 ( 大阪大谷大学薬学部・助教・微生物生態学 )
小野寺真一 ( 広島大学大学院総合科学研究科・教授・水文学 )
鏡味麻衣子 ( 横浜国立大学 大学院環境情報研究院・教授・陸水生態学 )
加藤 季晋 ( 島根県保健環境科学研究所・研究員・環境分析化学 )
神谷　　宏 ( 島根県保健環境科学研究所・環境科学部長・陸水科学 )
熊谷　道夫 ( 立命館大学総合科学技術研究機構・教授・地球物理学 )
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清家　　泰 ( 島根大学大学院総合理工学研究科・教授・環境分析化学 )
中野　伸一 ( 京都大学生態学研究センター・教授・微生物生態学 )
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藤吉　　麗 ( 総合地球環境学研究所・研究員・同位体生態学 )
松八重一代 ( 東北大学 大学院 工学研究科・教授・産業エコロジー学 )
間野由布子 ( 東北大学 大学院 環境科学研究科・大学院生・産業エコロジー学 )
丸尾　雅啓 ( 滋賀県立大学環境科学部・教授・水圏化学・分析化学 )
源　 利文 ( 神戸大学大学院人間発達環境学研究科・准教授・分子生態学 )




PAYTAN Adina ( カリフォルニア大学サンタクルーズ校・教授・海洋化学 )
SONG Uhram ( 済州大学校生物学科・助教・応用生態学 )
【ネットワーク班】
○浅野　悟史 ( 滋賀県琵琶湖環境科学センター・研究員・環境農学 )
浅見　正人 ( 滋賀県 湖東環境事務所 )
大塚　泰介 ( 滋賀県立琵琶湖博物館・学芸員・藻類学 )
奥田　一臣 ( 滋賀県琵琶湖環境部・琵琶湖政策課 )
片岡　佳孝 ( 滋賀県水産試験場・主査・水産 )
金尾　滋史 ( 滋賀県立琵琶湖博物館・学芸員・魚類生態学 )
川端　隆弘 ( 公益財団法人淡海環境保全財団・主査・魚類増殖学 )
亀甲　武志 ( 滋賀県農政水産部水産課・主査・魚類増殖学 )
佐藤　祐一 ( 琵琶湖環境科学研究センター・主任研究員・環境システム工学 )
福井　治夫 ( 公益財団法人淡海環境保全財団・総括専門員・環境保全 )
【人間社会班】
○脇田　健一 ( 龍谷大学社会学部社会学科・教授・環境社会学 )
内田由紀子 ( 京都大学 こころの未来研究センター・准教授・社会心理学 )
大野　智彦 ( 金沢大学人間社会研究域法学系・准教授・環境政策学 )
篭橋　一輝 ( 南山大学社会倫理研究所・第一種研究員・環境経済学 )
柏尾　珠紀 ( 滋賀県立琵琶湖博物館・特別研究員・農村社会学 )
近藤　康久 ( 総合地球環境学研究所研究基盤国際センター・准教授・考古学・地理情報学 )
西前　　出 ( 京都大学 大学院地球環境学堂・准教授・地域計画学 )
坂上　雅治 ( 日本福祉大学 健康科学部・教授・応用経済学 )
佐野　静代 ( 同志社大学文学部・教授・歴史地理学 )
高橋　卓也 ( 滋賀県立大学環境科学部・教授・環境経済学 )
竹村 幸祐 ( 滋賀大学 経済学部・准教授・社会心理学 )
田中　拓弥 ( 近畿環境パートナーシップ・オフィス（きんき環境館）・ｸﾘｴｲﾃﾞｨﾌﾞ ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ・環境社会
学 )
谷口　吉光 ( 秋田県立大学生物資源科学部・教授・社会学 )
野波　　寛 ( 関西学院大学社会学部・教授・社会心理学 )
平塚　純一 ( 元 NPO 法人自然と人間環境研究機構・元理事・湖沼水域総合科学 )
福島慎太郎 ( 青山学院大学 総合文化政策学部・助教・地域社会学、社会心理学、社会調査論 )
松下　京平 ( 滋賀大学 経済学部・准教授・環境経済学 )
谷内　茂雄 ( 京都大学生態学研究センター・准教授・数理生態学 )
鄭躍軍（TEI Yakugun）( 同志社大学文化情報学部・教授・計量社会学 )
【栄養塩管理班】
SANTOS-BORJA Adelina( Laguna Lake Development Authority・部門長・統合湖沼管理 )
MAGBANUA Francis ( University of the Philippines Diliman・助教・底生動物多様性 )
MENDOZA Norman ( Philippine Nuclear Research Institute・研究員・水文学 )
PAPA Rey Donne ( University of Santo Tomas・准教授・プランクトン生態学 )
SEVILLA Fortunato B
III
( University of Santo Tomas・教授・分析化学 )
【アドバイザー】
□石井励一郎 ( 総合地球環境学研究所研究基礎国際センター・准教授・理論生態学 )
□占部城太郎 ( 東北大学大学院生命科学研究科・教授 )
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□川端善一郎 ( 総合地球環境学研究所・名誉教授 )
□小林　邦彦 ( 総合地球環境学研究所・研究員・国際環境法 )
□酒井　章子 ( 京都大学生態学研究センター・准教授 )
□中静　　透 ( 総合地球環境学研究所・教授・森林生態学・生物多様性 )
□長坂　晶子 ( 北海道立総合研究機構・主査 )
□藤田　　昇 ( NPO 森林再生支援センター・理事長 )
【PJ 統括事務局】
○池谷　　透 ( 総合地球環境学研究所・研究員・生物科学 )
○石田　卓也 ( 総合地球環境学研究所・研究員・森林環境学 )
○石橋　弘之 ( 総合地球環境学研究所・研究員・地域研究 )
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○学会活動（運営など）
【企画・運営・オーガナイズ】
・第 21 回 地球研地域連携セミナー「地域の底ヂカラ：結の精神が育むいきものの多様性」 (企画総括). 2018 年
02 月 24 日, 甲賀市 かふか生涯学習館.
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ー：奥田昇. 2017 年 09 月 29 日, 仙北市 秋田.
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○その他の成果物等
【その他】
・2017 年 10 月 01 日 プロジェクト公式 WEB サイト開設
○社会活動・所外活動
【依頼講演】
・奥田昇「人と自然の共生社会をめざして」. 第 3 回菅平湿原シンポジウム流域ガバナンス, 2017 年 11 月 06 日,
上田市. 「流域ガバナンス：人と自然の共生社会をめざして」、第 3回菅平湿原シンポジウム、2017 年 11 月 6 日、
上田市
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交通大学環境科学・工程学院講義, 2017 年 05 月 24 日, 上海交通大学.
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・谷口吉光 「八郎湖の課題解決を」. 秋田さきがけ新聞, 2017 年 12 月 06 日.
・奥田昇「コガノゲンタロウいた！絶滅危惧種、京都北部で確認」. 京都新聞, 2017 年 11 月 07 日 朝刊.
・奥田昇「コガノゲンタロウ絶滅寸前種の昆虫発見」. 毎日新聞, 2017 年 10 月 31 日 朝刊(地方版).
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・西條辰義 2018 年 03 月 ｢フューチャー・デザイン：持続可能な未来社会の設計｣. 『環境会議』 49:168-173.
・Tatsuyoshi Saijo and Junyi Shen 2018,02 “Mate choice mechanism for solving a quasi-dilemma”. Journal
of Behavioral and Experimental Economics 72:1-8. DOI:10.1016/j.socec.2017.10.004 （査読付）.
・西條 辰義 2018 年 02 月 「フューチャー・デザイン」. 『学術の動向』 23(2):64-67.
・Jun Feng, Tatsuyoshi Saijo, Junyi Shen and Xiangdong Qin 2018,02 "Instability in the Voluntary
Contribution Mechanism with a Quasi-linear Payoff Function: An Experimental Analysis,". Journal of
Behavioral and Experimental Economics 72:67-77. DOI:10.1016/j.socec.2017.12.002 （査読付）.
・Tatsuyoshi Saijo, Takehiko Masuda, and Takafumi Yamakawa 2018,01 "Approval Mechanism to Solve
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・Saijo T., Feng J. and Kobayashi Y. 2017,11 "Common-Pool Resources are Intrinsically Unstable".
International Journal of the Commons 11(2):597-620. （査読付）.
・Shahrier, S., Kotani, K. & Saijo, T. 2017,11 "Intergenerational Sustainability Dilemma and the Degree
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・西條辰義 『フューチャー・デザイン』. 「第 1回フューチャー・デザイン・ワークショップ」, 2018 年 01 月 27
日-2018 年 01 月 28 日, 総合地球環境学研究所、京都市. （本人発表).
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・西條辰義 「フューチャー・デザイン」. コモンズ研究会, 2018 年 02 月 17 日, 京都大学, 京都市.
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・西條辰義 フューチャー・デザイン：持続可能な社会への変革 . 同志社大学　ITEC Seminar, 2017 年 12 月 08 日,
同志社大学、京都市.
・Tatsuyoshi Saijo “Future Design”. School of Human Evolution and Social Change, 2017.10.26, Arizona
State University, Tempe, Arizona.
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future: Incorporating imaginary future generations into negotiations". Sustainability Science
12:409-420. DOI:10.1007/s11625-016-0419-8 （査読付）.
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プロジェクトリーダー： Steven R. McGreevy
実践プログラム 3: 豊かさの向上を実現する生活圏の構築
ホームページ： http://feastproject.org/
キーワード： agrifood transition, sustainable food consumption and production, foodshed mapping, participatory backcasting,
Asian food ethics, social change, social practice
○ 研究目的と内容
1) 目的と背景 
   アジアの食農システムは、持続可能性に関する無数の問題に直面している。その問題には、温室効果ガスの排出、
資源の過剰利用、環境汚染、土壌劣化といった健全な地球環境の損失に留まらず、生物、文化、知識などの多様性の





2011, Ezzati et al. 2005, ICN2 2014)。日常生活の根幹をなす食を身近なものとして取り戻し、食が自然環境や社
会文化とつながっていることを意識できるような生産、分配、管理の持続可能なシステムの設立が、早急に求められ
ている。しかしながら、現時点では、食農システムがどのような転換の過程を経て、生活に根付くのか(e.g. Bui et
al 2016)、また新たな組織や政策(e.g. Meadowcroft 2011)、社会的実践(e.g. Horlings 2015, Shove et al. 2012,
Spaargaren 2011)、経済的措置(D'Alisa et al. 2014, Infante & Gonzalez de Molina 2013)といった、目標達成に
必要な情報も知識も十分にない。













   このような研究活動を通じて、本プロジェクトは、持続可能な食の消費活動(iPES-Food 2015, Lykke Syse & Lee
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○ 本年度の課題と成果
2017 年度（FR2）における、各 WG の成果は下記の通りである。
 
WG １ フードシステムマッピング＆モデリング






































































































































   本プロジェクトは 5つのワーキング・グループ（WG）に分かれて知見を探求し、統合することを目指す。各 WG は
2 名のチェアパーソンの下、少なくとも 1 名のプロジェクト研究員がメンバー間の調整を担当している。プロジェク
ト本部は総合地球環境学研究所に位置し、プロジェクトの運営と研究活動を行っている。本年度は、本部メンバーを
3 名（研究員 2 名、研究推進員 1 名）増員し、日本国内でのボトムアップなアクション・リサーチ活動と生産分野に
おける社会生態学的研究を統合的に進めてきた。









○秋津元輝 ( 京都大学大学院農学研究科・教授・農業食料社会学 )
○柴田晃 ( 立命館大学 OIC 総合研究機構・教授・地域政策学 )
○田村典江 ( 総合地球環境学研究所・上級研究員・自然資源管理 )
○須藤重人 ( 農業・食品産業技術総合研究機構農業環境変動研究センター・上級研究員・水源管理、環
境学 )
○稲葉敦 ( 工学院大学先進工学部・教授・環境エネルギー科学 )
○立川雅司 ( 名古屋大学環境学研究科・教授・農業食料社会学 )
○谷口吉光 ( 秋田県立大学生物資源科学部生物資源環境科・教授・環境社会学 )
○原祐二 ( 和歌山大学システム工学部・准教授・景観生態学 )
○土屋一彬 ( 東京大学大学院農学生命科学研究科・助教・社会生態システム )
○田中敬子 ( ケンタッキー大学社会学部・教授・農業食料社会学 )
○岸本（莫）文紅 ( 農業・食品産業技術総合研究機構農業環境変動研究センター・上級研究員・農業経済学 )
○中村麻里 ( 名古屋文理大学健康生活学部フードビジネス学科・教授・食の社会学 )







小林舞 ( 総合地球環境学研究所・研究員・環境社会学、環境学 )
太田和彦 ( 総合地球環境学研究所・研究員・日本型環境倫理 )
NILES, Daniel ( 総合地球環境学研究所・准教授・地理学 )
熊澤輝一 ( 総合地球環境学研究所・准教授・環境計画論・地域情報学 )
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岩橋涼 ( 京都大学大学院農学研究科・大学院生（博士課程）・農業食料社会学 )
小田龍聖 ( 京都大学大学院農学研究科・大学院生（博士課程）・河川生態系 )
野村亜矢香 ( 京都大学大学院総合生存学館（思修館）・大学院生（博士課程）・食品廃棄 )
芦田裕介 ( 宮崎大学地域資源創成学部・専任講師・地域社会学 )
土居洋平 ( 跡見学園女子大学観光コミュニティ学部コミュニティデザイン科・准教授・農村社会学 )
荘林幹太郎 ( 学習院女子大学国際文化交流学部国際コミュニケーション学科・教授・農業政策学 )
田靡裕祐 ( 立教大学社会学部・助教・社会統計学 )
大賀百恵 ( 同志社大学大学院総合政策科学研究科・大学院生（博士課程）・政策科学 )
NI, Hui ( 立命館大学言語教育センター・外国語嘱託講師・農業経済学 )
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林清忠 ( 農業・食品産業技術総合研究機構農業環境変動研究センター・主席研究員・LCA )
田原聖隆 ( 産業技術総合研究所・IDEA ラボ長・LCA )
堀口誠 ( 産業技術研究センター調査・情報室・主席研究員・LCA )
西山未真 ( 宇都宮大学農業経済学科・准教授・アグリフードシステム論 )
大石高典 ( 東京外国語大学現代アフリカ地域研究センター・講師・人類学 )
渡辺学 ( 東京海洋大学食品生産科学部門・准教授・LCA )
久野秀二 ( 京都大学大学院経済学研究科・教授・国際農業経済学 )
平賀緑 ( 京都大学大学院経済学研究科経済学部経済資料センター・研究員・政治経済学 )
岩橋涼 ( 京都大学大学院農学研究科・大学院生（博士課程）・農業食料社会学 )
小田龍聖 ( 京都大学大学院農学研究科・大学院生（博士課程）・河川生態系 )
野村亜矢香 ( 京都大学大学院総合生存学館（思修館）・大学院生（博士課程）・食品廃棄 )
芦田裕介 ( 宮崎大学地域資源創成学部・専任講師・地域社会学 )
土居洋平 ( 跡見学園女子大学観光コミュニティ学部コミュニティデザイン科・准教授・農村社会学 )
荘林幹太郎 ( 学習院女子大学国際文化交流学部国際コミュニケーション学科・教授・農業政策学 )
田靡裕祐 ( 立教大学社会学部・助教・社会統計学 )
大賀百恵 ( 同志社大学大学院総合政策科学研究科・大学院生（博士課程）・政策科学 )
NI, Hui ( 立命館大学言語教育センター・外国語嘱託講師・農業経済学 )
吉川直樹 ( 立命館大学理工学部環境システム工学科・講師・LCA )
藤原なつみ ( 立命館大学総合科学技術研究機構・補助研究員・社会工学 )
濵田信吾 ( 大阪樟蔭女子大学学芸学部ライフプランニング学科・講師・文化人類学 )
伊波克典 ( グローバル・フットプリント・ネットワーク・研究員・モデリング学 )
須本エドワード豊 ( （株）レンエネルギー・クロスボーダー・イノベーション学 )
椛島裕美枝 ( イオン株式会社グループ環境社会貢献部 )
NGUYEN, Philip ( Gochiso 株式会社・代表取締役・アプリデザイン )
小澤史弘 ( 日本クルベジ協会・総務課長 )
松平尚也 ( AM ネット・代表理事・有機農業 )
西田奈都代 ( NPO 法人場とつながりラボ home's vi・コーディネーター・ファシリテーション )











CHOW, Sungming ( 香港理工大学応用社会科学学科・上級講師・社会経済学 )
ZHOU, Sheng ( 上海市農業科学院・グループリーダー・土壌学 )
MA, Jia ( 上海市農業科学院・副研究員・土地利用経済、都市農業経済管理 )
CHHETRI, Rekha ( ブータン王立大学自然資源大学・助教・有機農業 )
Sonam Tashi ( ブータン王立大学自然資源大学・准教授・有機農業 )
























・谷口吉光 2017 年 04 月 「地域の食」を守り育てる：秋田発地産地消運動の 20 年. 無明舎出版 , 秋田県秋田市,
254pp.
【分担執筆】
・Chhetri, Rekha 2017 年 07 月 Bhutan Today（講演文字起こし）ブータンのいま～有機農業・小規模農業の可能性
と生活の知恵～. 農藝ハンドブック「山と生きる」. あらたま農藝舎.
・西山未真 2017 年 06 月 ローカルフード運動の深まりによるコミュニティ再生―消費者からフードシチズンへ―.
大森彌・小田切徳美・藤山浩編 世界の田園回帰　11 カ国の動向と日本の展望. シリーズ田園回帰, 8. 農文協,
東京都港区, pp.198-207.
・Rupprecht, C. D. D.; Byrne, J. A. 2017,12 Informal urban green space as anti-gentrification
strategy?. Curran, W.; Hamilton, T. (ed.) Just Green Enough: Urban development and environmental
gentrification. Routledge Equity, Justice and the Sustainable City series. Routledge, London, UK.
【翻訳・共訳】
・太田和彦 2017 年 07 月 〈土〉という精神―アメリカの農業と環境倫理. 農林統計出版, 東京都千代田区, 344pp.
原著: Thompson, Paul. B.著 The Spirit of the Soil: Agriculture and Environmental Ethics. Routledge,
264pp.
・太田和彦、立川雅司 2017 年 12 月 都市食料政策ミラノ協定-世界諸都市からの実践報告―. のびゆく農業-世界の
農政-, 1036-1037. 一般財団法人農政調査委員会, 東京都千代田区, 61pp. 原著: Thomas Forster, Florence
Egal, Henk Renting, Marielle Dubbeling and Arthur Getz Escudero 編 Milan Urban Food Policy Pact:
Selected Good Practices from Cities. Fondazione Giangiacomo Feltrinelli, Milan, Italy, 125pp.
○論文
【原著】
・原祐二、三瓶由紀 2017 年 10 月 みなべ・田辺の梅システムーそのランドスケープの特徴と動態的保全に向けた取
り組みー. ランドスケープ研究 81:282-283.
・Hara, Yuji, Timon McPhearson, Yuki Sampei, Brian McGrath 2018,02 Assessing urban agriculture
potential: a comparative study of Osaka, Japan and New York city, United States. Sustainability
Science 13:1-16.
・Hisano, Shuji, Akitsu Motoki, & Steven R. McGreevy 2018,02 Revitalising Rurality under the Neoliberal
Transformation of Agriculture: Experiences of Re-agrarianisation in Japan. Journal of Rural Studies.
DOI:10.1016/j.jrurstud.2018.01.013 （査読付）.
64
・井崎敦子、小林舞 2017 年 10 月 地域で小さな経済を回すということ：京都ファーマーズ・マーケット代表との対
話. ランドスケープ研究 81(3):278-281. （聞き手、紹介文担当）
・河合史子 2017 年 10 月 地域における在来種の保全に関する取り組み-岩手県岩泉町と青森県南部町の事例より-.
ランドスケープ研究 81(3):272-273.
・岸本（莫）文紅、須藤重人、田靡裕祐、柴田晃 2017 年 10 月 地域の持続的な食と農を支える農産物エコブラン
ド・スキームの開発に向けて. ランドスケープ研究 81(3):264-267.
・マックグリービー、スティーブン R.&ルプレヒト、クリストフ D. D. 2017 年 10 月 情報の収穫者とバーチャル農
家:アプリを使った消費者との持続可能なフードシステムの共創. ランドスケープ研究 81(3):288-291.
・中村麻理, 秋津元輝, 田村典江, 立川雅司, Steven McGreevy 2018 年 03 月 子育て世代の食卓および食品入手経
路の実態－亀岡子育てネットワーク会員を対象とした 3 調査の結果から－. フードシステム研究 24(3):
263-268. （査読付）.
・ナイルズ、ダニエル 2017 年 10 月 世界重要農業遺産システム GIAHS のランドスケープから学ぶ. ランドスケープ
研究 81(3):260-263.
・大石高典 2017 年 06 月 消費の視点から狩猟を捉えなおす. 民博通信(157):20-21.
・大石卓史、田村典江 2018 年 03 月 森林・林業再生プランにおける人材育成の現状と課題－森林総合監理士（フォ
レスター）と森林施業プランナーの育成・活動の評価－. 林業経済研究 64(1):14-25. （査読付）.
・Oo AZ, Sudo S, Akiyama H, Win KT, Shibata A, Yamamoto A, et al. 2018,02 Effect of dolomite and
biochar addition on N2O and CO2 emissions from acidic tea field soil. PLoS ONE 13(2). DOI:10.1371/
journal.pone.0192235
・太田和彦 2017 年 「持続可能性」概念に付随する時間認識の形式の再検討―「未来可能性」概念の導入の提起.
環境思想・教育研究 10. （査読付）.
・太田和彦 2017 年 10 月 食育実践におけるフードスケープ概念の有効性－食卓から見えない景色への想像力を育
む-. ランドスケープ研究 81(3):256-259.
・Rupprecht, C. D. D. 2017,08 Informal Urban Green Space: Residents’ Perception, Use, and Management
Preferences across Four Major Japanese Shrinking Cities. Land 6(3):59. DOI:10.3390/land6030059 （査読
付）.
・Rupprecht, C. D. D. 2017,12 Ready for more-than-human? Measuring urban residents’willingness to
coexist with animals.. Fennia 195(2):142-160. DOI:10.11143/fennia.64182 （査読付）.
・三瓶 由紀、原 祐二、マーコトゥリオ ピーター・J 2017 年 04 月 ニューヨーク市水源林保全における農業保全地
役権の特徴と運用状況. ランドスケープ研究 80(5):701-706. DOI:10.5632/jila.80.701 造園学会ベストペーパ
ー賞受賞
・柴田晃 2017 年 10 月 京都亀岡カーボンマイナスプロジェクトと農地環境保全ブランド「クルベジ」. ランドスケ
ープ研究 81(3):284-285.
・立川雅司 2017 年 食品安全と農村計画：セイフティとセキュリティに対する空間的コントロール. 農村計画学会
誌（特集論考） 36. （印刷中）
・田村典江 2017 年 10 月 野生鳥獣肉の利用拡大とローカルフードシステム-釧路市の事例から-. ランドスケープ
研究 81(3):274-277.
・田中 伸彦、山本 信次、光田 靖、奥 敬一、庄子 康、上原 巌、大石 康彦、田村 典江、井上 真理子 2018 年 01
月 記録：「林政・風致・経営、観光・レクリエーション、教育分野のあり方検討会」報告. 森林科学 81:50-53.
DOI:10.11519/jjsk.81.0_50
【総説】
・土屋一彬 2017 年 10 月 持続可能な農業から都市の食までをつなげる. ランドスケープ研究 81(3):248-251.
○その他の出版物
【解説】
・小林舞 2017 年 07 月 ブータンの緩やかなトランジッション ～現地調査の経験を踏まえて～. 農藝ハンドブック
特集「山と生きる」 2:150-167.
・立川雅司 2017 年 12 月 解題. 安藤光義、池上彰英、大山利男、鈴木宣弘、立川雅司、三石誠司編 都市食料政策





・井崎敦子、小林舞 2017 年 10 月 地域で小さな経済を回すということ：京都ファーマーズ・マーケット代表との対
話. ランドスケープ研究 81(3):278-281. （聞き手、紹介文担当）
・河合史子 2017 年 10 月 地域における在来種の保全に関する取り組み-岩手県岩泉町と青森県南部町の事例より-.
ランドスケープ研究 81(3):272-273.
・岸本（莫）文紅、須藤重人、田靡裕祐、柴田晃 2017 年 10 月 地域の持続的な食と農を支える農産物エコブラン
ド・スキームの開発に向けて. ランドスケープ研究 81(3):264-267.
・マックグリービー、スティーブン R.&ルプレヒト、クリストフ D. D. 2017 年 10 月 情報の収穫者とバーチャル農
家:アプリを使った消費者との持続可能なフードシステムの共創. ランドスケープ研究 81(3):288-291.
・中村麻理, 秋津元輝, 田村典江, 立川雅司, Steven McGreevy 2018 年 03 月 子育て世代の食卓および食品入手経
路の実態－亀岡子育てネットワーク会員を対象とした 3 調査の結果から－. フードシステム研究 24(3):
263-268. （査読付）.
・ナイルズ、ダニエル 2017 年 10 月 世界重要農業遺産システム GIAHS のランドスケープから学ぶ. ランドスケープ
研究 81(3):260-263.
・大石高典 2017 年 06 月 消費の視点から狩猟を捉えなおす. 民博通信(157):20-21.
・大石卓史、田村典江 2018 年 03 月 森林・林業再生プランにおける人材育成の現状と課題－森林総合監理士（フォ
レスター）と森林施業プランナーの育成・活動の評価－. 林業経済研究 64(1):14-25. （査読付）.
・Oo AZ, Sudo S, Akiyama H, Win KT, Shibata A, Yamamoto A, et al. 2018,02 Effect of dolomite and
biochar addition on N2O and CO2 emissions from acidic tea field soil. PLoS ONE 13(2). DOI:10.1371/
journal.pone.0192235
・太田和彦 2017 年 「持続可能性」概念に付随する時間認識の形式の再検討―「未来可能性」概念の導入の提起.
環境思想・教育研究 10. （査読付）.
・太田和彦 2017 年 10 月 食育実践におけるフードスケープ概念の有効性－食卓から見えない景色への想像力を育
む-. ランドスケープ研究 81(3):256-259.
・Rupprecht, C. D. D. 2017,08 Informal Urban Green Space: Residents’ Perception, Use, and Management
Preferences across Four Major Japanese Shrinking Cities. Land 6(3):59. DOI:10.3390/land6030059 （査読
付）.
・Rupprecht, C. D. D. 2017,12 Ready for more-than-human? Measuring urban residents’willingness to
coexist with animals.. Fennia 195(2):142-160. DOI:10.11143/fennia.64182 （査読付）.
・三瓶 由紀、原 祐二、マーコトゥリオ ピーター・J 2017 年 04 月 ニューヨーク市水源林保全における農業保全地
役権の特徴と運用状況. ランドスケープ研究 80(5):701-706. DOI:10.5632/jila.80.701 造園学会ベストペーパ
ー賞受賞
・柴田晃 2017 年 10 月 京都亀岡カーボンマイナスプロジェクトと農地環境保全ブランド「クルベジ」. ランドスケ
ープ研究 81(3):284-285.
・立川雅司 2017 年 食品安全と農村計画：セイフティとセキュリティに対する空間的コントロール. 農村計画学会
誌（特集論考） 36. （印刷中）
・田村典江 2017 年 10 月 野生鳥獣肉の利用拡大とローカルフードシステム-釧路市の事例から-. ランドスケープ
研究 81(3):274-277.
・田中 伸彦、山本 信次、光田 靖、奥 敬一、庄子 康、上原 巌、大石 康彦、田村 典江、井上 真理子 2018 年 01
月 記録：「林政・風致・経営、観光・レクリエーション、教育分野のあり方検討会」報告. 森林科学 81:50-53.
DOI:10.11519/jjsk.81.0_50
【総説】
・土屋一彬 2017 年 10 月 持続可能な農業から都市の食までをつなげる. ランドスケープ研究 81(3):248-251.
○その他の出版物
【解説】
・小林舞 2017 年 07 月 ブータンの緩やかなトランジッション ～現地調査の経験を踏まえて～. 農藝ハンドブック
特集「山と生きる」 2:150-167.
・立川雅司 2017 年 12 月 解題. 安藤光義、池上彰英、大山利男、鈴木宣弘、立川雅司、三石誠司編 都市食料政策
ミラノ協定-世界諸都市からの実践報告―. のびゆく農業-世界の農政-, 1036-1037. 一般財団法人農政調査委員
会, 東京都千代田区, pp.2-6.
【その他の著作（新聞）】
・西山未真 農村学教室「ローカルフードシステム」. 日本農業新聞, 2017 年 07 月 09 日 .
・谷口吉光 あきたを語ろう「コラム執筆 14 年に思う：『長期的持続』の視点で」. 朝日新聞, 2017 年 06 月 18 日
(秋田版).
・谷口吉光 トランジションの風 2:農業の魅力　再発見. 北羽新報, 2017 年 08 月 22 日 .
【その他の著作（会報・ニュースレター等）】
・王智弘、太田和彦、熊澤輝一、三木弘史、三村豊、遠山真理、寺本瞬 2017 年 11 月 ゲームカフェ地球研にようこ
そ：食をめぐる環境問題を遊びながら学ぶ. Humanity & Nature Newsletter (69):8-13.
・田村典江 2017 年 07 月 第 18 回地球研連携セミナーの報告：地域の＜あたりまえ＞を見つめなおす　バウンダリ
ー・オブジェクトとしての世界農業遺産「食べること、暮らすこと」. Humanity&Nature Newsletter 67:5-6.
・田村典江 2018 年 03 月 日韓ワークショップの報告：あらためて「自然はだれのものか」を問う. Humanity&Nature
Newsletter 71:12-13.
・谷口吉光・畠山順子 2017 年 05 月 対談：秋田の NPO の現状と課題、そして未来. かだれ (5 月号):3-5.
・特定非営利活動法人　亀岡子育てネットワーク 2017 年 04 月 地球研　食育アンケート. 亀岡の子育て応援情報
誌 Gyutto 17(春号):18-19.
・特定非営利活動法人　亀岡子育てネットワーク 2017 年 07 月 地球研　食育アンケート. 亀岡の子育て応援情報
誌 Gyutto 18(夏号):18-19.
・特定非営利活動法人　亀岡子育てネットワーク 2017 年 10 月 地球研　食育アンケート. 亀岡の子育て応援情報
誌 Gyutto 19(秋号):18-19.





第 13 回日本 LCA 学会研究発表会, 2018 年 03 月 07 日-2018 年 03 月 09 日, 早稲田大学. （本人発表).
・Kawai, Ayako The potential of seed saving in constructing alternative food spaces in Japan.
Association of American Geographers Annual Meeting 2017, 2017.04.05-2017.04.09, Boston, MA, USA.
・Kawai, Ayako Informal Governance of Agricultural Diversity at the Local Level: A Case Study of Seed
Saving in Japan. XXII International Conference of the Society for Human Ecology,
2017.11.28-2017.12.01, University of the Philippines, Los Baños, the Philippines. （本人発表).
・河合史子 野菜の自家採種におけるアクターごとの特性及びアクター間の交流について：伝統的農家、有機農家、
ライフスタイル農家の比較から. 日本有機農業学会大会, 2017 年 12 月 09 日-2017 年 12 月 10 日, 埼玉大学.
（本人発表).
・Kim, M., Rupprecht, C. D. D., Furuya, K. Spatial typology in informal urban green spaces: The case of
Ichikawa city, Japan. 日本地球惑星科学連合大会, 2017.05.20-2017.05.25, 千葉県幕張メッセ.
・Kobayashi, Mai Bhutan's Changing Landscape of Food Production: an organic agriculture policy and the
adaptation of peasant farmers in the Himalayan Kingdom. Association of American Geographers Annual
Meeting 2017, 2017.04.05-2017.04.09, Boston, MA, USA.
・Kobayashi, Mai Strategic Workshop for Transforming Japan’s Involvement in Global Food System: An
analysis of Japanese Domestic Policies ‐a background view‐. The future of food and challenges for
agriculture in the 21st century 7th IASC International Colloquium, 2017.04.26, Vitoria, Basque
Country, Spain. （本人発表).
・Kobayashi, Mai Bhutan's fertility transition: Organic agriculture and the adaptation of peasant
farmers in the Himalayan kingdom. XVI Biennial IASC-Conference: Practicing the commons - Self-
governance, cooperation and institutional change, 2017.07.10-2017.07.14, Utrecht, the Netherlands.
（本人発表).
・McGreevy, Steven R. Agrifood system transitions to where? Assessing holistic local food security in
Asia. Association of American Geographers Annual Meeting 2017, 2017.04.05-2017.04.09, Boston, MA,
USA.
66
・McGreevy, Steven R. 長野市の食と農の未来：市民の力でトランジションを起こすには. セミナー：長野市の食
と農の未来：市民の力でトランジションを起こすには, 2017 年 11 月 24 日, 長野県長野市.
・McGreevy, Steven R. WS@UCBerkeley で得られた成果の報告（議論、仲間、アイデア、今後の展望など） . UCB-
RIHN WS 報告会, 2017.12.17, 総合地球環境学研究所. （本人発表).
・永島 楓太、鈴木 徹、渡辺 学 環境負荷と品質を考慮したスルメイカの輸送形態の評価. 日本冷凍空調学会 2017
年度年次大会, 2017 年 09 月 27 日-2017 年 09 月 29 日, 玉川大学.
・中村麻理・秋津元輝・田村典江・立川雅司・Steven McGreevy 子育て世代の食卓および食品入手経路の実態－亀
岡子育てネットワーク会員を対象とした 3 調査の結果から－. 2017 年度日本フードシステム学会大会, 2017 年
06 月 10 日-2017 年 06 月 11 日, 福岡県福岡市. （本人発表).
・倪卉 近年日中間青果貿易の動向に関する研究と今後の課題—青果貿易主要品目と中国における産地構造を中心に
—. 日本農業市場学会 2017 年度大会, 2017 年 07 月 01 日-2017 年 07 月 02 日, 岩手大学. （本人発表).
・Niles, Daniel Agriculture in the Anthropocene: the A-words. Association of American Geographers
Annual Meeting 2017, 2017.04.05-2017.04.09, Boston, MA, USA.
・小田龍聖、C. D. D. Rupprecht FOSS4G を用いた京都盆地の農地の変遷の把握. FOSS4G 2017 KYOTO.KANSAI コア
デイ, 2017 年 10 月 15 日, 総合地球環境学研究所.
・Ota, Kazuhiko Benefits of relocalizing food and agriculture from an environmental ethics perspective.
Association of American Geographers Annual Meeting 2017, 2017.04.05-2017.04.09, Boston, MA, USA.
・太田和彦 和辻風土論の地域計画・都市計画への射程. 応用哲学会第 9 回年次研究大会, 2017 年 04 月 22 日-2017
年 04 月 23 日, 福山平成大学. （本人発表).
・太田和彦 風土論はなぜ社会学ではなく倫理学なのか. 比較思想学会第 44 回年次研究大会, 2017 年 06 月 17
日-2017 年 06 月 18 日, 日本大学文理学部キャンパス. （本人発表).
・太田和彦 「倫理的消費」概念の食農倫理と環境倫理からの整理 ―誰の何に対する食消費に倫理性を求めるのか.
共生社会システム学会 2017 年度大会, 2017 年 09 月 02 日-2017 年 09 月 03 日, 名古屋学院大学. （本人発表).
・太田和彦 土壌倫理・食農倫理に関する先駆的議論の整理―P.B.Thompson を中心として. 日本土壌肥料学会 2017
年度大会, 2017 年 09 月 05 日-2017 年 09 月 07 日, 東北大学. （本人発表).
・太田和彦 『〈土〉という精神』および P.B.Thompson の食農倫理の概略について. 京都生命倫理研究会 2017 年度
例会, 2017 年 09 月 09 日, 京都女子大学. （本人発表).
・太田和彦 持続可能な社会とチームサイエンスの科学. 研究・イノベーション学会, 2017 年 10 月 28 日-2017 年 10
月 28 日, 京都大学. （本人発表).
・太田和彦、秋津元輝、谷口吉光、中村麻理、Steven McGreevy、熊谷啓 「参加型バックキャスティングと「持続
可能な社会システムへの転換」研究の複合―「未来の理想の食卓」ワークショップを事例として」. JpGU-AGU
Joint Meeting 2017, 2017 年 05 月 20 日-2017 年 05 月 25 日, 千葉県幕張メッセ. （本人発表).
・太田和彦、立川雅司 都市の持続可能なフードシステムの構築における超学際研究の位置づけ―「都市食料政策ミ
ラノ協定」を中心に―. 研究・イノベーション学会, 2017 年 10 月 28 日-2017 年 10 月 29 日, 京都大学. （本人
発表).
・Rupprecht, C. D. D. Territories of Encounter: Informal Urban Green Space in Shrinking Japanese Cities
— a Birthplace for Convivial Imaginaries?. East Asian Anthropological Association Annual Meeting
2017, 2017.10.14-2017.10.15, Hong Kong. DOI:10.13140/RG.2.2.20292.94080 （本人発表).
・Rupprecht, C. D. D. and Steven R. McGreevy Degrowing urban Japan: From vacant lots to biocultural
cityscapes. Association of American Geographers Annual Meeting 2017, 2017.04.05-2017.04.09, Boston,
MA, USA. DOI:10.13140/RG.2.2.29694.18241
・Rupprecht, C. D. D., Oda, K. Urban agriculture as a sustainability transition strategy for shrinking
cities? The case of Kyoto, Japan.. 6th International Symposium for Future Earth in Asia: Sustainable
Consumption in Asia, 2018.01.15-2018.01.16, Research Institute for Humanity and Nature. （本人発表).
・Rupprecht, C. D. D., Oda, K. High-precision mapping of agricultural land: Kyoto City. CNR-FEAST
Seminar, 2018.02.02, College for Natural Resources, Royal University of Bhutan. （本人発表).
・柴田晃 簡易炭化器による梨剪定枝および梅剪定枝の炭化. 第 15 回木質炭化学会総会・研究発表会, 2017 年 06 月




・McGreevy, Steven R. 長野市の食と農の未来：市民の力でトランジションを起こすには. セミナー：長野市の食
と農の未来：市民の力でトランジションを起こすには, 2017 年 11 月 24 日, 長野県長野市.
・McGreevy, Steven R. WS@UCBerkeley で得られた成果の報告（議論、仲間、アイデア、今後の展望など） . UCB-
RIHN WS 報告会, 2017.12.17, 総合地球環境学研究所. （本人発表).
・永島 楓太、鈴木 徹、渡辺 学 環境負荷と品質を考慮したスルメイカの輸送形態の評価. 日本冷凍空調学会 2017
年度年次大会, 2017 年 09 月 27 日-2017 年 09 月 29 日, 玉川大学.
・中村麻理・秋津元輝・田村典江・立川雅司・Steven McGreevy 子育て世代の食卓および食品入手経路の実態－亀
岡子育てネットワーク会員を対象とした 3 調査の結果から－. 2017 年度日本フードシステム学会大会, 2017 年
06 月 10 日-2017 年 06 月 11 日, 福岡県福岡市. （本人発表).
・倪卉 近年日中間青果貿易の動向に関する研究と今後の課題—青果貿易主要品目と中国における産地構造を中心に
—. 日本農業市場学会 2017 年度大会, 2017 年 07 月 01 日-2017 年 07 月 02 日, 岩手大学. （本人発表).
・Niles, Daniel Agriculture in the Anthropocene: the A-words. Association of American Geographers
Annual Meeting 2017, 2017.04.05-2017.04.09, Boston, MA, USA.
・小田龍聖、C. D. D. Rupprecht FOSS4G を用いた京都盆地の農地の変遷の把握. FOSS4G 2017 KYOTO.KANSAI コア
デイ, 2017 年 10 月 15 日, 総合地球環境学研究所.
・Ota, Kazuhiko Benefits of relocalizing food and agriculture from an environmental ethics perspective.
Association of American Geographers Annual Meeting 2017, 2017.04.05-2017.04.09, Boston, MA, USA.
・太田和彦 和辻風土論の地域計画・都市計画への射程. 応用哲学会第 9 回年次研究大会, 2017 年 04 月 22 日-2017
年 04 月 23 日, 福山平成大学. （本人発表).
・太田和彦 風土論はなぜ社会学ではなく倫理学なのか. 比較思想学会第 44 回年次研究大会, 2017 年 06 月 17
日-2017 年 06 月 18 日, 日本大学文理学部キャンパス. （本人発表).
・太田和彦 「倫理的消費」概念の食農倫理と環境倫理からの整理 ―誰の何に対する食消費に倫理性を求めるのか.
共生社会システム学会 2017 年度大会, 2017 年 09 月 02 日-2017 年 09 月 03 日, 名古屋学院大学. （本人発表).
・太田和彦 土壌倫理・食農倫理に関する先駆的議論の整理―P.B.Thompson を中心として. 日本土壌肥料学会 2017
年度大会, 2017 年 09 月 05 日-2017 年 09 月 07 日, 東北大学. （本人発表).
・太田和彦 『〈土〉という精神』および P.B.Thompson の食農倫理の概略について. 京都生命倫理研究会 2017 年度
例会, 2017 年 09 月 09 日, 京都女子大学. （本人発表).
・太田和彦 持続可能な社会とチームサイエンスの科学. 研究・イノベーション学会, 2017 年 10 月 28 日-2017 年 10
月 28 日, 京都大学. （本人発表).
・太田和彦、秋津元輝、谷口吉光、中村麻理、Steven McGreevy、熊谷啓 「参加型バックキャスティングと「持続
可能な社会システムへの転換」研究の複合―「未来の理想の食卓」ワークショップを事例として」. JpGU-AGU
Joint Meeting 2017, 2017 年 05 月 20 日-2017 年 05 月 25 日, 千葉県幕張メッセ. （本人発表).
・太田和彦、立川雅司 都市の持続可能なフードシステムの構築における超学際研究の位置づけ―「都市食料政策ミ
ラノ協定」を中心に―. 研究・イノベーション学会, 2017 年 10 月 28 日-2017 年 10 月 29 日, 京都大学. （本人
発表).
・Rupprecht, C. D. D. Territories of Encounter: Informal Urban Green Space in Shrinking Japanese Cities
— a Birthplace for Convivial Imaginaries?. East Asian Anthropological Association Annual Meeting
2017, 2017.10.14-2017.10.15, Hong Kong. DOI:10.13140/RG.2.2.20292.94080 （本人発表).
・Rupprecht, C. D. D. and Steven R. McGreevy Degrowing urban Japan: From vacant lots to biocultural
cityscapes. Association of American Geographers Annual Meeting 2017, 2017.04.05-2017.04.09, Boston,
MA, USA. DOI:10.13140/RG.2.2.29694.18241
・Rupprecht, C. D. D., Oda, K. Urban agriculture as a sustainability transition strategy for shrinking
cities? The case of Kyoto, Japan.. 6th International Symposium for Future Earth in Asia: Sustainable
Consumption in Asia, 2018.01.15-2018.01.16, Research Institute for Humanity and Nature. （本人発表).
・Rupprecht, C. D. D., Oda, K. High-precision mapping of agricultural land: Kyoto City. CNR-FEAST
Seminar, 2018.02.02, College for Natural Resources, Royal University of Bhutan. （本人発表).
・柴田晃 簡易炭化器による梨剪定枝および梅剪定枝の炭化. 第 15 回木質炭化学会総会・研究発表会, 2017 年 06 月
01 日-2017 年 06 月 02 日, 九州大学西新プラザ. （本人発表).
・スピーゲルバーグ・マキシミリアン ネオニコチノイドと暮らす：京都におけるネオニコチノイドを含有する家庭
用品の使用状況、消費者動向・意識の探求/Living with Neonics - Exploring the use, attitude and awareness
around neonic household products in Kyoto. 一般社団法人アクト・ビヨンド・トラスト　2018 年度「ネオニコ
チノイド系農薬に関する企画」公募助成 公開プレゼンテーション, 2018.03.18, 東京.
・立川雅司 都市における食と農：今後の研究課題をどう構想するか？. 第 108 回地域調査研究会, 2017 年 07 月 14
日, 名古屋大学. （本人発表).
・Tamura, Norie Potential for GIAHS to lead to regeneration of local food system - a case study in
Gifu, Japan. Association of American Geographers Annual Meeting 2017, 2017.04.05-2017.04.09, Boston,
MA, USA.
・田村典江 制度設計に影響を及ぼす要因について-森林総合監理士制度の形成過程の事例研究. 2017 年度日本公共
政策学会研究大会, 2017 年 06 月 17 日-2017 年 06 月 18 日, 富山大学五福キャンパス. （本人発表).
・Tamura, Norie and Mikitaro Shobayashi Analyzing differences in how small-scale farming and local
commons are viewed between central and local governments: A case study in Japan. XVI Biennial IASC-
Conference: Practicing the commons - Self-governance, cooperation and institutional change,
2017.07.10-2017.07.14, Utrecht, the Netherlands. （本人発表).
・渡邊一仁、田原清隆 水産業における LCA 研究の現状と課題. 環境科学会 2017 年会, 2017 年 09 月 14 日-2017 年
09 月 15 日, 北九州国際会議場. （本人発表).
・Yamamoto, Nami Peasantry as a Path Toward Alternative Futures – Vision and Challenges in Kyoto,
Japan. The future of food and challenges for agriculture in the 21st century 7th IASC International
Colloquium, 2017.04.26, Vitoria, Basque Country, Spain. （本人発表).
・吉川直樹、田中駿太朗、藤原なつみ、天野耕二 食品残渣堆肥を活用した野菜栽培の環境・経済・社会影響評価.
第 13 回日本 LCA 学会研究発表会, 2018 年 03 月 07 日-2018 年 03 月 09 日, 早稲田大学. （本人発表).
・ Zhang, Xiaoyu and Jia Ma Metropolitan residents' willingness to payment for low-carbon vegetable, .
2017 Chinese Conference on Agricultural, Forestry Economics and Management (2017 CAFEM),
2017.10.13-2017.10.15, Nanjing, China.
【ポスター発表】
・Rupprecht, C. D. D. Cross-cultural culinary mapping — How locals and tourists navigate the foodscape




学の新たなチャレンジ, 2017 年 08 月 08 日, 静岡大学.
・Kobayashi, Mai What we see from Bhutan and its relationship with ‘organic’ agriculture. RIHN/UCB
International Workshop "Food, Agriculture and Human Impacts on the Environment: Japan, Asia and
Beyond", 2017.11.06-2017.11.07, University of California, Berkeley, USA.
・マックグリービー、スティーブン R. 食と農の未来会議ゲーム. 国際ユース環境会議 in ながの, 2017 年 06 月
30 日-2017 年 07 月 02 日, 小田切、長野市青少年錬成センター.
・McGreevy, Steven R. Food impact smartphone apps: progress and challenges. LCA Across Boarders,
2017.08.31, 立命館大学、草津キャンパス.
・マックグリービー、スティーブン R. 食と農の未来会議 ー市民の力でトランジション(転換)を起こすには. 月１
回連続セミナー　 『はじめよう！オーガニックライフ』、使い捨て時代を考える会、安全農産供給センター, 2017
年 09 月 17 日, パタゴニア京都、イベントホール.
・McGreevy, Steven R. Scaling to holistic local food security: directions in agrifood system
sustainability assessment. RIHN/UCB International Workshop "Food, Agriculture and Human Impacts on
the Environment: Japan, Asia and Beyond", 2017.11.06-2017.11.07, University of California, Berkeley,
USA.
・McGreevy, Steven R. ファーマーズマーケットはいかにして食の未来を作るか？. ファーマーズマーケットのあ
るくらし‐持続可能な社会へのトランジション, 2017 年 11 月 23 日, 総合地球環境学研究所講演室.
・Niles, Daniel The return of nature: On the structure and aesthetics of environmental knowledge. ,
2017.11.02, Clark University, MA, USA.
68
・Niles, Daniel Beyond control: agricultural heritage and the Anthropocene. RIHN/UCB International
Workshop "Food, Agriculture and Human Impacts on the Environment: Japan, Asia and Beyond", ,
2017.11.06-2017.11.07, University of California, Berkeley, USA.
・Niles, Daniel Overlapping forms: linking material culture and environmental knowledge. , 2017.11.08,
Archaeological Research Facility, Department of Anthropology, University of California, Berkeley,
USA.
・太田和彦 持続可能性から未来可能性へ―300 年後の桐生から考える. 夏至祭 in 桐生 2017, 2017 年 06 月 25 日,
群馬県桐生市有鄰館.
・ Rupprecht, C. D. D. Biocultural cityscapes: towards urban landscape stewardship. RIHN/UCB
International Workshop "Food, Agriculture and Human Impacts on the Environment: Japan, Asia and
Beyond", 2017.11.06-2017.11.07, University of California, Berkeley, USA.
・Rupprecht, C. D. D. Mapping agricultural land use change in Kyoto City (Japan) from 2007 to 2017.
Mapping Urban Agriculture: Rethinking the power of maps for navigating transdisciplinary research on
sustainability, 2017.11.22, Kyoto.
・Rupprecht, C. D. D. 計画と邂逅ー隙間や境界域の探検から学んだ教訓. 『草の根から地域住民が生み出す「食」
と「農」の空間 ― どうやって見つけ、調べるか？』フィールドネットラウンジ, 2018 年 01 月 20 日, 東京外国
語大学アジア・アフリカ言語文化研究所.
・柴田晃 バイオ炭埋設による農地の高付加価値化と農作物のエコブランド化. 第 68 回日本木材学会大会, 2018 年
03 月 14 日-2018 年 03 月 16 日, 京都府立大学.
・Tamura, Norie Agricultural policy and future directions in Japan: gaps, scales and destinations.
RIHN/UCB International Workshop "Food, Agriculture and Human Impacts on the Environment: Japan, Asia
and Beyond", 2017.11.06-2016.11.07, University of California, Berkeley, USA.
・田村典江 コモンズとしての食―農の復権と再構築への道. 日韓ワークショップ：持続可能な発展と東アジアのコ
モンズ, 2018 年 02 月 11 日-2018 年 02 月 12 日, .
・Tamura, Norie Towards a better, successful institutionalization in Japan. Agroecology now and into
the future:On-the-ground realities and the institutionalization of agroecology, 2018.02.14, 京都府京
都市.
・田村典江 コメント. 森林・林業教育シンポジウム「森林・林業の専門教育を語る」, 2018 年 02 月 20 日, 東京都
八王子市.




・American Association of Geographers Annual Meeting 2017 - Food system transitions 1: Concepts and
mechanisms, Session Organizers (Rupprecht, C.D.D. and McGreevy, S.) and Chair (Rupprecht, C.D.D.).
2017 年 04 月 08 日, Boston, MA, USA.
・American Association of Geographers Annual Meeting 2017 - Food system transitions 2: Production
practices, Session Organizers (Rupprecht, C.D.D. and McGreevy, S.) and Chair (Niles, Daniel). 2017 年
04 月 08 日-2017 年 04 月 08 日, Boston, MA, USA.
・American Association of Geographers Annual Meeting 2017 - Food system transitions 3: Gardening and
urban agriculture, Session Organizers (Rupprecht, C.D.D. and McGreevy, S.) and Chair (Kawai, Ayako).
2017 年 04 月 08 日, Boston, MA, USA.
・American Association of Geographers Annual Meeting 2017 - Food system transitions 4: Access and
linkages, Session Organizers (Rupprecht, C.D.D. and McGreevy, S.) and Chair (McGreevy, S.). 2017 年
04 月 08 日, Boston, MA, USA.
・American Association of Geographers Annual Meeting 2017 - Food system transitions 5: Taking a closer
look, Session Organizers (Rupprecht, C.D.D. and McGreevy, S.) and Chair (Kobayashi, Mai). 2017 年 04
月 08 日, Boston, MA, USA.





・Niles, Daniel Beyond control: agricultural heritage and the Anthropocene. RIHN/UCB International
Workshop "Food, Agriculture and Human Impacts on the Environment: Japan, Asia and Beyond", ,
2017.11.06-2017.11.07, University of California, Berkeley, USA.
・Niles, Daniel Overlapping forms: linking material culture and environmental knowledge. , 2017.11.08,
Archaeological Research Facility, Department of Anthropology, University of California, Berkeley,
USA.
・太田和彦 持続可能性から未来可能性へ―300 年後の桐生から考える. 夏至祭 in 桐生 2017, 2017 年 06 月 25 日,
群馬県桐生市有鄰館.
・ Rupprecht, C. D. D. Biocultural cityscapes: towards urban landscape stewardship. RIHN/UCB
International Workshop "Food, Agriculture and Human Impacts on the Environment: Japan, Asia and
Beyond", 2017.11.06-2017.11.07, University of California, Berkeley, USA.
・Rupprecht, C. D. D. Mapping agricultural land use change in Kyoto City (Japan) from 2007 to 2017.
Mapping Urban Agriculture: Rethinking the power of maps for navigating transdisciplinary research on
sustainability, 2017.11.22, Kyoto.
・Rupprecht, C. D. D. 計画と邂逅ー隙間や境界域の探検から学んだ教訓. 『草の根から地域住民が生み出す「食」
と「農」の空間 ― どうやって見つけ、調べるか？』フィールドネットラウンジ, 2018 年 01 月 20 日, 東京外国
語大学アジア・アフリカ言語文化研究所.
・柴田晃 バイオ炭埋設による農地の高付加価値化と農作物のエコブランド化. 第 68 回日本木材学会大会, 2018 年
03 月 14 日-2018 年 03 月 16 日, 京都府立大学.
・Tamura, Norie Agricultural policy and future directions in Japan: gaps, scales and destinations.
RIHN/UCB International Workshop "Food, Agriculture and Human Impacts on the Environment: Japan, Asia
and Beyond", 2017.11.06-2016.11.07, University of California, Berkeley, USA.
・田村典江 コモンズとしての食―農の復権と再構築への道. 日韓ワークショップ：持続可能な発展と東アジアのコ
モンズ, 2018 年 02 月 11 日-2018 年 02 月 12 日, .
・Tamura, Norie Towards a better, successful institutionalization in Japan. Agroecology now and into
the future:On-the-ground realities and the institutionalization of agroecology, 2018.02.14, 京都府京
都市.
・田村典江 コメント. 森林・林業教育シンポジウム「森林・林業の専門教育を語る」, 2018 年 02 月 20 日, 東京都
八王子市.




・American Association of Geographers Annual Meeting 2017 - Food system transitions 1: Concepts and
mechanisms, Session Organizers (Rupprecht, C.D.D. and McGreevy, S.) and Chair (Rupprecht, C.D.D.).
2017 年 04 月 08 日, Boston, MA, USA.
・American Association of Geographers Annual Meeting 2017 - Food system transitions 2: Production
practices, Session Organizers (Rupprecht, C.D.D. and McGreevy, S.) and Chair (Niles, Daniel). 2017 年
04 月 08 日-2017 年 04 月 08 日, Boston, MA, USA.
・American Association of Geographers Annual Meeting 2017 - Food system transitions 3: Gardening and
urban agriculture, Session Organizers (Rupprecht, C.D.D. and McGreevy, S.) and Chair (Kawai, Ayako).
2017 年 04 月 08 日, Boston, MA, USA.
・American Association of Geographers Annual Meeting 2017 - Food system transitions 4: Access and
linkages, Session Organizers (Rupprecht, C.D.D. and McGreevy, S.) and Chair (McGreevy, S.). 2017 年
04 月 08 日, Boston, MA, USA.
・American Association of Geographers Annual Meeting 2017 - Food system transitions 5: Taking a closer
look, Session Organizers (Rupprecht, C.D.D. and McGreevy, S.) and Chair (Kobayashi, Mai). 2017 年 04
月 08 日, Boston, MA, USA.
・ビジョニング・ワークショップ：理想的な京都の食のネットワーク. 2017 年 04 月 25 日-2017 年 04 月 26 日, 京
都市河原町今出川.
・FEAST Project Special Seminar: Friction in the energy transition: understanding Transition Towns and
controversial energy projects. 2017 年 04 月 27 日, 総合地球環境学研究所. 発表者：Elisabeth Van de Graft
・シナリオ・ワークショップ. 2017 年 05 月 08 日, 総合地球環境学研究所. 講師：Joost Vervoort
・ゲーミングワークショップ：未来の京都の食事情. 2017 年 05 月 11 日, 京都市河原町今出川.
・ゲーミングワークショップ：未来の京都の食事情. 2017 年 05 月 28 日, 京都市四条烏丸.
・第 15 回木質炭化学会総会・研究発表会, 副会長 (学会本部事務局). 2017 年 06 月 01 日-2017 年 06 月 02 日, 九
州大学西新プラザ. （柴田晃）
・クライアントとの対話第 1回：茨城・千葉農家さんとの会合. 2017 年 06 月 19 日, 茨城県つくば市.
・第 1回 FPC 京都「食と農の未来会議・京都」勉強会. 2017 年 06 月 29 日, 京都府庁.
・トランジション・ゼミナール 2017#01：オリエンテーション. 2017 年 07 月 07 日, 秋田県能代松陽高校.
・Future visions for “sustainable food purchasing” in Bangkok. 2017 年 07 月 15 日, Bangkok, Thailand.
・Future visions for “sustainable eating out” in Bangkok. 2017 年 07 月 15 日, Bangkok, Thailand.
・京都 FPC ミーティング#01. 2017 年 07 月 25 日, 京都大学.
・FPC ミーティング. 2017 年 07 月 26 日, 総合地球環境学研究所.
・トランジション・ゼミナール 2017#02：「30 年後の理想の姿とある日の食卓」調査、食消費調査の説明. 2017 年
08 月 01 日, 秋田県能代松陽高校.
・京都 FPC ミーティング#02. 2017 年 08 月 17 日, 京都大学.
・Future visions for “sustainable home cooking” in Bangkok. 2017 年 08 月 19 日, Bangkok, Thailand.
・トランジション・ゼミナール 2017#03：参加者生徒らによる食消費調査の結果分析. 2017 年 08 月 26 日, 秋田県
能代松陽高校.
・第 2 回 FPC 京都「食と農の未来会議・京都」勉強会：「よりよい未来を目指す総合的食政策をどう創り出すか」.
2017 年 09 月 07 日, 京都市中京区.
・トランジション・ゼミナール 2017#04. 2017 年 09 月 16 日, 秋田県立能代市.
・第一回亀岡市の食と農の未来を考える市民ワークショップ「30 年後の⻲岡の理想の⾷卓を考えよう」. 2017 年 09
月 27 日, 京都府亀岡市ガレリアかめおか.
・講演会：種子と農民の権利 - 作物遺伝資源保全における市民活動の役割/Seeds and Farmer's Rights - the role
of civil society actors in the conservation of plant genetic resources for food and agriculture.
2017 年 10 月 03 日, 総合地球環境学研究所講演室.
・トランジション・ゼミナール 2017#05. 2017 年 09 月 30 日, 秋田県能代市.
・第二回亀岡市の食と農の未来を考える市民ワークショップ「未来を考えるってどういうこと?」. 2017 年 10 月 16
日, 京都府亀岡市ガレリアかめおか.
・トランジション・ゼミナール 2017#06. 2017 年 10 月 28 日, 秋田県能代松陽高校.
・トランジション・ゼミナール 2017#07. 2017 年 11 月 18 日, 秋田県能代松陽高校.
・第三回亀岡市の食と農の未来を考える市民ワークショップ「⻲岡の⾷と農の未来計画を構想しよう」. 2017 年 11
月 20 日.
・Mapping Urban Agriculture: Rethinking the power of maps for navigating transdisciplinary research on
sustainability. 2017 年 11 月 22 日, 総合地球環境学研究所セミナー室 3&4.
・ファーマーズマーケットのあるくらし‐持続可能な社会へのトランジション. 2017 年 11 月 23 日, 総合地球環境
学研究所講演室.
・長野市の食と農の未来：市民の力でトランジションを起こすには. 2017 年 11 月 24 日, 長野県長野市.
・トランジション・ゼミナール 2017#08. 2017 年 12 月 23 日, 秋田県能代松陽高校.
・日韓ワークショップ：持続可能な発展と東アジアのコモンズ. 2018 年 02 月 11 日-2018 年 02 月 12 日, 京都市.
・Agroecology now and into the future: On-the-ground realities and the institutionalization of
agroecology. 2018 年 02 月 14 日, 京都大学吉田キャンパス.
・新春フォーラム：有機が当たり前の未来へー若手農家と語る、おいしい暮らしと社会の作り方ー. 2018 年 02 月
18 日, 京都市.
・第 1回 食と農の未来会議 in 亀岡. 2018 年 02 月 26 日, 京都府亀岡市.




・2017 年 10 月 10 日 龍谷大学・西川芳昭先ゼミにて発表「Characterizing actors saving vegetable seeds in
Japan」 （河合史子）




・有機農産物販売者への聞き取り調査. 京都府京都市, 2017 年 04 月 10 日. （大賀百恵、Astrid Mangnus）
・ファーマーズ・マーケット主催者への聞き取り調査. 京都府京都市, 2017 年 04 月 10 日. （大賀百恵、Astrid
Mangnus）
・市民活動家への聞き取り調査. 京都府京都市, 2017 年 04 月 12 日. （大賀百恵、Astrid Mangnus）
・環境系コンサルタント会社への聞き取り調査. 京都府京都市, 2017 年 04 月 13 日. （大賀百恵、Astrid Mangnus）
・京都府南丹市有機農家への聞き取り調査. 京都府南丹市, 2017 年 04 月 14 日. （太田和彦、大賀百恵、Astrid
Mangnus）
・工場植物栽培会社への聞き取り調査. 京都府京都市, 2017 年 04 月 14 日. （大賀百恵、Astrid Mangnus）
・クルベジ圃場・スーパー視察. 京都府亀岡市, 2017 年 05 月 09 日. （柴田晃、谷口吉光）
・有機珈琲バリスタへの聞き取り調査. 京都府京都市, 2017 年 05 月 09 日. （太田和彦、Astrid Mangnus）
・ローカルフードカフェへの聞き取り調査. 京都府京都市, 2017 年 05 月 16 日. （大賀百恵、Astrid Mangnus）
・クルベジ圃場視察. 京都府亀岡市, 2017 年 05 月 17 日. （柴田晃、稲葉敦、吉川直樹、藤原なつみ、土屋一彬、
小林舞、Christoph Rupprecht、Maximilian Spiegelberg）
・水産エコラベルの現状に関する聞き取り調査. 東京都, 2017 年 05 月 17 日. （田村典江）
・京都生活協同組合への聞き取り調査. 京都府京都市, 2017 年 05 月 18 日. （小林舞）
・エゾシカのフードシステムに関する調査. 北海道釧路市, 2017 年 05 月 30 日-2017 年 06 月 01 日. （田村典江）
・新規就農支援に関する制度の把握. 東京都千代田区, 2017 年 06 月 05 日. （田中敬子、田村典江）
・新規就農支援に関する制度の把握. 東京都千代田区, 2017 年 06 月 07 日. （田中敬子、田村典江）
・長野で活動する食の関係者への聞き取り調査. 長野県長野市, 2017 年 06 月 07 日-2017 年 06 月 09 日. （Steven
R. McGreevy）
・新規就農支援に関する制度の把握. 東京都千代田区, 2017 年 06 月 08 日. （田中敬子、田村典江）
・柏市内での食に関する取り組みの先行事例調査. 千葉県柏市, 2017 年 06 月 19 日. （立川雅司、西山未真）
・長野における市民フードネットワークに関する聞き取り調査. 長野市内, 2017 年 06 月 07 日-2017 年 06 月 09 日.
(Steven McGreevy)




ルテンベルク州ロッテンブルク市, 2017 年 07 月 17 日. （田村典江）
・ブータンにおける食の生産と消費. ブータン, 2018 年 01 月 04 日-2018 年 02 月 19 日. （小林舞）
・ブータンにおける食の生産と消費. ブータン, 2018 年 01 月 23 日-2018 年 02 月 05 日. （Maximilian
Spiegelberg）
・ブータンにおける食の生産と消費. ブータン, 2018 年 01 月 28 日-2018 年 02 月 05 日. （Steven R. McGreevy,
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・京都府南丹市有機農家への聞き取り調査. 京都府南丹市, 2017 年 04 月 14 日. （太田和彦、大賀百恵、Astrid
Mangnus）
・工場植物栽培会社への聞き取り調査. 京都府京都市, 2017 年 04 月 14 日. （大賀百恵、Astrid Mangnus）
・クルベジ圃場・スーパー視察. 京都府亀岡市, 2017 年 05 月 09 日. （柴田晃、谷口吉光）
・有機珈琲バリスタへの聞き取り調査. 京都府京都市, 2017 年 05 月 09 日. （太田和彦、Astrid Mangnus）
・ローカルフードカフェへの聞き取り調査. 京都府京都市, 2017 年 05 月 16 日. （大賀百恵、Astrid Mangnus）
・クルベジ圃場視察. 京都府亀岡市, 2017 年 05 月 17 日. （柴田晃、稲葉敦、吉川直樹、藤原なつみ、土屋一彬、
小林舞、Christoph Rupprecht、Maximilian Spiegelberg）
・水産エコラベルの現状に関する聞き取り調査. 東京都, 2017 年 05 月 17 日. （田村典江）
・京都生活協同組合への聞き取り調査. 京都府京都市, 2017 年 05 月 18 日. （小林舞）
・エゾシカのフードシステムに関する調査. 北海道釧路市, 2017 年 05 月 30 日-2017 年 06 月 01 日. （田村典江）
・新規就農支援に関する制度の把握. 東京都千代田区, 2017 年 06 月 05 日. （田中敬子、田村典江）
・新規就農支援に関する制度の把握. 東京都千代田区, 2017 年 06 月 07 日. （田中敬子、田村典江）
・長野で活動する食の関係者への聞き取り調査. 長野県長野市, 2017 年 06 月 07 日-2017 年 06 月 09 日. （Steven
R. McGreevy）
・新規就農支援に関する制度の把握. 東京都千代田区, 2017 年 06 月 08 日. （田中敬子、田村典江）
・柏市内での食に関する取り組みの先行事例調査. 千葉県柏市, 2017 年 06 月 19 日. （立川雅司、西山未真）
・長野における市民フードネットワークに関する聞き取り調査. 長野市内, 2017 年 06 月 07 日-2017 年 06 月 09 日.
(Steven McGreevy)




ルテンベルク州ロッテンブルク市, 2017 年 07 月 17 日. （田村典江）
・ブータンにおける食の生産と消費. ブータン, 2018 年 01 月 04 日-2018 年 02 月 19 日. （小林舞）
・ブータンにおける食の生産と消費. ブータン, 2018 年 01 月 23 日-2018 年 02 月 05 日. （Maximilian
Spiegelberg）
・ブータンにおける食の生産と消費. ブータン, 2018 年 01 月 28 日-2018 年 02 月 05 日. （Steven R. McGreevy,
Christoph D. D. Rupprecht, 土屋一彬）
○社会活動・所外活動
【依頼講演】
・エコと地産地消の深い関係. あきたエコマイスター県央協議会総会, 2017 年 04 月 22 日, 秋田県秋田市. （谷口
吉光）
・有機農業を地域にどう広げるか. 福島県有機農業ネットワーク総会, 2017 年 05 月 18 日, 二本松市男女共同参画
センター. （谷口吉光）
・未来の林業を考える‐政策、資源、流通、社会. 東北海道木材協会定期総会, 2017 年 06 月 02 日, 北海道帯広市.
（田村典江）
・有機農業に関する最近の話題. 大潟村有機農業推進協議会研修会, 2017 年 07 月 28 日, 秋田県大潟村役場. （谷
口吉光）
・食を巡る消費と生産のあるべき姿. 地球環境『自然学』講座　公開講演会, 2017 年 08 月 26 日, 大阪府大阪市.
（田村典江）
・Enough is as good as a feast: Transitioning to sustainable food. PechaKucha Night Kyoto Vol. 27 Seeds
of Sustainability, 2017 年 11 月 04 日, Urbanbuild, Kyoto. (マキシミリアン・スピーゲルバーグ)
・30 年後に何を食べよう―持続可能な社会へのトランジションを食から考える―. 能代松陽高校トランジション・
ゼミナール講演, 2017 年 11 月 09 日, 秋田県立能代松陽高校. （太田和彦）
・30 年後に何を食べよう―持続可能な社会を食から考える―. , 2017 年 12 月 14 日, 京都府立洛北高校. （太田和
彦）
・森林認証と海洋認証. 豊かな森と豊かな海をつなぐシンポジウム～林野火災の森林復旧に向けて～, 2017 年 12
月 06 日, 岩手県釜石市. （田村典江）
・林業人材ってなんだ. 第 7 回シンポジウムライフ・アンド・フォレスト「先生達の本音～林業人材育成の現場か
ら～」, 2018 年 01 月 07 日-2018 年 01 月 07 日, 京都府京都市. 話題提供、コーディネータ（田村典江）
・食×農×環境の可能性～FEAST プロジェクト　今年度調査の結果から. 食×農×環境　つながる交流会 in かめ
おか, 2018 年 02 月 17 日, 京都府亀岡市. （田村典江）
・食の生産と消費に関する研究とウナギ. 柳川の掘割にニホンウナギを復活させる「ウナギ円卓会議」準備会, 2018
年 03 月 15 日, 福岡県柳川市. （田村典江）
【メディア出演など】
・エゾシカ・ゼミナール. FM くしろ, 2017 年 06 月 21 日. （田村典江）
・エゾシカ・ゼミナール. FM くしろ, 2017 年 06 月 28 日. （田村典江）
【その他】
・2017 年 04 月 01 日 ブータン王立大学自然資源大学（College of Natural Resources, Royal University of
Bhutan）と交流協定締結
・2017 年 08 月 18 日 亀岡食生活調査報告会 （京都府亀岡市役所）
・2017 年 11 月 21 日 秋田県能代市と交流協定締結
○報道等による成果の紹介
【報道機関による取材】
・100 万人割れ時代. 朝日新聞, 2017 年 04 月 25 日(秋田版). （谷口吉光）
・山菜採りと熊（下）. 秋田さきがけ新聞, 2017 年 06 月 22 日. （谷口吉光）
・食と農考えゼミナール：県立大と総合地球環境学研究所「能代で持続可能」提案 年明けまで全 8回松陽高生徒有
志対象に. 北羽新報, 2017 年 07 月 11 日, 8.
・パートナーシップの芽生え～連携が芽吹き、協働が花咲く!～協働で輝く情報発信. 京都府庁 NPO パートナーシッ
プセンター便り, 2017 年 08 月 01 日.
・幅広い分野で連携：能代市　地球研（京都市）と協定締結. 北羽新報, 2017 年 11 月 29 日 日.
・エゾシカゼミナール 10 年目 FM が市民とシカ肉の仲立ち. 釧路新聞, 2017 年 12 月 08 日, 3. （田村典江）
・能代松陽高 30 年後の食と農は：県立大　地球研　最終ゼミで考え発表. 北羽新報, 2017 年 12 月 26 日. （谷口
吉光、太田和彦）
72
・掘割にウナギ復活を：三井物産環境助成受けて 次世代中心の活動展開へ. 有明新報, 2018 年 03 月 17 日(筑後
版). （田村典江）
・掘割にニホンウナギ復活を　柳川市で 6 月、円卓会議発足[福岡県]. 西日本新聞, 2018 年 03 月 20 日(WEB 版).
（田村典江）
・掘割に日本ウナギ復活を：柳川市で 6 月、円卓会議発足. 西日本新聞, 2018 年 03 月 20 日(筑後版), 24. （田村
典江）





・掘割にウナギ復活を：三井物産環境助成受けて 次世代中心の活動展開へ. 有明新報, 2018 年 03 月 17 日(筑後
版). （田村典江）
・掘割にニホンウナギ復活を　柳川市で 6 月、円卓会議発足[福岡県]. 西日本新聞, 2018 年 03 月 20 日(WEB 版).
（田村典江）
・掘割に日本ウナギ復活を：柳川市で 6 月、円卓会議発足. 西日本新聞, 2018 年 03 月 20 日(筑後版), 24. （田村
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ザンビアチーム:　　　①Zambia Water Forum and Exhibition (ZAWAFE) 2017 でプロジェクトのセッションを立案、










(1) プロジェクトの成果の発信力の増強：国際 Journal の創刊：　
Sanitation Value Chain という雑誌を創刊した．国際的な編集委員会を組織．ISSN ２４３２－５０６６（オンライ
ン）．また， Resources oriented agro-sanitation systems: Concepts business model and technologies の出版準
備が進み，今年度末に Springer より出版予定．
(2) 国際会議の開催・共催，RIHN 以外のグループとの勉強会開催（11 回）：
①Zambia Water Forum and Exhibition (ZAWAFE) 2017, RIHN project session, Lusaka, 12 June, ②Kick – Off
Meeting : Sanitation and Value Chains,Jakarta, 22 October，③Workshop on Science Communication, Jakarta,
25 October Jakarta，④International Symposium on Green Technology for Value Chains 2017, Jakarta, 23-24
October，⑤北大・地球研合同セミナー 「農」の再発見：　世界のフィールドから見えてくること, 札幌，8月４日，
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Sanitation Value Chain という雑誌を創刊した．国際的な編集委員会を組織．ISSN ２４３２－５０６６（オンライ
ン）．また， Resources oriented agro-sanitation systems: Concepts business model and technologies の出版準
備が進み，今年度末に Springer より出版予定．
(2) 国際会議の開催・共催，RIHN 以外のグループとの勉強会開催（11 回）：
①Zambia Water Forum and Exhibition (ZAWAFE) 2017, RIHN project session, Lusaka, 12 June, ②Kick – Off
Meeting : Sanitation and Value Chains,Jakarta, 22 October，③Workshop on Science Communication, Jakarta,
25 October Jakarta，④International Symposium on Green Technology for Value Chains 2017, Jakarta, 23-24
October，⑤北大・地球研合同セミナー 「農」の再発見：　世界のフィールドから見えてくること, 札幌，8月４日，
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・清水貴夫 2017 年 06 月 アフリカの「ストリート・チルドレン」問題を複眼的に見る-支援者と調査者の交差する
まなざし. 白石壮一郎・椎野若菜編 社会問題に出会う. FENICS 100 万人のフィールドワーカーシリーズ, 第 7
巻. 古今書院, 東京都千代田区, pp.44-59.
○著書（編集等）
【編集・共編】




・Ryusei Ito, Mei Tanie, Ken Ushijima, Dewi Nilawatid, Neni Sintawardani, Naoyuki Funamizu 2017,06
Evaluation of acceptance of a composting toilet prototype for people in slum area in Indonesia.
Desalination and Water Treatment in press. DOI:10.5004/dwt.2017.20880 （査読付）.
・Drissa Sangare , Boukary Sawadogo, Mariam Sou/Dakoure, Danielle M. Ouedraogo,Nowaki Hijikata, Hamma
Yacouba, Lacina Coulibaly, and Naoyuki Funamizu 2017 Short Term Effects of Treated Greywater by High
Rate Algal Ponds Process on Vegetable Yield and Soil Properties under Sudano-Sahelian Climate
Conditions. Environmental Progress & Sustainable Energy. DOI:10.1002/ep.12658 （査読付）.
・山内太郎 ・佐藤香苗・菅野未奈子・松村康弘 2017 年 北海道上川地区に居住する幼児の体型評価および評価方法
の検討. 日本生理人類学会誌 22(1):3-6.
・Oishi W, Sano D,Decrey L, Kadoya S, Kohn T, Funamizu N 2017 Identification of the inactivating
factors and mechanisms exerted on MS2 coliphage in concentrated synthetic urine. Science of the
total environemnt 598:213-219. DOI:10.1016/j.scitotenv.2017.04.088 （査読付）.
・高山太輔・中谷朋昭 2017 年 農地リース特区導入による企業等の農業参入のインパクト評価. 農村計画学会誌
36(1):77-85.
【総説】
・船水尚行 2017 年 11 月 サニテーション分野の持続可能な開発目標達成に向けて. 土木学会誌 102(11):6-9.
○その他の出版物
【解説】
・Rokugo, K., Matsud,a H., Ushijima, .K, Hisada, M., Chun, P., Shimozato, T., Yasuhara, T., Okada, Y.
2017,10 Round-table talk, “Commercialization/industrialization and regional implementation of
technology developed by “Infrastructure maintenance, renovation and management”of Cross-ministerial
Strategic Innovation Promotion Program (SIP)”. JSCE magazine Civil Engineering 102(10).
【書評】
・中谷朋昭 2017 年 書評『地域活力の創生と社会的共通資本−知識資本、社会インフラ資本、ソーシャルキャピタル
の効果−』（國光洋二著、農林統計出版、2017 年、234 頁） ( 2017 年 に関する書評). 編 農村計画学会誌. 36,
1. 農林統計出版, 東京都千代田区, p.145-145.
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【その他の著作（会報・ニュースレター等）】
・船水尚行 2017 年 11 月 サニテーション分野の持続可能な開発目標達成に向けて. 土木学会誌 102(11):6-9.
・Ikemi Mayu 2017 年 09 月 Social Business Promotion serving as a bridge between Africa and Hokkaido.
Strategy for Making Innovation 2017, Office for Enhancing Institutional Capacity, Hokkaido
University 2:9.




・Ryusei Ito, Shuto Kaneko, Naoyuki Funamizu Modelling of reactions for phosphorus recovery from human
urine by fixed bed reactor with scallop shell particles. The 6th Maghreb Conference on Desalination
and Water Treatment, 2017.12.17-2017.12.20, Hammamet, Tunisia.
・Mokhtar GUIZANI, Takeru MAEDA, Ryusei ITO, Naoyuki FUNAMIZU Engineering of Size-Controlled Magnetic
Nanoparticles for use as Draw Solution in Forward Osmosis Process. The 6th Maghreb Conference on
Desalination and Water Treatment, 2017.12.17-2017.12.20, Hammamet, Tunisia.
・Minammi Fujioka, Ryusei Ito, Naoyuki Funamizu Design of solid fertilizer production process from
dairy liquid waste. The 6th Maghreb Conference on Desalination and Water Treatment,
2017.12.17-2017.12.20, Hammamet, Tunisia.
・B. C.W. Nikiema, R. Ito, M. Guizani, N. Funamizu Design of a forward osmosis unit for urine
concentration and nutrient recovery. The 6th Maghreb Conference on Desalination and Water Treatment,
2017.12.17-2017.12.20, Hammamet, Tunisia.
・(12) Mokhtar, Maeda Takeru, Ito Ryusei, Fumanizu, Naoyuki Novel Draw solution for urine concentration
by FO process. Guizani Tunisia-Japan Symposium on Science, Society and Technology,
2017.11.24-2017.11.26, Gammarth, Tunisia.
・(54) 大塚裕美子，Lina Agestika，原田英典，Widyarani，SINTAWARDANI Neni，山内太郎 インドネシア都市スラ
ムにおける子どもの健康・栄養状態と衛生意識・行動の評価. 第 82 回日本健康学会総会, 2017 年 11 月 10 日-2017
年 11 月 11 日, 沖縄科学技術大学院大学、沖縄市.
・郝明，韓威，山内太郎 中国東北部農村に暮らす肥満小学生の肥満改善：縄とびと食育による 2 か月間の介入と 1
年後のフォローアップ. 第 82 回日本健康学会総会, 2017 年 11 月 10 日-2017 年 11 月 11 日, 沖縄科学技術大学
院大学，沖縄市.
・王佩佩，郝明，韓威，山内太郎 中国東北部都市郊外に居住する幼児の栄養状態・粗大運動発達状況とその影響要
因. 第 82 回日本健康学会総会, 2017 年 11 月 10 日-2017 年 11 月 11 日. DOI:沖縄科学技術大学院大学、沖縄市
・山内太郎 常をハカル：時空間利用と身体活動への展望. 日本食生活学会第 55 回大会, 2017 年 10 月 28 日-2017
年 10 月 29 日, 天使大学, 札幌市. （本人発表).
・Yoshimi Kataoka, Hironori Kakui, Kohei Tokuda, Naoyuki Funamizu TD Visualization: designing science
communication for the transdisciplinary research in the sanitation value chain project.
International Symposium on Green Technology for Value Chains 2017, 2017.10.23-2017.10.24, Jakarta,
Indonesia.
・Ryusei Ito, Shuto Kaneko, Naoyuki Funamizu Modelling of reactions in a fixed bed reactor for
phosphate recovery by scallop shell particles. The IWA Conference on Small Water & Wastewater
Systems and Resources Oriented Sanitation, 2017.10.20-2017.10.24, Nantes, France.
・中尾世治 歴史からみたスンバラ. アフリカの発酵文化研究会, 2017 年 10 月 07 日, 地球研、京都市. （本人発
表).
・山内太郎 子どもの身体に異変が起きている ―世界の子どもの体格・体力の現状と時代変化―. 日本人類学会講
演会,, 2017 年 10 月 04 日, 札幌医科大学, 札幌市. （本人発表).
・中尾世治 人頭税の謎、消えた墓碑と広がる鍋、細密画としての実測図――西アフリカ・ブルキナファソの歴史研
究、物質文化研究、人類学⇔アート. 第 288 回 地球研談話会セミナー, 2017 年 10 月 03 日, 地球研、京都市.
（本人発表).
・中尾世治 人格と場所性について：西アフリカ内陸の歴史人類学の立場から. 第 34 回まるはち人類学研究会, 2017
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Indonesia.
・Ryusei Ito, Shuto Kaneko, Naoyuki Funamizu Modelling of reactions in a fixed bed reactor for
phosphate recovery by scallop shell particles. The IWA Conference on Small Water & Wastewater
Systems and Resources Oriented Sanitation, 2017.10.20-2017.10.24, Nantes, France.
・中尾世治 歴史からみたスンバラ. アフリカの発酵文化研究会, 2017 年 10 月 07 日, 地球研、京都市. （本人発
表).
・山内太郎 子どもの身体に異変が起きている ―世界の子どもの体格・体力の現状と時代変化―. 日本人類学会講
演会,, 2017 年 10 月 04 日, 札幌医科大学, 札幌市. （本人発表).
・中尾世治 人頭税の謎、消えた墓碑と広がる鍋、細密画としての実測図――西アフリカ・ブルキナファソの歴史研
究、物質文化研究、人類学⇔アート. 第 288 回 地球研談話会セミナー, 2017 年 10 月 03 日, 地球研、京都市.
（本人発表).
・中尾世治 人格と場所性について：西アフリカ内陸の歴史人類学の立場から. 第 34 回まるはち人類学研究会, 2017
年 09 月 23 日, 南山大学人類学研究所、名古屋市. （本人発表).
・H. Kobayashi, T. Shimizu, M. Ito, S. Nakao Transforming Kasena houses and indigenous building
technology in Burkina Faso. International Conference on Vernacular Earthen Architecture,
Conservation and Sustainability, 2017.09.14-2017.09.16, Valencia, Spain.
・T. Shimizu, S. Nakao, H. Kobayashi, M. Ito Transformation in the Kasena’s large earthen compound
houses in Burkina Faso. International Conference on Vernacular Earthen Architecture, Conservation
and Sustainability, 2017.09.14-2017.09.16, Valencia, Spain.
・中尾世治 サニテーションに関連する規範・選好の評価方法について. 高知大地球研サニテーションプロジェクト
合同勉強会, 2017 年 09 月 14 日, 高知大学、南国市.
・ Takato Matsuda, Ryusei Ito, Benedicte Nikiema, Naoyuki Funamizu Membrane fouling on urine
concentration by FO process. WET 2017, 2017.07.22-2017.07.23, Sapporo.
・Guizani Mokhtar, Maeda Takeru, Ito Ryusei, Fumanizu, Naoyuki Synthesis and characterization of
magnetic nanoparticles as a candidate draw solution for Forward osmosis. The Water and Environment
Technology Conference 2017 (WET2017), 2017.07.22-2017.07.23, Sapporo.
・Ryusei ITO, Syuto KANEKO, Naoyuki FUNAMIZU Modelling of reactions in a batch reactor for phosphate
recovery by scallop shell particle,. WET 2017, 2017.07.22-2017.07.23, Sapporo.
・池見真由 アフリカの農村開発と水インフラマネジメント. 北海道大学大学院経済学研究院地域経済経営ネットワ
ーク研究センター研究会報告, 2017 年 07 月 19 日, 北海道大学、札幌市. （本人発表).
・中尾世治 コメント：「アラビア医学の治療プロセスに見られる理論と実践：カイロ・ゲニザの眼科学文書の事例
から」. 第 59 回現代中東イスラーム世界・フィールド研究会, 2017 年 07 月 08 日, 京都大学、京都市. （本人発
表).
・Yumiko Otsuka, Ken Ushijima, Mayu Ikemi, Sintawardani Neni, and Taro Yamauchi Mapping of Water,
Sanitation, Hygiene, and Child Health in Urban Slums of Indonesia. The 3rd FHS (Faculty of Health
Science) International Conference, 2017.07.07, Hokkaido University, Sapporo. （本人発表).
・Zorica Srdjevic, Naoyuki Funamizu, Bojan Srdjevic, Ratko Bajčetić Grounded Theory Methodology and
Public Participation in Water Management. 0th World Congress on Water Resources and Environment
“Panta Rhei”, 2017 年 07 月 05 日-2017 年 07 月 09 日, Athens, Greek.
・中尾世治 西アフリカ内陸における近代とは何か－ムフン川湾曲部における政治・経済・イスラームの歴史人類学
－. 第 240 回中部人類学談話会, 2017 年 06 月 24 日, 南山大学、名古屋市. （本人発表).
・山内太郎 ヒトの成長：ライフヒストリーの進化と成長パターンの変化. 日本人類学会進化人類学分科会第 39 回
シンポジウム「ヒトにとってオトナになるとはどういうことか？」, 2017 年 06 月 17 日, キャンパスプラザ京都，
京都市. （本人発表).
・Taro Yamauchi, Naoyuki Funamizu An introduction to the Sanitation Value Chain: Designing Sanitation
Systems as Eco-Community-Value Systems. Zambia Water Forum & Exhibition (ZAWAFE),
2017.06.12-2017.06.13, Mulungushi International Conference Center , Lusaka Zambia . （本人発表).
・Sikopo Nyambe, Joseph Zulu, Koji Hayashi, Taro Yamauchi A Glimpse into Peri-Urban Lusaka: Findings of
a 2016 preliminary assessment on the sanitation of peri urban Lusaka, Zambia. Zambia Water Forum &
Exhibition (ZAWAFE), 2017.06.12-2017.06.13, Mulungushi International Conference Center, Lusaka
Zambia. （本人発表).
・中谷朋昭・木村勇輝・橋本大佑 日本人の栄養素摂取バランスに関する時系列分析. 2017 年度日本フードシステム
学会大会シンポジウム講演, 2017 年 06 月 10 日, 中村学園大学、福岡県.
・Nyambe S., Zulu J, Hayashi K., Yamauchi T. Gauging the sanitation and health challenge for children
and youth in the urban slums of Lusaka, Zambia.. 54th Annual Conference for Japan Association of
African Studies, 2017.05.20-2017.05.21, Shinshu University, Nagano.
・中尾世治 人頭税と植民地経済――1920 年代のオート・ヴォルタ植民地における財政. 日本アフリカ学会第 54 回
学術大会, 2017 年 05 月 20 日, 信州大学教育学部. （本人発表).
・(14) Toshihiro Ito, Tsuyoshi Kato, Satoshi Ishii, Takahiro Segawa, Masaaki Kitajima, Satoshi Okabe,
Daisuke Sano Performance target of virus reduction efficiency in wastewater reclamation: Effect of
tolerable health risk, dose-response, and reliability. The 19th International Symposium on Health-





2018 年 03 月 17 日, 京都府京都市.
・Kusuda T Urban waste treatment and management. International Symposium on Green Technology for Value
Chains 2017,, 2017.10.23-2017.10.24, Jakarta, Indonesia.
・藤原拓 下水汚泥の肥料利用促進に向けて. 水再生・バイオソリッド研究会, 2017 年 09 月 07 日, 大阪府大阪市.
・藤原拓 下水汚泥の肥料利用促進に向けて. ビストロ下水道推進戦略チーム会合・特別企 画ビストロ下水道セミ
ナー, 2017 年 08 月 04 日, ビックサイト、東京都江東区.
・Funamizu N Sanitation Value Chain. 5th Annual research symposium, JSPS Alumni Association in
Philippine, 2017.07.12, Manila.
・牛島 健 地域自律型の次世代型・水インフラシステム. 日本学術会議主催公開シンポジウム「ワークショップ　
まちおこしの現場から明日を考える」, 2017 年 05 月 13 日, 東京.
○学会活動（運営など）
【企画・運営・オーガナイズ】
・富良野高校と実施した、地域ぐるみの水源地管理実証・報告会 (共催). 2017 年 11 月 03 日, 富良野市、北海道.
・Local workshop: Workshop on “sanitation and value chains”, 共催（LPTB-LIPI and Sanitation project,
RIHN）. 2017 年 10 月 26 日, Kiaracondong, Bandung City, Indonesia.
・Workshop on Science Communication: The case studies of visualization for science communication (Co-
organizer). 2017 年 10 月 25 日, LIPI, Jakarta, Indonesia.
・International Symposium on Green Technology for Value Chains 2017. 2017 年 10 月 23 日-2017 年 10 月 24
日, Jakarta, Indonesia.
・Kick – Off Meeting : Sanitation and Value Chains, A Collaboration Research between LPTB – LIPI and
RIHN (Organizer). 2017 年 10 月 22 日, Kartika Chandra Hotel, Jakarta, Indonesia.
・Indonesia & Philippine & Japan Joint International Seminar on Water and Sanitation, Organizer. 2017
年 09 月 08 日, RIHN, Kyoto, Japan.
・第 6回北大・地球研合同セミナー 「「農」の再発見：　世界のフィールドから見えてくること」 (共催). 2017 年
08 月 04 日, 北海道大学、北海道札幌市.
・富良野市内小規模水道組合を対象とした意見交換会 (共催). 2017 年 06 月 13 日, 富良野市、北海道.




・S. Nakao and M. Hirota trial 003 : as if archaeologists. Seeds of Memory: Japanese Artists in
Yogyakarta, . 2017 年 07 月 15 日-2017 年 07 月 30 日, Yogyakarta, Indonesia. Exhibition
【創作活動】
・ Sanitation Value Chain Vol.1 No.1 (Jounal 刊 行 ) 2017 年 11 月 . http://www.chikyu.ac.jp/
sanitation_value_chain/journal.html.
【その他】
・2017 年 11 月 22 日 1st Euro-Mediterranean Conference for Environmental Integration Best paper award 受
賞 受賞者：船水尚行・伊藤竜生
・2017 年 10 月 10 日 環境省環境再生・資源循環局長表彰受賞 受賞者：船水尚行
○調査研究活動
【国内調査】
・Field survey of sanitation. Ishikari area, Furano City, Hokkaid, 2017 年 11 月 03 日.
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・S. Nakao and M. Hirota trial 003 : as if archaeologists. Seeds of Memory: Japanese Artists in
Yogyakarta, . 2017 年 07 月 15 日-2017 年 07 月 30 日, Yogyakarta, Indonesia. Exhibition
【創作活動】
・ Sanitation Value Chain Vol.1 No.1 (Jounal 刊 行 ) 2017 年 11 月 . http://www.chikyu.ac.jp/
sanitation_value_chain/journal.html.
【その他】
・2017 年 11 月 22 日 1st Euro-Mediterranean Conference for Environmental Integration Best paper award 受
賞 受賞者：船水尚行・伊藤竜生
・2017 年 10 月 10 日 環境省環境再生・資源循環局長表彰受賞 受賞者：船水尚行
○調査研究活動
【国内調査】
・Field survey of sanitation. Ishikari area, Furano City, Hokkaid, 2017 年 11 月 03 日.
・Field survey of sanitation. Iwamizawa City, Hokkaido, 2017 年 10 月 31 日.
【海外調査】
・Hammamet, Tunisia. Symposium presentation, 2017 年 12 月 15 日-2017 年 12 月 23 日.
・Field survey and data collection on ecological sanitation. Lilongwe, Marawi, 2017 年 11 月 11 日-2017 年
11 月 19 日.
・Symposium presentation. Nantes, France, 2017 年 10 月 22 日-2017 年 10 月 28 日.
・Data collection on sanitation. Kampala, Uganda, 2017 年 09 月 20 日-2017 年 09 月 24 日.
・Data collection on sanitation. London, England, 2017 年 09 月 17 日-2017 年 09 月 26 日.
・ハノイ市周辺のし尿管理，し尿汚染の調査. ベトナム　ハノイ市, 2017 年 09 月 10 日-2017 年 09 月 12 日.
・Field survey on raw sewage. Hanoi, Hue Vietnam, 2017 年 09 月 10 日-2017 年 09 月 14 日.
・都市部下水処理設備に関する調査. ザンビア、ルサカ, 2017 年 08 月 26 日-2017 年 09 月 02 日.
・Research meetings and field survey of sanitation. Lusaka in Zambia, 2017 年 08 月 26 日-2017 年 09 月 06
日.
・公衆衛生史調査、アンケート調査. ブルキナファソ, 2017 年 08 月 18 日-2017 年 09 月 09 日.
・Field survey on public health. Ouagadougou, Burkina Faso, 2017 年 08 月 18 日-2017 年 09 月 06 日.
・都市部下水処理設備に関する調査、子供の健康と SVC 現地調査. ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ、バンドン, 2017 年 07 月 30 日-2017 年
09 月 17 日.
・Field survey of sanitation. Kialacondon area in Bandon, Indonesia, 2017 年 07 月 30 日-2017 年 09 月 17
日.
・Research meetings and field survey of sanitation. Kialacondon area in Bandon, Indonesia, 2017 年 07 月
30 日-2017 年 08 月 16 日.
・幼児と小学生を対象とする健康・栄養状態と衛生環境・衛生行動・衛生意識に関する調査. キアラチョンドン、
インドネシア, 2017 年 07 月 30 日-2017 年 09 月 16 日.
・都市スラム地域での現地調査. ザンビア、ルサカ, 2017 年 06 月 10 日-2017 年 10 月 19 日.
・Field survey of sanitation. Lusaka in Zambia, 2017 年 06 月 10 日-2017 年 10 月 19 日.
・Lusaka in Zambia. Symposium presentation and field survey of sanitation, 2017 年 06 月 10 日-2017 年 06
月 15 日.
・都市スラム現地調査及び LIPI との研究打ち合わせ. ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ･ﾊﾞﾝﾄﾞﾝ, 2017 年 04 月 18 日-2017 年 04 月 22 日.
・Research meetings and field survey of sanitation. Kialacondon area in Bandon, Indonesia, 2017 年 04 月
18 日-2017 年 04 月 22 日.
○社会活動・所外活動
【依頼講演】
・ブルキナファソにおける宗教と政治. 2017 年 05 月 15 日, 国際農林水産業研究センター、つくば市.
・Religion and Politics in Burkina Faso. JIRCAS　(Lecture), 2017 年 05 月 15 日, 東京都.
【メディア出演など】
・「攻め」と「守り」の下水道 (鼎談). 日本下水道新聞, 2018 年 01 月 17 日 （第 2391 号）, 4 面. （藤原 拓）
【その他】
・2017 年 05 月 18 日 Hayashi K: Thinking the global environment and out future from Toilets – Case from
African rainforest, urban-slums and Japan, Science lesson, Rakuhoku high School, Kyoto.
○報道等による成果の紹介
【報道機関による取材】


















1) コアプロジェクト・コア FS の運営・連携
コアプロジェクト"環境研究における同位体を用いた環境トレーサビリティー手法の提案と有効性の検証"(PL: 陀安
一郎）および、コア FS”知の接合：社会―環境相互作用の共同研究における問題認識のずれを乗り越える方法論（FS
















谷口真人 ( 総合地球環境学研究所・教授 )
陀安一郎 ( 総合地球環境学研究所・教授 )
○ 今後の課題
コアプログラムの今後の課題は以下のとおりである。
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・第 12 回コアプログラム研究会, 2017 年 10 月 02 日, 地球研セミナー室３・４. 講演者：陀安一郎・藤吉麗・加藤
尊秋・西村武司 プログラム 14:00-14:30 陀安一郎・藤吉麗（地球研） 「コアプロジェクトの概要とアンケート
の趣旨説明」 14:30-15:10 加藤尊秋（北九州市立大学） 「人々の選択と支払意志額」 15:10-15:50 西村武司
(山陽学園大学) 「アンケート調査による消費者セグメンテーション」 15:50-16:00 総合討論
・第 11 回コアプログラム研究会, 2017 年 08 月 02 日, 地球研セミナー室３・４. 講演者：大西有子・杉山昌広・朝
山慎一郎・菊池直樹 テーマ「スケールに応じたステークホルダー関与のあり方」 プログラム 13:30 趣旨説明 谷
口真人（地球研） 13:40 大西有子（地球研） 「地理的スケールに応じた Co-design と Stakeholder engagement
の方法論：プロジェクト概要」 13:50 杉山昌広（東京大学） 「グローバルな co-production の試み：気候工学
を例に」 14:10 朝山慎一郎（早稲田大学） 「TD における SH 関与の二つの顔（合意形成と相互学習）：気候工学
の研究課題の Co-design を事例に」 14:30 ディスカッション 14:50 休憩 15:10 菊池直樹（地球研） 「複数の
顔を持つレジデント型研究者の方法論と多面的役割：ローカルな TD の試み」 15:40 ディスカッション 16:00 全
体討論
・第 10 回コアプログラム研究会, 2017 年 06 月 26 日, 地球研セミナー室３・４. 講演者：近藤康久・大西秀之・福
永真弓 テーマ「ズレとしまい」 プログラム 13:30 趣旨説明 谷口真人（地球研） 13:40 近藤康久（地球研）
「コアプロジェクトのズレとしまい、ずらし」 14:50 大西秀之（同志社女子大学） 「地球環境をめぐるズレの課
題と可能性」 15:40 福永真弓（東京大学） 「しまう／たたむことを考える：社会化と自然化の双方向性に関す
る一考察」
・第 9回コアプログラム研究会 IIASA-RIHN Seminar, 2017 年 05 月 25 日, 地球研講演室. 講演者：和田義英・Taher
Kahil・Yusuke Satoh・石井励一郎・中静 透 IIASA-RIHN Seminar プログラム 15:00-15:10 Introduction Makoto
Taniguchi (RIHN) 15:10-15:40 IIASA's Water Program: Water Futures and Solutions (WFaS) Initiative
Yoshihide Wada (IIASA) 15:40-16:10 IIASA global hydro-economic modeling framework Taher Kahil
(IIASA) 16:30-17:00 The Community Water Model (CWATM) - Development of a community driven platform
for global water studies Yusuke Satoh (IIASA) 17:00-17:30 New perspectives on modeling for
sustainable use of ecosystem services in Asia: Focusing on the importance of ecosystem types.
Reiichiro Ishii (RIHN) and Tohru Nakashizuka (RIHN) 17:30-18:00 Discussion
・第 8回コアプログラム研究会, 2017 年 04 月 25 日, 地球研セミナー室３・４. プログラム 13:30-13:40 谷口真人
今年度のコアプログラム研究会の進め方 13:40-15:00 陀安一郎 「環境トレーサビリティー」コアプロジェクト
のねらいと、実践プロジェクト・研究基盤国際センターとの連携」 15:15-16:00 コア FS のプロジェクト形成に










































































































は、平成 30 年 3 月に得られた調査結果の解析を進めるほか、今年の調査対象国の選定を行い、同様の調査を実施す
る。
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倉島　　治 ( 東京大学大学院総合文化研究科・特任研究員・生物多様性情報学 )
黄　　琬惠 ( 総合地球環境学研究所・研究員・地域環境学、GIS )
土屋　一彬 ( 東京大学大学院農学生命科学研究科・助教・緑地環境学 )
原科　幸爾 ( 岩手大学農学部・准教授・環境農学 )
堀　　啓子 ( 国連大学サスティナビリティ高等研所・リサーチアシスタント・環境創成学、持続可能性
科学 )
松井　孝典 ( 大阪大学大学院工学研究科・助教・環境システム工学 )
馬奈木俊介 ( 九州大学大学院工学研究院・教授・環境経済学 )
宮下　　直 ( 東京大学大学院農学生命科学研究科・教授・生態学 )
森　　　章 ( 横浜国立大学大学院環境情報研究院・准教授・生態学 )
八木　信行 ( 東京大学大学院農学生命科学研究科・教授・国際水産開発学 )
八木　洋憲 ( 東京大学大学院農学生命科学研究科・准教授・農業経営学 )
山路　永司 ( 東京大学大学院新領域創成科学研究科・教授・農村計画学 )
グループ３（社会実装）・福井サブグループ
◎吉田　丈人 ( 総合地球環境学研究所／東京大学総合文化研究科広域システム科学系・准教授・生態学 )
石井　　潤 ( 福井県里山里海湖研究所・研究員・保全生態学 )
一ノ瀬友博 ( 慶應義塾大学環境情報学部・教授・緑地計画学 )
内田　　圭 ( 横浜国立大学大学院環境情報研究院・非常勤教員・生態学 )
笠田　　実 ( 東京大学大学院農学生命科学研究科・特任研究員・生態学 )
北川　淳子 ( 福井県年縞博物館・学芸員・花粉分析 )
小島　秀彰 ( 若狭三方縄文博物館・主査（学芸員）・考古学 )
篠原　直登 ( 東京大学大学院農学生命科学研究科・大学院学生・生態学 )
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中村　　亮 ( 福岡大学人文学部文化学科・准教授・文化人類学 )
福島真理子 ( 東京大学大学院農学生命科学研究科・大学院学生・生態学 )
宮本　　康 ( 福井県里山里海湖研究所・研究員・群集生態学 )
森崎　理哉 ( 慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科・大学院学生・環境経済学 )
山田　由美 ( 慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科・特任研究員・空間情報学 )
グループ３（社会実装）・滋賀サブグループ
○深町加津枝 ( 京都大学大学院地球環境学堂・准教授・造園学 )
○三好　岩生 ( 京都府立大学大学院生命環境科学研究科・助教・砂防学 )
○瀧　健太郎 ( 滋賀県立大学環境科学部・准教授・流域政策 )
東　　幸代 ( 滋賀県立大学人間文化学部・教授・日本史学 )
王　　　聞 ( 京都大学大学院農業研究科・大学院学生・造園学 )
大澤颯太郎 ( 京都大学大学院工学研究科・大学院学生・建築 )
落合　知帆 ( 京都大学大学院地球環境学堂・助教・コミュニティ防災、住民参加型災害復興 )
鬼塚健一郎 ( 京都大学大学院地球環境学堂・助教・農村計画学、農村情報化 )
加藤　禎久 ( 岡山大学グローバル人材育成院・准教授・緑地計画学 )
鎌谷かおる ( 立命館大学食マネジメント学部・准教授・日本史学 )
久保田善明 ( 富山大学大学院理工学研究部・教授・土木工学 )
小林　広英 ( 京都大学大学院地球環境学堂・教授・人間環境設計論 )
島田　和久 ( 滋賀県立大学全学共通教育推進機構・准教授・政治学 )
高橋　大樹 ( 大津市歴史博物館・学芸員・歴史学(日本史) )
高村　典子 ( 国立環境学研究所琵琶湖分室・フェロー・生態学 )
張　　平星 ( 京都大学大学院地球環境学堂・大学院学生・造園学 )
蔡　　松倫 ( 京都大学大学院地球環境学堂・大学院学生・建築 )
二宮　健斗 ( 京都大学大学院農学研究科・大学院学生・農村計画学、農村情報化 )
橋本　　禅 ( 東京大学大学院農学生命科学研究科・准教授・地域計画学 )
水谷　柊輔 ( 京都大学大学院地球環境学堂・大学院学生・造園学 )
村上　修一 ( 滋賀県立大学環境科学部・教授・ランドスケープ科学 )
森崎　理哉 ( 慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科・大学院学生・環境経済学 )
山本　晃子 ( 高島市教育委員会 教育総務部文化財課・主監・地域史 )
山本　清龍 ( 東京大学大学院農学生命科学研究科・准教授・造園、観光 )
渡部　圭一 ( 滋賀県立琵琶湖博物館 研究部環境史研究領域・学芸技師・民俗学 )
グループ３（社会実装）・千葉サブグループ
○西廣　　淳 ( 東邦大学理学部・准教授・保全生態学 )
○東海林太郎 ( 東邦大学理学部・訪問研究員・水環境 )
大沼あゆみ ( 慶應義塾大学経済学部・教授・環境経済学 )
柴田　裕希 ( 東邦大学理学部・准教授・環境政策・環境影響評価 )
柘植　隆宏 ( 甲南大学経済学部・教授・環境経済学 )
長谷川雅美 ( 東邦大学理学部・教授・生態学 )
グループ３（社会実装）・インセンティブ・制度サブグループ
○浦嶋　裕子 ( MS&AD インシュアランスグループホールディングス株式会社・課長・損害保険 )
○西田　貴明 ( 三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング・副主任研究員・環境政策学 )
飯田　晶子 ( 東京大学大学院工学系研究科・特任講師・都市計画 )
一ノ瀬友博 ( 慶應義塾大学環境情報学部・教授・緑地計画学 )
大沼あゆみ ( 慶應義塾大学経済学部・教授・環境経済学 )
岡野　隆宏 ( 環境省自然環境局自然環境計画課・保全再生調整官・自然環境政策 )
蟹江　康正 ( MS&AD インシュアランスグループホールディングス株式会社・課長・損害保険 )
瀧　健太郎 ( 滋賀県立大学環境科学部・准教授・流域政策 )
竹谷多賀子 ( 三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング／同志社大学・広報／研究員・地域政策・文化政
策 )
柘植　隆宏 ( 甲南大学経済学部・教授・環境経済学 )




中村　　亮 ( 福岡大学人文学部文化学科・准教授・文化人類学 )
福島真理子 ( 東京大学大学院農学生命科学研究科・大学院学生・生態学 )
宮本　　康 ( 福井県里山里海湖研究所・研究員・群集生態学 )
森崎　理哉 ( 慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科・大学院学生・環境経済学 )
山田　由美 ( 慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科・特任研究員・空間情報学 )
グループ３（社会実装）・滋賀サブグループ
○深町加津枝 ( 京都大学大学院地球環境学堂・准教授・造園学 )
○三好　岩生 ( 京都府立大学大学院生命環境科学研究科・助教・砂防学 )
○瀧　健太郎 ( 滋賀県立大学環境科学部・准教授・流域政策 )
東　　幸代 ( 滋賀県立大学人間文化学部・教授・日本史学 )
王　　　聞 ( 京都大学大学院農業研究科・大学院学生・造園学 )
大澤颯太郎 ( 京都大学大学院工学研究科・大学院学生・建築 )
落合　知帆 ( 京都大学大学院地球環境学堂・助教・コミュニティ防災、住民参加型災害復興 )
鬼塚健一郎 ( 京都大学大学院地球環境学堂・助教・農村計画学、農村情報化 )
加藤　禎久 ( 岡山大学グローバル人材育成院・准教授・緑地計画学 )
鎌谷かおる ( 立命館大学食マネジメント学部・准教授・日本史学 )
久保田善明 ( 富山大学大学院理工学研究部・教授・土木工学 )
小林　広英 ( 京都大学大学院地球環境学堂・教授・人間環境設計論 )
島田　和久 ( 滋賀県立大学全学共通教育推進機構・准教授・政治学 )
高橋　大樹 ( 大津市歴史博物館・学芸員・歴史学(日本史) )
高村　典子 ( 国立環境学研究所琵琶湖分室・フェロー・生態学 )
張　　平星 ( 京都大学大学院地球環境学堂・大学院学生・造園学 )
蔡　　松倫 ( 京都大学大学院地球環境学堂・大学院学生・建築 )
二宮　健斗 ( 京都大学大学院農学研究科・大学院学生・農村計画学、農村情報化 )
橋本　　禅 ( 東京大学大学院農学生命科学研究科・准教授・地域計画学 )
水谷　柊輔 ( 京都大学大学院地球環境学堂・大学院学生・造園学 )
村上　修一 ( 滋賀県立大学環境科学部・教授・ランドスケープ科学 )
森崎　理哉 ( 慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科・大学院学生・環境経済学 )
山本　晃子 ( 高島市教育委員会 教育総務部文化財課・主監・地域史 )
山本　清龍 ( 東京大学大学院農学生命科学研究科・准教授・造園、観光 )
渡部　圭一 ( 滋賀県立琵琶湖博物館 研究部環境史研究領域・学芸技師・民俗学 )
グループ３（社会実装）・千葉サブグループ
○西廣　　淳 ( 東邦大学理学部・准教授・保全生態学 )
○東海林太郎 ( 東邦大学理学部・訪問研究員・水環境 )
大沼あゆみ ( 慶應義塾大学経済学部・教授・環境経済学 )
柴田　裕希 ( 東邦大学理学部・准教授・環境政策・環境影響評価 )
柘植　隆宏 ( 甲南大学経済学部・教授・環境経済学 )
長谷川雅美 ( 東邦大学理学部・教授・生態学 )
グループ３（社会実装）・インセンティブ・制度サブグループ
○浦嶋　裕子 ( MS&AD インシュアランスグループホールディングス株式会社・課長・損害保険 )
○西田　貴明 ( 三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング・副主任研究員・環境政策学 )
飯田　晶子 ( 東京大学大学院工学系研究科・特任講師・都市計画 )
一ノ瀬友博 ( 慶應義塾大学環境情報学部・教授・緑地計画学 )
大沼あゆみ ( 慶應義塾大学経済学部・教授・環境経済学 )
岡野　隆宏 ( 環境省自然環境局自然環境計画課・保全再生調整官・自然環境政策 )
蟹江　康正 ( MS&AD インシュアランスグループホールディングス株式会社・課長・損害保険 )
瀧　健太郎 ( 滋賀県立大学環境科学部・准教授・流域政策 )
竹谷多賀子 ( 三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング／同志社大学・広報／研究員・地域政策・文化政
策 )
柘植　隆宏 ( 甲南大学経済学部・教授・環境経済学 )
土屋　一彬 ( 東京大学大学院農学生命科学研究科・助教・緑地環境学 )
原口　　真 ( MS&AD インターリスク総研株式会社・産学官公民金連携・特命共創プロデューサー・自然
資本 )
深町加津枝 ( 京都大学大学院地球環境学堂・准教授・造園学 )
馬奈木俊介 ( 九州大学大学院工学研究院・教授・環境経済学 )
村上　暁信 ( 筑波大学システム情報系・教授・緑地計画学 )
吉田　丈人 ( 総合地球環境学研究所研究部・准教授・生態学 )
グループ３（社会実装）・伝統・地域知サブグループ
○深町加津枝 ( 京都大学大学院地球環境学堂・准教授・造園学 )
東　　幸代 ( 滋賀県立大学人間文化学部・教授・日本史学 )
内山　愉太 ( 東北大学大学院環境科学研究科・助教・地域計画学 )
王　　　聞 ( 京都大学大学院農業研究科・大学院学生・造園学 )
大澤颯太郎 ( 京都大学大学院工学研究科・大学院学生・建築 )
奥　　敬一 ( 富山大学芸術文化学部・准教授・造園学 )
落合　知帆 ( 京都大学大学院地球環境学堂・助教・コミュニティ防災、住民参加型災害復興 )
柿沼　　薫 ( 東北大学学際科学フロンティア研究所・助教・環境学 )
梶間周一郎 ( 東北大学大学院環境科学研究科・大学院学生・環境政策、環境経済学 )
鎌谷かおる ( 立命館大学食マネジメント学部・准教授・日本史学 )
LUKMAN, Kevin M ( 東北大学大学院環境科学研究科・大学院学生・森林共同体 )
香坂　　玲 ( 東北大学大学院環境科学研究科・教授・森林政策学 )
小林　広英 ( 京都大学大学院地球環境学堂・教授・人間環境設計論 )
齋藤　暖生 ( 東京大学大学院農学生命科学研究科・助教・森林政策学 )
島田　和久 ( 滋賀県立大学全学共通教育推進機構・准教授・政治学 )
JAMIN, Celine ( 京都大学大学院地球環境学堂・大学院学生・建築 )
高橋　大樹 ( 大津市歴史博物館・学芸員・歴史学(日本史) )
田代　　藍 ( 東北大学大学院環境科学研究科・学術研究員・環境疫学 )
蔡　　松倫 ( 京都大学大学院地球環境学堂・大学院学生・建築 )
舟橋　知生 ( 京都大学大学院地球環境学堂・大学院学生・景観生態保全 )
古田　尚也 ( 大正大学地域構想研究所／国際自然保護連合日本リエゾンオフィス・教授／コーディネー
ター・環境政策学 )
宮地　茉莉 ( 京都大学大学院地球環境学堂・大学院学生・建築学 )
山本　晃子 ( 高島市教育委員会教育総務部文化財課・主監・地域史 )
吉田　丈人 ( 総合地球環境学研究所研究部・准教授・生態学 )




内山　愉太 ( 東北大学大学院環境科学研究科・助教・地域計画学 )
川島　　裕 ( 森林総合研究所材木育種センター・海外協力部長・林学 )
香坂　　玲 ( 東北大学大学院環境科学研究科・教授・森林政策学 )
宮崎　浩之 ( 東京大学空間情報科学研究センター／タイ国アジア工科大学院・特任助教／Visiting
Assistant Professor・空間情報科学 )
森　　　章 ( 横浜国立大学大学院環境情報研究院・准教授・生態学 )
山崎　敬嗣 ( 独立行政法人国際協力機構 地球環境部・技術審議役・森林政策 )
アドバイザー
□萱場　祐一 ( 土木研究所水環境研究グループ・上席研究員・河川工学 )
□島谷　幸宏 ( 九州大学工学研究院・教授・河川工学 )
□武内　和彦 ( 東京大学サステイナビリティ学連携研究機構・機構長、特任教授・緑地環境学 )
□中村　太士 ( 北海道大学大学院農学研究院・教授・生態系管理学 )
□鷲谷いづみ ( 中央大学人間総合理工学科・教授・生態学・保全生態学 )
□杉原　　薫 ( 総合地球環境学研究所・特任教授・プログラム１ディレクター )
□中静　　透 ( 総合地球環境学研究所・特任教授・プログラム２ディレクター )
□西條　辰義 ( 総合地球環境学研究所・特任教授・プログラム３ディレクター )
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□中塚　　武 ( 総合地球環境学研究所・教授・プログラム１ディレクター補佐 )
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本プロジェクトは”No one will be left behind(誰も置去りにしない)”原則の実践として、電気や水道の無い途上
国生活限界集落における SDG6(water and sanitation for all)および SDG7(affordable, reliable, sustainable
and modern energy for all)の同時解決を目指す水・エネルギー・ネクサス技術に着目し、どのような技術がどのよ
うな手続きと条件で導入され、いかに管理運用される場合に、導入された技術が持続的に活用され、長期に対象集落
の公共の福祉に資するのか、を考究することを目標とする。具体的には、途上国生活限界集落における水・衛生問題





た知見を統合する形で agent based model(ABM)を開発し、シミュレーション分析により新たに導入された技術が持続
的に利用されることを阻害する社会的臨界点(Social tipping points)を明らかにすることを最大の目的とする。②
申請者は電気・水道のないネパール山岳地域の生活限界集落において、コミュニティー給水システムである
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くとも各国 5 名以上)の組織化と RCT の準備と実施である。そのため、全体計画は RCT の進捗を中心に他の研究手法
の実施のための予算・時間・人員を配置していく。まず、現地調査員の選抜・雇用・訓練を含めてプロジェクト実施








関する有力誌 Political Analysis に投稿・査読中。
100
(2)途上国フィールドで経験したことのない pay-it-forward 実験について、ネパールの山岳民およびインドネシアの
小規模離島民を対象に実施した。ネパールでは１つの SWPS 導入コミュニティー(tole)で全 61 世帯、隣接する 2つの
未導入コミュニティー、それぞれ 50、29 世帯からデータを取得できた。Gili Gede 島では全 474 世帯(2016 年時点)





(3) Gili Gede 島でのキーインフォーマントに対する開発社会学的アプローチによる開発史聞き取り調査の結果、こ
れまでに 3 つの給水関連公共事業(地方政府が実施した井戸による地下水汲み上げと給水事業、日本の NGO が実施し
た雨水タンク事業、海洋漁業省が実施した太陽光発電を利用した塩水淡水化事業)を実施し、いずれも失敗している
ことが分かった。これらについては現在、詳細をまとめているところ。














携について協議を進めている。足元では SATREPS への申請準備を同時に実施し、対象 3国からそれぞれ提案できるよ
うに準備する。学術的には、全体としては社会的臨界点に関連する人間行動学への貢献として総合誌を目指すととも
に、個別テーマとしては、心理学での WEIRD 研究(Western, Educated, Industrialized, Rich, and Democratic)
(Henrich et al, 2010)や開発学・環境経済学で問われている Envirodevonomics 研究(Greenstone and Jack, 2015)
に位置付けるなどして成果発信を積み重ねる。きれいな水のインパクト評価については、胎児起源説(fetal origins
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図る。リスクコミュニケーション手法や合理的行動理論（TRA: Theory Reasoned Action）、計画的行動理論（TPB：
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[Sangyod Muang Phatthaulung Rice]、ストーリーを基に展開しており、品種としての特徴が少ないマンゴー[Nam Dok





























イのカウンターパート（Biodiversity-Based Economy Development Office [BEDO]、カセサート大学・パンヤピワッ
ト経営大学・アジア工科大学院とタイの農産品の共同調査を実施）、知財の理論的研究に関して、カリフォルニア大
学 UC デービス校（Madhavi Sunder 教授の招聘）との連携を進め、地域農資源の協議会(Regional Expert Consultation
on Underutilized Crops for Food and Nutritional Security in Asia and the Pacific)にも間接的に参画し、代
表者の香坂がソウル国立大での客員教授に着任するなど、超学際的かつ国際的な研究実践を遂行可能な体制を確立
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って国連環境計画（UNEP）も注目している（UNEP ホームページ参照）。現在、ASGM は世界 70 カ国以上で行われてお
り、約 1500 万人の住民が従事している。2013 年に締結された「水銀に関する水俣条約」（UNEP, 2013）においても、
ASGM の規制が謳われているが、発効後も課題は多く残されている。
　そして、ASGM で排出された水銀による環境汚染は、多くの国・地域でそのレベル・拡がりが科学的に証明され、周
辺住民の健康影響リスクも明らかにされている（たとえば、Arifin et al., 2015 など）にもかかわらず、問題解決
は極めて困難であると予想される。その要因としては、(1)ASGM の活動の実態を捉えている研究成果が十分に蓄積さ
れていない（藍澤、2017 等）、(2)ASGM が貧困問題を背景としており、発展しつつある途上国においても相対的な貧
困問題が残されている（Hison, 2009 等）、(3)ASGM 地域とその周辺の非 ASGM 地域の住民間の問題解決への対話がほ
とんど行われていない、(4)法制度と ASGM との間の乖離（Imparato, 2010 など）、等が挙げられる。これまでの研究
では、ASGM を支援する体制や取り組みに関する研究が多数を占め、各 ASGM 地域の背景となる社会経済的状況、各ス




さて、TDA では、科学者‐SH 間および各 SH 間の対話と課題解決への連帯に向けた相互変容が重要な課題である。し
かし、本 FR で研究対象とする ASGM 地域の場合、課題解決に重要かつ不可欠な SH 間の対話が複雑な利害関係によっ
て阻まれているため、その開始は極めて困難である。一方、SH 間の対話を促進するツールとしてバウンダリー・オブ
ジェクト (Star & Griesemer, 1989)が提案されている。昨年度の FS では、SH の文化・価値・ニーズを多面的に分析
し、SH の著しい対話促進と劇的な変容を引き起こす BO を創造・活用可能であることを発見した。これを TBO として




　本 FR では、その最終成果として、(a)の事例研究では、各 ASGM 地域の背景となる社会経済的状況、各 SH の対話の
現状、各 SH の ASGM に対する認識、ASGM 組織における主要アクター間の社会的関係性など、ASGM による水銀汚染問







に組織発展を図る SH と研究者の TDA における協働の在り方を解明する。国際 NGO 等と交流・連携をしつつ、東南ア
ジアさらにはアジア全体の水銀に関する情報ネットワークへの発展を目指す。(c)の国際的協働では、インドネシア
を始めとして東南アジア各国に民間レベルの取り組みを行う UNEP 協会の設立を支援し、UNEP の多様な政策提案に対
して、各国の UNEP 協会を各国・地域の事情にアダプティブなデバイスとしての機能をもたせるための方策を検討す








　これまでの FS の成果に基づいて、本 FR では研究プロジェクトを事例研究だけではなく、国レベル・東南アジア全
体の市民協働にまで発展させた研究を提案する。特に、国際的市民協働では、フューチャー・アースアジア地域セン





よるグローバルな水銀汚染問題の解決を総合的に目指すという本 FR の研究成果は、UNEP が提案する ASGM 問題解決策
のブレイクスルーとなり、かつ他の地球環境問題の解決にも活用可能であると予想される。
 
実践 PR、実践 FR 段階での所属希望プログラム
（実践プログラム 3：豊かさの向上を実現する生活圏の構築）







研究目的を達成するための全体の研究方法・具体的な手法、実践 PR、実践 FR 期間における年次計画
１) 全体の研究方法：本 FR は、上記の地域研究・インドネシア全体・東南アジア全体の異なるレベルのプロジェク
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研究目的を達成するための全体の研究方法・具体的な手法、実践 PR、実践 FR 期間における年次計画
１) 全体の研究方法：本 FR は、上記の地域研究・インドネシア全体・東南アジア全体の異なるレベルのプロジェク





(a) インドネシアの ASGM 地域における未来シナリオを活用した水銀汚染低減のための事例研究　
＜具体的研究手法＞
・各 ASGM 地域の自然資源調査・水銀汚染の環境および住民健康影響調査・社会経済調査・文化歴史調査に基づいて、
その現状を解明する。また、各 ASGM 地域の背景となる社会経済的状況、各 SH の対話の現状、各 SH の ASGM に対する
認識、ASGM 組織における主要アクター間の社会的関係性などの情報も収集する。これらの結果に基づいて、キー SH
と協働で、水銀汚染の無い地域社会への「未来シナリオ」を共創する。
・キー SH を中心に多様なトランスディシプリナリー実践共同体（TDCOP ｓ）の組織化を支援し、各未来シナリオに














 本研究は、(ステップ 1)水銀に関する情報・人の交流基盤の構築、(ステップ 2)組織力および情報発信力の強化、(ス
テップ 3)中央・地方政府に対する政策発信力の強化、の３つのステップで実施する。(ステップ 1)では、「インドネ
シア水銀ゼロを目指すネットワーク（IMZN）」のウェブサイト（英語・インドネシア語）を開設し、ASGM 等による水
銀汚染に関する情報循環を目指す。（ステップ 2）では、会員の多様な face-to-face の交流機会（セミナー・国際フ
ォーラム）を作る。（ステップ 3）では、情報循環および交流活動の発展によって情報の蓄積および組織発展を図り、




































よる水銀汚染に関する情報提供し、多様な SH と意見交換する。PR の期間中の目標として、会員 1,000 名を目指す。
(c) FS 期間中に形成したネットワークを活用し、日本 UNEP 協会関係者の協力を得て、政治家、行政関係者、企業関
係者、研究者、NGO 関係者および市民向けセミナーを 3回開催する。
 





(b) 会員の多様な face-to-face の交流機会を作る。具体的には、インドネシア各地域において、水銀セミナーを年
5回程度、ジャカルタおよびマカッサルにおいて国際フォーラムを年 2回開催する。FR2 の終了時までに、会員 3,000
名を目指す。
(c) FR1 終了時までに「インドネシア UNEP 協会」設立準備委員会の立ち上げを目指す。同事務所はジャカルタに設置
される予定である。FR2 期間中に、インドネシア UNEP 協会の規約、運営体制、役員を決定し、設立にむけて支援す
る。
 





(b) 会員の多様な face-to-face の交流機会を作る。情報循環および交流活動の発展によって情報の蓄積および組織
発展を図り、中央・地方政府に対する政策提言を作成する。FR4 の終了時までに、会員 5,000 名を目指す。
(c) FR3 に「インドネシア UNEP 協会」を設立する。同事務所はジャカルタに設置される予定である。設立後も、セミ
ナー開催等その活動を支援する。同時に、ミャンマー等、他の ASEAN 諸国の国際 NGO と交流し、各 UNEP 協会の設立
準備を開始する。
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①キー SH の探索および：実践 FS 期間中に、ゴロンタロ地域（ゴロンタロ県およびボネボランゴ県）において多様な
SH との対話を実施し、幅広い人的ネットワークを有し、持続可能な地域社会を目指しているキー SH を新たに 8 名見
出した。すでに今年度の実践 FS 期間中にゴロンタロ県の農家を中心とするトランスディシプリナリー実践共同体
（Dihima Limboto-ko；現在 15 名）が結成された。
②TBO プロトタイプの共創：本 PR・FR のコミュニケーターとキー SH が対話を重ねる過程で、多様な SH にとって TBO
となりうるものが多数創出され、協働で 7つの TBO プロトタイプを作成した。
③ゴロンタロ・ボンバナ地域における事例研究の開始：両地域において、自然資源調査（固体・流体地球資源と生物
資源）・水銀汚染の環境および住民健康影響調査・社会経済評価・文化歴史調査を開始した。今年度、実施した調査




る水銀汚染問題に関心を有するキー SH の研究者および市民 15 名と面談し、意見交換を行った。その多くが本 PR お







（2）トランスディシプリナリティ：本 FR は、開発途上国における貧困問題を背景とする深刻かつ長期的な ASGM によ
る水銀汚染問題がグロ―バルな地球環境問題そのものであると捉えており、長期滞在型・現地コミュニケーターを核
とした SH との協働による TDA を活用しており、社会の多様な SH と協働したプロセスを可能な限り取り入れた研究で
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研究目的を達成するための全体の研究方法・具体的な手法、実践 PR、実践 FR 期間における年次計画について
プロジェクトチームの構成と調査概要
　コアサイトであるタイ北部、ラオス北東部に生産性向上、環境財の内部経済化、生態系サービスの維持を目的とし
た MSP をそれぞれ設置する（佐渡ではすでに複数存在する枠組みを活用する）。MSP は、研究者（当プロジェクトメン
バー）、現地研究機関（タイ：チェンマイ大学、ラオス：国立農林業研究所、ルアンプラバン植物園）、行政、民間活























































実践 FR でのフィールドワークは、FR1〜FR3 の 3 年間をコアサイトにおけるインテンシヴな現場調査期間、FR4〜FR5
の内の 1年半を比較サイトにおけるパラメータを絞り込んだ現場調査期間とする。1年目、3年目、5年目にそれぞれ
生態学・農林学 Uと社会学・経済学 Uの結果を統合的に解析し、研究の方向性を確認する時間を 2ヶ月ずつ取る。総
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①   都市圏・農村圏間の柔軟な移住（二拠点居住、ゆるい移住、通常移住、仮想移住）はどのように可能か？
②   都市圏・農村圏間の柔軟な移住はどのように、どれぐらい地球環境問題の解決に資するか？
③   構築される都市圏・農村圏間の相互作用は、どこでどのような豊かさを創造するか？
 











　A)   個人レベルの行動／認識に与える影響：調査地での実験・追跡調査
　B)   社会全体に与える影響：WEB 大規模アンケート調査（環境配慮意識・行動分析）
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○会合等での研究発表
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・山口道利・竹歳一紀・西村武司 滋賀県「環境こだわり米」の消費者評価. 第 67 回地域農林経済学会大会, 2017
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点では、研究分野から 1. 歴史/比較史、2. ナラティヴ、3. 数理地理モデリングの 3 研究班、地域研究班は 1. 東
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にした論文では、貿易が約 1/3 の種を絶滅の危機に晒していることを明らかにした。さらに、2017 年には、サプライ
チェーンと地理情報データを結びつけることに成功し、Nature 誌の姉妹誌の Nature Ecology & Evolution 誌に生物
多様性の論文が出版され、Nature 誌の Research Highlight でも紹介された。また、2016 年 10 月 14 日号の Science



























枠組みから除外し、他の研究プロジェクトとの連携や NGO などとの協力によって達成する。例えば、1) で構築する
国際的なサプライチェーンに伴う環境影響データを用い、FEAST プロジェクトの McGreevy 准教授と共同で食の消費か
ら行動変化までを対象とする提案を Canon 財団の研究プロジェクトに応募するなど連携を進めている。
 











研究目的を達成するための全体の研究方法・具体的な手法、実践 PR、実践 FR 期間における年次計画について















FR 期間 (1 年目)
・PR 期間に整備した企業データと既存モデルから、各企業のサプライチェーンを推計（2年目まで実施）
・LIME や ReCiPe と多地域間産業連関モデルを接続し、各国の貿易に伴う環境影響及び被害額を推計
・PR 期間に整備した土地利用・被覆データと多地域間産業連関モデルを統合
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に環境影響を引き起こしているのかを解明する。その成果を Nature 誌、Science 誌を含む 30 本以上の国際誌での査
読付き論文出版を目標とする。また、研究結果を利用する形で、実社会のステークホルダーによるミーティングや情
報提供を通じて、都市、企業、家庭の行動変化を促す。さらに、多様な分野の研究者が有機的に関わり、かつ、CDP
や WWF などの NGO との共同も進めており、超学際的な研究の代表的なものとなると考える。
　申請者は、これまでにも研究成果発信のために、元新聞記者等と綿密な打ち合わせの上でのプレスリリースの配信












着目して, 大気中の PM2.5 の増加による健康リスクの評価を行うと共に, 稲藁の焼却を減らすためのインセンティ
ブについて検討する. 研究の実施においては [1] 小型 PM2.5 測定器（固定型）とリモートセンシングの活用から
PM2.5 分布を把握する. [2] 小地域レベルの住民健康データ等を用いて PM2.5 の健康影響に関するリスク分析と個人
レベルのデータを用いた健康影響に関するリスク分析を行う. 後者の分析においては, 小型 PM2.5 測定器（可搬型）
を用いた PM2.5 ダイアリーの記録を活用する. [3] 農村における燻炭生成・コンポスト生成等の対策指導等を行いつ










② 研究の科学的背景と FS での経緯
　発展途上国の大都市では急速な経済発展に伴って大気汚染が深刻になりつつあり, 全世界では年間 700 万人が大
気汚染により死亡していると報告されている(World Health Organization, 2012 年). 特にデリーは大気汚染が最も
深刻な都市の一つとして知られているが, 例年乾季始めの 10 月末から 11 月に, 特に大気汚染が過酷となる. 近年,
名古屋大学の松見らによって軽量コンパクトでローコスト（1 万円程度）の PM2.5 測定器が開発された(以下小型
PM2.5 測定器). これは小型であるにも関わらず, 1000 万円程度の大型 PM2.5 計測装置と同程度の信頼性を持ってい
る. 長期にわたって比較試験を行い, 低濃度から高濃度まで非常に良い一致をもつことが実証されている（業績 A5)。
2016 年, デリー大学と共同で, この装置を用いてデリー市内の PM2.5 を連続測定した結果, 10 月末から 11 月初旬









た. 今回の調査では, 農家の女性達にも調理用燃料について聞き取り調査を行い, ガスが利用できる状態にあって
も主たる料理は薪や牛糞で調理していることを聞き取った. また, 同調査期間中, ハリドワールからデリーにかけ,
道路沿いに PM2.5 を測定することを試みたところ, デリー市内だけでなく, 遠方の農村地域においても 200mg/m3 か




  11 月４日にはデリーで"Enviro-Health Conference 2017 - Air Pollution & Future Strategies with a Focus
on the NCT of Delhi"が開催され, 課題代表者の林田と小型 PM2.5 測定器開発者の松見が招待講演を行った. 会議
には医療関係者が多数参加しており, PM2.5 の健康影響評価に小型 PM2.5 測定器が果たす役割に高い関心が集まっ
た. また, 前述の農村での調査時に, 農村住民にも小型 PM2.5 測定器（可搬型）を渡して調査の協力依頼をしたとこ
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市内部で発見することも可能である. その結果によっては, 上述の問題の構図を覆す可能性も秘めている. さらに
スマートフォンを活用した個人暴露量の追跡が可能な可搬型の装置を新たに開発しているが, これを多数（300 人以
上）の住民に装着して生活してもらい, 1 日の簡単な行動と共に PM2.5 曝露量を記録する（これを「PM2.5 ダイアリ
ー」と呼ぶ). この記録を大いに活用し, 個人の属性を考慮した PM2.5 のリスクをモデル化する. 疫学や医療経済学・
環境経済学の分野において, PM2.5 の健康影響に関する先行研究はこれまで先進国を中心としたものがほとんどであ




[1] 小型 PM2.5 測定器（固定型）とリモートセンシングの活用から PM2.5 分布の現状をこれまでにない空間解像度で
把握し, 大気化学輸送モデル等も活用しながら, 都市と農地の両者からの汚染物質発生源を定量的に明らかにする.
[2] 小型 PM2.5 計測装置（可搬型）を 300 人以上の人々に着用してもらい, 個人別に PM2.5 ダイアリーを記録する.
対象はデリー市民だけではなく, 農業従事者や伝統的調理器具を用いて料理をしている主婦達を含める. 地域レベ















知見や技術革新を生かして問題解決に取り組むものである.「PM2.5 ダイアリー」を 300 人以上の市民に記録してもら




研究目的を達成するための全体の研究方法・具体的な手法、実践 PR、実践 FR 期間における年次計画について
実践 PR 期間
(1) デリー周辺とハリヤーナー州の協力研究機関・病院・学校など数十カ所に小型 PM2.5 計測装置を設置し常時連続
監視する. クラウドサーバーにデータをリアルタイムで集約/可視化し,インターネットで公開するシステムを開発




ットワーク)を活用し, デリー周辺における PM2.5 等の大気汚染物質の時空間分布と耕作地における焼却事例件数
（火災検知件数）の長期間の時空間変動解析を行う. 併せて PM2.5 分布との関連を調査するために, 小地域レベルで
の住民の健康に関する統計データを収集する.
(3) 収集した大気汚染物質データを大気化学輸送モデル（領域モデル）に投入し, デリー周辺（パンジャーブからガ
ンジス河中流域程度までを想定）の PM2.5 の分布の再現と予測を行うシステムの開発に着手する. 以降このモデルは
都市と農地の両者からの汚染物質発生源を定量的に明らかにするために活用する.






実践 FR 期間前半 (FR1-2)
(1) 引き続きデリー周辺域（農村地域を含む）の数十カ所に小型 PM2.5 計測装置を設置し,常時連続監視する. クラ
ウドサーバーにデータをリアルタイムで集約/可視化し, インターネットで公開する. スマートフォン連携型の
PM2.5 計測装置を身につけて生活してもらう住民を最低 300 人確保し「PM2.5 ダイアリー」を記録・蓄積する.
(2) PR/FR 期間で収集した小地域統計データやリモセンデータの時間変動を解析し, PM2.5 の情報をできる限り長期
間にわたって取得し, PM2.5 濃度と住民の健康との関連を調査する.
(3) PR で行ったバイオチャー生成の実証実験の結果に基づき, 現地の農家のバイオチャー実施状態を調査・検討す
る. 受け入れが容易でない場合は, コンポスト化などの代替方法を検討する. その際,藁を燃やさずにすき込んだ場
合の翌年のメタン発生量の変化について, チャンバー法を用いた実測等で把握する. 北インドでの農法の特徴をイ
ンド国内の他地域との比較するためタミル・ナードゥ稲研究所(TRRI)との共同研究を継続し, 情報交換する.
(4) PR の結果を踏まえ, 農家におけるアンケート調査を継続・拡大する. 聞き取り調査も行いながら藁を焼く必然的





実践 FR 期間後半 (FR3-4)
FR3 年次以降では, 蓄積された住民の「PM2.5 ダイアリー」を活用し, 個人レベルでの PM2.5 の健康リスクモデルを
構築し, PM2.5 の健康リスクを評価する. また, FR1-2 年次にデザインした社会実験を実施し, インセンティブの効
果を吟味する.
最終的には前項 ④の[1]-[4] に上げた項目について集約し, 成果をまとめる.
 
実践 FS で得られた成果
　10 月 1 日に FS が開始されて 11 月 15 日まで 1 ヶ月半の短い期間であったが, 格段の進展があった. まずメンバー
６名で 2017 年 10 月 28 日から 11 月 6 日にかけてデリー周辺の調査を行い, 農村での聞き取り調査の他, 移動中の
道路沿いで PM2.5 を測定し, 広域的な PM2.5 の分布の調査を行った. その結果, デリー市内だけでなく, 周囲の農
村においても 200mg/m3 から 300mg/m3 の高濃度の PM2.5 が広がっていることが明らかになった. このような農村部
における観測結果はこれまで他で得られていない.
　現地の協力者を得るため, Grukula Kangri 大学(H. Pandy 他)（敬称略,以下同様), デリー大学 Rajdhani カレッジ
（S. Dhaka/V. Panwar 他), ネルー大学（A. P. Demri 他）を訪問し, 多くの研究者と交流すると共に, 各大学に小型
PM2.5 測定器を設置した. 現時点においても継続的に PM2.5 の測定を続けている. 11 月 1 日にはデリー大の学生が,
可搬型の PM2.5 測定器 5 台を携帯して市内を細かく測定して回り, 装置の有効性を確認できた. また, 研究者だけ
でなく, 農夫らとの話し合いの際にも簡易型 PM2.5 計測装置を渡して調査の協力依頼をしたところ, 非常に好意的
な反応があり, 彼らが自身の健康管理に大きな関心があることも痛感できた. Barauli 村では農家の屋内に固定型装
置を設置させてもらった. このように, 小型 PM2.5 計測器を個人個人に配布することで, 稲藁焼却作業や伝統的な
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ウドサーバーにデータをリアルタイムで集約/可視化し, インターネットで公開する. スマートフォン連携型の
PM2.5 計測装置を身につけて生活してもらう住民を最低 300 人確保し「PM2.5 ダイアリー」を記録・蓄積する.
(2) PR/FR 期間で収集した小地域統計データやリモセンデータの時間変動を解析し, PM2.5 の情報をできる限り長期
間にわたって取得し, PM2.5 濃度と住民の健康との関連を調査する.
(3) PR で行ったバイオチャー生成の実証実験の結果に基づき, 現地の農家のバイオチャー実施状態を調査・検討す
る. 受け入れが容易でない場合は, コンポスト化などの代替方法を検討する. その際,藁を燃やさずにすき込んだ場
合の翌年のメタン発生量の変化について, チャンバー法を用いた実測等で把握する. 北インドでの農法の特徴をイ
ンド国内の他地域との比較するためタミル・ナードゥ稲研究所(TRRI)との共同研究を継続し, 情報交換する.
(4) PR の結果を踏まえ, 農家におけるアンケート調査を継続・拡大する. 聞き取り調査も行いながら藁を焼く必然的





実践 FR 期間後半 (FR3-4)
FR3 年次以降では, 蓄積された住民の「PM2.5 ダイアリー」を活用し, 個人レベルでの PM2.5 の健康リスクモデルを
構築し, PM2.5 の健康リスクを評価する. また, FR1-2 年次にデザインした社会実験を実施し, インセンティブの効
果を吟味する.
最終的には前項 ④の[1]-[4] に上げた項目について集約し, 成果をまとめる.
 
実践 FS で得られた成果
　10 月 1 日に FS が開始されて 11 月 15 日まで 1 ヶ月半の短い期間であったが, 格段の進展があった. まずメンバー
６名で 2017 年 10 月 28 日から 11 月 6 日にかけてデリー周辺の調査を行い, 農村での聞き取り調査の他, 移動中の
道路沿いで PM2.5 を測定し, 広域的な PM2.5 の分布の調査を行った. その結果, デリー市内だけでなく, 周囲の農
村においても 200mg/m3 から 300mg/m3 の高濃度の PM2.5 が広がっていることが明らかになった. このような農村部
における観測結果はこれまで他で得られていない.
　現地の協力者を得るため, Grukula Kangri 大学(H. Pandy 他)（敬称略,以下同様), デリー大学 Rajdhani カレッジ
（S. Dhaka/V. Panwar 他), ネルー大学（A. P. Demri 他）を訪問し, 多くの研究者と交流すると共に, 各大学に小型
PM2.5 測定器を設置した. 現時点においても継続的に PM2.5 の測定を続けている. 11 月 1 日にはデリー大の学生が,
可搬型の PM2.5 測定器 5 台を携帯して市内を細かく測定して回り, 装置の有効性を確認できた. また, 研究者だけ
でなく, 農夫らとの話し合いの際にも簡易型 PM2.5 計測装置を渡して調査の協力依頼をしたところ, 非常に好意的
な反応があり, 彼らが自身の健康管理に大きな関心があることも痛感できた. Barauli 村では農家の屋内に固定型装
置を設置させてもらった. このように, 小型 PM2.5 計測器を個人個人に配布することで, 稲藁焼却作業や伝統的な
調理器具での作業で高濃度の PM2.5 が発生していることを農夫や主婦が自分自身で計測することができ, 自分や家
族の健康を守るために行動の改善が必要であるとの認識を高めることができる可能性がある.
　11 月 4 日にはインド地球科学省で開催された" Enviro-Health Conference 2017 - Air Pollution & Future
Strategies with a Focus on the NCT of Delhi に参加し, デリー大学の Arum Sharma 他, 医療関係者や医学系研究
者と広く交流を持つことが出来た. ここでも PM2.5 測定器は歓迎され, すでにある病院からは小型 PM2.5 測定器設
置のオファーがあったほどである. また当日, インド気象庁長官から SAFAR というシステムについての発表があっ
た. SAFAR ではモデルに入力している汚染物質放出量データの根拠がかなり粗いにも関わらず, モデルの分解能を
1.6km という非常に小さいスケールに設定している. そのため一見非常に精緻な予報が行われているように見えるが
実はごく限られた観測データに合わせ込んでいる. 我々の PM2.5 測定器によってデリー市内においても多数のデー
タが得られることで, 最終的にはこれまでとは格段に信頼性の異なる PM2.5 の予報と発生源の特定が可能になるだ
ろう.
　11 月 6 日には 国際稲研究所インド事務所(IRRI India)を訪問し, 農業経済学が専門の研究者(P. C. Veettil, A.
Samaddar) から詳細な情報や文献を取得した. 彼らも小型 PM2.5 測定器に強い関心を示し,プロジェクトが採択され
た場合はただちに MOU を結んで共同研究を開始したいとのオファーがあった. 農村での聞き取り調査の結果と IRRI







　このように短い期間ではあったが, FR 申請の準備段階として, PM2.5 測定器をデリー市内とその郊外の農村地域
に多数展開して継続的に測定する環境はすでに整った. また可搬型装置で PM2.5 ダイアリーの記録を取ってくれる
一般住民 300 名の確保も目処がたった. 現地の医療関係者とのパイプも構築できており, PM2.5 の健康リスク評価研
究は順調に開始できるだろう. 一方, 農家における稲藁焼き停止のインセンティブについては, あまりに藁焼きの
方法がまちまちで, 村によっても個々の農家によっても大きく異なることなどもわかってきた. そのため, 現時点
で野焼き停止のための社会実験のデザインを確立することは困難であると判断した. そこで, 研究計画に記した通
り, PR と FR1-2 年次において PM2.5 の健康影響評価の成果を見ながら, FR3 年次以降に社会実験を実施したい. ま
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・近藤康久・小口　高・早川裕弌・片岡香子・三木健裕・黒沼太一 2018 年 02 月 オマーンにおけるステークホルダ
ーとの協働による自然・文化遺産地理情報基盤の構築. 公益財団法人国土地理協会編編 『学術研究助成報告集 第
3集』. オマーンにおけるステークホルダーとの協働による自然・文化遺産地理情報基盤の構築, pp.163-176.
・池内有為, 林　和弘, 赤池伸一 2017 年 12 月 研究データ公開と論文のオープンアクセスに関する実態調査.
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・Kondo, Yasuhisa, Hideyuki Onishi, Yoko Iwamoto Is 'culture' a buzzword? Ontological challenge of an
interdisciplinary project on the cultural history of early modern humans in Asia. The 46th annual
conference on Computer Applications and Quantitative Methods in Archaeology (CAA), 2018 年 03 月 20
日-2018 年 03 月 22 日, Tübingen, Germany. （本人発表).
・近藤康久 オープンチームサイエンス：オープンサイエンスパラダイムに基づく超学際研究の方法論構築に向け
て. 2017 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所研究集会・科学データ研究会・第 7 回 WDS 国内シンポジウム, 2018
年 03 月 08 日, 東京都千代田区. （本人発表).
・Akira Saito, Yasuhisa Kondo, Nozomi Mizota, Tomoko Koyama Visualizing the relationship between
Repartimientos and Reducciones: An experiment with the Resource Description Framework. International
Symposium Unsettling Resettlement: Forced Concentration of the Native Population in the Colonial
Andes, 2018.02.23-2018.02.24, TN, USA.
・近藤康久, 大西秀之, 岩本葉子 バズワードとしての文化. パレオアジア文化史学第 4 回研究大会, 2017 年 12 月
09 日-2017 年 12 月 10 日, 東京都文京区. （本人発表).
・近藤康久 現地の課題に応えるアクションリサーチ：オマーンのデジタル文化遺産目録づくりの現場から. シンポ
ジウム 最新科学による西アジア文化遺産の調査と保護, 2017 年 11 月 18 日, 東京都新宿区. （本人発表).
・王　戈, 松尾由美, 佐藤賢一 チームサイエンスの科学に関する動向調査. 研究イノベーション学会, 2017 年 10
月 28 日-2017 年 10 月 29 日, 京都市. （本人発表).
・近藤康久, 熊澤輝一, 菊地直樹, 鎌谷かおる, 安富奈津子, 内山愉太, 林　憲吾, 橋本慧子, 村松　伸 知の跳
躍：学際・超学際研究イノベーションの現場としての地球研. 研究・イノベーション学会第 32 回年次学術大会,
2017 年 10 月 28 日-2017 年 10 月 29 日, 京都市. （本人発表).
・Tara Beuzen-Waller, Jessica Giraud, Guillaume Gernez, Romain Courault, Yasuhisa Kondo, Charlotte
Cable, Christopher Thornton, Éric Fouache Reconstructing the emergence of oasis territories in the
piedmont of the Hajar Mountains (Sultanate of Oman). A synthesis of archaeological, geomorphological
and geographical data. XXVIIIe Rencontres internationales d’archéologie et d’histoire d’Antibes,
2017.10.10-2017.10.12, Antibes, France.
・Yasuhisa Kondo Exploring further than open science: participatory and transdisciplinary aspects of
open science. ICSU-WDS Asia-Oceania Conference, 2017.09.26-2017.09.28, 京都市. （本人発表).
・Ikeuchi, Ui, Takashi Harada, Sho Sato, Yukinori Okabe, Hiroshi Itsumura, Data literacy perceptions
and research data management practices by researchers in Japan. European Conference on Information
Literacy (ECIL) 2017, 2017.09.18-2017.09.21, Saint-Malo,France. （本人発表).
・近藤康久 オープンデータとは. 第 20 回月惑星探査研究会：太陽系データワークショップ, 2017 年 09 月 07 日,
兵庫県神戸市. （本人発表).
・池内有為 オープンサイエンスから発想する未来の学術情報流通と大学図書館. 平成 28 年度東北地区大学図書館
協議会合同研修会, 2017 年 08 月 25 日, 秋田県秋田市. （本人発表).
・大西秀之 地球環境をめぐるズレの課題と可能性. 第 10 回コアプログラム研究会, 2017 年 06 月 26 日, 京都.
（本人発表).
・福永真弓 しまう／たたむことを考える：社会化と自然化の双方向性に関する一考察. 第 10 回コアプログラム研
究会, 2017 年 06 月 26 日, 京都. （本人発表).
・大西秀之 地域共有資源としてのアイヌ文化史跡の可能性：ポー川史跡自然公園を中核とする文化的景観を事例と
して. 日本文化人類学会第 51 回研究大会, 2017 年 05 月 27 日-2017 年 05 月 28 日, 兵庫県神戸市.
DOI:https://doi.org/10.14890/jasca.2017.0_B19 （本人発表).
・近藤康久, 熊澤輝一, 中野孝教, 陀安一郎 市民参加による多元素同位体景観マッピングのための情報可視化手法
の検討. JpGU-AGU Joint Meeting, 2017 年 05 月 20 日-2017 年 05 月 25 日, 千葉県千葉市. （本人発表).
・王　戈,・長島洋介・松尾由美 NPO を巻きこんだ研究開発のあり方に関する検討：文献調査とインタビュー調査を
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conference on Computer Applications and Quantitative Methods in Archaeology (CAA), 2018 年 03 月 20
日-2018 年 03 月 22 日, Tübingen, Germany. （本人発表).
・近藤康久 オープンチームサイエンス：オープンサイエンスパラダイムに基づく超学際研究の方法論構築に向け
て. 2017 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所研究集会・科学データ研究会・第 7 回 WDS 国内シンポジウム, 2018
年 03 月 08 日, 東京都千代田区. （本人発表).
・Akira Saito, Yasuhisa Kondo, Nozomi Mizota, Tomoko Koyama Visualizing the relationship between
Repartimientos and Reducciones: An experiment with the Resource Description Framework. International
Symposium Unsettling Resettlement: Forced Concentration of the Native Population in the Colonial
Andes, 2018.02.23-2018.02.24, TN, USA.
・近藤康久, 大西秀之, 岩本葉子 バズワードとしての文化. パレオアジア文化史学第 4 回研究大会, 2017 年 12 月
09 日-2017 年 12 月 10 日, 東京都文京区. （本人発表).
・近藤康久 現地の課題に応えるアクションリサーチ：オマーンのデジタル文化遺産目録づくりの現場から. シンポ
ジウム 最新科学による西アジア文化遺産の調査と保護, 2017 年 11 月 18 日, 東京都新宿区. （本人発表).
・王　戈, 松尾由美, 佐藤賢一 チームサイエンスの科学に関する動向調査. 研究イノベーション学会, 2017 年 10
月 28 日-2017 年 10 月 29 日, 京都市. （本人発表).
・近藤康久, 熊澤輝一, 菊地直樹, 鎌谷かおる, 安富奈津子, 内山愉太, 林　憲吾, 橋本慧子, 村松　伸 知の跳
躍：学際・超学際研究イノベーションの現場としての地球研. 研究・イノベーション学会第 32 回年次学術大会,
2017 年 10 月 28 日-2017 年 10 月 29 日, 京都市. （本人発表).
・Tara Beuzen-Waller, Jessica Giraud, Guillaume Gernez, Romain Courault, Yasuhisa Kondo, Charlotte
Cable, Christopher Thornton, Éric Fouache Reconstructing the emergence of oasis territories in the
piedmont of the Hajar Mountains (Sultanate of Oman). A synthesis of archaeological, geomorphological
and geographical data. XXVIIIe Rencontres internationales d’archéologie et d’histoire d’Antibes,
2017.10.10-2017.10.12, Antibes, France.
・Yasuhisa Kondo Exploring further than open science: participatory and transdisciplinary aspects of
open science. ICSU-WDS Asia-Oceania Conference, 2017.09.26-2017.09.28, 京都市. （本人発表).
・Ikeuchi, Ui, Takashi Harada, Sho Sato, Yukinori Okabe, Hiroshi Itsumura, Data literacy perceptions
and research data management practices by researchers in Japan. European Conference on Information
Literacy (ECIL) 2017, 2017.09.18-2017.09.21, Saint-Malo,France. （本人発表).
・近藤康久 オープンデータとは. 第 20 回月惑星探査研究会：太陽系データワークショップ, 2017 年 09 月 07 日,
兵庫県神戸市. （本人発表).
・池内有為 オープンサイエンスから発想する未来の学術情報流通と大学図書館. 平成 28 年度東北地区大学図書館
協議会合同研修会, 2017 年 08 月 25 日, 秋田県秋田市. （本人発表).
・大西秀之 地球環境をめぐるズレの課題と可能性. 第 10 回コアプログラム研究会, 2017 年 06 月 26 日, 京都.
（本人発表).
・福永真弓 しまう／たたむことを考える：社会化と自然化の双方向性に関する一考察. 第 10 回コアプログラム研
究会, 2017 年 06 月 26 日, 京都. （本人発表).
・大西秀之 地域共有資源としてのアイヌ文化史跡の可能性：ポー川史跡自然公園を中核とする文化的景観を事例と
して. 日本文化人類学会第 51 回研究大会, 2017 年 05 月 27 日-2017 年 05 月 28 日, 兵庫県神戸市.
DOI:https://doi.org/10.14890/jasca.2017.0_B19 （本人発表).
・近藤康久, 熊澤輝一, 中野孝教, 陀安一郎 市民参加による多元素同位体景観マッピングのための情報可視化手法
の検討. JpGU-AGU Joint Meeting, 2017 年 05 月 20 日-2017 年 05 月 25 日, 千葉県千葉市. （本人発表).
・王　戈,・長島洋介・松尾由美 NPO を巻きこんだ研究開発のあり方に関する検討：文献調査とインタビュー調査を
通して. 日本 NPO 学会第 19 回年次大会, 2017 年 05 月 13 日-2017 年 05 月 14 日, 東京都小金井市. （本人発表).
【ポスター発表】
・近藤康久, 齋藤　晃 人文知の可視化による学融合領域の創出：人文学と情報学のチームサイエンス（４）痕跡的
な歴史現象を可視化する〜アンデスの植民地的近代〜. 第 32 回人間文化研究機構シンポジウム 人文知による情
報と知の体系化〜異分野融合で何をつくるか〜, 2018 年 02 月 26 日, 東京都千代田区.
・近藤康久, 西秋良宏 人文知の可視化による学融合領域の創出：人文学と情報学のチームサイエンス（２）データ
と概念の共有に基づくパレオアジア文化史学の形成. 第 32 回人間文化研究機構シンポジウム 人文知による情報
と知の体系化〜異分野融合で何をつくるか〜, 2018 年 02 月 26 日, 東京都千代田区.
・近藤康久, 中塚　武, 松木武彦 人文知の可視化による学融合領域の創出：人文学と情報学のチームサイエンス
（３）データの可視化を通して問題理解を共有する：吉備地方の集落動態と気候変動. 第 32 回人間文化研究機構
シンポジウム 人文知による情報と知の体系化〜異分野融合で何をつくるか〜, 2018 年 02 月 26 日, 東京都千代
田区.
・近藤康久, 北本朝展, 林　和弘 人文知の可視化による学融合領域の創出：人文学と情報学のチームサイエンス
（１）オープンサイエンスの未来を考えるアンカンファレンス. 第 32 回人間文化研究機構シンポジウム 人文知に
よる情報と知の体系化〜異分野融合で何をつくるか〜, 2018 年 02 月 26 日, 東京都千代田区.
・近藤康久, 奥田　昇, 淺野悟史, 石川可奈子, 加納　圭, 鎌谷かおる, 熊澤輝一, 佐藤賢一, 下山紗代子, 藤澤
栄一, 松下京平, 脇田健一 市民のアイディアで解決困難な環境問題の軸をずらす：琵琶湖の水草資源活用コミュ
ニティーの形成. 第 9 回地球研東京セミナー, 2018 年 01 月 27 日, 東京都目黒区.
・近藤康久 知の橋かけ研究モデル：橋渡し人材の支援による知識情報ギャップの可視化と克服. JpGU-AGU Joint
Meeting, 2017.05.20-2017.05.25, 千葉県千葉市.
・Yasuhisa Kondo, Kazuhiro Hayashi, Ui Ikeuchi, Miki Kuribayashi, Sachiko Yano, Asanobu Kitamoto Future
of open science with society: Report on a multi-stakeholder workshop in Japan. JpGU-AGU Joint
Meeting, 2017.05.20-2017.05.25, 千葉県千葉市.
【招待講演・特別講演、パネリスト】
・近藤康久 オンライン GIS を活用した歴史学の共同研究. もっと使おう！ArcGIS セミナー, 2017 年 11 月 15 日,
京都府京都市.
・Murayama, Yasuhiro A view of international landscape of open science and research data sharing. JpGU-
AGU Joint Meeting 2017, 2017.05.20-2017.05.25, 千葉県千葉市.
○学会活動（運営など）
【企画・運営・オーガナイズ】
・第 3 回 NISTEP-地球研-NII 合同ワークショップ「社会の課題と学術の橋渡しを担うオープンサイエンス人材の育
成と情報学の役割」, 企画幹事 (総括). 2017 年 10 月 07 日-2017 年 10 月 08 日, 長野県北佐久郡軽井沢町.
・ワークショップ「あたらしい日本列島の旧石器時代遺跡データベース」, ハンズオン講師 (ハンズオン). 2017 年
07 月 01 日, 東京都港区.
・日本地球惑星科学連合 2017 年大会「Challenges of Open Science: Research Data Sharing, Infrastructure,
and Scientific Communications」国際セッション, 共同コンビーナ (座長). 2017 年 05 月 23 日, 千葉県千葉市.
・日本地球惑星科学連合 2017 年大会「社会とともに地球環境問題の解決に取り組む超学際研究の未来」セッショ
ン, 代表コンビーナ (セッション提案、座長). 2017 年 05 月 22 日, 千葉県千葉市.
○調査研究活動
【国内調査】
・びわ湖と暮らしに関するアンケート. 大津市・草津市・守山市, 2018 年 01 月. 郵送によるアンケート調査
【海外調査】
・オマーンの伝統集落・ハラートにおける建築調査. オマーン, 2018 年 01 月.
○社会活動・所外活動
【その他】
・2017 年 12 月 国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構 農業環境変動研究センター, コメンテーター
(4160500 環境変動モニタリングと環境基盤情報の集積・解析・発信技術の開発 中課題検討会).
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・2017 年 11 月 02 日 びわ湖と暮らしに関する市民座談会 アーバンデザインセンターびわこ・くさつ
・2017 年 10 月 29 日 研究イノベーション学会・企画セッション チームサイエンスの科学：日本での推進を考える
ハテナソン 共同企画者：王戈・近藤康久・佐藤賢一 京都大学



























































































•      機構長裁量経費などを利用し、四重極 ICP-MS のアップデートを行った(Agilent 8900)
•      NEPTUNE 用オートサンプラーを FAST タイプに更新し、測定時間の効率性を改善した。
•      クリーンエバポレーターをクリーンルームに納入した。
•      CN-IRMS のインターフェイスを Conflo III から Conflo IV にアップデートした。















































•      機構長裁量経費などを利用し、四重極 ICP-MS のアップデートを行った(Agilent 8900)
•      NEPTUNE 用オートサンプラーを FAST タイプに更新し、測定時間の効率性を改善した。
•      クリーンエバポレーターをクリーンルームに納入した。
•      CN-IRMS のインターフェイスを Conflo III から Conflo IV にアップデートした。
•      OH-IRMS（有機）他４台の軽元素 IRMS のコンピュータシステムをアップデートした。
•      実験室 10 にも超純水製造装置を導入し、利便性を上げた。
 
2) 分析システムに関する改善点
•      ウィルス対策として USB メモリの検疫体制を整えた。
 
3) 全体活動に関して
•      同位体環境学共同研究に関して、平成 29 年度は「部門共同研究」18 課題（代表者 17 名）、「一般共同研究」
46 課題（代表者 41 名） となった。
•      JpGU-AGU Joint Meeting 2017「[H-TT23] 環境トレーサビリティー手法の開発と適用」（2017 年 5 月 23 日）
を開催した。口頭発表が 18 件、ポスター発表が 15 件行なわれた。
•      同位体環境学共同研究参加者の基礎的知識・技術の向上のために、軽元素（2017 年 8 月 29 日〜31 日、参加
者８名）と重元素（2017 年 9 月 5 日〜7日、参加者８名）に分け、同位体環境学講習会を開催した。
•      第７回同位体環境学シンポジウムを開催（2017 年 12 月 22 日）し、3 件の基調講演（国外 1 件、国内 2 件）
及び 67 件のポスター発表を行った。参加者は 137 名であった。
•      研究推進支援員２名から研究員２名へ職務変更し、責任を持って部門での研究・業務を行ってもらう体制を
作った。




◎陀安　一郎 ( 研究基盤国際センター・教授 )
申　　基澈 ( 研究基盤国際センター・助教 )
長田　　穣 ( 研究基盤国際センター・研究員 )
加藤　義和 ( 研究基盤国際センター・研究員 )
齋藤　　有 ( 研究基盤国際センター・研究員 )
原口　　岳 ( 研究基盤国際センター・研究員 )
藪崎　志穂 ( 研究基盤国際センター・研究員 )
由水　千景 ( 研究基盤国際センター・研究員 )
太田　民久 ( 研究基盤国際センター・日本学術振興会特別研究員 )
松本　卓也 ( 研究基盤国際センター・日本学術振興会特別研究員 )
NITZCHE, Kai ( 研究基盤国際センター・日本学術振興会特別研究員 )
上田佐知子 ( 研究基盤国際センター・技術補佐員 )
保田　昭子 ( 研究基盤国際センター・技術補佐員 )
友膳菜津子 ( 研究基盤国際センター・技術補佐員 )
倉田　純子 ( 研究基盤国際センター・事務補佐員 )



































横尾　頼子 ( 同志社大学理工学部・助教・大気降下物, 地表水試料のマルチ同位体分析手法の開発大気
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与える影響の検出. 第７回同位体環境学シンポジウム, 2017 年 12 月 22 日, 総合地球環境学研究所，京都.
・高橋雅昭，諸橋将雪，齋藤辰善，陀安一郎，申基澈，山下尚之，猪股弥生，大泉毅，佐瀨裕之 マルチ同位体分析
を用いた異なる 2 つの集水域における酸緩衝能の解析. 第７回同位体環境学シンポジウム, 2017 年 12 月 22 日,
総合地球環境学研究所，京都.
・諸橋将雪，高橋雅昭，齋藤辰善，申基澈，陀安一郎，猪股弥生，山下尚之，大泉毅，佐瀨裕之 多元素同位体分析




出身者の分別の検討　―. 第 71 回日本人類学会大会, 2017 年 11 月 03 日-2017 年 11 月 04 日, 東京大学本郷キ
ャンパス, 東京.
・大串健一，伊藤真之，山本雄大，陀安一郎，藪崎志 穂，藤吉麗，横山正，三橋弘宗 千種川流域の環境教育に寄
与する水環境マップ作成の試み. 平成 29 年度全国地学教育研究大会, 2017 年 09 月 17 日-2017 年 09 月 18 日,
神戸大学, 神戸.
・Maki Noguchi Aita, Kazuaki Tadokoro, Fujio Hyodo, Ichiro Tayasu, Chikage Yoshimizu, Jun Nishioka,
Naomi Harada Nitrogen and Carbon stable isotope ratios of zooplankton in the Oyashio region of the
western North Pacific. JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017 年 05 月 25 日, 幕張メッセ，千葉.
・Kenichiro Sugitani, Akira Ushikawa, Mariko Yamamoto, Koshi Yamamoto, Kazuyuki Muraoka, Jyunichi
Kitamura, Tamihisa Ohta, and Ichiro Tayasu Carbon and nitrogen isotopic features of the bivalve
Corbicura japonica and Corbicura leana in the Harai River (Mie Prefecture, central Japan)– a
preliminary report. JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017 年 05 月 25 日, 幕張メッセ，千葉.
・齋藤辰善, 諸橋将雪, 猪股弥生, 山下尚之, 申基澈, 陀安一郎, 中野孝教, 中田誠, 大泉毅, 佐瀬裕之 酸感受性
地域における降水及び陸水のマルチ同位体解析. JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017 年 05 月 23 日, 幕張メッ
セ，千葉.
・斎藤健志, 渡部直喜, 川邉洋, 申基澈, 陀安一郎, 川本健 Characteristics of water quality and stable
isotopes (O, H, and Sr) in 15 rivers of Sado Island, Niigata Prefecture. JpGU-AGU Joint Meeting
2017, 2017 年 05 月 23 日, 幕張メッセ，千葉.
・Tohru Ikeya, Chia-Ying Ko, Elfritzson Martin Peralta, Takuya Ishida, Yoshitoshi Uehara, Satoshi
Asano, Noboru Okuda, Masayuki Ushio, Shohei Fujinaga, Ichiro Tayasu, Tomoya Iwata The community
composition and diversity of epilithic bacterium and microalgae in a Japanese river system during
irrigation season. JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017 年 05 月 20 日, 幕張メッセ，千葉.
・鈴木絢美・藪崎志穂・川越清樹 d 値とイオン組成を用いた阿賀野川流域の積雪評. 第 7 回同位体環境学シンポジ
ウム, 2017 年 12 月 23 日, 総合地球環境学研究所. P-14
・藪崎志穂・川越清樹・鈴木絢美・菅家奈未・佐藤　公 福島市，いわき市および裏磐梯地域の降水同位体比の特徴
と周辺地下水との関係について. 第 7 回同位体環境学シンポジウム, 2017 年 12 月 23 日, 総合地球環境学研究
所. （本人発表). P-13
・林　武司・藪崎志穂 秋田の湧水にみられる長期の水質環境変化－県南地域－. 第 7 回同位体環境学シンポジウ
ム, 2017 年 12 月 23 日, 総合地球環境学研究所. P-21
・穂積香奈・藪崎志穂・詍高一将・川越清樹 阿武隈川の水質改善に寄与する支川の微元素供給過程の追跡. 第 7 回
同位体環境学シンポジウム, 2017 年 12 月 23 日, 総合地球環境学研究所. P-27
・藪崎志穂・谷口真人・陀安一郎・秋道智彌・大森　昇・後藤　健・渡辺　仁・渡邉宗一郎 山梨県忍野村の地下水
流動調査－第 2 報　2017 年 1 月と 8 月に実施した調査結果の比較検討－. 第 7 回同位体環境学シンポジウム,
2017 年 12 月 22 日, 総合地球環境学研究所. （本人発表). P-12
・藪崎志穂・稲葉　修・仲川邦広 福島県南相馬市周辺の湧水，地下水，自噴井の水質・安定同位体の特徴と津波浸
水後の水質変化について. 地球惑星科学連合 2017 年合同大会, 2017 年 05 月 23 日. （本人発表). HCG31-P01
・鈴木絢美・藪崎志穂・川越清樹 安定同位体比を用いた地域の積雪分布の影響に関する研究. 地球惑星科学連合
2017 年合同大会, 2017 年 05 月 23 日. H-TT23-P05
・山本雄大・陀安一郎・中野孝教・角皆　潤・中川書子・横山　正・三橋弘宗・SHIN Ki-Cheol・藪崎志穂・太田民




北陸古海洋勉強会, 2018 年 02 月 21 日-2018 年 02 月 22 日, 金沢大学.
・藪崎志穂 忍野村の地下水・湧水の水質と地下水流動について. 忍野村公開シンポジウム, 2018 年 01 月 20 日, 忍
野村民ふれあいホール（山梨県忍野村）. 忍野村公開シンポジウムでの発表（委託研究の研究成果報告）
・Yuko T. Hanba Mesophyll/internal conductance in ferns and mosses. Commemorative workshop for
Professor Graham Farquhar, 2017 Kyoto Prize laureate, 2017.11.18, Koshiba Hall, The University of
Tokyo.
・半場祐子 植物生理生態学における炭素安定同位体の利用. 第 33 回京都賞記念ワークショップ　基礎科学部門,
2017 年 11 月 12 日, 国立京都国際会館 .
・野々瀬菜穂子 分析値信頼性のためにできること－標準物質の使い方と不確かさの評価法－. サーモフィッシャー
エレメンタルセミナー, 2017 年 10 月 19 日, 品川コンファレンスセンター.
・佐瀨裕之, 齋藤辰善, 諸橋将雪, 中野孝教, 陀安一郎, 申基澈, 高橋雅昭, 山下尚之, 猪股弥生, 大泉毅 多元素
同位体分析を用いた森林域での大気沈着由来物質の動態評価. 第 58 回大気環境学会年会酸性雨分科会　安定同
位体比測定による大気環境科学の新展開　-森林における物質循環解明を例として-, 2017 年 09 月, 神戸市,　兵
庫医療大学.
・藪崎志穂 福島県北部沿岸域の津波被害を受けた地点の地下水水質変化. 地下水学会セミナー「津波に伴う地下水
影響とその後の回復」, 2017 年 07 月 01 日, 日本大学文理学部. 招待講演
・Atsushi Kume, Yuko T Hanba, Kaori Takemura, Hiroyuki Kamachi, Ichirou Karahara, Tomomichi Fujita
Effects of long-term hypergravity treatment on the growth and photosynthesis of Physcomitrella
Patens. PSB2017、Plant Signaling & Behavior 2017, 2017 年 06 月 28 日, Shimane Prefectural Convention
Center.
・藤池竜也，毛恵星，千葉 仁 硫黄同位体比と酸素同位体比を用いた中国地方の降水中の硫酸イオンの起源の推定
－予察－　. 日本地球惑星科学連合 2017 年会, 2017 年 05 月 23 日, 幕張メッセ，千葉.
・山下 勝行，亀井 隆博，岸本 悠河，大井 あや，大西 彩月，栗原 洋子，千葉 仁，申基澈 地球化学的手法を用
いた岡山県・鳥取県一級水系の水質解析. 日本地球惑星科学連合 2017 年度連合大会, 2017 年 05 月 20 日-2017 年
05 月 25 日, 幕張メッセ国際会議場.
・勝田長貴, 阿部理, 安田敦, 内藤さゆり, 森本真紀, 村上拓馬, 川上紳一 トゥファ年輪δ13C に基づく火山活動
の評価. 日本地球惑星科学連合 2017 年大会, 2017 年 05 月, 千葉.
・Kenichiro Sugitani, Akira Ushikawa, Mariko Yamamoto, Koshi Yamamoto, Kazuyuki Muraoka, Jyunichi
Kitamura, Tamihisa Ohta, Ichiro Tayasu Carbon and nitrogen isotopic features of the bivalve
Corbicura japonica and Corbicura leana in the Harai River (Mie Prefecture, central Japan)-
preliminary report. JpGU-AGU Joint Meeting 2017, May 2017.
○学会活動（運営など）
【企画・運営・オーガナイズ】
・JpGU-AGU Joint Meeting 2017, セッションコンビーナー (H-TT23 [JJ] 環境トレーサビリティー手法の開発と適
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機関リポジトリ総登録数
　・登録総数：1873 件（4月 10 日現在）
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　2018 年 2 月 3 日（土）
　（共催）




















・関野 樹 暦に関する Web API － 暦法の変換と期間の計算. 人文科学とコンピュータシンポジウム, 2017 年 12 月
09 日-2017 年 12 月 10 日, 大阪市. （本人発表).
【招待講演・特別講演、パネリスト】
・近藤康久 現地の課題に応えるアクションリサーチ：オマーンのデジタル文化遺産目録づくりの現場から. シンポ
ジウム 最新科学による西アジア文化遺産の調査と保護, 2017 年 11 月 18 日, 早稲田大学戸山キャンパス（東京都
新宿区）.
・近藤康久 オンライン GIS を活用した歴史学の共同研究. もっと使おう！ArcGIS セミナー 2017 京都会場, 2017
年 11 月 15 日, メルパルク京都（京都市）.
・近藤康久 文化遺産のオープンデータ化をめぐるアクションリサーチ. アーカイブサミット 2017 in 京都, 2017
年 09 月 09 日, 稲盛記念会館（京都市左京区）. セッション 1-2「空間情報のデジタルアーカイブ」
162
・熊澤輝一 環境・サステイナビリティ領域におけるドメイン知識間の因果論理構築支援ツール の開発. 地球研　




・第 3 回 NISTEP-地球研-NII 合同ワークショップ「社会の課題と学術の橋渡しを担うオープンサイエンス人材の育
成と情報学の役割」, 企画幹事 (総括). 2017 年 10 月 07 日-2017 年 10 月 08 日, 国立情報学研究所軽井沢国際高
等セミナーハウス（長野県北佐久郡軽井沢町）.
・ワークショップ「あたらしい日本列島の旧石器時代遺跡データベース」, ハンズオン講師 (ハンズオン). 2017 年
07 月 01 日, 慶應義塾大学三田キャンパス（東京都港区）.
・日本地球惑星科学連合 2017 年大会「Challenges of Open Science: Research Data Sharing, Infrastructure,
and Scientific Communications」国際セッション, 共同コンビーナ (座長). 2017 年 05 月 23 日, 幕張メッセ（千
葉市）（千葉市）.
・日本地球惑星科学連合 2017 年大会「社会とともに地球環境問題の解決に取り組む超学際研究の未来」セッショ
ン, 代表コンビーナ (セッション提案、座長). 2017 年 05 月 22 日, 幕張メッセ（千葉市）.
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等セミナーハウス（長野県北佐久郡軽井沢町）.
・ワークショップ「あたらしい日本列島の旧石器時代遺跡データベース」, ハンズオン講師 (ハンズオン). 2017 年
07 月 01 日, 慶應義塾大学三田キャンパス（東京都港区）.
・日本地球惑星科学連合 2017 年大会「Challenges of Open Science: Research Data Sharing, Infrastructure,
and Scientific Communications」国際セッション, 共同コンビーナ (座長). 2017 年 05 月 23 日, 幕張メッセ（千
葉市）（千葉市）.
・日本地球惑星科学連合 2017 年大会「社会とともに地球環境問題の解決に取り組む超学際研究の未来」セッショ
ン, 代表コンビーナ (セッション提案、座長). 2017 年 05 月 22 日, 幕張メッセ（千葉市）.




















国内外約 30 機関との MOU・包括協定の締結・更新の支援を行った。また大学院教育のため、京都大学の卓越大学院プ
ログラムに向けた構想会議に参加し、地球研教員の担当内容、参画条件などの取りまとめをおこなった。
 
3. マネージメント：Future Earth アジア地域センターとしての活動
FutureEarth アジア地域センターとして、FutureEarth に関連する会議・調整・Website 等による発信・ワークショッ




・2017 年 10 月に、Future Earth の事務局長 Amy Luers 氏を招き、Future Earth 特別講演会"Future Earth:Research
for Sustainability in the Anthropocene"を京都大学にて、京都大学 Future Earth 研究ユニットとの共同企画によ
り開催した。
・2018 年 1 月に、「第 6回 Future Earth in Asia 国際シンポジウム」および、「第 4回 Future Earth アジア地域顧問
委員会」を開催した。アジア地域を中心とした各国から FutureEarth 関係者、Future Earth 関連研究プロジェクトメ
ンバー、その他国内外の研究者、行政、企業、民間組織の代表者などが参加し、「アジアの持続可能な消費と生産」
に関しての議論が交わされた。
・2018 年 1 月に、第 8回 Future Earthin Asia セミナーを地球研にて開催した。














・フューチャーアースリトリート（2017/9/18-9/20 Snow Mountain Ranch アメリカデンバー）
・第 1回 FE 日本委員会運営委員会（2017/10/19 日本学術会議）
・第 1回フューチャーアースの推進と連携に関する委員会（2018/01/31）
◇「持続可能な消費と生産のシステム」（Systemsof Sustainable Consumption and Production：SSCP）に関する「知
と実践のネットワーク」（Knowledge-Action Networks：KANs）構築のサポート
・コーディネイティングチームミーティング（2017/4-2018/3 全 13 回）：SSCP KAN　運営方針策定のための議論を
行った。
・ディベロプメントチームミーティング（2017/4/5,6/7, 9/7, 11/7）：SSCP KAN 開発のための議論を行った。
・SSCP KAN Community Forum(2018/1/23, 2/13, 2/27)：各ワーキンググループの総括と今後の方向性について議論
を行った。






2017 年 4 月に開催された第 2 回多文化医療研究会での特別講演および研究発表をはじめとし、17thConference of
the Science Council of Asia（2017 年 6 月フィリピン）、3rd Faculty of Health SciencesInternational
Conference（2017 年 7 月札幌）、人間文化研究機構公開シンポジウム（2018 年 2 月東京）、その他学会で、講演や研
究発表、オーガナイズを行い、アジアにおける「エコヘルス」研究に関する研究成果の発信および議論を交わすとと
もに、ネットワーク形成にも取り組んだ。




（所内 4名、所外 2名）らと取りまとめ申請し、ヒアリング対象となった（2018 年 5 月ヒアリング）。
 
5. アウトリーチ：学会での展示・紹介、講義・セミナーのアレンジ、論文・書籍・パンフレット













◎ Hein Mallee ( 総合地球環境学研究所・教授・部門長 )
石井励一郎 ( 総合地球環境学研究所・准教授 )
大西　有子 ( 総合地球環境学研究所・助教 )
橋本　友希 ( 総合地球環境学研究所・特任助教・Future Earth )
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・Hein Mallee 2017,06 The Evolution of Health as an Ecological Concept. Current Opinion in
Environmental Sustainability 25:28-32. DOI:10.1016/j.cosust.2017.04.009 （査読付）.
○会合等での研究発表
【口頭発表】
・Hein Mallee "From Ecosystem Health to Planetary Health — The Development of "Health" as an Ecological
Concept". 3rd Faculty of Health Sciences International Conference, 2017.07.07, 北海道大学, 札幌市.
（本人発表).
・佐藤廉也・蒋宏偉・西本太・横山智 「ラオス中部・アランノイにおける食生活・食料獲得活動と出生力」. 第 69
回日本人口学会, 2017 年 06 月 11 日, 東北大学, 宮城県仙台市. （本人発表).
・大西有子 "Strategic Research Agenda for Future Earth in Japan: Collaborative priority setting with
stakeholders of global environmental issues". JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017.05.20, 幕張メッセ,
千葉県千葉市. （本人発表).
・蒋宏偉 ｢ラオスのタイ肝吸虫病流行地域における住民の野外排便行動と昼間生活行動の時空間分布」. 第 2 回多
文化医療研究会, 2017 年 04 月 22 日, 総合地球環境学研究所. （本人発表).
・大西有子 「地理的スケールと co-design と stakeholder engagement のあり方」. 第 2 回 Future Earth & 超学際
研究に関する研究会, 2017 年 04 月 18 日, 日本学術会議, 東京都港区. （本人発表).
【招待講演・特別講演、パネリスト】
・蒋宏偉 「集落の住居分布とマラリア感染リスクの分析」特別講演. 日本人口学会 2017 年度関西地域部会, 2018
年 03 月 17 日, 大阪大学, 大阪府吹田市.
・石井励一郎 「Future Earth という活動、そこでの生態学者の役割とは」パネルディスカッション. 第 65 回日本
生態学会大会, 2018 年 03 月 16 日, 札幌コンベンションセンター , 北海道札幌市.
・Hein Mallee 「エコヘルスで生き方を考える－環境・健康・長寿－」パネルディスカッション. 第 31 回人文機構
シンポジウム　, 2018 年 02 月 17 日, ヤクルトホール, 東京都港区.
・Hein Mallee 「いま次世代と語りたい未来のこと―持続可能な消費と生産―」パネルディスカッション. 第 2 回
イオン未来の地球フォーラム, 2018 年 01 月 20 日, 東京大学安田講堂, 東京都文京区.
・Hein Mallee "Discussion on Climate, Health and Environment." Moderator. The Belmont Forum Asia-
Pacific Regional Information Day, 2017.10.28, Regent Hotel, Taipei.
・Hein Mallee Panel Discussions II "Best practices, lessons learned, and challenges for conducting TD
research in Asia-Pacific.". The Belmont Forum Asia-Pacific Regional Information Day, 2017.10.27,
Regent Hotel, Taipei.
・Hein Mallee 「TD 研究に関する講演」. RISTEX 俯瞰・戦略ユニット, 2017 年 05 月 22 日, 科学技術振興機構, 東
京都千代田区.




・ 第 65 回日本生態学会大会, フォーラム「Future Earth という活動、そこでの生態学者の役割とは」, フォーラ
ム企画者 (企画：石井励一郎). 2018 年 03 月 16 日, 札幌コンベンションセンター ,北海道札幌市.
・特別セミナ 「ー影響力のある広報デザイン‐持続可能な未来に向けた地域とグローバルな活動の連結」, 主催 (企
画・運営). 2018 年 03 月 01 日, 地球研, 京都市.
・第 8 回 Future Earth in Asia セミナー「参加型アプローチを用いた環境政策形成プロセスの横断的分析」講演
者：増原直樹（地球研プロジェクト研究員）, 主催 (企画・運営). 2018 年 01 月 23 日, 地球研, 京都市.
・第 6 回 Future Earth in Asia 国際シンポジウム「アジアの持続可能な消費を考える」, 主催 (企画・運営・総
括). 2018 年 01 月 15 日-2018 年 01 月 16 日, 京都大学, 地球研, 京都市.
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・Future Earth 特別講演会"Future Earth: Research for Sustainability in the Anthropocene"講演者：Amy
Luers（Future Earth 事務局長）, 共催 (企画・運営). 2017 年 10 月 20 日, 京都大学, 京都市.
・2017 Advanced Institute on Disaster Risk Reduction with Systems Approach for Slow-Onset Climate
Disasters (AI-SOCD), 共催 (総括：Hein Mallee). 2017 年 07 月 10 日-2017 年 07 月 14 日, ACADEMIA SINICA,
Taipei.
・第 17 回アジア学術会議, セッション “Air Pollution and Human Health in Asia”「大気汚染と人間の健康」,
セッション主催 (オーガナイズ・司会：Hein Mallee). 2017 年 06 月 16 日, フィリピン国際会議場,フィリピン,
マニラ.
・第 157 回地球研セミナー"Economics of the Water-Energy-Food Nexus: Insights from Kumamoto and Obama"講
演者：Kimberly Burnett(ハワイ大学経済研究所、アソシエート スペシャリス). 2018 年 03 月 28 日, 地球研, 京
都市.
・第 156 回地球研セミナー「市民自治力向上とアクションリサーチに関する研究～協働型アクションリサーチの実
践～」講演者：草郷 孝好(関西大学社会学部・教授). 2018 年 03 月 13 日, 地球研, 京都市.
・第 155 回地球研セミナー"Effects of long- and short-term atmospheric water cycles on the water balance
over the Maritime Continent"（海洋大陸における季節変化および季節内変動に伴う大気水収支変動）講演者：
金森 大成(名古屋大学宇宙地球環境研究所・研究員). 2018 年 03 月 09 日, 地球研, 京都市.
・第 154 回地球研セミナー"A Nexus Approach to “Water, Food and Energy for Climate Smart Agriculture"講
演者：KOOHAFKAN, Parviz Abolghassem(World Agricultural Heritage Foundation). 2018 年 03 月 05 日, 地球
研, 京都市.
・第 153 回地球研セミナー"Sustainability Challenges and Opportunities in West Asia"講演者：Mohammed Raouf
Aly(Gulf Research Center). 2018 年 01 月 17 日, 地球研, 京都市.
・第 152 回地球研セミナー"Resilience in the Sky: moisture recycling as connector of land and water"講演
者：Lan Wang Erlandsson(日本学術振興会外国人特別研究員・Researcher Stockholm Resilience Centre,
Stockholm University). 2018 年 01 月 11 日, 地球研, 京都市.
・第 151 回地球研セミナー"The Future for a post carbon age"講演者：Stephanie Pincetl(Professor in
Residence and Founding Director, California Center for Sustainable Communitie). 2017 年 12 月 12 日, 地
球研, 京都市.
・第 150 回地球研セミナー"Human impact on groundwater temperatures"講演者：Susanne Benz(日本学術振興会外
国人特別研究員・Karlsruhe Institute of Technology). 2017 年 11 月 13 日, 地球研, 京都市.
・第 149 回地球研セミナ 「ー大スケールでの生物多様性・生態系を持続的に維持するには？」講演者：Michel Loreau
他(仏国立科学研究センター). 2017 年 11 月 01 日, 地球研, 京都市.
・第 148 回地球研セミナー"Big Data for Urban Transformation. A Case Study Example from Los Angeles
California"講演者：Stephanie Pincetl(Professor in Residence and Founding Director, California Center
for Sustainable Communitie). 2017 年 10 月 18 日, 地球研, 京都市.
・第 147 回地球研セミナー"Review the history of malaria control and environment change in Hainan Island
from an Ecohealth perspective"講演者：Dingwei Sun(海南省疾病管理センター准教授/フェローシップ外国人研
究員). 2017 年 08 月 03 日, 地球研, 京都市.
・第 146 回地球研セミナー"An introduction to Applied Systems science"講演者：Prof. Dr. Pavel Kabat(IIASA
所長). 2017 年 07 月 26 日, 地球研, 京都市.
・第 145 回地球研セミナー "Digital Revolution and Planetary Boundaries" 講演者： Dr. Stephane
Grumbach(Senior Scientist at INRIA, Director of IXXI, Rhône-Alpes Complex Systems Institute). 2017 年
07 月 18 日, 地球研, 京都市.
・第 144 回地球研セミナー「トランプ時代と地球環境問題」講演者：米本 昌平(東大客員教授、地球研客員教授).
2017 年 05 月 09 日, 地球研, 京都市.
・第 143-2 回地球研セミナー"The geomorphology of The Anthropocene and implications for sustainable river
and slope systems"（人新世の地形学と持続可能な河川・斜面システムに向けた意義）講演者：Antony Brown(サ
ウサンプトン大学). 2017 年 05 月 30 日, 地球研, 京都市.
・第 143-1 回地球研セミナー"Riverine and Wetland environments: From niche construction to nutritional
archaeology"（河川と湿地の環境：ニッチ構築から栄養考古学へ）講演者：Antony Brown(サウサンプトン大学).




・Future Earth 特別講演会"Future Earth: Research for Sustainability in the Anthropocene"講演者：Amy
Luers（Future Earth 事務局長）, 共催 (企画・運営). 2017 年 10 月 20 日, 京都大学, 京都市.
・2017 Advanced Institute on Disaster Risk Reduction with Systems Approach for Slow-Onset Climate
Disasters (AI-SOCD), 共催 (総括：Hein Mallee). 2017 年 07 月 10 日-2017 年 07 月 14 日, ACADEMIA SINICA,
Taipei.
・第 17 回アジア学術会議, セッション “Air Pollution and Human Health in Asia”「大気汚染と人間の健康」,
セッション主催 (オーガナイズ・司会：Hein Mallee). 2017 年 06 月 16 日, フィリピン国際会議場,フィリピン,
マニラ.
・第 157 回地球研セミナー"Economics of the Water-Energy-Food Nexus: Insights from Kumamoto and Obama"講
演者：Kimberly Burnett(ハワイ大学経済研究所、アソシエート スペシャリス). 2018 年 03 月 28 日, 地球研, 京
都市.
・第 156 回地球研セミナー「市民自治力向上とアクションリサーチに関する研究～協働型アクションリサーチの実
践～」講演者：草郷 孝好(関西大学社会学部・教授). 2018 年 03 月 13 日, 地球研, 京都市.
・第 155 回地球研セミナー"Effects of long- and short-term atmospheric water cycles on the water balance
over the Maritime Continent"（海洋大陸における季節変化および季節内変動に伴う大気水収支変動）講演者：
金森 大成(名古屋大学宇宙地球環境研究所・研究員). 2018 年 03 月 09 日, 地球研, 京都市.
・第 154 回地球研セミナー"A Nexus Approach to “Water, Food and Energy for Climate Smart Agriculture"講
演者：KOOHAFKAN, Parviz Abolghassem(World Agricultural Heritage Foundation). 2018 年 03 月 05 日, 地球
研, 京都市.
・第 153 回地球研セミナー"Sustainability Challenges and Opportunities in West Asia"講演者：Mohammed Raouf
Aly(Gulf Research Center). 2018 年 01 月 17 日, 地球研, 京都市.
・第 152 回地球研セミナー"Resilience in the Sky: moisture recycling as connector of land and water"講演
者：Lan Wang Erlandsson(日本学術振興会外国人特別研究員・Researcher Stockholm Resilience Centre,
Stockholm University). 2018 年 01 月 11 日, 地球研, 京都市.
・第 151 回地球研セミナー"The Future for a post carbon age"講演者：Stephanie Pincetl(Professor in
Residence and Founding Director, California Center for Sustainable Communitie). 2017 年 12 月 12 日, 地
球研, 京都市.
・第 150 回地球研セミナー"Human impact on groundwater temperatures"講演者：Susanne Benz(日本学術振興会外
国人特別研究員・Karlsruhe Institute of Technology). 2017 年 11 月 13 日, 地球研, 京都市.
・第 149 回地球研セミナ 「ー大スケールでの生物多様性・生態系を持続的に維持するには？」講演者：Michel Loreau
他(仏国立科学研究センター). 2017 年 11 月 01 日, 地球研, 京都市.
・第 148 回地球研セミナー"Big Data for Urban Transformation. A Case Study Example from Los Angeles
California"講演者：Stephanie Pincetl(Professor in Residence and Founding Director, California Center
for Sustainable Communitie). 2017 年 10 月 18 日, 地球研, 京都市.
・第 147 回地球研セミナー"Review the history of malaria control and environment change in Hainan Island
from an Ecohealth perspective"講演者：Dingwei Sun(海南省疾病管理センター准教授/フェローシップ外国人研
究員). 2017 年 08 月 03 日, 地球研, 京都市.
・第 146 回地球研セミナー"An introduction to Applied Systems science"講演者：Prof. Dr. Pavel Kabat(IIASA
所長). 2017 年 07 月 26 日, 地球研, 京都市.
・第 145 回地球研セミナー "Digital Revolution and Planetary Boundaries" 講演者： Dr. Stephane
Grumbach(Senior Scientist at INRIA, Director of IXXI, Rhône-Alpes Complex Systems Institute). 2017 年
07 月 18 日, 地球研, 京都市.
・第 144 回地球研セミナー「トランプ時代と地球環境問題」講演者：米本 昌平(東大客員教授、地球研客員教授).
2017 年 05 月 09 日, 地球研, 京都市.
・第 143-2 回地球研セミナー"The geomorphology of The Anthropocene and implications for sustainable river
and slope systems"（人新世の地形学と持続可能な河川・斜面システムに向けた意義）講演者：Antony Brown(サ
ウサンプトン大学). 2017 年 05 月 30 日, 地球研, 京都市.
・第 143-1 回地球研セミナー"Riverine and Wetland environments: From niche construction to nutritional
archaeology"（河川と湿地の環境：ニッチ構築から栄養考古学へ）講演者：Antony Brown(サウサンプトン大学).
2017 年 04 月 28 日, 地球研, 京都市.
・第 142 回地球研セミナー"Climate Change and Resilienceis of Traditional Agro-ecosystems"講演者：






























催した。事業計画❷環境教育資材の開発に関しては、主に 3 つ挙げられる。1. 教育協力協定締結校である京都府立





　事業計画❶研究会の開催は、「知の共創セミナー」として地球研において 2 回開催した。通算第 5 回目が大阪大学











　京都環境フェスティバル 2017 において、高知工科大学、実践プログラム 3（プログラムディレクター・西條辰義
氏）、広報室と連携し、京都議定書誕生 20 周年ワークショップ「未来の人たちも幸せになる社会を考えよう―どうす
る！？京都の環境問題」の企画・運営をおこなった。また、同イベントにおいて「国連子供環境ポスター原画コンテ
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　京都環境フェスティバル 2017 において、高知工科大学、実践プログラム 3（プログラムディレクター・西條辰義
氏）、広報室と連携し、京都議定書誕生 20 周年ワークショップ「未来の人たちも幸せになる社会を考えよう―どうす
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◎阿部　健一 ( 総合地球環境学研究所・教授・環境人類学、相関地域研究、文化人類学 )
○ Daniel, NILES ( 総合地球環境学研究所・准教授・地理学 )
○三村　　豊 ( 総合地球環境学研究所・研究推進支援員・建築史、都市史、歴史 GIS )
○嶋田奈穂子 ( 総合地球環境学研究所・研究推進支援員・思想生態学 )




・岸本紗也加 2018 年 03 月 フィールドスタディの味わい深さ. 思沁夫・上須道徳編 出会いから始まったフィール
ドスタディ. 海外フィールドスタディプログラム報告及び『環境問題への回路Ⅱ実践演習』報告（2017 年度大阪
大学住野勇グローバル人材育成基金―外国人留学生国際交流活動支援事業―）. 大阪大学　グローバルイニシア
ティブ・センター, 大阪府吹田市, pp.150 -156. ISBN 978-4-946421-64-8 C3036




・Niles, Daniel (ed.) 2017,06 . 2016-2017 NIHU Prospectus.
・Niles, Daniel (ed.) 2017,05 . 2016-2017 RIHN Prospectus.
○論文
【原著】
・岸本紗也加 2018 年 03 月 「地球環境学」を活かした環境教育の実践と課題. 環境教育 27(3):47-47. ISSN　
0917-2866
・D. Niles(with Sander van der Leeuw) 2018,02 The Material Order. The Technosphere Magazine (HKW
Anthropocene Curriculum) .








・三村豊 民謡へのいざない. 高知大学活動報告会 in 東豊永, 2018 年 02 月 19 日, 高知県長岡郡大豊町. （本人発
表).
・Daniel, NILES Holistic models of agricultural sustainability. FEAST Annual Assembly, 2018.01.06,
RIHN, Kyoto.
・Daniel, NILES Overlapping forms: linking material culture and environmental knowledge. , 2017.11.08,
Archaeological Research Facility, Department of Anthropology, UC Berkeley, USA.
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・岸本紗也加 「地球環境学」を活かした環境教育の実践と課題. 一般社団法人　日本環境教育学会　第 28 回年次
大会, 2017 年 09 月 02 日-2017 年 09 月 03 日, 岩手大学. （本人発表). 第 13 回研究・実践奨励賞受賞
・阿部健一 KLaSiCa　社会変革のための学習・教育. 日本学術会議公開シンポジウム「地球環境変化研究の転換期
における人間的側面研究の強化と推進に向けて」, 2017 年 07 月 03 日, 日本学術会講堂.
【ポスター発表】
・三村豊 Walkability in Urban EcoHealth ––Megacity for Tropical Monsoon Region. 機構合同シンポジウム 第
32 回人文機構シンポジウム 人文知による情報と知の体系化～異分野融合で何をつくるか～, 2018.02.26, 東京
都千代田区. （本人発表).
【招待講演・特別講演、パネリスト】
・Daniel, NILES Ecology, Aesthetics and the Anthropocene: Seeking the patterns of environmental
knowledge., 2018.03.20, Department of Geography, Chiang Mai University, Thailand.
・阿部健一 「世界農業遺産とその活かし方：地域の未来をみんなで考える」. 世界農業遺産・日本農業遺産認定に
向けた市民セミナー　氷見らしさを未来に活かす　世界農業遺産について, 2018 年 02 月 24 日, 氷見市いきいき
元気館ホール.
・Daniel, NILES . commentator「Rethinking environmental praxis, disciplinarity, and sustainability: From
the viewpoint of the Anthropocene in East Asia. Research Colloquium」, 2018 年 02 月 15 日, RIHN,Kyoto.
organized with Masahiro Terada and Yutaka Mimura
・Daniel, NILES Beyond control: Agricultural heritage and the Anthropocene. Agriculture and Human
Impacts on the Environment: Japan, Asia and Beyond, 2017.11.06-2017.11.07, U.C. Berkeley, CA.
・Daniel, NILES The return of nature: On the structure and aesthetics of environmental knowledge. ,
2017.11.02, Clark University.
・阿部健一 モデレーター「泥炭地回復の機会と挑戦」. インドネシアにおける泥炭地回復のための民間投資セミナ
ー, 2017 年 04 月 11 日, 東京大学伊藤謝恩ホール.
○調査研究活動
【国内調査】
・嶋田奈穂子.聞き書きによる人材育成プログラム構築事業にかかる資料収集・調査. 大分県・宮崎県, 2018 年 02
月 27 日-2018 年 03 月 04 日.
・嶋田奈穂子.聞き書きによる人材育成プログラム構築事業にかかる資料収集. 宮崎県, 2018 年 02 月 15 日-2018 年
02 月 20 日.
・阿部健一、嶋田奈穂子.聞き書きによる人材育成プログラム構築事業にかかる調査. 宮崎県, 2018 年 01 月 28
日-2018 年 02 月 07 日.
・阿部健一、嶋田奈穂子.聞き書きによる人材育成プログラム構築事業にかかる資料収集. 宮崎県, 2018 年 01 月 12
日-2018 年 01 月 16 日.
【海外調査】
・阿部健一、嶋田奈穂子.映像を活用した研究プロジェクトの高度化：地域社会との協働を軸にの事業にかかる聞き
取り調査・視察. 東ティモール, 2017 年 12 月 21 日-2018 年 01 月 11 日.
・阿部健一.地球研プロジェクトから帰納する設計科学の方法論事業にかかる農業システムに関する聞き取り調査・




第 12回地球研国際シンポジウム (RIHN 12th International Symposium)
地球研としての研究成果を広く世界に発信するために、第 12回地球研国際シンポジウム「持続可能性のけるスケー







開会の挨拶：YASUNARI Tetsuzo (Director-General, RIHN)
基調講演 1  Pathways to Global Sustainability: Multi-scale Tradeoffs  
Peter H. VERBURG (Vrije Universiteit Amsterdam, the Netherlands)
セッション 1： Trans-spatial Connections
司会：TAYASU Ichiro (RIHN)
Introduction to Session 1: Trans-spatial Connections and Environmental Traceability Methods
 TAYASU Ichiro (RIHN) 
Isotopes and Isoscapes: Tools for Understanding and Explaining Spatial and Temporal Variations in Local Ecosystems and 
Suggesting Solutions to Global Environmental Issues
 Carol KENDALL (United States Geological Survey, USA [emeritus])
Mapping the Carbon, Air Pollution, and Biodiversity Footprints of Nations: A GIS + GLOBAL SUPPLY CHAINS 
 KANEMOTO Keiichiro (Shinshu University)
Understanding Integration with Nexus Approach: Developing Transferable, Scalable, & Sustainable Methods
 ENDO Aiko (RIHN)
Towards Integrated Solutions for Water, Energy, and Land Using an Integrated Nexus Modeling Framework 
 WADA Yoshihide (International Institute for Applied Systems Analysis (IIASA), Austria)
Roundtable Discussion
 Chair: NAKASHIZUKA Tohru (RIHN) 
 The above speakers, Jiaguo QI (Michigan State University, USA) and OHTE Nobuhito (Kyoto University)
2017年 12月 21日（木）
セッション 2： Trans-temporal Connections
司会：ISHII Reiichiro (RIHN)
Introduction to Session 2: Towards the Reconciliation between the Regional Plannings and the Global Projections of Future 
Environmental Sustainability
 ISHII Reiichiro (RIHN)
Integrated Analyses of Climate Policies for Simultaneous Realization of the Paris Agreement and the SDGs
 TAKAHASHI Kiyoshi (National Institute for Environmental Studies)
Inclusive Wealth Report 2018
 MANAGI Shunsuke (Kyushu University)
Tipping Points in the Anthropocene: Drivers, Connections, and Impacts




 Chair: SAIJO Tatsuyoshi (RIHN)
 The above speakers, SAIZEN Izuru (Kyoto University) and WADA Yoshihiko (Doshisha University)
セッション 3： Social Responses to Tipping Points
司会：TANIGUCHI Makoto (RIHN)
Introduction to Session 3
 TANIGUCHI Makoto (RIHN)
Social Decisions for the Water-Energy-Food Nexus 
 TANIGUCHI Makoto (RIHN) 
The Groundwater Commons Game: Modelling Cultural Values, Triggering Social Tipping Points, and Embarking on Sustainable 
Pathways towards Groundwater Conservation
 Juan CASTILLA (Commonwealth Scientiﬁc and Industrial Research Organization (CSIRO), Australia) 
Taking Social Responses to “Tipping” Points Seriously – Challenges and Opportunities
 Victor GALAZ (Stockholm Resilience Centre, Sweden)
Roundtable Discussion
 Chair: SUGIHARA Kaoru (RIHN) 
































 「Tracing nutrient sources, biogeochemical processes, and causes of various ecological problems in the San Francisco Estuary 
using a multi-isotope approach」







第 72回 2017年 6月 16日 「『ほっとけない』からの環境再生」
 菊地直樹（総合地球環境学研究所・准教授）
 三村　豊（総合地球環境学研究所・センター研究推進員）
第 73回 2017年 7月 4日「フューチャー・デザイン」
 西條辰義（総合地球環境学研究所・特任教授、プログラムディレクター）
 小林　舞（総合地球環境学研究所・プロジェクト研究員）
第 74回 2018年 2月 1日「高校生とともに考える『環境』の今と未来」
 京都府立洛北高等学校　高校２年生文系と理系の生徒１４名











































  柏木淳一（北海道大学大学院農学研究院 講師）
 「人はなぜ農業に惹かれるのか？　―Iターン就農、安喰さん家族の座談会記録より」
  石山　俊（総合地球環境学研究所 外来研究員）
  三村　豊（総合地球環境学研究所 センター研究推進員）
 「農業経済学から見える途上国の「農」―ベトナム農民のリスク分散行動から―」
  齋藤陽子（北海道大学農学研究院・農資源経済学研究室 講師）
 「アジアやアフリカの脆弱環境に向き合う－人びとの暮らしの向上と資源・生態環境の保全をめぐって－」
























  井上果子（宮崎大学地域資源創成学部 講師）
焼畑体験活動発表
 椎葉村立尾向小学校児童




















  中村 浩二（金沢大学客員教授（名誉教授）・能登里海里山マイスター）
発表
 いきもの観察会の成果発表
  甲賀市立佐山小学校 児童







































  國分功一郎（高崎経済大学 経済学部 准教授）
話題提供
 「地域らしさの未来を考える－ともに作りともに使う未来デザインの〝型〟とは？」

































































第 142回　2017年 4月 20日
 Climate Change and Resilienceis of Traditional Agro-ecosystems
 Parviz Abolghassem KOOHAFKAN
第 143回
 2017年 4月 28日  




 2017年 5月 30日  
2. The geomorphology of The Anthropocene and implications for sustainable river and slope systems
 Antony Brown教授（招へい外国人研究員 , サウサンプトン大学 /University of Southampton）
第 144回　2017年 5月 9日
 トランプ時代と地球環境問題
 米本 昌平（東京大学客員教授、総合地球環境学研究所客員教授）
第 145回　2017年 7月 18日
 デジタル革命とプラネタリー・バウンダリー
 Dr. Stephane Grumbach（Senior Scientist at INRIA, Director of IXXI, Rhône-Alpes Complex Systems Institute）
第 146回　2017年 7月 26日
 An introduction to Applied Systems science
 Prof. Dr. Pavel Kabat（IIASA所長）
第 147回　2017年 8月 3日
 Review the history of malaria control and environment change in Hainan Island from an Ecohealth perspective
 Dingwei Sun氏（フェローシップ外国人研究員 / 海南省疾病管理センター准教授）
第 148回　2017年 10月 18日
 Big Data for Urban Transformation. A Case Study Example from Los Angeles California
 Stephanie Pincetl (Professor in Residence and Founding Director, California Center for Sustainable Communities, Institute of 
the Environment and Sustainability, UCLA)
第 149回　2017年 11月 1日
 Observation, analysis and theory in ecology for next generations -What we have achieved in global environment 
studies-（大スケールでの生物多様性・生態系を持続的に維持するには？）
 Linking biodiversity, ecosystems, and people across scales: challenges for ecology and sustainability
 Prof. Michel Loreau (Invited)







 野外調査に基づくモンゴル草原の人間と植生の相互作用モデル Vegetation-Human interaction models based on 
ﬁeld observation in Mongolia
 石井励一郎
 生態学と環境学においての多元素同位体の利用 (Use of multi-elemental isotopes in ecological and environmental 
research)
 陀安一郎
 環境 DNAを用いた生物分布調査法の開発 (Development of distribution survey method for macro-organisms using 
environmental DNA)
 源　利文
第 150回　2017年 11月 13日
 Human impact on groundwater temperatures
 Susanne Benz氏（日本学術振興会外国人特別研究員・Karlsruhe Institute of Technology）
180
第 151回　2017年 12月 12日
 The Future of Cities in a Fossil-Carbon Constrained World
 Prof. Stephanie Princetl(Director, California Center for Sustainable Communities, 招へい外国人研究員）
第 152回　2018年 1月 11日
 Resilience in the Sky: moisture recycling as connector of land and water
 Lan Wang Erlandsson（日本学術振興会外国人特別研究員 , Researcher, Stockholm Resilience Centre, Stockholm University）
第 153回　2018年 1月 17日
 Sustainability Challenges and Opportunities in West Asia
 Mohammed Raouf Aly（Research Fellow, Gulf Research Center）
第 154回　2018年 3月 5日
 A Nexus Approach to “Water, Food and Energy for Climate Smart Agriculture
 Parviz Koohafkan（招聘外国人研究員、世界農業遺産基金　代表）
第 155回　2018年 3月 9日
 海洋大陸における季節変化および季節内変動に伴う大気水収支変動
 金森大成（名古屋大学宇宙地球環境研究所・研究員）
第 156回　2018年 3月 13日
 市民自治力向上とアクションリサーチに関する研究～協働型アクションリサーチの実践～
 草郷孝好（関西大学社会学部・教授）
第 157回　2018年 3月 28日
 Economics of the Water-Energy-Food Nexus: Insights from Kumamoto and Obama





第 283回 2017年 7月 4日（火）「同位体から『つながりを視る』－自己紹介とコアプロジェクトの紹介」
 藤吉　麗（コアプロジェクト研究員）
第 284回 2017年 7月 18日（火）「研究のために使っている道具のはなし」
 原口　岳（センター研究員）
第 285回 2017年 8月 1日（火）「植民地期インドネシアの地震と歴史資料の記録」
 梶田諒介（プロジェクト研究員）
第 286回 2017年 9月 5日（火）「日本の『自然葬』研究における映像の使い方」
 金セッピョル（特任助教）
第 287回 2017年 9月 19日（火）「降水の酸素と水素の安定同位体観測からわかること」
 藪崎志穂（センター研究員）
第 288回 2017年 10月 3日（火）「人頭税の謎、消えた墓碑と広がる鍋、細密画としての実測図――西アフリカ・
ブルキナファソの歴史研究、物質文化研究、人類学⇔アート」
 中尾世治（プロジェクト研究員）





第 290回 2017年 10月 31日（火）「遺伝資源を巡る国際的な議論をベースとした公正かつ衡平な利益配分のあり方」
 小林邦彦（プロジェクト研究員）
第 291回 2017年 11月 7日（火）「私が生態学研究を通して学んだこと」
 池谷　透（プロジェクト研究員）
第 292回 2017年 12月 12日（火）「先史時代の「台所」から環境をのぞく」
 真貝理香（外来研究員）
第 293回 2018年 1月 16日（火）「生態系の文化的サービスの評価」
 柴田　嶺（プログラム研究員）

















     「価値を生み出すトイレ」
     船水尚行 （研究部 教授 / 北海道大学大学院農学研究院特任教授）
     「『ほっとけない』からの環境再生」
     菊地直樹 （研究部 准教授）
     「『環境ものさし』が育む地域のつながり 効果がみえれば環境に優しい農業はこれだけ広がる」
     淺野悟史（プロジェクト研究員）
      「―学術研究から始める地域創生―　持続的な水産業のためには、資源管理よりも地域創生が必要」








     「ボードゲームで環境問題を遊びながら学ぶ」
     王　智弘（プロジェクト研究員）
     「地域と「つながる」同位体情報」
     陀安一郎（研究基盤研究センター 教授）
     「〈あたりまえ〉のすばらしさを共有する映像の制作」
     嶋田奈穂子（研究基盤国際センター 研究推進員）
     「研究者と向き合う－行動を促し、地域に人をどう「巻き込む」か？」












































































































































 III　自然は誰のものか  フィリップ・デスコラ















 IV　形象化のアトリエ  フィリップ・デスコラ




















“Global Warming and Human - Nature Dimension in Northern Eurasia” 檜山 哲哉、高倉 浩樹 編 Springer 2017年





「メガシティ 5　スプロール化するメガシティ」村松 伸、村上 暁信、林 憲吾、栗原 伸治 編　東京大学出版会　2017
年 6月
「メガシティ 6　高密度化するメガシティ」村松 伸、岡部 明子、林 憲吾、雨宮 知彦　編　東京大学出版会　2017年
1月
「ローカル認証　地域が創る流通の仕組み」大元 鈴子 著　清水弘文堂書房 2017年 9月 15日
「子どもたちの生きるアフリカ ―伝統と開発がせめぎあう大地で」清水 貴夫、亀井 伸孝 編　昭和堂 2017年 10月
「のびゆく農業　―世界の農政―　1036-1037 都市食料政策ミラノ協定―世界諸都市からの実践報告―」太田 和彦・
立川 雅司 訳、立川 雅司 解題　一般財団法人 農政調査委員会 2017年 12月
“Handbook of East and Southeast Asian Archaeology” Habu, Junko, Lape, Peter V., Olsen, John W. 編　Springer Nature　2017年










「森林の変化と人類」中静 透・菊沢 喜八郎 編　共立出版　2018年 3月
「里海学のすすめ　人と海との新たな関わり」鹿熊信一郎、柳哲雄、佐藤哲 編　勉誠出版　2018年 3月 31日


















う 上原　佳敏 ウエハラ　ヨシトシ プロジェクト研究員
え 遠藤　愛子 エンドウ　アイコ 准教授









OTEGA-ASANTE, Osei オセイ　オティン　アサンテ 特別共同利用研究員


































Sun, Dingwei サン　ディンウェイ フェローシップ外国人








す 杉原　薫 スギハラ　カオル 特任教授
鈴木　遥 スズキ　ハルカ プロジェクト研究員
須田　征志 スダ　マサシ 外来研究員
SPIEGELBERG, Maximilian スピーゲルバーグ　マキシミリアン プロジェクト研究員
せ 関野　樹 セキノ　タツキ 教授
千田　昌子 センダ　マサコ プロジェクト研究推進員






つ 對馬　あかね ツシマ　アカネ プロジェクト研究員
て 手島　美香 テシマ　ミカ プロジェクト研究推進員
寺田　匡宏 テラダ　マサヒロ 客員准教授
寺本　瞬 テラモト　シユン プロジェクト研究推進員
と 遠山　真理 トオヤマ　マリ 特任准教授
な 内藤　大輔 ナイトウ　ダイスケ プロジェクト研究員






に NITZCHE,Kai ニッチェ　カイ 外来研究員









BANSAL, Benjamin バンサル　ベンジャミン　 特別共同利用研究員
ひ PINCETL, Stephanie Sabine ピンセル　ステファニー　ザビーヌ 招へい外国人
ふ 藤井　滋穂 フジイ　シゲオ 客員教授
藤吉　麗 フジヨシ　レイ プロジェクト研究員
船水 尚行 フナミズ　ナオユキ 教授
BROWN, Antony Gavin ブラウン　アントニー　ギャヴィン 招へい外国人
へ BENZ, Susanne ベンズ　スザンヌ 外来研究員
ほ 本田　尚美 ホンダ　ヒサミ プロジェクト研究推進員
本間　航介 ホンマ　コウスケ 客員准教授
ま 増原　直樹 マスハラ　ナオキ プログラム上級研究員
松岡　祐子 マツオカ　ユウコ プロジェクト研究推進員
MC GREEVY，Steven Robert マックグリービー　スティーブン　ロバート 准教授
松田　浩敬 マツダ　ヒロタカ 客員准教授
松本　卓也 マツモト　タクヤ 外来研究員
MALLEE，Henricus Paulus マレー　ヘンリコス　パウロス 教授





む 村松　伸 ムラマツ　シン 客員教授
村山　聡 ムラヤマ　サトシ 客員教授
も 森　宏一郎 モリ　コウイチロウ 客員教授
諸田　博昭 モロタ　ヒロアキ プログラム研究員




よ 吉田　丈人 ヨシダ　タケヒト 准教授
由水　千景 ヨシミズ　チカゲ センター研究員
米本　昌平 ヨネモト　ショウヘイ 客員教授
ら LAMBINO, Ria Adoracion Apostol ランビーノ　リーヤ　アドラション　アポストル プロジェクト研究員
RAMPISELA, Dorotea ランピセラ　ドロテア 客員教授
り 李　貞 リ　ツェン プロジェクト研究員
る RUPPRECHT，Christoph David Dietfried ルプレヒト　クリストフ　ダビド　ディートフリード プロジェクト研究員
わ 渡辺　一生 ワタナベ　カズオ 客員准教授
渡邉　桐枝 ワタナベ　キリエ プロジェクト研究推進員









国立民族学博物館第 2 研究部助手（1977）、 国立民族学博物館第 1 研究部助教授（1987）、 総合研究大学院大学文
化科学研究科助教授併任（1988）、 国立民族学博物館第 1 研究部教授（1992）、 国立民族学博物館民族文化研究部
教授（1995）、 総合研究大学院大学先導科学研究科教授併任（1998）、 国立民族学博物館民族文化研究部長














・秋道智彌 2017 年 12 月 魚と人の文明論. 臨川書店, 322pp.
【分担執筆】
・秋道智彌 2018 年 03 月 クジラと人―日本人の自然観とデスコラの存在論. 秋道智彌編 交錯する世界　自然と文
化の脱構築―フィリップ・デスコラとの対話. 環境人間学と地域. 京都大学学術出版会, 京都市左京区, pp.
45-81.
・秋道智彌 2018 年 03 月 海のエスノ・ネットワーク論と海民―異文化交流の担い手は誰か―. 小野林太郎・長津一
史・印東道子編 海民の移動誌―西太平洋のネットワーク社会. 昭和堂, 京都市左京区, pp.38-65.
・秋道智彌 2018 年 03 月 終章. 秋道智彌編 交錯する世界　自然と文化の脱構築―フィリップ・デスコラとの対話.
環境人間学と地域. 京都大学学術出版会, 京都市左京区, pp.365-389.
・秋道智彌 2018 年 03 月 鳥人の形象論―扮装と変身. 秋道智彌編 交錯する世界　自然と文化の脱構築―フィリッ
プ・デスコラとの対話. 環境人間学と地域. 京都大学学術出版会, 京都市左京区, pp.81-119.
・秋道智彌 2018 年 03 月 序章. 秋道智彌編 交錯する世界　自然と文化の脱構築―フィリップ・デスコラとの対話.
環境人間学と地域. 京都大学学術出版会, 京都市, pp.1-41.
・AKIMICHI, Tomoya 2018,03 'Discussion'. Disaster and the Role of the Anthropologist: Efforts in Asian
Countries. Research Papers of the Anthropological Institute, vol.5. , pp.52-58.
・AKIMICHI, Tomoya 2018,03 'Comment Ⅱ' . Disaster and the Role of the Anthropologist: Efforts in Asian
Countries. Research Papers of the Anthropological Institute, vol.5. , pp.45-51.
・Sabino SAUCHOMAL, AKIMICHI Tomoya, ISHIMORI Shuzo, SUDO Ken'ichi, SUGITA Hiroshi, KIKUSAWA Ritsuko
2018,03 Satawalese Cultural Dictionary. Lawrence A. REID (ed.) Satawalese Cultural Dictionary. Senri
Ethnological Reports, 146. 国立民族学博物館.
・秋道智彌 2018 年 03 月 海のエスノ・ネットワーク論と海民―異文化交流の担い手は誰か―. 小野林太郎・長津一










国立民族学博物館第 2 研究部助手（1977）、 国立民族学博物館第 1 研究部助教授（1987）、 総合研究大学院大学文
化科学研究科助教授併任（1988）、 国立民族学博物館第 1 研究部教授（1992）、 国立民族学博物館民族文化研究部
教授（1995）、 総合研究大学院大学先導科学研究科教授併任（1998）、 国立民族学博物館民族文化研究部長














・秋道智彌 2017 年 12 月 魚と人の文明論. 臨川書店, 322pp.
【分担執筆】
・秋道智彌 2018 年 03 月 クジラと人―日本人の自然観とデスコラの存在論. 秋道智彌編 交錯する世界　自然と文
化の脱構築―フィリップ・デスコラとの対話. 環境人間学と地域. 京都大学学術出版会, 京都市左京区, pp.
45-81.
・秋道智彌 2018 年 03 月 海のエスノ・ネットワーク論と海民―異文化交流の担い手は誰か―. 小野林太郎・長津一
史・印東道子編 海民の移動誌―西太平洋のネットワーク社会. 昭和堂, 京都市左京区, pp.38-65.
・秋道智彌 2018 年 03 月 終章. 秋道智彌編 交錯する世界　自然と文化の脱構築―フィリップ・デスコラとの対話.
環境人間学と地域. 京都大学学術出版会, 京都市左京区, pp.365-389.
・秋道智彌 2018 年 03 月 鳥人の形象論―扮装と変身. 秋道智彌編 交錯する世界　自然と文化の脱構築―フィリッ
プ・デスコラとの対話. 環境人間学と地域. 京都大学学術出版会, 京都市左京区, pp.81-119.
・秋道智彌 2018 年 03 月 序章. 秋道智彌編 交錯する世界　自然と文化の脱構築―フィリップ・デスコラとの対話.
環境人間学と地域. 京都大学学術出版会, 京都市, pp.1-41.
・AKIMICHI, Tomoya 2018,03 'Discussion'. Disaster and the Role of the Anthropologist: Efforts in Asian
Countries. Research Papers of the Anthropological Institute, vol.5. , pp.52-58.
・AKIMICHI, Tomoya 2018,03 'Comment Ⅱ' . Disaster and the Role of the Anthropologist: Efforts in Asian
Countries. Research Papers of the Anthropological Institute, vol.5. , pp.45-51.
・Sabino SAUCHOMAL, AKIMICHI Tomoya, ISHIMORI Shuzo, SUDO Ken'ichi, SUGITA Hiroshi, KIKUSAWA Ritsuko
2018,03 Satawalese Cultural Dictionary. Lawrence A. REID (ed.) Satawalese Cultural Dictionary. Senri
Ethnological Reports, 146. 国立民族学博物館.
・秋道智彌 2018 年 03 月 海のエスノ・ネットワーク論と海民―異文化交流の担い手は誰か―. 小野林太郎・長津一
史・印東道子編 海民の移動誌―西太平洋のネットワーク社会. 昭和堂, pp.38-65.
・AKIMICHI, Tomoya 2018,02 Gastronomy and Animal Sacrifice-Whale and Dogs in Food Culture. Jane Cobbi




・秋道智彌編 2018 年 03 月 交錯する世界　自然と文化の脱構築―フィリップ・デスコラとの対話. 環境人間学と地
域. 京都大学学術出版会, 395pp.
・Sauchomal Sabino, Akimichi Tomoya, Ishimori Shuzo, Sudo Ken’ichi, Sugita Hiroshi and Kikusawa Reiko
(compiled) and Reid Lawrence A. (ed.) 2018,03 Satawalese Cultural Dictionary. Senri Ethnological
Reports, 146. National Museum of Ethnology, 373pp.
○論文
【原著】




・秋道智彌 水と世界遺産. 「富士山の日」フェスタ２０１８、リレートーク[富士山と水], 2018 年 02 月 23 日, ハ
イランドリゾートホテル＆スパ. （本人発表).
・秋道智彌 日本海ののぞき窓ー日本海の保全と活用ー. 日本海学推進機構シンポジウム「いま日本海で起こってい
ること」パネルディスカッション, 2018 年 02 月 17 日, 北日本新聞ホール.
・秋道智彌 富士山の湧水とコモンズ. 忍野村公開シンポジウム「富士山の湧水と文化：忍野八海」, 2018 年 01 月
20 日, 忍野村民ふれあいホール. （本人発表).
・秋道智彌 自然を配慮しない復興はありえない. 震災復興と地域のレジリエンス シンポジウム, 2017 年 10 月 15
日, 東北大学、宮城県仙台市. （本人発表).
【招待講演・特別講演、パネリスト】




・「生き物文化誌学会例会　古座川の食と自然」 (組織運営). 2004 年 10 月 2-3 日
○社会活動・所外活動
【他の研究機関から委嘱された委員など】





















2017 年 04 月 01 日-2020 年 03 月 31 日. 三井物産環境基金研究助成.
・ベトナム少数民族の生活様式の緩やかな変質に対する未来志向型モデルの提唱(研究分担者) 2016 年 04 月 01
日-2020 年 03 月 31 日. 科研費基盤Ｂ海外.
















環境人類学、 相関地域研究、 地域研究、 文化人類学(含民族学・民俗学)、 文化人類学・民俗学、 環境影響評
価・環境政策
【所属学会】




・阿部健一 2018 年 03 月 コラム 3「トチノキ今昔」. 京都を学ぶ【丹波編】―文化資源を発掘する―. ナカニシヤ
出版, 京都市左京区, pp.22-23.
・阿部健一 2018 年 03 月 地球のレジリエンス. 奈良由美子・稲村哲也編 レジリエンスの諸相―人類史的視点から













2017 年 04 月 01 日-2020 年 03 月 31 日. 三井物産環境基金研究助成.
・ベトナム少数民族の生活様式の緩やかな変質に対する未来志向型モデルの提唱(研究分担者) 2016 年 04 月 01
日-2020 年 03 月 31 日. 科研費基盤Ｂ海外.
















環境人類学、 相関地域研究、 地域研究、 文化人類学(含民族学・民俗学)、 文化人類学・民俗学、 環境影響評
価・環境政策
【所属学会】




・阿部健一 2018 年 03 月 コラム 3「トチノキ今昔」. 京都を学ぶ【丹波編】―文化資源を発掘する―. ナカニシヤ
出版, 京都市左京区, pp.22-23.
・阿部健一 2018 年 03 月 地球のレジリエンス. 奈良由美子・稲村哲也編 レジリエンスの諸相―人類史的視点から
の挑戦―. NHK 出版, 東京都渋谷区, pp.192-208.
○論文
【原著】
・阿部健一 2018 年 03 月 豊かさとつながり. 精選現代文 B　新訂版. 大修館書店, 東京都文京区, pp.40-47.
○その他の出版物
【解説】




・阿部健一 口頭発表「媒介者 Mediator として東ティモールのコーヒー事業に関わる―課題解決から価値創造へ」.
国際ボランティア学会第 19 回大会, 2018 年 03 月 03 日, 筑波大学東京キャンパス,東京都文京区.
・Mikitaro Shobayashi 、 Ian Hodge、 Parviz Koohafkan, Chirman、Luo Liangguo、Kenichi Abe The round table
discussion 「How to promote sustainable agriculture through policy? Lessons and Options」. 国際コモン
ズ学会 2017, 2017 年 07 月 11 日-2017 年 07 月 14 日, ユトレヒト大学,オランダ.
【招待講演・特別講演、パネリスト】
・阿部健一 講演「世界農業遺産とその活かし方：地域の未来をみんなで考える」. 世界農業遺産・日本農業遺産認
定に向けた市民セミナー 氷見らしさを未来に活かす 世界農業遺産について, 2018 年 02 月 24 日, 氷見市いきい
き元気館ホール,氷見市.
・阿部健一 コメンテータ　3 カ国農家の交流プログラムの成果の対するコメント. 学び合いが生み出す農家の未来
東南アジアの換金作物栽培地域の置ける農業の多様化をめざして, 2017 年 12 月 16 日, 東洋大学白山キャンパ
ス,東京都文京区.
・阿部健一 コーディネータ「アジアの環境問題をもっとおいしく考える」. 第 6 回環境シンポジウム「“おいしい”
から考えるアジアの環境問題」～地産地消と知産知消～, 2017 年 12 月 07 日, ウェスティンホテル大阪,大阪市.
・阿部健一 「地球環境問題から見えてくる人類の未来」. 大統合自然史Ⅱ（生命・人類編）, 2017 年 09 月 13
日-2017 年 09 月 15 日, スペースアルファ神戸ほか.
・阿部健一 座長　セッション「都市をささえる景観：瀬戸内海国立公園から学ぶ」. 平成 29 年度瀬戸内海研究フ
ォーラム「川と海のつながりが育む豊かな文化と生態系」, 2017 年 09 月 06 日-2017 年 09 月 07 日, 京都大学百
年記念時計記念館、京都市.
・阿部健一 講演「地球環境問題とは何か」. 三重県立松坂高校地球研訪問プログラム, 2017 年 07 月 25 日, 総合地
球環境学研究所、京都市.
・阿部健一 講演「KLaS ｉ C ａ　社会変革のための学習・教育」. 日本学術会議公開シンポジウム「地球環境変化研
究の転換期における人間的側面研究の強化と推進に向けて」, 2017 年 07 月 03 日, 日本学術会議講堂、東京都港
区.
・阿部健一 世界農業遺産について. 諸塚村公民館大会・生涯学習推進大会, 2017 年 05 月 21 日, 諸塚村中央公民館
ホール、宮崎県諸塚村.
・阿部健一 「文化人類学から見る東ティモール　～これまでのこと、これからのこと～」. 東ティモールフェスタ
2017, 2017 年 05 月 19 日-2017 年 05 月 20 日, 上智大学.
・阿部健一 「東ティモールからの声」. 第 3 回大野の水と未来を語る集い, 2017 年 05 月 14 日, 福井県大野市.
・阿部健一 「地球環境問題・・・」. 洛北高校 SSH「サイエンスⅡ（環境分野）」, 2017 年 05 月 11 日, 総合地球
環境学研究所.
・阿部健一 ガイダンス「地球環境問題とは何か」. 京都府立洛北高校 SSH・授業「サイエンスⅡ（環境分野）」,
2017 年 05 月 11 日, 総合地球環境学研究所、京都市.
・阿部健一 ガイダンス「地球環境問題とは何か」. 京都府立北稜高校・授業「地球環境学の扉」, 2017 年 04 月 21
日, 北稜高校、京都市.
・阿部健一 泥炭地回復の機会と挑戦. インドネシアにおける泥炭地回復のための民間投資セミナー, 2017 年 04 月
11 日, 東京大学伊藤謝恩ホール、東京.
・阿部健一 パネルディスカッション・モデレーター「泥炭地回復の機会と挑戦」. インドネシアにおける泥炭地回




・宮崎県受託研究「聞き書きによる人材育成プログラム構築事業」にかかる調査. 宮崎県, 2018 年 01 月 28 日-2018
年 02 月 07 日.
・宮崎県受託研究「聞き書きによる人材育成プログラム構築事業」にかかる資料収集. 宮崎県, 2018 年 01 月 12
日-2018 年 01 月 16 日.
【海外調査】
・可視化・高度化事業「映像を活用した研究プロジェクトの高度化：地域社会との協働を軸に」にかかる聞き取り
調査・視察. 東ティモール, 2017 年 12 月 21 日-2018 年 01 月 11 日.
・「地球研プロジェクトから帰納する設計科学の方法論事業にかかる農業システムに関する」聞き取り調査・視察.
フィリピン, 2017 年 12 月 11 日-2017 年 12 月 15 日.
○外部資金の獲得
【科研費】
・農業環境政策に係わる『認識共同体』の役割に関する国際比較研究(研究分担者) 2017 年 04 月 01 日-2020 年 03
月 31 日. 基盤研究(B) (17H03882). 代表者：荘林幹太郎
・地域生態資源の海外研究者との協働研究(研究分担者) 2016 年 04 月 01 日-2020 年 03 月 31 日. 基盤研究(B)
(16H03309). 代表者：山田勇
・ネットワーク型博物館学の創成(研究分担者) 2015 年 04 月 01 日-2020 年 03 月 31 日. 基盤研究(A) (15H01780).
代表者：須藤健一
【受託研究】
・聞き書きによる人材育成プログラム構築事業 2017 年 12 月 19 日-2018 年 03 月 20 日. 宮崎県.
【その他の競争的資金】




・(2017 年度) 招聘外国人研究員 (1 人).
【非常勤講師】
・京都造形芸術大学, 通信教育部, 世界単位研究基礎ａ. 2016 年 04 月-2018 年 03 月. 集中講義
・京都造形芸術大学, 通信教育部芸術教養学科, 世界単位を考える. 2016 年 04 月-2018 年 03 月. Web テキスト科
目















・宮崎県受託研究「聞き書きによる人材育成プログラム構築事業」にかかる調査. 宮崎県, 2018 年 01 月 28 日-2018
年 02 月 07 日.
・宮崎県受託研究「聞き書きによる人材育成プログラム構築事業」にかかる資料収集. 宮崎県, 2018 年 01 月 12
日-2018 年 01 月 16 日.
【海外調査】
・可視化・高度化事業「映像を活用した研究プロジェクトの高度化：地域社会との協働を軸に」にかかる聞き取り
調査・視察. 東ティモール, 2017 年 12 月 21 日-2018 年 01 月 11 日.
・「地球研プロジェクトから帰納する設計科学の方法論事業にかかる農業システムに関する」聞き取り調査・視察.
フィリピン, 2017 年 12 月 11 日-2017 年 12 月 15 日.
○外部資金の獲得
【科研費】
・農業環境政策に係わる『認識共同体』の役割に関する国際比較研究(研究分担者) 2017 年 04 月 01 日-2020 年 03
月 31 日. 基盤研究(B) (17H03882). 代表者：荘林幹太郎
・地域生態資源の海外研究者との協働研究(研究分担者) 2016 年 04 月 01 日-2020 年 03 月 31 日. 基盤研究(B)
(16H03309). 代表者：山田勇
・ネットワーク型博物館学の創成(研究分担者) 2015 年 04 月 01 日-2020 年 03 月 31 日. 基盤研究(A) (15H01780).
代表者：須藤健一
【受託研究】
・聞き書きによる人材育成プログラム構築事業 2017 年 12 月 19 日-2018 年 03 月 20 日. 宮崎県.
【その他の競争的資金】




・(2017 年度) 招聘外国人研究員 (1 人).
【非常勤講師】
・京都造形芸術大学, 通信教育部, 世界単位研究基礎ａ. 2016 年 04 月-2018 年 03 月. 集中講義
・京都造形芸術大学, 通信教育部芸術教養学科, 世界単位を考える. 2016 年 04 月-2018 年 03 月. Web テキスト科
目


















日本植物学会、 日本生態学会、 海洋深層水利用研究会、 Association for the Science of Limnology and
Oceanography、 自然環境復元学会、 日本環境教育学会、 日本プランクトン学会、 日本陸水学会、 日本地球惑星
科学連合
【受賞歴】
Early Career Travel Grant for the Joint Aquatic Sciences Meeting 2014 in Portland, Oregon (Association




・Ikeya, T., C. Ko, E. Martin Peralta, T. Ishida, Y. Uehara, S. Asano, N. Okuda, M. Ushio, S. Fujinaga,
I. Tayasu, T. Iwata The community composition and diversity of epilithic bacterium and microalgae in
a Japanese river system during irrigation season. Japan Geoscience Union-American Geoscience Union
Joint Meeting 2017, 2017.05.20-2017.05.24, Makuhari Messe, Chiba, Japan. （本人発表).
・Espiritu, K. G. R., J. N. A. De Vera, F. G. G. Cantre, E. M. Peralta, I. B. B. De Jesus, P.
Palomares, J. C. Briones, T. Ikeya, F. Magbanua, R. D. Papa, N. Okuda Land use impact on benthic
macroinvertebrate assemblages in selected lotic ecosystems in a government-declared protected
landscape. Japan Geoscience Union-American Geoscience Union Joint Meeting 2017,
2017.05.20-2017.05.24, Makuhari Messe, Chiba, Japan.
・Tan, A. K. V., A. E. Belen, C. Perez, G. R. Buenaventura, E. M.Peralta, I.B. B. De Jesus, P.
Palomares, J. C. Briones, T. Ikeya, F. Magbanua, R. D. Papa, N. Okuda Stream Benthic
Macroinvertebrates Response to Water Quality of Urban and Rural Areas of the Marikina Watershed.




















・淺野悟史、石田卓也、奥田昇、小佐治環境保全部会 研究者との協働による水田生態系の再生活動. 第 11 回淡海






















・石橋弘之 カンボジア西部森林地域における交易品の産地形成. 平成 29 年度東南アジア地域研究研究所共同利
用・共同研究拠点「東南アジア研究の国際共同研究拠点」年次成果発表会, 2018 年 02 月 15 日-2018 年 02 月 16
日, 京都大学東南アジア地域研究研究所稲盛財団 3階小会議室 2. （本人発表).
・ 石橋弘之 カンボジアにおける交易品の産地形成－カルダモン産地の開拓史再考. 東南アジア学会第 98 回研究大
会, 2017 年 12 月 02 日-2017 年 12 月 03 日, 神田外語大学. （本人発表).
・石橋弘之 カンボジアの森をめぐる移動と交流 ―カルダモン山脈と中央平野部の地域間関係史 . 第 67 回　上智
大学史学会・第二部会（東洋史）, 2017 年 11 月 19 日, 上智大学四谷キャンパス 7号館.
・石橋弘之 カンボジアにおける交易品カルダモンの産地の形成. 第 27 回日本熱帯生態学会, 2017 年 06 月 16
日-2017 年 06 月 19 日, 奄美文化センター. （本人発表).
○学会活動（運営など）
【組織運営】








・淺野悟史、石田卓也、奥田昇、小佐治環境保全部会 研究者との協働による水田生態系の再生活動. 第 11 回淡海






















・石橋弘之 カンボジア西部森林地域における交易品の産地形成. 平成 29 年度東南アジア地域研究研究所共同利
用・共同研究拠点「東南アジア研究の国際共同研究拠点」年次成果発表会, 2018 年 02 月 15 日-2018 年 02 月 16
日, 京都大学東南アジア地域研究研究所稲盛財団 3階小会議室 2. （本人発表).
・ 石橋弘之 カンボジアにおける交易品の産地形成－カルダモン産地の開拓史再考. 東南アジア学会第 98 回研究大
会, 2017 年 12 月 02 日-2017 年 12 月 03 日, 神田外語大学. （本人発表).
・石橋弘之 カンボジアの森をめぐる移動と交流 ―カルダモン山脈と中央平野部の地域間関係史 . 第 67 回　上智
大学史学会・第二部会（東洋史）, 2017 年 11 月 19 日, 上智大学四谷キャンパス 7号館.
・石橋弘之 カンボジアにおける交易品カルダモンの産地の形成. 第 27 回日本熱帯生態学会, 2017 年 06 月 16
日-2017 年 06 月 19 日, 奄美文化センター. （本人発表).
○学会活動（運営など）
【組織運営】
・東南アジア学会, 会計委員. 2017 年 01 月-2018 年 12 月.
○社会活動・所外活動
【メディア出演など】
・In a threatened Cambodian forest, hand-in-hand push to protect land and people (取材への回答). The
Christian Science Monitor., 2018 年 01 月 17 日 .
【その他】
・2018 年 01 月 15 日 慶應義塾大学, 地域文化論Ⅱ（東南アジア）ゲスト講義
○教育
【非常勤講師】








NGO 緑のサヘル専従職員（1993）、 NPO 法人森のエネルギーフォーラム調査研究員（2004）、 NPO 法人森のエネルギ
ーフォーラム事務局長（2005）、 福井県立大学非常勤講師（2006）、 NPO えちぜん事務局次長（2007）、 総合地球環
境学研究所プロジェクト研究員（2008）、 福井県立大学非常勤講師(2008)、 総合地球環境学研究所外来研究員























三菱銀行(株)事務員（1992）、 日本学術振興会特別研究員（2003）、 京都大学大学院文学研究科研修員（2003）、 神
戸大学大学院地域連携センター・新修神戸市史専門調査員（2003）、 京都大学大学院文学研究科非常勤講師



























生物地球化学、 森林生態学、 環境同位体学、 大気化学
【所属学会】











三菱銀行(株)事務員（1992）、 日本学術振興会特別研究員（2003）、 京都大学大学院文学研究科研修員（2003）、 神
戸大学大学院地域連携センター・新修神戸市史専門調査員（2003）、 京都大学大学院文学研究科非常勤講師



























生物地球化学、 森林生態学、 環境同位体学、 大気化学
【所属学会】




・琵琶湖と内湖の繋がり：耳石 Sr 安定同位体比を用いた ニゴロブナの回遊履歴推定の試み *上原佳敏, 中川隼人,
小北智之, 奥田昇. 日本陸水学会第 82 回大会, 2017 年 09 月 28 日-2017 年 10 月 01 日, 秋田県仙北市. （本人発
表).
・上原佳敏 片岡佳孝 亀甲武志 申基澈 大竹二雄, 奥田昇 琵琶湖固有種ニゴロブナによる母田回帰：II．耳石 Sr
安定同位体を用いた検証. 第５０回日本魚類学会年会, 2017 年 09 月 15 日-2017 年 09 月 18 日, 北海道函館市.
（本人発表).
【ポスター発表】
・*Yoshitoshi Uehara, Yoshitaka Kataoka, Takeshi Kikkou, Takuya Ishida, Satoshi Asano, Yuki Kobayashi,
Tsuguo Otake, Noboru Okuda Migration routes of pelagic crucian carp "Carassius auratus grandoculis"






















・遠藤愛子 2017 年 06 月 「水を巡る地球環境安全保障‐水・エネルギー・食料ネクサス」. 下村委津子・小鮒由紀
子・田中克編 『女性が描くいのちのふるさと海と生きる未来』. 昭和堂, 京都, pp.182-201.
○論文
【原著】
・Takaaki Kato, Aiko Endo 2017,12 Contrasting Two Dimensions of Disaster-Induced Water-Shortage
Experiences: Water Availability and Access. Water 9(12):982. DOI:10.3390/w9120982 （査読付）.
・Maximilian Spiegelberga, Dalton Erick Baltazarb, Maria Paula E. Sarigumbac,Pedcris M. Orenciod,
Satoshi Hoshinoa, Shizuka Hashimotoa, Makoto Taniguchie, Aiko Endo 2017,06 Unfolding livelihood
200
aspects of the Water–Energy–FoodNexus in the Dampalit Watershed, Philippines. Journal of Hydrology:
Regional Studies (Elsevier) 11:53-68. DOI:10.1016/j.ejrh.2015.10.009 （査読付）.
・Makoto Taniguchi, Aiko Endo, Jason J. Gurdak, Peter Swarzenski 2017,06 Water-Energy-Food Nexus in the
Asia-Pacific Region. Journal of Hydrology: Regional Studies 11:1-8. DOI:DOI: 10.1016/j.ejrh.
2017.06.004 （査読付）.
・Aiko Endo, Izumi Tsurita, Kimberly Burnett, Pedcris M. Orencio 2017,06 A Review of the Current State
of Research on the Water, Energy, and Food Nexus. Journal of Hydrology: Regional Studies (Elsevier)
11:20-30. DOI:10.1016/j.ejrh.2015.11.010 （査読付）.
・Kimberly Burnett, Christopher Wada, Aiko Endo, Makoto Taniguchi 2017,06 The Economic Value of
Groundwater in Obama. Journal of Hydrology: Regional Studies (Elsevier) 11:44-52. DOI:10.1016/
j.ejrh.2015.10.002 （査読付）.
・Terukazu Kumazawa, Keishiro Hara, Aiko Endo, Makoto Taniguchi 2017,06 Supporting collaboration in
interdisciplinary research of water-energy-food nexus by means of ontology engineering. Journal of
Hydrology: Regional Studies (Elsevier) 11:31-43. DOI:DOI:10.1016/j.ejrh.2015.11.021 （査読付）.
【総説】
・森岡　優志、美山　透、Sergey M. Varlamov、宮澤　泰正、古川　恵太、遠藤　愛子、植松　光夫、宮崎　信之、








・遠藤愛子 大槌における水・エネルギー・食料ネクサス研究. 公開セミナ 「ー大槌の水とエネルギーと漁業」, 2018
年 02 月 18 日, 大槌町役場. （本人発表).
・Aiko Endo Understanding Integration with Nexus Approach: Developing Transferable, Scalable, &
Sustainable Methods. RIHN 12th International Symposium “Trans-scale Solutions for Sustainability”,
2017.12.20-2017.12.21, Kyoto International Conference Center. （本人発表).
・Aiko Endo, Terukazu Kumazawa, Makoto Yamada, Takaaki Kato Designing and visualizing the water-energy-
food nexus system. AGU Fall Meeting 2017　GC32A: Achieving Water-Energy-Food Nexus Sustainability: A
Science and Data Need or a Need for Integrated Public Policy? I, 2017.12.11-2017.12.15, New Orleans.
（本人発表).
・遠藤愛子 ネクサスと別府一斉調査. サイエンスアゴラ 2017 「温泉と地熱発電を科学する！世代や国籍を超えて
⽂化を継承するには？」, 2017 年 11 月 24 日-2017 年 11 月 26 日, テレコムセンタービル. （本人発表).
・ Endo, A. Challenges on Water-Energy-Food Nexus by Regions. Asia WEF Nexus Workshop,
2017.07.11-2017.07.15, Nakhon Panom, Thailand. （本人発表).
・森岡 優志、美山 透、Varlamov Sergey、宮澤 泰正、古川 恵太、遠藤 愛子、植松 光夫、宮崎 信之、山形俊男
Future Earth and SIMSEA: A Case Study in Sukumo Bay, Japan. JpGU-AGU Joint Meeting 2017,
2017.05.20-2017.05.25, Makuhari Messe.
【ポスター発表】
・Endo, A., Fujii, M., Shoji, J., Baba, K., Oh, T., Yamada, M., Honda, H., Masuhara, N., Gurdak, J.,
Allen, D., Delinom, R., Siringan, F., Taniguchi, M. Human-Environmental Security in Asia-Pacific
Ring of Fire: Water-Energy-Food Nexus. JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017.05.20-2017.05.25, Makuhari
Messe. （本人発表).
・Sang-Hyun Lee, Rabi H. Mohtar, Bassel T. Daher, Amjad T. Assi, Adnan Degirmencioglu, Jin-Yong Choi,
Aiko Endo, Makoto Taniguchi Development of a Water-Energy-Food Nexus platform to assess the impact




aspects of the Water–Energy–FoodNexus in the Dampalit Watershed, Philippines. Journal of Hydrology:
Regional Studies (Elsevier) 11:53-68. DOI:10.1016/j.ejrh.2015.10.009 （査読付）.
・Makoto Taniguchi, Aiko Endo, Jason J. Gurdak, Peter Swarzenski 2017,06 Water-Energy-Food Nexus in the
Asia-Pacific Region. Journal of Hydrology: Regional Studies 11:1-8. DOI:DOI: 10.1016/j.ejrh.
2017.06.004 （査読付）.
・Aiko Endo, Izumi Tsurita, Kimberly Burnett, Pedcris M. Orencio 2017,06 A Review of the Current State
of Research on the Water, Energy, and Food Nexus. Journal of Hydrology: Regional Studies (Elsevier)
11:20-30. DOI:10.1016/j.ejrh.2015.11.010 （査読付）.
・Kimberly Burnett, Christopher Wada, Aiko Endo, Makoto Taniguchi 2017,06 The Economic Value of
Groundwater in Obama. Journal of Hydrology: Regional Studies (Elsevier) 11:44-52. DOI:10.1016/
j.ejrh.2015.10.002 （査読付）.
・Terukazu Kumazawa, Keishiro Hara, Aiko Endo, Makoto Taniguchi 2017,06 Supporting collaboration in
interdisciplinary research of water-energy-food nexus by means of ontology engineering. Journal of
Hydrology: Regional Studies (Elsevier) 11:31-43. DOI:DOI:10.1016/j.ejrh.2015.11.021 （査読付）.
【総説】
・森岡　優志、美山　透、Sergey M. Varlamov、宮澤　泰正、古川　恵太、遠藤　愛子、植松　光夫、宮崎　信之、








・遠藤愛子 大槌における水・エネルギー・食料ネクサス研究. 公開セミナ 「ー大槌の水とエネルギーと漁業」, 2018
年 02 月 18 日, 大槌町役場. （本人発表).
・Aiko Endo Understanding Integration with Nexus Approach: Developing Transferable, Scalable, &
Sustainable Methods. RIHN 12th International Symposium “Trans-scale Solutions for Sustainability”,
2017.12.20-2017.12.21, Kyoto International Conference Center. （本人発表).
・Aiko Endo, Terukazu Kumazawa, Makoto Yamada, Takaaki Kato Designing and visualizing the water-energy-
food nexus system. AGU Fall Meeting 2017　GC32A: Achieving Water-Energy-Food Nexus Sustainability: A
Science and Data Need or a Need for Integrated Public Policy? I, 2017.12.11-2017.12.15, New Orleans.
（本人発表).
・遠藤愛子 ネクサスと別府一斉調査. サイエンスアゴラ 2017 「温泉と地熱発電を科学する！世代や国籍を超えて
⽂化を継承するには？」, 2017 年 11 月 24 日-2017 年 11 月 26 日, テレコムセンタービル. （本人発表).
・ Endo, A. Challenges on Water-Energy-Food Nexus by Regions. Asia WEF Nexus Workshop,
2017.07.11-2017.07.15, Nakhon Panom, Thailand. （本人発表).
・森岡 優志、美山 透、Varlamov Sergey、宮澤 泰正、古川 恵太、遠藤 愛子、植松 光夫、宮崎 信之、山形俊男
Future Earth and SIMSEA: A Case Study in Sukumo Bay, Japan. JpGU-AGU Joint Meeting 2017,
2017.05.20-2017.05.25, Makuhari Messe.
【ポスター発表】
・Endo, A., Fujii, M., Shoji, J., Baba, K., Oh, T., Yamada, M., Honda, H., Masuhara, N., Gurdak, J.,
Allen, D., Delinom, R., Siringan, F., Taniguchi, M. Human-Environmental Security in Asia-Pacific
Ring of Fire: Water-Energy-Food Nexus. JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017.05.20-2017.05.25, Makuhari
Messe. （本人発表).
・Sang-Hyun Lee, Rabi H. Mohtar, Bassel T. Daher, Amjad T. Assi, Adnan Degirmencioglu, Jin-Yong Choi,
Aiko Endo, Makoto Taniguchi Development of a Water-Energy-Food Nexus platform to assess the impact
of food policy, trade, and land use on national resource security. Dresden Nexus Conference 2017,
2017.05.17-2017.05.19, Dresden, Germany.
【招待講演・特別講演、パネリスト】
・Endo, A. The Nexus Challenges for Promoting Green Technologies. UN ESCAP International Conference on
Green Technologies for Achieving SDGs, 2017.11.28, Manila.
・Endo, A. . Science Agora 2017 Creating Sustainable Future City with STI!: A World that Changes by
Achieving the SDGs, 2017.11.24-2017.11.26, Telecom Center Building, Tokyo. Moderator
・Endo, A. ①Challenges Related to Water-Energy-Food Nexus by Regions, ②Human-Environmental Security
in Asia-Pacific Ring of Fire:　Water-Energy-Food Nexus. UNESCAP Regional Consultation on Innovation




・Develop Operational Linkages and Human Resources among Academic Sector, Government Agencies, and
Private Sectors in ASEAN countries and Japan (JASTIP) 2017 年-2018 年. JASTIP-NET.
○社会活動・所外活動
【依頼講演】
・水・エネルギー・食料ネクサスから地球環境問題を考える. 平成 29 年度創立記念講演会, 2017 年 10 月 10 日, 京
都華頂大学・華頂短期大学.
・水を巡る地球環境安全保障：水・エネルギー・食料ネクサス. シニア自然大学校　地球環境自然学講座, 2017 年
09 月 09 日, 大阪.














・王智弘 2017 年 09 月 可能性の海へ (石川智士・渡辺一生編 2017 年 03 月 地域が生まれる、資源が育てる─エリ
アケイパビリティーの実践 に関する書評). Humanity & Nature Newsletter(68):14.
【その他の著作（会報・ニュースレター等）】
・王智弘 2018 年 01 月 せーのではかろう！別府市全域温泉一斉調査. Humanity & Nature Newsletter (70):15.
・古居智子・王智弘・佐々彰聡・若松昭男 2017 年 12 月 テーマセッション 1「ヤクスギのすべて（人文科学編）」
1-2 屋久島の森と夢の 150 年─小杉谷─. 屋久島学ソサエティ会誌 (4):43-62.
・王智弘・太田和彦・熊澤輝一・三木弘史・三村豊・遠山真理・寺本瞬 2017 年 11 月 ゲームカフェ地球研にようこ
そ：食をめぐる環境問題を遊びながら学ぶ. Humanity & Nature Newsletter (69):8-13.
202
・王智弘 2017 年 07 月 表紙は語る：幻想の島. Humanity & Nature Newsletter (67):16.
○学会活動（運営など）
【組織運営】
・環境社会学会, 国際交流委員. 2017 年 06 月-2019 年.
○その他の成果物等
【企画・運営（展示など）】
・小杉谷写真展, (監修・寄稿). 2017 年 04 月 01 日-2017 年 05 月 31 日, 小杉谷小中学校跡地（鹿児島県屋久島町）.
【創作活動】
・ゲームで学ぼう。食とエネルギー (食・エネルギーネクサスの学習用ボードゲーム製作). 地球研オープンハウ
ス, 2017 年 07 月 28 日, 京都市北区上賀茂本山.
○外部資金の獲得
【科研費】
・将来社会ビジョンの実現に向けた住民参加型地域社会モデルデザイン手法の開発(研究分担者) 2017 年 04 月 01
日-2020 年 03 月 31 日. 基盤研究（C） (17K00707).
【その他の競争的資金】
・資源問題を連関〈ネクサス〉の視点から理解するためのボードゲームとアクティブラーニングプログラムの開発
2018 年 03 月-2020 年 03 月. 科学技術融合振興財団　調査研究助成事業.
○社会活動・所外活動
【他の研究機関から委嘱された委員など】
・特定非営利活動法人屋久島エコ・フェスタ, 理事. 2017 年 07 月
・高島市まちづくり推進会議, コーディネーター (企画の協議・検討・助言). 2017 年 04 月-2019 年 03 月.
【依頼講演】
・エネルギーの自給自足を目指して　屋久島の試み. 第 4 回市民公開講座「地産地消のエネルギー（屋久島・瀬戸
内）」, 2017 年 10 月 21 日, 名古屋大学 IB 電子情報館（名古屋市千種区不老町）.
○教育
【非常勤講師】





(2009)、 London School of Economics and Political Science, MSc in Social Anthropology (Taught Course)











・王智弘 2017 年 07 月 表紙は語る：幻想の島. Humanity & Nature Newsletter (67):16.
○学会活動（運営など）
【組織運営】
・環境社会学会, 国際交流委員. 2017 年 06 月-2019 年.
○その他の成果物等
【企画・運営（展示など）】
・小杉谷写真展, (監修・寄稿). 2017 年 04 月 01 日-2017 年 05 月 31 日, 小杉谷小中学校跡地（鹿児島県屋久島町）.
【創作活動】
・ゲームで学ぼう。食とエネルギー (食・エネルギーネクサスの学習用ボードゲーム製作). 地球研オープンハウ
ス, 2017 年 07 月 28 日, 京都市北区上賀茂本山.
○外部資金の獲得
【科研費】
・将来社会ビジョンの実現に向けた住民参加型地域社会モデルデザイン手法の開発(研究分担者) 2017 年 04 月 01
日-2020 年 03 月 31 日. 基盤研究（C） (17K00707).
【その他の競争的資金】
・資源問題を連関〈ネクサス〉の視点から理解するためのボードゲームとアクティブラーニングプログラムの開発
2018 年 03 月-2020 年 03 月. 科学技術融合振興財団　調査研究助成事業.
○社会活動・所外活動
【他の研究機関から委嘱された委員など】
・特定非営利活動法人屋久島エコ・フェスタ, 理事. 2017 年 07 月
・高島市まちづくり推進会議, コーディネーター (企画の協議・検討・助言). 2017 年 04 月-2019 年 03 月.
【依頼講演】
・エネルギーの自給自足を目指して　屋久島の試み. 第 4 回市民公開講座「地産地消のエネルギー（屋久島・瀬戸
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(2009)、 London School of Economics and Political Science, MSc in Social Anthropology (Taught Course)














・Osawa, T. 2017,12 Associating Land with People: Land and Collective Identity among the Suku Asli of




・Osawa, T. Research experience in Indonesia by a Japanese anthropologist. A practice of qualitative
method. Open Seminar of Andalas University, 2017.08.29, Padang, Indonesia. (その他) （本人発表).
・Osawa, T. Who is the Akit? History and ethnicity of orang asli in Riau. Open Seminar of Riau Islamic
University, 2017.08.26, Riau Islamic University, Pekanbaru, Indonesia. (その他) （本人発表).
○外部資金の獲得
【科研費】
・東部スマトラのオラン・アスリ社会における選挙と民主主義の社会人類学的研究(研究代表者) 2017 年 04 月-2019







日本学術振興会特別研究員 DC2(2012)、 北海道大学 北方生物圏フィールド科学センター 学術研究員(2014)、 総合
地球環境学研究所 研究高度化支援センター 技術補佐員(2014)、 総合地球環境学研究所 研究高度化支援センター












・Ikuyo Saeki, Shigeru Niwa, Noriyuki Osada, Fujio Hyodo, Tamihisa Ohta, Yoshitaka Oishi, Tsutom Hiura
2017 Adaptive significance of arboreality: field evidence from a tree-climbing land snail. Animal
Behaviour 127:53-66. DOI:10.1016/j.anbehav.2017.02.022 （査読付）.
・Jun Matsubayashi, Tamihisa Ohta, Osamu Takahashi, Ichiro Tayasu 2017 Reconstruction of the extinct
Ezo wolf’s diet. Journal of Zoology 302(2):88-93. DOI:10.1111/jzo.12436 （査読付）.
・Koh Hasegawa, Tamihisa Ohta, Satoru Takahashi 2017 Are hatchery chum salmon fry a native invader?





Ph.D.(University of Oxford)、 MSc (Univeristy of Oxford)、 Master of Environmental Management and










・The Intergovernmental Science-Policy Platform on Biodiversity and Ecosystem Services (IPBES), Lead
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・Jun Matsubayashi, Tamihisa Ohta, Osamu Takahashi, Ichiro Tayasu 2017 Reconstruction of the extinct
Ezo wolf’s diet. Journal of Zoology 302(2):88-93. DOI:10.1111/jzo.12436 （査読付）.
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2017.05.20, Makuhari Messe.
・Tan, A. K. V., A. E. Belen, C. Perez, G. R. Buenaventura, E. M. Peralta, I. B. B. De Jesus, P.
Palomares, J. C. Briones, T. Ikeya, F. Magbanua, R. D. Papa & N. Okuda “Stream Benthic
Macroinvertebrates Response to Water Quality of Urban and Rural Areas of the Marikina Watershed”In:
Biodiversity, nutrients and other materials in ecosystems from headwaters to coasts. JpGU-AGU Joint
Meeting 2017, 2017 年 05 月 20 日, Makuhari Messe.
・Espiritu, K. G. R., J. N. A. De Vera, F. G. G. Cantre1, E. M. Peralta, I. B. B. De Jesus, P.
Palomares, J. C. Briones, T. Ikeya, F. Magbanua, R. D. Papa & N. Okuda “Land use impact on benthic
macroinvertebrate assemblages in selected lotic ecosystems in a government-declared protected
landscape”In: Biodiversity, nutrients and other materials in ecosystems from headwaters to coasts.
JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017.05.20, Makuhari Messe.
・Ikeya, T. C.-Y. Ko, E. M. Peralta, T. Ishida, Y. Uehara, S. Asano, N. Okuda, M. Ushio, S. Fujinaga,
I. Tayasu & T. Iwata The community composition and diversity of epilithic bacterium and microalgae
in a Japanese river system during irrigation season”In: Biodiversity, nutrients and other materials
in ecosystems from headwaters to coasts. JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017.05.20, Makuhari Messe.
・Jin, G., M. Saito, S. Onodera, T. Ishida, N. Okuda, R. Yi, S. Ban & Y. Tomozawa “Characteristic of
oxygen isotope ratio of phosphate in endmember of Lake Biwa”In: Biodiversity, nutrients and other
materials in ecosystems from headwaters to coasts. JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017.05.20, Makuhari
Messe.
・Uehara, Y., Y. Kataoka, T. Kikkou, T. Ishida, S. Asano, Y. Kobayashi, T. Otake & N. Okuda “Migration
routes of pelagic crucian carp "Carassius auratus grandoculis" endemic to Lake Biwa revealed by
otolith Sr stable isotopes”In: Biodiversity, nutrients and other materials in ecosystems from
headwaters to coasts. JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017 年 05 月 20 日, Makuhari Messe.
○学会活動（運営など）
【企画・運営・オーガナイズ】
・第 21 回 地球研地域連携セミナー「地域の底ヂカラ：結の精神が育むいきものの多様性」 (企画総括). 2018 年
02 月 24 日, 甲賀市 かふか生涯学習館.
・第 2 回 I-URIC フロンティアコロキウム「よそもの学」, 座長：奥田昇・雨宮健太・冨川喜弘. 2017 年 12 月 12
日-2017 年 12 月 13 日, つま恋リゾート彩の郷 　静岡県掛川市.
・日本陸水学会第 82 回大会課題講演「流域ガバナンス：陸水学が果たす学術的貢献と社会的役割」, オーガナイザ
ー：奥田昇. 2017 年 09 月 29 日, 仙北市 秋田.
・第 1 回 I-URIC フロンティアコロキウム「共生・共存と多様性の維持」, 企画者：雨宮健太・冨川喜弘・小磯花
絵・真野昌二・奥田昇. 2017 年 09 月 20 日, 地球研 京都市.




Privaldos・Irisse Bianca B. De Jesus・Ellis Mika Triño・尾坂謙一・陀安一郎 河川生態系の生物多様性とリ
ン循環機能. 第 65 回日本生態学会, 2018 年 03 月 16 日, 札幌コンベンションセンター.
・上原佳敏・中川隼人・高山久弥・ 片岡佳孝・亀甲武志・根本守仁・小北智之・大竹二雄・奥田昇「 琵琶湖固有
種ニゴロブナの出生地回帰性：耳石 Sr 安定同位体を用いた回遊履歴の復元. 第 65 回日本生態学会, 2018 年 03 月
16 日, 札幌コンベンションセンター.
・石田卓也・上原佳敏・岩田智也・Osbert Leo A. Privaldos・淺野悟史・池谷透・尾坂兼一・井手淳一郎・陀安一
郎・奥田昇 河川におけるリンの面源負荷源の推定：リン酸酸素同位体比を用いて. 第 7 回同位体環境学シンポジ
ウム, 2017 年 12 月 22 日, 地球研.
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・Uehara, Y., Y. Kataoka, T. Kikkou, T. Ishida, S. Asano, Y. Kobayashi, T. Otake & N. Okuda “Migration
routes of pelagic crucian carp "Carassius auratus grandoculis" endemic to Lake Biwa revealed by
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headwaters to coasts. JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017 年 05 月 20 日, Makuhari Messe.
○学会活動（運営など）
【企画・運営・オーガナイズ】
・第 21 回 地球研地域連携セミナー「地域の底ヂカラ：結の精神が育むいきものの多様性」 (企画総括). 2018 年
02 月 24 日, 甲賀市 かふか生涯学習館.
・第 2 回 I-URIC フロンティアコロキウム「よそもの学」, 座長：奥田昇・雨宮健太・冨川喜弘. 2017 年 12 月 12
日-2017 年 12 月 13 日, つま恋リゾート彩の郷 　静岡県掛川市.
・日本陸水学会第 82 回大会課題講演「流域ガバナンス：陸水学が果たす学術的貢献と社会的役割」, オーガナイザ
ー：奥田昇. 2017 年 09 月 29 日, 仙北市 秋田.
・第 1 回 I-URIC フロンティアコロキウム「共生・共存と多様性の維持」, 企画者：雨宮健太・冨川喜弘・小磯花
絵・真野昌二・奥田昇. 2017 年 09 月 20 日, 地球研 京都市.
・中国・常州市流域ガバナンス現地視察. 2017 年 04 月 16 日, 滋賀県・野洲川流域.
○外部資金の獲得
【科研費】
・ピーコックバスがタイの生態系に与える影響の解明と対応策（連携） 2017 年 04 月 01 日-2020 年 03 月 31 日. 基
盤Ｂ海外. 日本学術振興会
・湖沼の炭素・窒素循環を駆動するメタン栄養食物網のグローバルパターン解明(研究代表者) 2016 年 04 月 01
日-2018 年 03 月 31 日. 基盤Ｂ海外 (616H057740). 日本学術振興会　
・多元素同位体・分子レベル同位体手法による生態系トレーサビリティー技術の確立（連携） 2016 年 04 月 01
日-2020 年 03 月 31 日. 基盤 A. 日本学術振興会
【各省庁等からの研究費（科研費以外）】




04 月 01 日-2020 年 03 月 31 日. 三井物産環境基金
○社会活動・所外活動
【依頼講演】
・人と自然の共生社会をめざして. 第 3 回菅平湿原シンポジウム流域ガバナンス, 2017 年 11 月 06 日, 上田市.
「流域ガバナンス：人と自然の共生社会をめざして」、第 3回菅平湿原シンポジウム、2017 年 11 月 6 日、上田市
・The Adaptive Watershed Governance: Biodiversity, Nutrient Cycling & Human Well-being. 上海交通大学環
境科学・工程学院講義, 2017 年 05 月 24 日, 上海交通大学.
・流域から持続可能な地球の未来について考える. 2017 年 05 月 12 日, NPO 法人シニア自然大学 大阪市.
○報道等による成果の紹介
【報道機関による取材】
・奥田昇「コガノゲンタロウいた！絶滅危惧種、京都北部で確認」. 京都新聞, 2017 年 11 月 07 日 朝刊.




















学会, 2017 年 09 月 27 日-2017 年 09 月 28 日, 新潟県長岡市. （本人発表).
・梶田諒介 1921-1938 年の植民地期インドネシアにおける地震の地震動のオランダ語表現とロッシ・フォレル震度
階の推定. 歴史地震研究会つくば大会, 2017 年 09 月 15 日-2017 年 09 月 16 日, 茨城県つくば市. （本人発表).
【招待講演・特別講演、パネリスト】
・Ryosuke Kajita Historical Disaster Research in Japan and Indonesia -International Cooperation for




・Joint Symposium on Tropical Peatland Restoration -Responsible Management of Tropical Peatland




・植民地期インドネシアにおける泥炭地の降水量記録の文献調査・資料収集. オランダ・ライデン, 2018 年 03 月
05 日-2018 年 03 月 20 日.
・植民地期インドネシアにおける地震・火山噴火に関する文献調査・資料収集. インドネシア・ジャカルタ, 2018
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05 日-2018 年 03 月 20 日.
・植民地期インドネシアにおける地震・火山噴火に関する文献調査・資料収集. インドネシア・ジャカルタ, 2018





















・加藤義和・奥田昇・由水千景・陀安一郎 歴史標本から読み取る魚類の食性の長期変遷. 第 65 回日本生態学会大
会シンポジウム“アミノ酸の窒素安定同位体比がせまる栄養段階研究の最前線”, 2018 年 03 月 14 日-2018 年 03
月 18 日, 札幌市. （本人発表).
【ポスター発表】
・加藤義和・奥田昇・由水千景・陀安一郎 歴史標本から読み取る魚類の食性の長期変遷. 第 7 回同位体環境学シン






















・「江戸定府大名堀田氏の所領統治－地域社会と行政機構の相関モデルの構築－」(研究分担者) 2017 年 04 月 01
日-2020 年 03 月 31 日. 基盤研究（C）.
・「西播磨小藩・旗本領における領主支配と地域構造の歴史的研究」(研究分担者) 2017 年 04 月 01 日-2020 年 03 月
31 日. 基盤研究（C）.
・「オントロジーを用いた環境共生への地域ストーリーの共同構築手法の開発」(研究分担者) 2015 年 10 月 21
日-2018 年 03 月 31 日. 基盤研究（C） (15K00674).
・「『小さなコミュニティ』のリスク対応力に関する研究：２１世紀の生活環境主義へ」(研究分担者) 2015 年 04 月
01 日-2018 年 03 月 31 日. 基盤研究（B） (15H03420).

























・甘靖超 婚姻儀礼における食物贈与からみる親族関係―中国江南の農村地区を事例に. 日本民俗学会第 69 回年会,
2017 年 10 月 14 日-2017 年 10 月 15 日, 京都府京都市，佛教大学. （本人発表).
・甘靖超 郷土食による中山間地域小規模集落の地域おこし―南信州の祭り街道弁当プロジェクトを事例に. 日本生
活学会第 44 回研究発表大会, 2017 年 05 月 20 日-2017 年 05 月 21 日, 東京都，亜細亜大学. （本人発表).
【招待講演・特別講演、パネリスト】
・甘靖超 モチから見た中国江南. 神奈川大学大学院歴史民俗資料学研究科研究会, 2018 年 01 月 10 日, 神奈川県
横浜市，神奈川大学.
・甘靖超 地球環境学の扉を開く―中国江南地域の食べ物と食文化から. 総合地球環境学研究所・京都府立北稜高等




2018 年 01 月 12 日, 京都府京都市，総合地球環境学研究所.
○外部資金の獲得
【その他の競争的資金】
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環境社会学会、 湿地学会、 「野生生物と社会」学会、 日本エコミュージアム研究会、 地域環境学ネットワーク
【受賞歴】
「第 2回　観光に関する学術研究論文－観光振興又は観光開発に対する提言」奨励賞、(財)アジア太平洋観光交流セ
ンター,1997 年 3 月 1 日、 「第 3 回　観光に関する学術研究論文：観光振興又は観光開発に対する提言」奨励賞、
(財)アジア太平洋観光交流センター,1997 年 12 月 13 日、 「日経地球環境技術賞（第 17 回）」（代表：池田啓）日本
経済新聞社,2007 年 11 月 19 日、 「第 25 回　村尾育英会学術賞」学術奨励賞,(財)村尾育英会,2008 年 3 月 8 日、
「兵庫県知事表彰」兵庫県,2011 年 11 月 24 日、 「第 8回日本質的心理学会学会賞（優秀コミュニティ研究論文賞）」




・環境社会学会, 理事 (編集). 2015 年 06 月-2017 年 06 月.




04 月 01 日-2020 年 03 月 31 日. 基盤研究（A）.
・包括的地域再生に向けた順応的ガバナンスの社会的評価モデルの開発(研究代表者) 2015 年 04 月 01 日-2018 年
03 月 31 日. 基盤研究 B (15H03425).
【受託研究】



















・Maiko Ebisudani, Sayaka Kishimoto, Haruko Yamaguchi, Toyohiko Nakakubo, Akihiro Tokai 2017,12 An
Integrated Measurement Framework of City Resilience for Preparedness: A Case Study for Japan.
Journal of Sustainable Development . Vol 10, No.6. Canadian Center of Science and Education, 1120




・岸本紗也加 「地球環境学」を活かした環境教育の実践と課題. 一般社団法人　日本環境教育学会　第 28 回年次
大会, 2017 年 09 月 02 日-2017 年 09 月 03 日, 岩手大学（岩手県盛岡市上田 3 丁目 18-8）. DOI:http://








・Kim Satbyul 2018,02 Natural Burial as a Political Ideological Phenomenon: Beyond the “System”. Korean
Journal of Japanese Studies 18:162-183. (韓国語) （査読付）.



















・Maiko Ebisudani, Sayaka Kishimoto, Haruko Yamaguchi, Toyohiko Nakakubo, Akihiro Tokai 2017,12 An
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Journal of Sustainable Development . Vol 10, No.6. Canadian Center of Science and Education, 1120
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大会, 2017 年 09 月 02 日-2017 年 09 月 03 日, 岩手大学（岩手県盛岡市上田 3 丁目 18-8）. DOI:http://








・Kim Satbyul 2018,02 Natural Burial as a Political Ideological Phenomenon: Beyond the “System”. Korean
Journal of Japanese Studies 18:162-183. (韓国語) （査読付）.
・金セッピョル 2017 年 06 月 不可視化した葬送儀礼としての自然葬. 宗教と社会 23:111-118. （査読付）.
○その他の出版物
【辞書等の分担執筆】
・金セッピョル 2017 年 12 月 共和国（北朝鮮）. 中牧弘允編. 世界の暦文化事典. 丸善出版, 東京都千代田区.
・金セッピョル 2017 年 12 月 大韓民国. 中牧弘允編. 世界の暦事典. 丸善出版, 東京都千代田区.
○会合等での研究発表
【口頭発表】
・Kim Satbyul A Case Study of the Visual Method for Science Communication. Workshop on Science
Communication, 2017.10.25, インドネシア　ジャカルタ市.
・金セッピョル 新しい葬送儀礼における反商業主義を考えるー自然葬を中心に. 京都民俗学会談話会, 2017 年 05




2018 年 02 月 26 日, 東京都千代田区. （本人発表). 映像作品上映
【招待講演・特別講演、パネリスト】
・金セッピョル 新しい葬儀における死生観ー共同性を中心にー. 現代社会における誕生と死　全南大学日本文化研
究センター　, 2017 年 11 月 07 日, 韓国　全羅南道光州市.
・朝倉敏夫、金セッピョル 日本の葬墓文化ー自然葬を中心に. 第４回韓国伝統喪礼文化伝承及び世界化方案　喪輿
小屋ー生者の慰労と死者の平安, 2017.11.03-2017.11.04, 韓国　慶尚北道慶山市. (韓国語)
○調査研究活動
【海外調査】
・韓国の喪輿民俗保存運動に関する調査. 韓国　慶尚北道慶山市, 2018 年 03 月 16 日-2018 年 03 月 28 日.
・ブータンの有機農業に関する調査と映像取材. ブータン　ハ、ティンブ、プナカ、パロ, 2018 年 01 月 22 日-2018
年 01 月 29 日.
○社会活動・所外活動
【その他】
・2017 年 12 月 17 日 「ビューティフル・ライス」展にて研究者トーク　日本科学未来館




・韓国伝統葬礼　人類学的な観点から研究したい　. 毎日新聞, 2018 年 03 月 27 日. (韓国語)
・文化往来「暦から世界の文化を見る」画期的な事典. 日本経済新聞, 2018 年 01 月 09 日.
・『世界の暦文化事典』書評　政治や暮らし、文化が見える. 京都新聞, 2018 年 01 月 07 日.
○教育
【非常勤講師】
・奈良県立大学, 地域創造学部, 都市とグローバリゼーション. 2017 年 04 月- .
・関西大学, 政策創造学部（グローバル・スターディーズ）, 導入ゼミⅡ. 2016 年 10 月- .

























・Chen Zhang, YuanWang, Xiaowei Song, Jumpei Kubota, Yanmin He, Junji Tojo, Xiaodong Zhu 2017,08 An
integrated specification for the nexus of water pollution and economic growth in China: Panel
cointegration, long-run causality and environmental Kuznets curve. Science of the Total Environment
609:319-328. DOI:http://dx.doi.org/10.1016/j.scitotenv.2017.07.107 （査読付）.
・窪田　順平 2017 年 05 月 気候変動対策と中国－パリ協定批准によせて－. 国際問題(661):4-13.
○社会活動・所外活動
【他の研究機関から委嘱された委員など】
・一般社団法人水文・水資源学会, 監事. 2014 年 07 月-2018 年 06 月.
































・Chen Zhang, YuanWang, Xiaowei Song, Jumpei Kubota, Yanmin He, Junji Tojo, Xiaodong Zhu 2017,08 An
integrated specification for the nexus of water pollution and economic growth in China: Panel
cointegration, long-run causality and environmental Kuznets curve. Science of the Total Environment
609:319-328. DOI:http://dx.doi.org/10.1016/j.scitotenv.2017.07.107 （査読付）.
・窪田　順平 2017 年 05 月 気候変動対策と中国－パリ協定批准によせて－. 国際問題(661):4-13.
○社会活動・所外活動
【他の研究機関から委嘱された委員など】
・一般社団法人水文・水資源学会, 監事. 2014 年 07 月-2018 年 06 月.





















日本都市計画学会、 日本計画行政学会、 環境情報科学センター、 人工知能学会、 日本シミュレーション＆ゲー
ミング学会、 環境社会学会、 木質炭化学会、 環境科学会、 日本建築学会
【受賞歴】
日本計画行政学会第 17 回学術賞・論文賞（2005）、 日本環境共生学会環境共生学術賞（著作賞）（2005）、 Pacific




・Aiko Endo, Terukazu Kumazawa, Kimberly Burnett, Akira Ishii, Izumi Tsurita, Christopher A.Wada,
Takaaki Kato, Makoto Yamada, and Pedcris Orencio 2018,03 An Interdisciplinary Approach for Water-
Energy-Food Nexus. Aiko Endo and Tomohiro Oh (ed.) The Water-Energy-Food Nexus: Human-Environmental
Security in the Asia-Pacific Ring of Fire. Global Environmental Studies. Springer Singapore,
Singapore, pp.289-299. DOI:10.1007/978-981-10-7383-0_20
・Terukazu Kumazawa, Keishiro Hara, Aiko Endo, and Makoto Taniguchi 2018,03 Assessment of Collaboration
Process in Interdisciplinary Research of Water-energy-food Nexus by Means of Ontology Engineering.
Aiko Endo and Tomohiro Oh (ed.) The Water-Energy-Food Nexus: Human-Environmental Security in the









例として―」. 第 12 回テキストアナリティクス・シンポジウム, 2018 年 02 月 16 日-2018 年 02 月 17 日, 大阪市
北区. 電子情報通信学会技術研究報告，Vol.117，No.439，pp.11-14
・Asako Iwami・Michinori Kimura・Terukazu Kumazawa Local Residents' Awareness of the Value of Regional
Resources -A Case Study of Traditional Food “Heshiko” of Kutsuki District, Shiga Prefecture –. 10th
International Symposium on Environmentally Conscious Design and Inverse Manufacturing,
2017.11.29-2017.12.01, Tainan.
・Terukazu Kumazawa Towards Establishing Collaboration Assessment Based on Ontology Engineering. JSAI
International Symposia on AI（JSAI-ISAI) ; Workshop kNeXI 2017 (International Workshop on kNowledge
eXplication for Industry), 2017.11.14-2017.11.15, 東京都文京区. （本人発表).
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・近藤康久・熊澤輝一・菊地直樹・鎌谷かおる・安富奈津子・内山愉太・林憲吾・橋本慧子・村松伸 「知の跳躍－
学際・超学際研究イノベーションの現場としての地球研」. 研究イノベーション学会第 32 回年次学術大会, 2017
年 10 月 28 日-2017 年 10 月 29 日, 京都大学 吉田キャンパス.
・小野聡・木村道徳・熊澤輝一・上須道徳 滋賀県高島市朽木における将来ビジョンを見据えた行動計画の策定プロ
セス. 日本計画行政学会関西支部平成 29 年度研究大会, 2017 年 06 月 24 日, 大阪市中央区.
・熊澤輝一・古崎晃司 「オントロジーに基づくドメインを横断した個別知識間の因果論理構築支援に関する考察－
環境・サステイナビリティ領域を対象に」. 2017 年度人工知能学会全国大会（第 31 回）, 2017 年 05 月 23 日-2017
年 05 月 26 日, 名古屋市中村区. （本人発表).
・近藤康久・熊澤輝一・陀安一郎・中野孝教 市民参加による多元素同位体景観マッピングのための情報可視化手法
の検討. JpGU-AGU Joint Meeting 2017, セッション「環境トレーサビリティー手法の開発と適用」, 2017 年 05
月 20 日-2017 年 05 月 25 日, 千葉市美浜区.
【ポスター発表】
・熊澤輝一・古崎晃司 「環境・サステイナビリティ領域におけるドメイン知識間の因果論理構築支援ツールの開
発」. 第 32 回人文機構シンポジウム「人文知による情報と知の体系化～異分野融合で何をつくるか～」, 2018 年
02 月 26 日, 東京都千代田区.
【招待講演・特別講演、パネリスト】
・熊澤輝一 「オントロジー工学による地球環境学の知識デザイン」. 第 7 回地球環境学講座, 2018 年 03 月 15 日,
北京大学.
・熊澤輝一 「地域らしさの未来を考える－ともに作りともに使う未来デザインの〝型〟とは？－」. 第 9 回地球研
東京セミナー, 2018 年 01 月 27 日, 東京大学駒場キャンパス.
・熊澤輝一 環境・サステイナビリティ領域におけるドメイン知識間の因果論理構築支援ツール の開発. 地球研　




・第 23 回計画行政の実例から学ぶ講座 「芸大移転と高瀬川のまちづくり」, 日本計画行政学会関西支部 幹事 (企
画・運営). 2018 年 03 月 25 日, 京都市下京区.




04 月 01 日-2021 年 03 月 31 日. 基盤研究（B） (17H01789).
・「将来社会ビジョンの実現に向けた住民参加型地域社会モデルデザイン手法の開発」(研究分担者) 2017 年 04 月
01 日-2020 年 03 月 31 日. 基盤研究（C） (17K00707).
・「オントロジーを用いた環境共生への地域ストーリーの共同構築手法の開発」(研究代表者) 2015 年 10 月 21
日-2018 年 03 月 31 日. 基盤研究（Ｃ） (15K00674).
○社会活動・所外活動
【他の研究機関から委嘱された委員など】
・高島市, 高島市まちづくり推進会議・コーディネーター. 2017 年 04 月-2019 年 03 月.
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・小林邦彦 2017 年 11 月 生物多様性条約における遺伝資源に関するデジタル配列情報の議論の動向と今後の法的





Clark University 地理学科留学（2004）、 Smith College 学部卒業（2006）、 京都大学大学院地球環境学舎陸域生
態系管理論分野修士過程修了（2012）、 京都大学大学院地球環境学舎景観生態保全論分野博士課程修了（2016）
【職歴】
NGO Project Bona Fide, ボランティアコーディネーター（2008)、 Watershed Stewards Project, US Forest






American Association of Geographers (AAG)、 International Association for the Study of the Commons
(IASC)、 Sustainable Consumption Research and Action Initiative (SCORAI)、 International Society of









・Kobayashi, Mai Bhutan’s fertility transition: organic agriculture and the adaptation of peasant
farmers in the Himalayan Kingdom. XVI Biennial IASC Conference , 2017.07.10-2017.07.14, Utrecht, the
Netherlands. （本人発表).
・Kobayashi, Mai Strategic Workshop for Transforming Japan's Involvement in the Global Food System - An
analysis of Japanese Domestic Policies <A background view>. ICAS International Colloquium - The
Future of Food and Challenges for Agriculture in the 21st Century, 2017.04.24-2017.04.26, Vitoria
Gasteiz, Alava, Basque Country, Europe. （本人発表).
・Kobayashi, Mai Bhutan’s Changing Landscape of Food Production: an Organic Agriculture Policy and the
Adaptation of Peasant Farmers in the Himalayan Kingdom. American Association of Geographers (AAG)




04 月 01 日-2018 年 03 月 31 日. 公益財団法人日本科学協会笹川科学研究助成, 学術研究部門 (29-128).
○社会活動・所外活動
【他の研究機関から委嘱された委員など】
・同志社大学, 非常勤講師 (地球環境問題２). 2017 年 10 月-2017 年 03 月.









日本学術振興会特別研究員 DC2（2008）、 日本学術振興会特別研究員 PD（2009）、 東京大学空間情報科学研究セン















・Kobayashi, Mai Bhutan’s fertility transition: organic agriculture and the adaptation of peasant
farmers in the Himalayan Kingdom. XVI Biennial IASC Conference , 2017.07.10-2017.07.14, Utrecht, the
Netherlands. （本人発表).
・Kobayashi, Mai Strategic Workshop for Transforming Japan's Involvement in the Global Food System - An
analysis of Japanese Domestic Policies <A background view>. ICAS International Colloquium - The
Future of Food and Challenges for Agriculture in the 21st Century, 2017.04.24-2017.04.26, Vitoria
Gasteiz, Alava, Basque Country, Europe. （本人発表).
・Kobayashi, Mai Bhutan’s Changing Landscape of Food Production: an Organic Agriculture Policy and the
Adaptation of Peasant Farmers in the Himalayan Kingdom. American Association of Geographers (AAG)




04 月 01 日-2018 年 03 月 31 日. 公益財団法人日本科学協会笹川科学研究助成, 学術研究部門 (29-128).
○社会活動・所外活動
【他の研究機関から委嘱された委員など】
・同志社大学, 非常勤講師 (地球環境問題２). 2017 年 10 月-2017 年 03 月.









日本学術振興会特別研究員 DC2（2008）、 日本学術振興会特別研究員 PD（2009）、 東京大学空間情報科学研究セン







国際地形学会 (IAG)、 考古学におけるコンピュータの利用と数量的方法に関する国際学会 (CAA)、 CIPA（文化遺
産のドキュメンテーションに関する国際学会）、 欧州地球惑星科学連合 (EGU)、 日本地球惑星科学連合 (JpGU)、
地理情報システム学会、 日本地理学会、 日本人類学会、 考古学研究会、 日本西アジア考古学会、 日本旧石器学
会、 文化遺産国際協力コンソーシアム、 日本イコモス国内委員会、 研究・イノベーション学会
【受賞歴】





・近藤康久 2018 年 02 月 古代文明マガン：オマーン伝統文化の礎. 松尾昌樹編 オマーンを知るための 55 章. エリ
ア・スタディーズ, 163. 明石書店, 東京都千代田区, pp.74-79.
○論文
【原著】
・Yasuhisa Kondo, Katsuhiro Sano, Takayuki Omori, Ayako Abe-Ouchi, Wing-Le Chan, Seiji Kadowaki, Masaki
Naganuma, Ryouta O’ishi, Takashi Oguchi, Yoshihiro Nishiaki, Minoru Yoneda 2018,01 Ecological niche
and least-cost path analyses to estimate optimal migration routes of Initial Upper Palaeolithic
populations to Eurasia. Yoshihiro Nishiaki, Takeru Akazawa (ed.) The Middle and Upper Paleolithic
Archaeology of the Levant and Beyond. Replacement of Neanderthals by Modern Humans Series, 5.
Springer Nature Singapore, Singapore, pp.199-212. DOI:10.1007/978-981-10-6826-3_13
【総説】
・近藤康久 2018 年 02 月 デジタル遺跡地図のつくりかた. 多摩のあゆみ(169):7-14.
・近藤康久 2018 年 01 月 データサイエンスと旧石器研究. 考古学ジャーナル(708):16-19.
○その他の出版物
【解説】
・王　戈, 佐藤賢一, 近藤康久, 松尾由美 2018 年 02 月 集会報告　第 1 回 チームサイエンスの科学の日本での推
進×ハテナソン. 情報管理 60(7):824-827. DOI:10.1241/johokanri.60.824
【報告書】
・北川浩之, 近藤康久, 野口　淳, 長谷川精 2018 年 03 月 パレオアジア古環境研究ネットワークの構築に向けて.
北川浩之編 パレオアジア文化史学 計画研究 A03 平成 29 年度研究報告書. アジアにおけるホモ・サピエンス定着
期の気候変動と居住環境の解明, 文部科学省科学研究費補助金新学術領域研究（研究領域提案型） (16H06410),
pp.1-9.
・近藤康久・岩本葉子編 2018 年 03 月 びわ湖の水草：オープンサイエンスと社会協働の融合に基づく琵琶湖流域圏
水草資源活用コミュニティーの形成 Newsletter No. 1. オープンサイエンスと社会協働の融合に基づく琵琶湖
流域圏水草資源活用コミュニティーの形成, 三井物産環境基金研究助成 (R16-0036), 4pp.
・近藤康久, 大西秀之, 岩本葉子 2018 年 03 月 バズワードとしての「文化」. 北川浩之編 パレオアジア文化史学
計画研究 A03 平成 29 年度研究報告書. アジアにおけるホモ・サピエンス定着期の気候変動と居住環境の解明, 文
部科学省科学研究費補助金（新学術領域研究） (16H06410), pp.57-150.
・近藤康久, 三木健裕, 黒沼太一, 野口　淳, 北川浩之 2018 年 03 月 アラビア半島におけるホモ・サピエンスの定
着：オマーンでの予備調査（第 2 報）. 北川浩之編 パレオアジア文化史学 計画研究 A03 平成 29 年度研究報告
書. アジアにおけるホモ・サピエンス定着期の気候変動と居住環境の解明, 文部科学省科学研究費補助金（新学
術領域研究） (16H06410), pp.44-45.
・近藤康久, 小口　高, 早川裕弌, 片岡香子, 三木健裕, 黒沼太一 2018 年 02 月 オマーンにおけるステークホル
ダーとの協働による自然・文化遺産地理情報基盤の構築. 公益財団法人国土地理協会編 学術研究助成報告集 第
3 集. オマーンにおけるステークホルダーとの協働による自然・文化遺産地理情報基盤の構築, 平成 27 年度国土
地理協会研究助成, pp.163-176.
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・近藤康久 2017 年 07 月 環境問題の現場における超学際研究の新展開. 千葉大学環境リモートセンシング研究セ
ンター編 千葉大学環境リモートセンシング研究センター Annual Report Volume 22. p.65-65.
・Yasuhisa Kondo (ed.) 2017,06 Oman National Heritage Inventory Project Report of the 2016-2017
Seasons.,] 46pp. Unpublished report to the Ministry of Heritage and Culture, Sultanate of Oman
・近藤康久 2017 年 05 月 パレオアジア文化史学オープンデータポータルの基本構想と遺跡データベースの仕様.
西秋良宏編 パレオアジア文化史学 計画研究 A01 班 2016 年度研究報告. アジアにおけるホモ・サピエンス定着プ
ロセスの地理的編年的枠組み構築, 文部科学省科学研究費補助金新学術領域研究（研究領域提案型） (16H06408),
pp.10-30.
・近藤康久 2017 年 04 月 パレオアジアデータベース鼎談. 北川浩之編 パレオアジア文化史学 計画研究 A03 班 平
成 28 年度研究報告書. アジアにおけるホモ・サピエンス定着期の気候変動と居住環境の解明, 文部科学省科学研
究費補助金新学術領域研究（研究領域提案型） (16H06410), pp.23-30.
・近藤康久 2017 年 04 月 アラビア半島におけるホモ・サピエンスの定着：オマーンでの予備調査. 北川浩之編 パ
レオアジア文化史学 計画研究 A03 班 平成 28 年度研究報告書. アジアにおけるホモ・サピエンス定着期の気候変
動と居住環境の解明, 文部科学省科学研究費補助金新学術領域研究（研究領域提案型） (16H06410), pp.31-34.
【その他の著作（会報・ニュースレター等）】
・近藤康久 2018 年 03 月 2017 年度活動報告. びわ湖の水草：オープンサイエンスと社会協働の融合に基づく琵琶
湖流域圏水草資源活用コミュニティーの形成 Newsletter 1:2-3.
・近藤康久 2018 年 03 月 やっかい者の水草を みんなのちからで びわ湖のたからに. オープンサイエンスと社会
協働の融合に基づく琵琶湖流域圏水草資源活用コミュニティーの形成 Newsletter 1:1-1.




・Yasuhisa Kondo, Hideyuki Onishi, Yoko Iwamoto Is ‘culture’ a buzzword? Ontological challenge of an
interdisciplinary project on the cultural history of early modern humans in Asia. 46th annual
conference on Computer Applications and Quantitative Methods in Archaeology, 2018.03.19-2018.03.23,
Universität Tübingen, Germany. （本人発表).
・近藤康久 オープンチームサイエンス：オープンサイエンスパラダイムに基づく超学際研究の方法論構築に向け
て. 2017 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所研究集会・科学データ研究会・第 7 回 WDS 国内シンポジウム, 2018
年 03 月 08 日, 科学技術振興機構東京本部別館（東京都千代田区）. （本人発表).
・Akira Saito, Yasuhisa Kondo, Nozomi Mizota, Tomoko Koyama Visualizing the relationship between
Repartimientos and Reducciones: An experiment with the Resource Description Framework. International
Symposium Unsettling Resettlement: Forced Concentration of the Native Population in the Colonial
Andes, 2018.02.23-2018.02.24, Vanderbilt University, Nashville, TN, USA.
・近藤康久, 大西秀之, 岩本葉子 バズワードとしての「文化」. 科研費新学術領域研究「パレオアジア文化史学：
アジア新人文化形成プロセスの総合的研究」第 4 回研究大会, 2017 年 12 月 09 日-2017 年 12 月 10 日, 東京大学
本郷キャンパス（東京都文京区）. （本人発表).
・近藤康久, 熊澤輝一, 菊地直樹, 鎌谷かおる, 安富奈津子, 内山愉太, 林　憲吾, 橋本慧子, 村松　伸 知の跳
躍：学際・超学際研究イノベーションの現場としての地球研. 研究・イノベーション学会第 32 回年次学術大会,
2017 年 10 月 28 日-2017 年 10 月 29 日, 京都大学（京都市）. （本人発表).
・Tara Beuzen-Waller, Jessica Giraud, Guillaume Gernez, Romain Courault, Yasuhisa Kondo, Charlotte
Cable, Christopher Thornton, Éric Fouache Reconstructing the emergence of oasis territories in the
piedmont of the Hajar Moutains (Sultanate of Oman): A synthesis of archaeological, geomorphological
and geographical data. XXVIIIe Rencontres internationales d’archéologie et d’histoire d’Antibes,
2017.10.10-2017.10.12, Antibes, France.
・Yasuhisa Kondo Exploring further than open science: participatory and transdisciplinary aspects of
open science. ICSU-WDS Asia-Oceania Conference 2017, 2017.09.27-2017.09.29, 京都大学（京都市）. （本
人発表).
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2017 年 10 月 28 日-2017 年 10 月 29 日, 京都大学（京都市）. （本人発表).
・Tara Beuzen-Waller, Jessica Giraud, Guillaume Gernez, Romain Courault, Yasuhisa Kondo, Charlotte
Cable, Christopher Thornton, Éric Fouache Reconstructing the emergence of oasis territories in the
piedmont of the Hajar Moutains (Sultanate of Oman): A synthesis of archaeological, geomorphological
and geographical data. XXVIIIe Rencontres internationales d’archéologie et d’histoire d’Antibes,
2017.10.10-2017.10.12, Antibes, France.
・Yasuhisa Kondo Exploring further than open science: participatory and transdisciplinary aspects of
open science. ICSU-WDS Asia-Oceania Conference 2017, 2017.09.27-2017.09.29, 京都大学（京都市）. （本
人発表).
・近藤康久 オープンデータとは. 第 20 回月惑星探査研究会：太陽系データワークショップ, 2017 年 09 月 26 日,
神戸大学惑星科学研究センター（神戸市）. （本人発表).
・近藤康久 痕跡的な情報を構造化し可視化する：レドゥクシオン研究が切り拓く人文情報学の最前線. ラテンアメ
リカ学会第 38 回定期大会, 2017 年 06 月 03 日-2017 年 06 月 04 日, 東京大学駒場キャンパス（東京都目黒区）.
（本人発表).
・近藤康久, 熊澤輝一, 陀安一郎, 中野孝教 市民参加による多元素同位体景観マッピングのための情報可視化手法
の検討. 日本地球惑星科学連合 2017 年大会, 2017 年 05 月 20 日-2017 年 05 月 25 日, 幕張メッセ. （本人発表).
・近藤康久, 門脇誠二, 北川浩之, 鈴木美保, 仲田大人, 野口　淳, 野林厚志, 西秋良宏 パレオアジア遺跡データ
ベースのプロジェクト内共有について. 科研費新学術領域研究「パレオアジア文化史学：アジア新人文化形成プ




な歴史現象を可視化する〜アンデスの植民地的近代〜. 第 32 回人間文化研究機構シンポジウム 人文知による情
報と知の体系化〜異分野融合で何をつくるか〜, 2018 年 02 月 28 日, 一橋講堂（東京都千代田区）.
・近藤康久, 北本朝展, 林　和弘 人文知の可視化による学融合領域の創出：人文学と情報学のチームサイエンス
（１）オープンサイエンスの未来を考えるアンカンファレンス. 第 32 回人間文化研究機構シンポジウム 人文知に
よる情報と知の体系化〜異分野融合で何をつくるか〜, 2018 年 02 月 26 日, 一橋講堂（東京都千代田区）.
・近藤康久, 中塚　武, 松木武彦 人文知の可視化による学融合領域の創出：人文学と情報学のチームサイエンス
（３）データの可視化を通して問題理解を共有する：吉備地方の集落動態と気候変動. 第 32 回人間文化研究機構
シンポジウム 人文知による情報と知の体系化〜異分野融合で何をつくるか〜, 2018 年 02 月 26 日, 一橋講堂（東
京都千代田区）.
・近藤康久, 西秋良宏 人文知の可視化による学融合領域の創出：人文学と情報学のチームサイエンス（２）データ
と概念の共有に基づくパレオアジア文化史学の形成. 第 32 回人間文化研究機構シンポジウム 人文知による情報
と知の体系化〜異分野融合で何をつくるか〜, 2018 年 02 月 26 日, 一橋講堂（東京都千代田区）.
・Takehiro Miki, Taichi Kuronuma, Yasuhisa Kondo An analysis of spatial relationship between the Umm
an-Nār type tombs and reusing remains at Bāt cemetery, Az-Zahirah, Oman. Seminar for Arabian Studies
2017, 2017.08.04-2017.08.06, 大英博物館（ロンドン）.
・近藤康久・日本旧石器学会データベース委員会 日本旧石器学会データベース委員会の取り組み（2）−ハテナソン
による論点整理とハンズオンによる共同編集講習−. 日本旧石器学会第 15 回大会, 2017 年 07 月 01 日-2017 年 07
月 02 日, 慶應義塾大学三田キャンパス（東京都港区）. （本人発表).
・近藤康久 知の橋かけ研究モデル：橋渡し人材の支援による知識情報ギャップの可視化と克服. 日本地球惑星科学
連合 2017 年大会, 2017 年 05 月 20 日-2017 年 05 月 25 日, 幕張メッセ（千葉市）. （本人発表).
・Yasuhisa Kondo, Kazuhiro Hayashi, Miki Kuribayashi, Sachiko Yano, Asanobu Kitamoto Future of open




ジウム 最新科学による西アジア文化遺産の調査と保護, 2017 年 11 月 18 日, 早稲田大学戸山キャンパス（東京都
新宿区）.
・近藤康久 オンライン GIS を活用した歴史学の共同研究. もっと使おう！ArcGIS セミナー 2017 京都会場, 2017
年 11 月 15 日, メルパルク京都（京都市）.
・近藤康久 文化遺産のオープンデータ化をめぐるアクションリサーチ. アーカイブサミット 2017 in 京都, 2017




・第 3 回 NISTEP-地球研-NII 合同ワークショップ「社会の課題と学術の橋渡しを担うオープンサイエンス人材の育
成と情報学の役割」, 企画幹事 (総括). 2017 年 10 月 07 日-2017 年 10 月 08 日, 国立情報学研究所軽井沢国際高
等セミナーハウス（長野県北佐久郡軽井沢町）.
・ワークショップ「あたらしい日本列島の旧石器時代遺跡データベース」, ハンズオン講師 (ハンズオン). 2017 年
07 月 01 日, 慶應義塾大学三田キャンパス（東京都港区）.
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・日本地球惑星科学連合 2017 年大会「Challenges of Open Science: Research Data Sharing, Infrastructure,
and Scientific Communications」国際セッション, 共同コンビーナ (座長). 2017 年 05 月 23 日, 幕張メッセ（千
葉市）（千葉市）.
・日本地球惑星科学連合 2017 年大会「社会とともに地球環境問題の解決に取り組む超学際研究の未来」セッショ
ン, 代表コンビーナ (セッション提案、座長). 2017 年 05 月 22 日, 幕張メッセ（千葉市）.
【組織運営】
・ICSU-WDS Asia-Oceania Conference 2017, Local Organizing Committee Member (大会運営). 2017 年 05
月-2017 年 09 月.
○外部資金の獲得
【科研費】
・遺跡立地と墓制にみるモンスーンアラビア先史オアシス社会の形成と変容(研究代表者) 2017 年 04 月 01 日-2020
年 03 月 31 日. 若手研究（B） (17K13572).
・パレオアジア文化史学研究の連携推進と総括および成果発信(研究分担者) 2016 年 07 月 01 日-2021 年 03 月 31
日. 新学術領域研究（研究領域提案型） (16H06407).
・アジアにおけるホモ・サピエンス定着期の気候変動と居住環境の解明(研究分担者) 2016 年 07 月 01 日-2021 年 03
月 31 日. 新学術領域研究（研究領域提案型） (16H06410).
・アンデスにおける植民地的近代：副王トレドの総集住化の総合的研究(研究分担者) 2015 年 06 月 25 日-2020 年 03
月 31 日. 基盤研究（A）（一般） (15H01911).
【共同研究】
・社会の課題と学術の橋渡しを担うオープンサイエンス人材の育成と情報学の役割 (国立情報学研究所) 2017 年 04
月 01 日-2018 年 03 月 31 日. 国立情報学研究所公募型共同研究, 研究企画会合公募型 (会合 11).
【その他の競争的資金】
・オープンサイエンスと社会協働の融合に基づく琵琶湖流域圏水草資源活用コミュニティーの形成 2017 年 04 月 01
日-2020 年 03 月 31 日. 三井物産環境基金, 研究助成 (R16-0036).




・国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構 農業環境変動研究センター, コメンテーター (4160500 環境













ョイス・センター客員研究員(1999)、 経済産業研究所ファカルティフェロー(2001) 、 合衆国カルフォニア工科大
学人文社会科学系研究員(2002) 、 市場構造研究所リサーチ・ディレクター(2003)、 日本学術会議連携会員
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・西條辰義 フューチャー・デザインのコンセプトについて. 2018 年 03 月 03 日, 学習院大学. （本人発表).
・西條辰義 『フューチャー・デザイン』. 「第 1回フューチャー・デザイン・ワークショップ」, 2018 年 01 月 27
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【招待講演・特別講演、パネリスト】
・西條辰義　 「フューチャー・デザイン」. コモンズ研究会, 2018 年 02 月 17 日, 京都大学, 京都市.
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とは」, 2018 年 03 月 04 日, 石川県金沢市 石川県政記念 しいのき迎賓館.
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・「レーザー：将来世代の視点」. 日刊工業新聞, 2018 年 02 月 13 日, 17 面（科学技術・大学面）.
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・嶋田奈穂子 聖地が消えるときー村を閉じる作法ー. 若手研究シンポジウム「地域×研究×実践」, 2017 年 12 月
09 日-2017 年 12 月 10 日, 神戸大学・篠山市農村イノベーションラボ. （本人発表).
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・嶋田奈穂子 コーヒー生産地と消費地をつなぐ、そして学びあう. 公益財団法人りそなアジア・オセアニア財団　
第６回環境シンポジウム, 2017 年 12 月 07 日, 大阪市.
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○報道等による成果の紹介
【報道機関による取材】
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・南中国と周辺地域における地域伝統知を中心とした持続可能開発モデルの共創(研究代表者) 2017 年 04 月 01




















・Keisuke Aoyama, Takanori Nakan, Ki-Cheol Shin, Atsunobu Izawa, Sakie Morita 2017,12 Variation of
strontium stable isotope ratios and origins of strontium in Japanese vegetables and comparison with
Chinese vegetables. Food Chemistry 237:1186-1195. （査読付）.
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・Akane Ito, Tsubasa Otake, Ki-Cheol Shin, Kamar Shah Ariffin, Fei-Yee Yeoh, Tsutomu Sato 2017,07
Geochemical signatures and processes in a stream contaminated by heavy mineral processing near Ipoh
city, Malaysia. Applied Geochemistry 82:89-101. （査読付）.
・Naoko Nonose, Toshihiro Suzuki,Ki-Cheol SHIN, Tsutomu MIURA, Akiharu HIOKI 2017,06 Characterization
of a new candidate isotopic reference material for natural Pb using primary measurement method.
Analytica Chimica Acta 974:27-42. （査読付）.
・Shotaro Takano, Masaharu Tanimizu, Takafumi Hirata, Ki-Cheol Shin, Yusuke Fukami, Katsuhiko Suzuki,
Yoshiki Sohrin 2017,05 A simple and rapid method for isotopic analysis of nickel, copper, and zinc
in seawater using chelating extraction and anion exchange. Analytica Chimica Acta 967:1-11. （査読
付）.
・神谷貴文、渡邊雅之、村中康秀、申基澈、中野孝教 2017 年 12 月 富士山南部における地下水の水質成分の地理的
特徴とその起源. 地学雑誌 126(1):43-71. DOI:10.5026/jgeography.126.43 （査読付）.
○その他の出版物
【解説】
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丸紅ダブリン事務所（1976）、 大阪市立大学経済学部助手（1978）、 大阪市立大学経済学部助教授（1981）、 ロン
ドン大学東洋アフリカ研究学院歴史学部レクチャラー（1985）、 ロンドン大学東洋アフリカ研究学院歴史学部シニ
ア・レクチャラー（1991）、 大阪大学経済学部（後に大学院経済学研究科）教授（1996）、 京都大学東南アジア研













・杉原　薫 2018 年 02 月 「開発主義の環境史的基盤―臨海工業地帯から内陸部への歴史的移動を考える」. 『学術
の動向』(2018 年第 2号):52-55 頁.
・Sugihara, K. 2017 “Monsoon Asia, Intra-Regional Trade and Fossil-Fuel-Driven Industrialization”. in
Gareth Austin (ed.) Economic Development and Environmental History in the Anthropocene: Perspectives
on Asia and Africa. Bloomsbury Academic, London, pp.119-144.
・Sugihara, K. 2017 “Monsoon Asia, Industrialization and Urbanization: The Making and Unmaking of the
Regional Nexus”. RIHN (ed.) RIHN 11th International Symposium Proceedings ‘Asia’s Transformations
to Sustainability: Past, Present and Future of the Anthropocene’. RIHN, Kyoto, pp.67-99.
○その他の出版物
【その他の著作（新聞）】
・杉原　薫 「神田さやこ『塩とインド－市場・商人・イギリス東インド会社－』」. 『日本経済新聞』, 2017 年 11
月 03 日 朝刊. 第 60 回日経・経済図書文化賞選評
○会合等での研究発表
【口頭発表】
・Sugihara, K. “Intra-regional Trade and Labour-intensive Industrialization: A General Discussion”.
Workshop on Emerging States in Global Economic History (Part 2), 2018.03.26, RIHN, Kyoto. （本人発
表).
・Sugihara, K. “Emerging States in Global Economic History”. Workshop on Emerging States in Global
Economic History (Part 1), 2018.03.24, GRIPS, Tokyo . （本人発表).
・Sugihara, K. “Intra-regional Trade and Labour-intensive Industrialization: A Regional Comparative
Perspective and its Implications for the Emerging States”. Workshop for the Emerging States Project
(Vol.2), 2018.03.09, GRIPS, Tokyo. （本人発表).
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・杉原　薫 「3 年間の総括」. 基盤Ｂ「植民地期インドにおける外国貿易・国内交易・物価の長期趨勢と変動－統
計的研究（代表研究者杉原）」, 2018 年 02 月 12 日, 総合地球環境学研究所、京都市. （本人発表).
・Sugihara, K. “Transition to the Emerging State in History and the Developing World”. Workshop for
the Emerging States Project , 2018.02.03, GRIPS, Tokyo. （本人発表). (General meeting with Professors
Roy Bin Wong and Dr Chris Baker)
・Sugihara, K. “Intra-regional Trade and Labour-intensive Industrialization: A Regional Comparative
Perspective and its Implications for the Emerging States”. Workshop for the Emerging States Project,
2018.01.12, GRIPS, Tokyo. （本人発表). (General meeting with Professor Sugata Bose)
・Sugihara, K. “Comments on Multiple Payment Systems in Globalizing Economies”. Pre-Conference of the
World Economic History Congress 2018 Boston, 2017.12.15-2017.12.16, Kansai University, Osaka. （本人
発表).
・Sugihara, K. “Consolidating India‘s Trade Statistics, c.1800-1890: Notes on Sources with special
reference to Administration Reports(発表は日本語)”. 「開放性と多様性のなかの経済・社会：植民地期イン
ドを焦点にして」研究会（科研費基盤研究（B）「植民地期インドにおける外国貿易・国内交易・物価の長期趨勢
と変動：統計的研究」と京都大学南アジア地域研究拠点（KINDAS）グループ 1-B の共催）, 2017.11.18, 京都大
学東南アジア地域研究研究所、京都市. （本人発表).
・杉原　薫 “India’s Internal Trade around 1850: With special reference to Bombay（発表は日本語）”. 杉
原科研Ｂ「植民地期インドにおける外国貿易・国内交易・物価の長期趨勢と変動－統計的研究」研究会, 2017 年
08 月 02 日, 総合地球環境学研究所、京都.
・杉原　薫 「開発主義の環境史的基盤: 臨海工業地帯から内陸部への歴史的移動を考える」. 学術フォーラム「ア
ジアの経済発展と立地・環境：都市・農村関係の再構築を考える」, 2017 年 07 月 08 日, 学術会議講堂、東京.
（本人発表).
・Sugihara, K. “Urban Living Space as a Factor Endowment: A Note on Asia’s Long-term Development
Path”. Workshop on ‘Learning from Historical Tokyo: Implications for Developing Cities’, 2017.06.05,
GRIPS, Tokyo.
【招待講演・特別講演、パネリスト】
・杉原　薫 「資源ネクサスの大転換―アジアから展望するグローバル・ヒストリー」. 第 15 回一橋大学関西アカ
デミア　シンポジウム「アジアに開く関西と日本：その過去、現在、未来」, 2018 年 02 月 17 日, 新梅田シテイ、
梅田スカイビル, 大阪市.
・Sugihara, K. (Organizer, Panelist and Chair) . "Roundtable on South Asia, Asia and Global History
(with Professor Sugata Bose)”, 2018.01.14, Center for South Asian Studies, Ryukoku University,
Kyoto.
・ Sugihara, K. （ Chair of Session 3 and roundtable discussant ）  "Trans-scale Solutions for
Sustainability". RIHN 12th International Symposium, 2017.12.21-2017.12.22, Kyoto International
Conference Hall, Kyoto.
・杉原　薫 （招聘報告）「環境経済史から考える近代アジア: 成長パラダイムから持続性パラダイムへ」. 環境経
済・政策学会 2017 年大会シンポジウム「フューチャーデザインと新国富論：将来の持続可能な社会をいかにデザ
インしていくか」, 2017 年 09 月 09 日, 高知工科大学、高知.
・杉原　薫 （記念講演）「モンスーン・アジア、工業化、生存基盤の持続性」. 京都大学東南アジア地域研究研究




年 07 月 08 日, 学術会議講堂、東京.
・パネル「近世日本社会の気候変動への対応　― 制度・市場・社会変容の事例研究からー」, 中塚　武（総合地球
環境学研究所）と共同オーガナイザー・司会　2017 年度 第 86 回 社会経済史学会 全国大会. 2017 年 05 月 28
日, 慶応義塾大学、東京.
・司会「19 世紀熱帯アジアにおける一次産品輸出と労働供給 － 「要素交易条件」論・再考 － 報告 脇村 孝平
（大阪市立大学）」, 第 86 回　社会経済史学会　全国大会. 2017 年 05 月 27 日, 慶応義塾大学、東京.
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・Sugihara, K. (Organizer, Panelist and Chair) . "Roundtable on South Asia, Asia and Global History
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年 07 月 08 日, 学術会議講堂、東京.
・パネル「近世日本社会の気候変動への対応　― 制度・市場・社会変容の事例研究からー」, 中塚　武（総合地球
環境学研究所）と共同オーガナイザー・司会　2017 年度 第 86 回 社会経済史学会 全国大会. 2017 年 05 月 28
日, 慶応義塾大学、東京.
・司会「19 世紀熱帯アジアにおける一次産品輸出と労働供給 － 「要素交易条件」論・再考 － 報告 脇村 孝平
（大阪市立大学）」, 第 86 回　社会経済史学会　全国大会. 2017 年 05 月 27 日, 慶応義塾大学、東京.
○外部資金の獲得
【科研費】
・「経済発展における重層的決済システムの役割と近代銀行史の再考」(研究分担者) 2016 年 04 月 01 日-2019 年 03
月 31 日. 基盤研究 B (16H03649). （研究代表者　西村雄志　関西大学経済学部）
・「植民地期インドにおける外国貿易・国内交易・物価の長期趨勢と変動 ―統計的研究―」(研究代表者) 2015 年
04 月 01 日-2018 年 03 月 31 日. 基盤研究（B) (15H03369).
・「新興国における経済発展経路の国際比較」(研究代表者) 2013 年 04 月 01 日-2018 年 03 月 31 日. 新学術領域研
究 (25101001).
・「新興国の政治と経済発展の相互パターンの解明」(研究分担者) 2013 年 04 月 01 日-2018 年 03 月 31 日. 新学術
領域研究. (研究代表者 園部哲史 政策研究大学院大学）
【共同研究】
・「東南アジア研究の国際共同研究拠点」プロジェクト「植民地体制下の東南アジアにおける地域経済の変容に関す
る比較史的考察」 (京都大学東南アジア研究所) 2016 年-2018 年. 研究代表者 西村雄志　関西大学経済学部
○社会活動・所外活動
【他の研究機関から委嘱された委員など】
・Global Sustainability, Cambridge University Press, Section Editor. 2017 年 10 月 ～
・ISSC (International Social Science Council), WSSF (World Social Science Forum), Forum Executive
Committee Member. 2016 年 12 月 ～
・龍谷学大学人間・科学・宗教総合研究センター附属南アジア地域研究, センター拠点研究員・拠点構成員. 2016
年 04 月 ～
・ISSC (International Social Science Council), WSSF (World Social Science Forum), 第 4 回世界大会（福岡）
国内組織委員会委員. 2016 年 02 月 ～
・日本学術会議, 国際協力分科会委員長. 2014 年 10 月-2017 年 09 月.
・独立行政法人科学技術振興機構, フューチャー・アース委員会委員. 2014 年 07 月 ～
・日本学術会議, 「フューチャー・アースの推進に関する委員会」副委員長. 2013 年 07 月 ～
・日本学術会議, 会員. 2011 年 10 月-2017 年 09 月.
・Journal of Global History, Cambridge University Press, Editorial Advisory Board Member. 2004 年 12 月
～
・社会経済史学会, 顧問. 2013 年 04 月 ～
・Center for Southeast Asian Studies, Kyoto University, International Advisory Board Member, Southeast
Asian Studies. 2012 年 04 月 ～
・日経・経済図書文化賞　, 審査委員. 2007 年 04 月 ～
・日本学術会議経済学委員会, 委員. 2006 年 04 月-2017 年 09 月.
【共同研究員、所外客員など】
・京都大学東南アジア研究所, 連携教授. 2017 年 04 月 ～















グラムを事例に. 平成 29 年度地域研究コンソーシアム年次集会, 2017 年 10 月 28 日, 東北大学、仙台市.
・Haruka Suzuki Environmental Education and Area Studies Viewed from Summer School 2017 in Riau,
Indonesia. International Workshop of Creation of Field Education with Area Studies: Views from




題」, 2017.06.17, 総合地球環境学研究所、京都市. （本人発表).
・桑原修三，青木亮隆，鈴木遥，金子隆之，神崎護，Ahmad Muhammad インドネシア泥炭地におけるサゴヤシ栽培の
実態. 第 27 回日本熱帯生態学会年次大会, 2017 年 05 月 25 日, 鹿児島大学、奄美市.
・ Haruka Suzuki Peatland Restoration in Meranti, Riau: Peatland Restoration, Research, and
Environmental Education Program. International Seminar “Action Research on Peatland Restoration,
Policies of Indonesian Government and RIHN’s Peatland Restoration Studies”., 2017.04.07, Kyoto. （本
人発表).
【ポスター発表】
・鈴木遥 地域研究を活かしたフィールド体験型環境教育の創出. 第 129 回日本森林学会, 2018 年 03 月 26 日-2018
年 03 月 29 日, 高知市. （本人発表).
【招待講演・特別講演、パネリスト】
・Haruka Suzuki Peatland Restoration and Politics in Local community in Riau. Special lecture at
Faculty of Politics and Public Policy, 2017.09.13, Universitas Riau, Pekanbaru.
・Haruka Suzuki What is Sustainability? -From the Perspective of Long-Term Ecological Resource Use.
Special lecture at graduate program of Sociology, University of Riau, 2017.04.29, Pekanbaru.
・Haruka Suzuki Introduction of Japanese Culture and its Society. Special lecture at graduate program
of sociology, University of Riau, 2017.04.22, Pekanbaru.
○外部資金の獲得
【その他の競争的資金】
・インドネシア沿岸村落を事例とした「住み継ぐ」ことと家族に関する研究 2017 年 12 月 01 日-2018 年 12 月 01
日. 2017 年度　公益財団法人 LIXIL 住生活財団 研究助成, 若手研究助成.
・地域研究を活かしたフィールド体験型教育の創出：インドネシアと日本で行う環境教育プログラムを事例に 2017




・Mahasiswa asal Bengkalis Wakili UR diajang Summer School Program in Kobe 2017. nusapos.com, 2017 年 10
月 06 日.
・Mahasiswa Universty Kobe Jepang, Lakukan Penelitian di Kepulauan Meranti. siagaonline.com, 2017 年 09
月 08 日.
・Mahasiswa Kobe Japan Riset Mangrove di INHIL. RTV Riau, 2017 年 08 月 25 日.
・Mahasiswa Jepang Lakukan Penelitian Kebudayaan Suku Laut di Pesisir Indraagiri. Gagasan Riau. com,
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2017 年 08 月 23 日. (その他)
・Wardan Sambut Baik Kedatangan Mahasiswa Jepang Lakukan Penelitian Mangrove. Gagasan Riau. com, 2017
年 08 月 23 日. (その他)
○教育
【非常勤講師】
・Universitas Riau, 社会学研究科, 都市生態学. 2016 年 05 月- .





2013-2010 Coordinator, Interdisciplinary Distance-learning Environmental Studies Master, FernUni
Hagen、 2009 Field Assistant, Project on Combating Desertification, GTZ Turkmenistan & Bonn
【学位】
Ph.D. Environmental Management (Kyoto Uni, 2017)、 M.A. Peace & Conflict Studies (Philipps Uni Marburg,




・Maximilian Spiegelberga, Dalton Erick Baltazarb, Maria Paula E. Sarigumbac,Pedcris M. Orenciod,
Satoshi Hoshinoa, Shizuka Hashimotoa, Makoto Taniguchie, Aiko Endo 2017,06 Unfolding livelihood
aspects of the Water–Energy–FoodNexus in the Dampalit Watershed, Philippines. Journal of Hydrology:




用品の使用状況、消費者動向・意識の探求/Living with Neonics - Exploring the use, attitude and awareness
around neonic household products in Kyoto. 一般社団法人アクト・ビヨンド・トラスト　2018 年度「ネオニコ
チノイド系農薬に関する企画」公募助成 公開プレゼンテーション, 2018.03.18, 東京.
○調査研究活動
【国内調査】
・クルベジ圃場視察. 京都府亀岡市, 2017 年 05 月 17 日. （柴田晃、稲葉敦、吉川直樹、藤原なつみ、土屋一彬、
小林舞、Christoph Rupprecht、Maximilian Spiegelberg）
【海外調査】




・Enough is as good as a feast: Transitioning to sustainable food. みんなで作る「いただきます」: 持続可
能な食への転換. PechaKucha Night Kyoto Vol. 27 Seeds of Sustainability, 2017 年 11 月 04 日,
























・関野 樹 2017 年 12 月 暦に関する Web API － 暦法の変換と期間の計算. 情報処理学会シンポジウムシリーズ じ
んもんこん 2017:23-28. （査読付）.
・Tatsuki Sekino 2017,11 Basic linked data resource for temporal information. Proceedings of the 2017




・関野 樹 2018 年 03 月 人文学情報の時空間情報処理－オープンデータを活用したデータ構築. 歴博(207):12-15.
○会合等での研究発表
【口頭発表】
・関野 樹 暦に関する Web API － 暦法の変換と期間の計算. 人文科学とコンピュータシンポジウム, 2017 年 12 月
09 日-2017 年 12 月 10 日, 大阪市. （本人発表).
・Tatsuki Sekino Basic linked data resource for temporal information. Pacific Neighborhood Consortium
Annual Conference 2017, 2017.11.07-2017.11.09, The Magic School of Green Technologies, National
Cheng Kung University, Tainan, Taiwan. （本人発表).
○学会活動（運営など）
【組織運営】
・情報処理学会, 論文誌ジャーナル 「人文科学とコンピュータ」特集号 (編集委員長). 2016 年 10 月-2018 年 02
月.
・情報処理学会, 論文誌ジャーナル/JIP 編集委員会委員 (知能グループ小委員会). 2014 年 06 月-2018 年 05 月.

























・関野 樹 2017 年 12 月 暦に関する Web API － 暦法の変換と期間の計算. 情報処理学会シンポジウムシリーズ じ
んもんこん 2017:23-28. （査読付）.
・Tatsuki Sekino 2017,11 Basic linked data resource for temporal information. Proceedings of the 2017




・関野 樹 2018 年 03 月 人文学情報の時空間情報処理－オープンデータを活用したデータ構築. 歴博(207):12-15.
○会合等での研究発表
【口頭発表】
・関野 樹 暦に関する Web API － 暦法の変換と期間の計算. 人文科学とコンピュータシンポジウム, 2017 年 12 月
09 日-2017 年 12 月 10 日, 大阪市. （本人発表).
・Tatsuki Sekino Basic linked data resource for temporal information. Pacific Neighborhood Consortium
Annual Conference 2017, 2017.11.07-2017.11.09, The Magic School of Green Technologies, National
Cheng Kung University, Tainan, Taiwan. （本人発表).
○学会活動（運営など）
【組織運営】
・情報処理学会, 論文誌ジャーナル 「人文科学とコンピュータ」特集号 (編集委員長). 2016 年 10 月-2018 年 02
月.
・情報処理学会, 論文誌ジャーナル/JIP 編集委員会委員 (知能グループ小委員会). 2014 年 06 月-2018 年 05 月.
2015 年 6 月～ 小委員会副査、2017 年 6 月～ 小委員会主査
○外部資金の獲得
【科研費】
・セマンティック・クロノロジー：時間軸に沿った知識の可視化と利用に向けた基盤構築(研究代表者) 2015 年 04





















・河川工作物が底生魚類の個体群・群集に及ぼす生態的影響の多面的評価手法の確立(研究分担者) 2016 年 04 月 01
日-2019 年 03 月 31 日. 基盤研究(B) (16H02966).
・脊椎動物の陸上進出を促した精子・生殖様式の多様化機構の解明：カジカ魚類の比較から(研究分担者) 2016 年
04 月 01 日-2019 年 03 月 31 日. 基盤研究(B).
・危機的状況にあるリュウキュウアユの存続に向けたメタ個体群構造の解明(研究代表者) 2015 年 04 月 01 日-2018
















環境農学、 地域開発論、 土壌学、 陸域生態系管理論
【所属学会】
日本土壌肥料学会、 日本システム農学会、 日本熱帯農業学会、 日本国際地域開発学会、 日本ペドロジー学会、
日本土壌物理学会、 日本国際開発学会
【受賞歴】
土壌肥料学会奨励賞(2000)、 ASABE 論文賞（2010、共同）、 SSPN Award 2012（2013、共同）、 ベトナム・フエ大学
名誉教授号（2012）、 国際開発学会優秀ポスター発表賞（2013、代表）、 国際開発学会優秀ポスター発表奨励賞（2013、
共同）、 日本沙漠学会ベストポスター賞（2013、共同）、 日本沙漠学会ベストポスター賞（2014、共同）、 20th
World Congress of Soil Science ベストポスター賞（2014、共同）、 20th World Congress of Soil Science 優秀
発表賞（2014、共同）、 EMASSA-2014 (Tamil Nadu, India)、ベストペーパー賞(2014、共同）、 第 41 回日立環境財




・Ho Trung Thong, Le Nu Anh Thu, Dinh Van Tuyen and Tanaka Ueru 2017,05 Evaluation on nutrient values
of brewery dried yeast and its effects on the growth performance and feed conversion ratio of
colored chicken breed of starter and grower periods. Journal of Animal Husbandry Sciences and
Technics – Animal Husbandry Association of Vietnam 219 (5/2017):17-23. (その他) （査読付）. (in




「革新的な水・バイオマス循環システムの構築」主催・特別講演会, 2017 年 06 月 19 日, 高知大学農林海洋科学部
（高知県南国市）.
・田中樹 村人と砂漠化対処の技術をつくる. 日本地球惑星科学連合 連合大会 2017 年大会、セッション HCG35：社
会とともに地球環境問題の解決に取り組む超学際研究の未来, 2017 年 05 月 20 日-2017 年 05 月 24 日, 幕張メッ
セ（千葉市）. （2017 年 5 月 22 日発表）
○外部資金の獲得
【科研費】
・アフリカにおける地方経済活性化と資源保全に関する実証研究－タンザニアの事例－(研究分担者) 2013 年 04 月
01 日-2018 年 03 月 31 日. 基盤研究（A） (25257107).
・ベトナム都市農村連環発展に起因する生活質の変容と社会的脆弱性に関する調査研究(研究分担者) 2013 年 04 月
01 日-2018 年 03 月 31 日. 基盤研究（B） (25303005).
○社会活動・所外活動
【共同研究員、所外客員など】











環境農学、 地域開発論、 土壌学、 陸域生態系管理論
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発表賞（2014、共同）、 EMASSA-2014 (Tamil Nadu, India)、ベストペーパー賞(2014、共同）、 第 41 回日立環境財




・Ho Trung Thong, Le Nu Anh Thu, Dinh Van Tuyen and Tanaka Ueru 2017,05 Evaluation on nutrient values
of brewery dried yeast and its effects on the growth performance and feed conversion ratio of
colored chicken breed of starter and grower periods. Journal of Animal Husbandry Sciences and
Technics – Animal Husbandry Association of Vietnam 219 (5/2017):17-23. (その他) （査読付）. (in




「革新的な水・バイオマス循環システムの構築」主催・特別講演会, 2017 年 06 月 19 日, 高知大学農林海洋科学部
（高知県南国市）.
・田中樹 村人と砂漠化対処の技術をつくる. 日本地球惑星科学連合 連合大会 2017 年大会、セッション HCG35：社
会とともに地球環境問題の解決に取り組む超学際研究の未来, 2017 年 05 月 20 日-2017 年 05 月 24 日, 幕張メッ
セ（千葉市）. （2017 年 5 月 22 日発表）
○外部資金の獲得
【科研費】
・アフリカにおける地方経済活性化と資源保全に関する実証研究－タンザニアの事例－(研究分担者) 2013 年 04 月
01 日-2018 年 03 月 31 日. 基盤研究（A） (25257107).
・ベトナム都市農村連環発展に起因する生活質の変容と社会的脆弱性に関する調査研究(研究分担者) 2013 年 04 月
01 日-2018 年 03 月 31 日. 基盤研究（B） (25303005).
○社会活動・所外活動
【共同研究員、所外客員など】
・ベトナム国・フエ大学, 名誉教授. 2012 年 04 月-2025 年 03 月. （任期：2012－終身）
【その他】





・京都大学大学院, 地球環境学堂, 暮らし・環境・平和－ベトナムに学ぶ―. 2014 年 06 月. （学部生向け、国際交
流科目、1回）
・京都大学, 地球環境学堂, コミュニティ開発論. 2013 年 07 月. （大学院生向け、英語講義、1回）
・京都大学, 地球環境学堂, 暮らし・環境・平和－ベトナムに学ぶ－. 2013 年 06 月. （学部向け、国際交流科目、
１回）
・京都大学, 地球環境学堂, コミュニティ開発論. 2012 年 07 月. （大学院生向け、英語講義、1回）
・京都大学, 地球環境学堂, 環境リーダー論 A. 2012 年 05 月. （大学院生向け、英語講義、1回）
















水文学、 地球物理学、 地下水学、 自然地理学
【所属学会】
International Association of Hydrogeologists (2016- Vice President )、 International Association of
Hydrological Sciences、 American Geophysical Union、 日本地下水学会(2015- 代表理事・会長）、 水文・水資






・谷口真人 2017 年 09 月 水・エネルギー・食料ネクサスシナジー効果の増大. 環境会議(2017 秋号):46-51.
・Taniguchi, M., Endo, A., Gurdak, J.J., Swarzenski, P. 2017,07 Water-Energy-Food Nexus in the Asia-
Pacific Region. J. Hydrol. Reg. Stud. 11:1-8. （査読付）.
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・Jago-on K. A. B., Siringan, F.P., Balangue-Tarriela, R., Taniguchi, M. et al. 2017 Hot spring resort




・谷口真人 2017 年 水・エネルギー・食料ネクサスシナジー効果の増大. 環境会議 (2017 秋号). pp.46-51.
【その他の著作（新聞）】
・谷口真人 環境保全「超学際」の視点で. 日経新聞 , 2017 年 06 月 30 日 朝刊　. （取材記事）
○会合等での研究発表
【口頭発表】
・Taniguchi, M. RIHN Core program and projects. RIHN-IIASA joint workshop, 2018.02.26-2018.02.27, IIASA
Vienna, Austria.
・Taniguchi, M. Evaluations of the synergy of the water-energy-food nexus. AGU, 2017.12.13, New
Orleans, USA.
・Taniguchi, M. Synergy and Tradeoff of Water-Energy-Food Nexus in Asia-Pacific Region. RIHN - UC
Berkeley joint symposium, 2017.11.06-2017.11.07, UC Berkeley, USA.
・Taniguchi, M. Groundwater-energy-food nexus for sustainability. 44th Conference of International
Association of Hydrogeologists, 2017.09.26, Croacia.
・Taniguchi, M. Knowledge sharing workshop on adopting Water-Energy-Food Nexus Approach. JSPS Japan-
India Joint Seminar, 2017.09.15-2017.09.16, NITTTR, Chennai, India.
・Taniguchi, M. Alternative use of subsurface energy as heat pump or groundwater. IASPEI, 2017.08.04,
Kobe.
・Taniguchi, M. Interdisciplinary research for sustainable groundwater management in conjunction with
geodesy, geothermic and coastal oceanography —. Australasian groundwater conference, Groundwater
Futures, Science to practice, 2017 年 07 月 12 日, University of New South Wales, Sydney, Australia.
【招待講演・特別講演、パネリスト】
・谷口真人 Water-energy-food nexus for sustainability. 地球環境学講座, 2018 年 03 月 15 日, 北京大学.
・谷口真人 市民と共に考え、行動する地球環境研究. 金沢大学市民講座, 2018 年 03 月 04 日, しいのぎ迎賓館、金
沢.
・谷口真人 地下水・エネルギー・食料のネクサス〜地下水を中心としたエネルギーと食料問題 への新しいアプロ
ーチ〜. 地中熱＆地下水資源活用ＮＥＴ　第 6 回トークセッション, 2018 年 01 月 27 日, じゅうろくプラザ、岐
阜市.
・Taniguchi, M Water-energy-food nexus for sustainability. IGES Symposium on “Tracing Synergies in
Water-Energy-Food Nexus for Making Path to Achieve Sustainable Development Goals (SDGs), 2017 年 12 月
25 日, IGES, Hayama.
・Taniguchi, M Groundwater management in Asia for global sustainability. International Symposium of
Groundwater, 2017.10.19, Jeju, Korea.
・谷口真人 水文科学の未来と課題. 日本水文科学会３０周年記念シンポジウム, 2017 年 10 月 01 日, 駒澤大学.
・Taniguchi, M. Sustainable Development of Water Resources to Achieve Water Security and Sustainable
Growth. UNESCO-IHP, 2017.09.21, Jeju, Korea.
・谷口真人 アジアにおけるエネルギー・水・食料の総合的確保―ネクサス研究の新展開. 日本学術会議主催学術フ
ォーラム「アジアの経済発展と立地・環境―都市・農村関係の再構築を考える」, 2017 年 07 月 08 日, 日本学術
会議、東京.
・谷口真人 Water-Energy-Food NEXUS KAN – 水・エネルギー・食料研究ネットワークの現状と展望. 日本学術会議
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・Taniguchi, M. Groundwater-energy-food nexus for sustainability. 44th Conference of International
Association of Hydrogeologists, 2017.09.26, Croacia.
・Taniguchi, M. Knowledge sharing workshop on adopting Water-Energy-Food Nexus Approach. JSPS Japan-
India Joint Seminar, 2017.09.15-2017.09.16, NITTTR, Chennai, India.
・Taniguchi, M. Alternative use of subsurface energy as heat pump or groundwater. IASPEI, 2017.08.04,
Kobe.
・Taniguchi, M. Interdisciplinary research for sustainable groundwater management in conjunction with
geodesy, geothermic and coastal oceanography —. Australasian groundwater conference, Groundwater
Futures, Science to practice, 2017 年 07 月 12 日, University of New South Wales, Sydney, Australia.
【招待講演・特別講演、パネリスト】
・谷口真人 Water-energy-food nexus for sustainability. 地球環境学講座, 2018 年 03 月 15 日, 北京大学.
・谷口真人 市民と共に考え、行動する地球環境研究. 金沢大学市民講座, 2018 年 03 月 04 日, しいのぎ迎賓館、金
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・谷口真人 地下水・エネルギー・食料のネクサス〜地下水を中心としたエネルギーと食料問題 への新しいアプロ
ーチ〜. 地中熱＆地下水資源活用ＮＥＴ　第 6 回トークセッション, 2018 年 01 月 27 日, じゅうろくプラザ、岐
阜市.
・Taniguchi, M Water-energy-food nexus for sustainability. IGES Symposium on “Tracing Synergies in
Water-Energy-Food Nexus for Making Path to Achieve Sustainable Development Goals (SDGs), 2017 年 12 月
25 日, IGES, Hayama.
・Taniguchi, M Groundwater management in Asia for global sustainability. International Symposium of
Groundwater, 2017.10.19, Jeju, Korea.
・谷口真人 水文科学の未来と課題. 日本水文科学会３０周年記念シンポジウム, 2017 年 10 月 01 日, 駒澤大学.
・Taniguchi, M. Sustainable Development of Water Resources to Achieve Water Security and Sustainable
Growth. UNESCO-IHP, 2017.09.21, Jeju, Korea.
・谷口真人 アジアにおけるエネルギー・水・食料の総合的確保―ネクサス研究の新展開. 日本学術会議主催学術フ
ォーラム「アジアの経済発展と立地・環境―都市・農村関係の再構築を考える」, 2017 年 07 月 08 日, 日本学術
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・谷口真人 Water-Energy-Food NEXUS KAN – 水・エネルギー・食料研究ネットワークの現状と展望. 日本学術会議




・特集ニッポンの里山　ふるさとの絶景に出会う旅　火の国 木の里 水の園 豊じょうの九州を行く. NHKBS プレミ







・特集ニッポンの里山 ふるさとの絶景に出会う旅　火の国・木の里・水の園 豊穣の九州を行く. NHK BS プレミア
ム, 2017 年 09 月 30 日. （出演）


















・大石　卓史・田村　典江 2018 年 03 月 森林・林業再生プランにおける人材育成の現状と課題－森林総合監理士
（フォレスター）と森林施業プランナーの育成・活動の評価－. 林業経済研究 64(1):14-25. （査読付）.
・田村　典江 2017 年 10 月 野生鳥獣肉の利用拡大とローカルフードシステム　－釧路市の事例から－. ランドス
ケープ研究 81(3):274-277.





・田村典江 2018 年 03 月 あらためて「自然はだれのものか」を問う. 地球研ニュースレター 71:12-13.
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・Norie Tamura, Mikitaro Shobayashi Analyzing differences in how small-scale farming and local commons
are viewed between central and local governments: A case study in Japan. the XVI Biennial IASC
Conference , 2017.07.10-2017.07.14, Utrecht, the Netherlands. （本人発表).
・田村典江 制度設計に影響を及ぼす要因について－森林総合監理士制度の形成過程の事例研究. 公共政策学会　第
21 回研究大会, 2017 年 06 月 17 日-2017 年 06 月 18 日, 富山県富山市. （本人発表).
・Norie Tamura Potential for GIAHS to lead the regeneration of local food system - a case study from
Gifu, Japan. 2017 AAG Annual Meeting, 2017.04.04-2017.04.09, Boston, Massachusetts, USA. （本人発表).
【招待講演・特別講演、パネリスト】
・田村典江 コメント. 森林・林業教育シンポジウム「森林・林業の専門教育を語る」, 2018 年 02 月 20 日, 東京都
八王子市.
・Norie Tamura Towards a better, successful institutionalization in Japan. Agroecology now and into the
future:On-the-ground realities and the institutionalization of agroecology, 2018.02.14, 京都府京都
市.
・田村典江 コモンズとしての食―農の復権と再構築への道. 日韓ワークショップ：持続可能な発展と東アジアのコ
モンズ, 2018 年 02 月 11 日-2018 年 02 月 12 日.
・Norie TAMURA Agricultural policy and future directions in Japan: gaps, scales and destinations. Food,
Agriculture and Human Impacts on the Environment: Japan, Asia and Beyond, 2017.11.06-2017.11.07,
Berkeley, California, United States.
○学会活動（運営など）
【企画・運営・オーガナイズ】
・日韓ワークショップ：持続可能な発展と東アジアのコモンズ, 主催者 (企画運営). 2018 年 02 月 11 日-2018 年 02




京都府京都市, 2018 年 02 月 18 日-2018 年 02 月 18 日.
・イベントの企画運営（ファーマーズマーケットのある暮らし）. 京都府京都市, 2017 年 11 月 23 日.
・新規就農支援に関する制度の把握. 東京都千代田区, 2017 年 06 月 05 日-2017 年 06 月 30 日.
・エゾシカのフードシステムに関する調査. 北海道釧路市, 2017 年 05 月 30 日-2017 年 06 月 01 日.
【海外調査】
・ロッテンブルク林業大学における狩猟教育や、狩猟と農村開発の関係についてヒアリングを行った. ドイツ、バ
ーデン・ビュルテンベルク州、ロッテンブルク市, 2017 年 07 月 17 日.
○社会活動・所外活動
【他の研究機関から委嘱された委員など】
・鹿児島大学農学部職域プロジェクト, 検討委員 (プロジェクトの実施内容に係る助言、調査協力). 2017 年 07
月-2018 年 03 月.
・岐阜県立森林文化アカデミー, 岐阜県地域森林監理士養成研修運営委員会委員 (岐阜県地域森林監理士の養成や
認定に関する意見、提案). 2017 年 05 月-2022 年 05 月.
【依頼講演】
・ 食×農×環境の可能性～FEAST プロジェクト　今年度調査の結果から. 食×農×環境　つながる交流会 in かめ
おか, 2018 年 02 月 17 日, 京都府亀岡市.
・林業人材ってなんだ. 第 7 回シンポジウムライフ・アンド・フォレスト「先生達の本音～林業人材育成の現場か
ら～」, 2018 年 01 月 07 日-2018 年 01 月 07 日, 京都府京都市. 話題提供、コーディネータ
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・Norie Tamura, Mikitaro Shobayashi Analyzing differences in how small-scale farming and local commons
are viewed between central and local governments: A case study in Japan. the XVI Biennial IASC
Conference , 2017.07.10-2017.07.14, Utrecht, the Netherlands. （本人発表).
・田村典江 制度設計に影響を及ぼす要因について－森林総合監理士制度の形成過程の事例研究. 公共政策学会　第
21 回研究大会, 2017 年 06 月 17 日-2017 年 06 月 18 日, 富山県富山市. （本人発表).
・Norie Tamura Potential for GIAHS to lead the regeneration of local food system - a case study from
Gifu, Japan. 2017 AAG Annual Meeting, 2017.04.04-2017.04.09, Boston, Massachusetts, USA. （本人発表).
【招待講演・特別講演、パネリスト】
・田村典江 コメント. 森林・林業教育シンポジウム「森林・林業の専門教育を語る」, 2018 年 02 月 20 日, 東京都
八王子市.
・Norie Tamura Towards a better, successful institutionalization in Japan. Agroecology now and into the
future:On-the-ground realities and the institutionalization of agroecology, 2018.02.14, 京都府京都
市.
・田村典江 コモンズとしての食―農の復権と再構築への道. 日韓ワークショップ：持続可能な発展と東アジアのコ
モンズ, 2018 年 02 月 11 日-2018 年 02 月 12 日.
・Norie TAMURA Agricultural policy and future directions in Japan: gaps, scales and destinations. Food,
Agriculture and Human Impacts on the Environment: Japan, Asia and Beyond, 2017.11.06-2017.11.07,
Berkeley, California, United States.
○学会活動（運営など）
【企画・運営・オーガナイズ】
・日韓ワークショップ：持続可能な発展と東アジアのコモンズ, 主催者 (企画運営). 2018 年 02 月 11 日-2018 年 02




京都府京都市, 2018 年 02 月 18 日-2018 年 02 月 18 日.
・イベントの企画運営（ファーマーズマーケットのある暮らし）. 京都府京都市, 2017 年 11 月 23 日.
・新規就農支援に関する制度の把握. 東京都千代田区, 2017 年 06 月 05 日-2017 年 06 月 30 日.
・エゾシカのフードシステムに関する調査. 北海道釧路市, 2017 年 05 月 30 日-2017 年 06 月 01 日.
【海外調査】
・ロッテンブルク林業大学における狩猟教育や、狩猟と農村開発の関係についてヒアリングを行った. ドイツ、バ
ーデン・ビュルテンベルク州、ロッテンブルク市, 2017 年 07 月 17 日.
○社会活動・所外活動
【他の研究機関から委嘱された委員など】
・鹿児島大学農学部職域プロジェクト, 検討委員 (プロジェクトの実施内容に係る助言、調査協力). 2017 年 07
月-2018 年 03 月.
・岐阜県立森林文化アカデミー, 岐阜県地域森林監理士養成研修運営委員会委員 (岐阜県地域森林監理士の養成や
認定に関する意見、提案). 2017 年 05 月-2022 年 05 月.
【依頼講演】
・ 食×農×環境の可能性～FEAST プロジェクト　今年度調査の結果から. 食×農×環境　つながる交流会 in かめ
おか, 2018 年 02 月 17 日, 京都府亀岡市.
・林業人材ってなんだ. 第 7 回シンポジウムライフ・アンド・フォレスト「先生達の本音～林業人材育成の現場か
ら～」, 2018 年 01 月 07 日-2018 年 01 月 07 日, 京都府京都市. 話題提供、コーディネータ
・森林認証と海洋認証. 豊かな森と豊かな海をつなぐシンポジウム　〜林野火災の森林復旧に向けて〜, 2017 年 12
月 06 日, 岩手県釜石市.
・「食を巡る消費と生産のあるべき姿」. 平成 29 年度地球環境『自然学』講座　第 9 回, 2017 年 08 月 26 日, 大阪
府大阪市.
・「未来の林業を考える－政策、資源、流通、社会」. 東北海道木材協会講演会, 2017 年 06 月 02 日, 北海道帯広
市.
【メディア出演など】
・エゾシカゼミナール (ゲスト). FM くしろ, 2017 年 06 月 21 日-2017 年 06 月 28 日.
【その他】
・2017 年 08 月 18 日 亀岡市役所で開催された「亀岡食生活調査」報告会において、FEAST プロジェクトの紹介と司
会進行を行った。






京都大学 理学部 卒業（1992）、 京都大学 大学院 理学研究科 動物学専攻 修士課程修了（1994）、 京都大学 大学
院 理学研究科 動物学専攻 博士後期課程修了（1997）
【職歴】
日本学術振興会 特別研究員（PD）京都大学大学院 農学研究科（1997）、 日本学術振興会 海外特別研究員 フラン
ス国 Laboratoire d'Ecologie des Sols Tropicaux, Institut de Recherche pour le Développement（2000）、 総
合地球環境学研究所 研究部 助手（2002）、 京都大学 生態学研究センター 助教授（2003）、 京都大学 生態学研究





同位体生態学、 動物生態学、 陸水生態学、 土壌生態学、 同位体環境学
【所属学会】
日本生態学会、 日本陸水学会、 日本土壌動物学会、 The International Union for the Study of Social






・Umezawa, Y., Tamaki, A., Suzuki, T., Takeuchi, S., Yoshimizu, C. and Tayasu, I. 2018,03 Phytoplankton
as a principal diet for callianassid shrimp larvae in coastal waters, estimated from laboratory
rearing and stable isotope analysis. Marine Ecology Progress Series 592:141-158. DOI:10.3354/
meps12507 （査読付）.
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・Tuno, N., Kohzu, A., Tayasu, I., Nakayama, T., Githeko, A. and Yan, G. 2018,01 Algal diet accelerates
larval growth of Anopheles gambiae (Diptera: Culicidae) and Anopheles arabiensis (Diptera:
Culicidae). Journal of Medical Entomology 55:600-608. DOI:10.1093/jme/tjx244 （査読付）.
・Shinozuka, K., Chiwa, M., Tayasu, I., Yoshimizu, C., Otsuki, K. and Kume, A. 2017,09 Differences in
stream water nitrate concentrations between a nitrogen-saturated upland forest and a downstream
mixed land use river basin. Hydrology 4:43. DOI:10.3390/hydrology4030043 （査読付）.
・山本雄大，陀安一郎，中野孝教，藪崎志穂，横山正，三橋弘宗，大串健一，伊藤真之，蛯名邦禎 2017 年 09 月 兵
庫県千種川の河川水の水素・酸素同位体比の特徴（2015 年度）. 神戸大学大学院人間発達環境学研究科研究紀要
11:105-109.
・Okano, J., Tayasu, I., Nakano, S. and Okuda, N. 2017,07 Differential responses of two ecologically
similar case-bearing caddisflies species to a fish chemical cue: implication for a coexistence
mechanism. Zoological Science 34:461-467. DOI:10.2108/zs160207 （査読付）.
・Matsubayashi, J., Saitoh, Y., Uehara, Y., Osada, Y., Habu, J., Sasaki, T. and Tayasu, I. 2017,06
Incremental analysis of vertebral centra can reconstruct the stable isotope chronology of teleost
fishes. Methods in Ecology and Evolution 8:1755-1763. DOI:10.1111/2041-210X.12834 （査読付）.
・Ishikawa, N.F., Chikaraishi, Y., Ohkouchi, N., Murakami, A.R., Tayasu, I., Togashi, H., Okano, J.,
Sakai, Y., Iwata, T., Kondoh, M. and Okuda, N. 2017,05 Integrated trophic position decreases in more
diverse communities of stream food webs. Scientific Reports 7:2130. DOI:10.1038/s41598-017-02155-8
（査読付）.
【総説】
・Ohkouchi, N., Chikaraishi, Y, Close, H.G., Fry, B., Larsen, T., Madigan, D.J., McCarthy, M.D.,
McMahon, K.W., Nagata, T., Naito, Y.I., Ogawa, N.O., Popp, B.N., Steffan, S., Takano, Y., Tayasu,
I., Wyatt, A.S.J., Yamaguchi, Y.T. and Yokoyama, Y. 2017,08 Advances in the application of amino




・陀安一郎，申基澈 2018 年 01 月 同位体環境学へのいざない. 地球研ニュース 70:3-5.
・松野和久，井伊悠介，寺田昌市，太田民久，申基澈，陀安一郎 2017 年 12 月 ショウガの元素分析およびストロン
チウム安定同位体分析による原産地判別法の検討. 食品関係等調査研究報告 41:8-14.




・兵藤不二夫, 田中洋, 原口岳, 舘野隆之輔, 廣部宗, 陀安一郎 冷温帯林の二次遷移に伴う地上部−地下部の生態
特性とアリ群集の食性の変化. 第 65 回日本生態学会大会, 2018 年 03 月 16 日, 札幌コンベンションセンター，札
幌.
・原口岳，幸田良介，陀安一郎 農作物を食害するシカの探索を目的とした糞窒素同位体比の分析：飼育個体を利用
した検証. 第 65 回日本生態学会大会, 2018 年 03 月 16 日, 札幌コンベンションセンター，札幌.
・陀安一郎 栄養段階の情報を生態学者はどのように使えば良いか？. 第 65 回日本生態学会大会, 2018 年 03 月 15
日, 札幌コンベンションセンター，札幌. （本人発表).
・松林順, 陀安一郎, 大河内直彦 アミノ酸窒素同位体比とアイソスケープを活用した、海産魚類の移動履歴推定.
第 65 回日本生態学会大会, 2018 年 03 月 15 日, 札幌コンベンションセンター，札幌.
・加藤義和, 奥田昇, 由水千景, 陀安一郎 歴史標本から読み取る魚類の食性の長期変遷. 第 65 回日本生態学会大
会, 2018 年 03 月 15 日, 札幌コンベンションセンター，札幌.
・Shannon M. Hanson, Benjamin P. Harvey, Sylvain Agostini, Chikage Yoshimizu, Ichiro Tayasu and Benoit
Thibodeau Studying the effect of high pCO2 on the nitrogen cycle within the coral holobiont using
stable isotopes. ALSO/AGU Ocean meeting, 2018.02.15, Portland, Oregon,USA.




・Tuno, N., Kohzu, A., Tayasu, I., Nakayama, T., Githeko, A. and Yan, G. 2018,01 Algal diet accelerates
larval growth of Anopheles gambiae (Diptera: Culicidae) and Anopheles arabiensis (Diptera:
Culicidae). Journal of Medical Entomology 55:600-608. DOI:10.1093/jme/tjx244 （査読付）.
・Shinozuka, K., Chiwa, M., Tayasu, I., Yoshimizu, C., Otsuki, K. and Kume, A. 2017,09 Differences in
stream water nitrate concentrations between a nitrogen-saturated upland forest and a downstream
mixed land use river basin. Hydrology 4:43. DOI:10.3390/hydrology4030043 （査読付）.
・山本雄大，陀安一郎，中野孝教，藪崎志穂，横山正，三橋弘宗，大串健一，伊藤真之，蛯名邦禎 2017 年 09 月 兵
庫県千種川の河川水の水素・酸素同位体比の特徴（2015 年度）. 神戸大学大学院人間発達環境学研究科研究紀要
11:105-109.
・Okano, J., Tayasu, I., Nakano, S. and Okuda, N. 2017,07 Differential responses of two ecologically
similar case-bearing caddisflies species to a fish chemical cue: implication for a coexistence
mechanism. Zoological Science 34:461-467. DOI:10.2108/zs160207 （査読付）.
・Matsubayashi, J., Saitoh, Y., Uehara, Y., Osada, Y., Habu, J., Sasaki, T. and Tayasu, I. 2017,06
Incremental analysis of vertebral centra can reconstruct the stable isotope chronology of teleost
fishes. Methods in Ecology and Evolution 8:1755-1763. DOI:10.1111/2041-210X.12834 （査読付）.
・Ishikawa, N.F., Chikaraishi, Y., Ohkouchi, N., Murakami, A.R., Tayasu, I., Togashi, H., Okano, J.,
Sakai, Y., Iwata, T., Kondoh, M. and Okuda, N. 2017,05 Integrated trophic position decreases in more
diverse communities of stream food webs. Scientific Reports 7:2130. DOI:10.1038/s41598-017-02155-8
（査読付）.
【総説】
・Ohkouchi, N., Chikaraishi, Y, Close, H.G., Fry, B., Larsen, T., Madigan, D.J., McCarthy, M.D.,
McMahon, K.W., Nagata, T., Naito, Y.I., Ogawa, N.O., Popp, B.N., Steffan, S., Takano, Y., Tayasu,
I., Wyatt, A.S.J., Yamaguchi, Y.T. and Yokoyama, Y. 2017,08 Advances in the application of amino




・陀安一郎，申基澈 2018 年 01 月 同位体環境学へのいざない. 地球研ニュース 70:3-5.
・松野和久，井伊悠介，寺田昌市，太田民久，申基澈，陀安一郎 2017 年 12 月 ショウガの元素分析およびストロン
チウム安定同位体分析による原産地判別法の検討. 食品関係等調査研究報告 41:8-14.




・兵藤不二夫, 田中洋, 原口岳, 舘野隆之輔, 廣部宗, 陀安一郎 冷温帯林の二次遷移に伴う地上部−地下部の生態
特性とアリ群集の食性の変化. 第 65 回日本生態学会大会, 2018 年 03 月 16 日, 札幌コンベンションセンター，札
幌.
・原口岳，幸田良介，陀安一郎 農作物を食害するシカの探索を目的とした糞窒素同位体比の分析：飼育個体を利用
した検証. 第 65 回日本生態学会大会, 2018 年 03 月 16 日, 札幌コンベンションセンター，札幌.
・陀安一郎 栄養段階の情報を生態学者はどのように使えば良いか？. 第 65 回日本生態学会大会, 2018 年 03 月 15
日, 札幌コンベンションセンター，札幌. （本人発表).
・松林順, 陀安一郎, 大河内直彦 アミノ酸窒素同位体比とアイソスケープを活用した、海産魚類の移動履歴推定.
第 65 回日本生態学会大会, 2018 年 03 月 15 日, 札幌コンベンションセンター，札幌.
・加藤義和, 奥田昇, 由水千景, 陀安一郎 歴史標本から読み取る魚類の食性の長期変遷. 第 65 回日本生態学会大
会, 2018 年 03 月 15 日, 札幌コンベンションセンター，札幌.
・Shannon M. Hanson, Benjamin P. Harvey, Sylvain Agostini, Chikage Yoshimizu, Ichiro Tayasu and Benoit
Thibodeau Studying the effect of high pCO2 on the nitrogen cycle within the coral holobiont using
stable isotopes. ALSO/AGU Ocean meeting, 2018.02.15, Portland, Oregon,USA.
・陀安一郎 地球研における同位体環境学共同研究. 第７回同位体環境学シンポジウム, 2017 年 12 月 22 日, 総合
地球環境学研究所，京都. （本人発表).
・奥田昇，池谷透，石田卓也，上原佳敏，淺野悟史，岩田智也，大園亨司，陀安一郎，伴修平，谷内茂雄，脇田健
一 琵琶湖流域の順応的ガバナンス：流域圏社会-生態システムの健全性. 日本陸水学会, 2017 年 09 月 29 日, 田
沢湖，秋田.
・石渡晃起，竹内望，陀安一郎，太田民久 山形県月山の樹林帯の積雪で活動するトビムシの生活史－活動場所の変
化と炭素・窒素同位体分析による食物の推定－. 雪氷研究大会（2017･十日町）, 2017 年 09 月 26 日, クロステン
十日町, 新潟.
・佐瀨裕之, 齋藤辰善, 諸橋将雪, 中野孝教, 陀安一郎, 申基澈，高橋雅昭, 山下尚之, 猪股弥生, 大泉毅 多元素
同位体分析を用いた森林域での大気沈着由来物質の動態評価. 第 58 回大気環境学会年会 酸性雨分科会, 2017
年 09 月 06 日, ラヴィマーナ神戸，神戸.
・石渡晃起, 竹内望, 太田民久, 陀安一郎 山形県月山の樹林帯の積雪中で活動するトビムシの生態. JpGU-AGU
Joint Meeting 2017, 2017 年 05 月 23 日, 幕張メッセ，千葉.
・齋藤有, 松林順, 冨樫博幸, 天川裕史, 申基澈, 中野孝教, 陀安一郎 Nd isotopic variation of seawater
along the Pacific coast of Tohoku district and its causal factor. JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017
年 05 月 23 日, 幕張メッセ，千葉.
・近藤康久, 熊澤輝一, 陀安一郎, 中野 孝教 市民参加による多元素同位体景観マッピングのための情報可視化手
法の検討. JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017 年 05 月 23 日, 幕張メッセ，千葉.
・藪崎志穂, 谷口真人, 陀安一郎, 秋道智彌, 大森昇, 後藤健, 古谷修一, 渡邉宗一郎 山梨県忍野村の地下水流動
調査－第 1 報　忍野村の浅層および深層地下水の水質と安定同位体の特徴について－. JpGU-AGU Joint Meeting
2017, 2017 年 05 月 23 日, 幕張メッセ，千葉.
・佐瀬裕之，齋藤辰善，大泉毅，山下尚之，猪股弥生，諸橋将雪，武直子，高橋昌臣，上迫正人，小林亮，内山重
輝，陀安一郎，SHIN Ki-Cheol，中野孝教，中田誠 日本海側の森林集水域における硫黄沈着量の低下と酸性化か
らの回復. JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017 年 05 月 23 日, 幕張メッセ，千葉.
・陀安一郎，SHIN Ki-Cheol, 中野孝教 環境研究における多元素同位体マップ手法. JpGU-AGU Joint Meeting 2017,
2017 年 05 月 23 日, 幕張メッセ，千葉. （本人発表).
・Shohei Fujinaga, Yuki Kobayashi, Aya Murakami, Masayuki Ushio, Uhram Song, Ichiro Tayasu, Naoto F.
Ishikawa, Junichi Okano, Chia-Ying Ko, Hiroyuki Togashi, Yoichiro Sakai, Masayuki Itoh, Nobuhito
Ohte, Shinichi Nakano, Tomoya Iwata, Noboru Okuda Bacterial community composition and richness in
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・Jun'ichiro Ide, Abigail P. Cid-Andres, Takuya Ishida, Ken'ichi Osaka, Tomoya Iwata, Takuya Hayashi,
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05 月 21 日, 幕張メッセ，千葉.
・Chia-Ying Ko, Tomoya Iwata, Jun-Yi Lee, Aya Murakami, Junichi Okano, Naoto Ishikawa, Yoichiro Sakai,
Ichiro Tayasu, Masayuki Itoh, Uhram Song, Hiroyuki Togashi, Shinich Nakano, Nobuhito Ohte, Noboru
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watersheds and their environmental driver. JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017 年 05 月 21 日, 幕張メッ
セ，千葉.
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05 月 21 日, 幕張メッセ，千葉.
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・五十嵐秀一，黒川紘子，柴田銃江，正木隆，陀安一郎，市栄智明 ブナの開花に対する樹体内貯蔵炭水化物の役割
の検証. 日本森林学会, 2018 年 03 月 27 日, 高知大学, 高知.
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月 17 日, 札幌コンベンションセンター，札幌.
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・Koki Ishiwatari, Nozomu Takeuchi, Ichiro Tayasu, Tamihisa Ohta Ecology of collembola (springtails)
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ウム, 2017 年 12 月 22 日, 総合地球環境学研究所，京都.
・後藤祐之介，井伊悠介，松野和久，申基澈，陀安一郎 ストロンチウム安定同位体比を用いたショウガの産地判別
法の検討. 第７回同位体環境学シンポジウム, 2017 年 12 月 22 日, 総合地球環境学研究所，京都.
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・染田英利，覚張隆史，申基澈，陀安一郎，斎藤めぐみ，小林 靖，米田 穣，石田 肇 人体硬組織の同位体比分析
による出身国・地域の新規推定法についての検討－第４報 濃度分析を加えた場合の日比戦没者遺骨分別の検討
－. 第７回同位体環境学シンポジウム, 2017 年 12 月 22 日, 総合地球環境学研究所，京都.
・齋藤有，冨樫博幸，栗田豊，申基澈，中野孝教，陀安一郎 仙台湾における海水 Nd 同位体比の空間分布. 第７回
同位体環境学シンポジウム, 2017 年 12 月 22 日, 総合地球環境学研究所，京都.
・Kai Nitzsche, Ichiro Tayasu A novel way to link terrestrial and aquatic ecosystems: a bio-geo multi-
isotope approach. 7th Symposium on Environmental Isotope Study, 2017.12.22, RIHN, Kyoto.
・札本果，石川麻乃，北野潤，申基澈，陀安一郎 汽水魚の生息塩分濃度域の指標としての Sr 同位体比の有効性.
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年 12 月 22 日, 総合地球環境学研究所，京都.
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・藤吉麗，大串健一，山本雄大，陀安一郎，横山正，三橋弘宗，古川文美子，伊藤真之 兵庫県千種川における硫酸
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・藤吉麗，大串健一，山本雄大，陀安一郎，横山正，古川文美子，伊藤真之 千種川流域における溶存イオンの起源
と動態. 第１３回共生のひろば, 2018 年 02 月 11 日, 兵庫県立人と自然の博物館, 兵庫.
・石田卓也，上原佳敏，岩田智也，Osbert Leo A. Privaldos，淺野悟史，池谷透，尾坂兼一，井手淳一郎，陀安一
郎，奥田昇 河川におけるリンの面源負荷源の推定：リン酸酸素同位体比を用いて. 第７回同位体環境学シンポジ
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・尾関竣哉，中桐貴生，櫻井伸治，堀野治彦，藪崎志穗，陀安一郎，申基澈 農地水利用が河川流況に及ぼす影響の
定量評価への水安定同位体比の利用可能性. 第７回同位体環境学シンポジウム, 2017 年 12 月 22 日, 総合地球環
境学研究所，京都.
・大串健一，陀安一郎，藪崎志穂，藤吉麗，申基澈，横山正，三橋弘宗，古川文美子，伊藤真之 千種川の水素・酸
素同位体比 -2017 年 8 月の結果-. 第７回同位体環境学シンポジウム, 2017 年 12 月 22 日, 総合地球環境学研
究所，京都.
・藪崎志穂，谷口真人，陀安一郎，秋道智彌，大森昇，後藤健，渡辺仁，渡邉宗一郎 山梨県忍野村の地下水流動調
査－第 2 報　2017 年 1 月と 8 月に実施した調査結果の比較検討－. 第７回同位体環境学シンポジウム, 2017
年 12 月 22 日, 総合地球環境学研究所，京都.
・鎌内宏光，太田民久，原口岳，山口高志，石田卓也，陀安一郎 北海道太平洋沿岸域における海霧が陸上生態系に
与える影響の検出. 第７回同位体環境学シンポジウム, 2017 年 12 月 22 日, 総合地球環境学研究所，京都.
・高橋雅昭，諸橋将雪，齋藤辰善，陀安一郎，申基澈，山下尚之，猪股弥生，大泉毅，佐瀨裕之 マルチ同位体分析
を用いた異なる 2 つの集水域における酸緩衝能の解析. 第７回同位体環境学シンポジウム, 2017 年 12 月 22 日,
総合地球環境学研究所，京都.
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出身者の分別の検討　―. 第 71 回日本人類学会大会, 2017 年 11 月 03 日-2017 年 11 月 04 日, 東京大学本郷キ
ャンパス, 東京.
・大串健一，伊藤真之，山本雄大，陀安一郎，藪崎志 穂，藤吉麗，横山正，三橋弘宗 千種川流域の環境教育に寄
与する水環境マップ作成の試み. 平成 29 年度全国地学教育研究大会, 2017 年 09 月 17 日-2017 年 09 月 18 日,
神戸大学, 神戸.
・Kenichiro Sugitani, Akira Ushikawa, Mariko Yamamoto, Koshi Yamamoto, Kazuyuki Muraoka, Jyunichi
Kitamura, Tamihisa Ohta, and Ichiro Tayasu Carbon and nitrogen isotopic features of the bivalve
Corbicura japonica and Corbicura leana in the Harai River (Mie Prefecture, central Japan)– a
preliminary report. JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017 年 05 月 25 日, 幕張メッセ，千葉.
・Maki Noguchi Aita, Kazuaki Tadokoro, Fujio Hyodo, Ichiro Tayasu, Chikage Yoshimizu, Jun Nishioka,
Naomi Harada Nitrogen and Carbon stable isotope ratios of zooplankton in the Oyashio region of the
western North Pacific. JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017 年 05 月 25 日, 幕張メッセ，千葉.
・齋藤辰善, 諸橋将雪, 猪股弥生, 山下尚之, 申基澈, 陀安一郎, 中野孝教, 中田誠, 大泉毅, 佐瀬裕之 酸感受性
地域における降水及び陸水のマルチ同位体解析. JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017 年 05 月 23 日, 幕張メッ
セ，千葉.
・山本雄大, 陀安一郎, 中野孝教, 角皆潤, 中川書子, 横山正, 三橋弘宗, SHIN Ki-Cheol, 藪崎志穂, 太田民久,
大串健一 兵庫県千種川の水質に関する地球化学的研究. JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017 年 05 月 23 日, 幕
張メッセ，千葉.
・斎藤健志, 渡部直喜, 川邉洋, 申基澈, 陀安一郎, 川本健 Characteristics of water quality and stable
isotopes (O, H, and Sr) in 15 rivers of Sado Island, Niigata Prefecture. JpGU-AGU Joint Meeting
2017, 2017 年 05 月 23 日, 幕張メッセ，千葉.
・Tohru Ikeya, Chia-Ying Ko, Elfritzson Martin Peralta, Takuya Ishida, Yoshitoshi Uehara, Satoshi
Asano, Noboru Okuda, Masayuki Ushio, Shohei Fujinaga, Ichiro Tayasu, Tomoya Iwata The community
composition and diversity of epilithic bacterium and microalgae in a Japanese river system during
irrigation season. JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017 年 05 月 20 日, 幕張メッセ，千葉.
○学会活動（運営など）
【企画・運営・オーガナイズ】
・JpGU-AGU Joint Meeting 2017, セッションコンビーナー (H-TT23 [JJ] 環境トレーサビリティー手法の開発と適
用). 2017 年 05 月 23 日, 幕張メッセ，千葉.
【組織運営】
・日本生態学会, 専務理事. 2017 年 03 月-2019 年 03 月.
・日本生態学会, Ecological Research, Associate Editor-in-Chief. 2014 年 01 月-2017 年 12 月.
○外部資金の獲得
【科研費】
・多元素同位体・分子レベル同位体手法による生態系トレーサビリティー技術の確立(研究代表者) 2016 年 04 月 01
日-2020 年 03 月 31 日. 基盤研究（A）一般 (16H02524).
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【各省庁等からの研究費（科研費以外）】
・沿岸生態系の多様性機能評価のための多元素同位体トレーサー技術の開発 2013 年 10 月 01 日-2019 年 03 月 31




















・中塚　武・李　貞・對馬あかね・佐野雅規 2017 年 第６章　自然科学的分析　第３節　酸素同位体比年輪年代測
定．『瓜破北遺跡２』. 大阪府文化財センター調査報告書 第 285 集. pp.138-143.
・箱﨑真隆・坂本稔・木村勝彦・李貞・佐野雅規・對馬あかね・中塚武 2017 年 伊勢神宮のスギ巨木の年輪に刻ま
れた 1959 年伊勢湾台風(Vera)の爪痕. 第 19 回 AMS シンポジウム・2016 年度「樹木年輪」研究会共同開催シンポ
ジウム報告集. pp.161-164.
・箱﨑真隆・木村勝彦・佐野雅規・李貞・對馬あかね・小林謙一・設楽政健・木村淳一・中塚武 2017 年 中道遺跡・




・對馬 あかね, Gkinis Vasileios, 東 久美子, 的場 澄人, 永塚 尚子, 本山 秀明, 藤田 耕史, 青木 輝夫
SIGMA-D サイトで掘削されたアイスコア中の δ17O および 17O-excess の変動傾向. 雪氷研究大会, 2017 年 09 月
24 日-2017 年 09 月 27 日, 新潟県十日町市. （本人発表).
【招待講演・特別講演、パネリスト】
・對馬 あかね、佐野 雅規、中塚 武、Li Zhen、大山 幹成、安江 恒 樹木年輪セルロースの酸素同位体比による東
北地方の古気候復元の可能性. JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017 年 05 月 20 日-2017 年 05 月 25 日, 千葉県.
・對馬 あかね、Gkinis Vasileios、東 久美子、的場 澄人、本山 秀明 アイスコア中の 17O-excess の変動傾向.




・沿岸生態系の多様性機能評価のための多元素同位体トレーサー技術の開発 2013 年 10 月 01 日-2019 年 03 月 31
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定．『瓜破北遺跡２』. 大阪府文化財センター調査報告書 第 285 集. pp.138-143.
・箱﨑真隆・坂本稔・木村勝彦・李貞・佐野雅規・對馬あかね・中塚武 2017 年 伊勢神宮のスギ巨木の年輪に刻ま
れた 1959 年伊勢湾台風(Vera)の爪痕. 第 19 回 AMS シンポジウム・2016 年度「樹木年輪」研究会共同開催シンポ
ジウム報告集. pp.161-164.
・箱﨑真隆・木村勝彦・佐野雅規・李貞・對馬あかね・小林謙一・設楽政健・木村淳一・中塚武 2017 年 中道遺跡・




・對馬 あかね, Gkinis Vasileios, 東 久美子, 的場 澄人, 永塚 尚子, 本山 秀明, 藤田 耕史, 青木 輝夫
SIGMA-D サイトで掘削されたアイスコア中の δ17O および 17O-excess の変動傾向. 雪氷研究大会, 2017 年 09 月
24 日-2017 年 09 月 27 日, 新潟県十日町市. （本人発表).
【招待講演・特別講演、パネリスト】
・對馬 あかね、佐野 雅規、中塚 武、Li Zhen、大山 幹成、安江 恒 樹木年輪セルロースの酸素同位体比による東
北地方の古気候復元の可能性. JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017 年 05 月 20 日-2017 年 05 月 25 日, 千葉県.
・對馬 あかね、Gkinis Vasileios、東 久美子、的場 澄人、本山 秀明 アイスコア中の 17O-excess の変動傾向.
JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017 年 05 月 20 日-2017 年 05 月 25 日, 千葉県　.
○学会活動（運営など）
【企画・運営・オーガナイズ】
・International Symposium on Cryosphere and Biosphere, Local Organizing Committee. 2018 年 03 月 14
日-2018 年 03 月 19 日, Kyoto, Japan.
○調査研究活動
【海外調査】
・アイスコア掘削事前調査. ネパールヒマラヤ, 2017 年 10 月 12 日-2017 年 11 月 23 日.
○外部資金の獲得
【科研費】
・ アイスコアの新たな水安定同位体比の動態解明と環境変動評価の不確実性の低減化(研究代表者) 2016 年-2018
年. 若手研究(B) (16K16184).
・ 樹木年輪とアイスコアの統合解析によるアジア山岳域の標高別古気候復元(研究分担者) 2017 年-2020 年. 基盤
研究(A) (17H01621).
・ 韓国・日本・台湾産の古材の年代決定を可能にする年輪酸素同位体比データベースの構築(研究分担者) 2017













・寺田匡宏 2018 年 03 月 カタストロフと時間－－記憶／語りと歴史の生成（エネルゲイア）. 地球研和文学術叢
書　人間環境学と地域. 京都大学学術出版会, 京都市左京区, 902pp.
○論文
【原著】
・Masahiro Terada 2018,03 “Between Active and Passive: Japanese Language and Environmental Subjectivity




















第 47 回 科学技術映像祭 文部科学大臣賞受賞（2006）、 第 16 回 TEPIA ハイテクビデオコンクール グランプリ受賞




・王 智弘 太田和彦 熊澤輝一 三木弘史 三村 豊 遠山真理 寺本 瞬 2017 年 11 月 ゲームカフェ地球研にようこそ
食をめぐる環境問題を遊びながら学ぶ. 地球研ニュース　Humanity and Nature Newsletter (69):8-13. ISSN
1880-8956
・遠山真理 2017 年 09 月 一年でいちばん熱い日 第 7 回 地球研オープンハウスを開催しました. 地球研ニュー
ス　Humanity & Nature Newsletter (68):6-8. ISSN 1880-8956
・ 2017 年 09 月 先 端 技 術 と 向 き 合 う〈 第 2 回 〉 人工光合成がある社会 植物からの独立がもたらす人
と自然の新たな共存のかたち. 地球研ニュース　Humanity & Nature Newsletter (68):9-11. ISSN 1880-8956
・遠山真理 2017 年 05 月 2 年目を迎えた地球研プログラムープロジェクト制を紹介します。. Humanity & Nature
Newsletter　地球研ニュース 66:4-6. ISSN 1880-8956
・遠山真理・熊澤輝一・西増弘志 2017 年 05 月 先端技術と向き合う＜第１回＞　生きもののあり方を変えるゲノム
編集　ミクロの設計図を書き換える. Humanity & Nature Newsletter 地球研ニュース 66:7-9.
○会合等での研究発表
【口頭発表】
・遠山真理　野口悦　川上雅弘　中内彩香 生きものすべては細胞から. 京都大学 iPS 細胞研究所✕ナレッジキャピ
タル　出張 CiRA カフェ iPS 夜話, 2017 年 05 月 27 日, 大阪市. （本人発表).
【招待講演・特別講演、パネリスト】
・遠山真理 研究の成果を形にする. 京都大学サマーデザインスクール 2017　展示物のないミュージアムのデザイ
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・遠山真理　野口悦　川上雅弘　中内彩香 生きものすべては細胞から. 京都大学 iPS 細胞研究所✕ナレッジキャピ
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【招待講演・特別講演、パネリスト】
・遠山真理 研究の成果を形にする. 京都大学サマーデザインスクール 2017　展示物のないミュージアムのデザイ




・My ブーム　子ザルの挑戦に子供と夢中. 読売新聞, 2017 年 05 月 26 日 朝刊(京都版), 31 面.




Ph.D.(Graduate School of Geography, Clark University, Aug 1999-May 2007)、 Seminar in College
Teaching(Interdisciplinary Unit, Clark University, June-July 2006)、 Certificate program in Wood
Technology (3 of 4 semesters completed)(Laney College (Peralta Community College District,
California), Jan 1998-May 1999, Jun-July 2000)、 B.A. in Community Studies (High Honors)(University of
California, Santa Cruz, Aug 1989-Mar 1994)
【職歴】
RIHN Communications Coordinator/PASONA(October 2008—March 2009)、 RIHN Contract Worker(August 2008)、
MINPAKU Visiting Researcher(1 June 2008—31 March 2009)、 Lecturer, Department of Geography, Clark
University(August—December 2006)、 Editorial Assistant, The Geographical Review (June 2005—July 2006)、
Research Assistant, Prof. Turner(August—December 2000)、 Research Assistant, Profs. Turner and
Kasperson(August—December 1999)、 ESL Teacher(March 1998—January 1999)、 Research Assistant, Professor






Full Tuition Fellowship, Graduate School of Geography, Clark University, 1999-2007、 Biodiversity
Conservation Award, Regional Environmental Council, Worcester, MA 2005、 Pruser-Holtzsauer Award,
Graduate School of Geography, Clark University, 2002、 Community Service Award, City of San Francisco,
CA 1995、 Dean’s Undergraduate Award, University of California, Santa Cruz, 1994、 Highest Honors,
Department of Community Studies, University of California, Santa Cruz, 1994、 Senior Thesis Honors,
Department of Community Studies, University of California, Santa Cruz, 1994、 Community Service Award,




・Niles, Daniel (ed.) 2017,06 . 2016-2017 NIHU Prospectus.
・Niles, Daniel (ed.) 2017,05 . 2016-17 RIHN Prospectus.
○論文
【原著】




・Niles, Daniel Agriculture in the Anthropocene: The A-words. Annual Conference of the Association of




・Dynamic Conservation and Sustainable Use of Agrobiodiversity in Traditional Agroecosystems of
Philippines 2016 年-2018 年. Total project funds: USD 2.1 million
○社会活動・所外活動
【依頼講演】
・Beyond control: Agricultural heritage and the Anthropocene. In: Food, Agriculture and Human Impacts
on the Environment: Japan, Asia and Beyond. , 2017 年 11 月 06 日-2017 年 11 月 07 日, UC Berkeley, USA.




・UC Berkeley, Archaeological Research Facility, Department of Anthropology, Overlapping forms: linking






修了(2012 年)、 南山大学大学院人間文化研究科人類学専攻博士後期課程修了(2017 年)
【職歴】








SOStierra2017 International Conference on Vernacular Earthen Architecture, Conservation and
Sustainability. Honorable Award(優秀論文賞) "Transforming Kasena houses and indigenous building
technology in Burkina Faso" (H. KOBAYASHI, T. SHIMIZU, M. ITO & S. NAKAO) (2017)、 ポスター賞（2018）、
日本アフリカ学会第 55 回学術大会、「狩猟採集民の排泄行動―カメルーン，バカ・ピグミーの個体追跡による時間・




・中尾世治 2018 年 02 月 オート・ヴォルタ植民地におけるカトリック宣教団とイスラーム改革主義運動：植民地行
政と宗教集団の教育をめぐる闘争. 上智大学・早稲田大学大学間連携等による共同研究「アジア・アフリカにお
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・UC Berkeley, Archaeological Research Facility, Department of Anthropology, Overlapping forms: linking






修了(2012 年)、 南山大学大学院人間文化研究科人類学専攻博士後期課程修了(2017 年)
【職歴】








SOStierra2017 International Conference on Vernacular Earthen Architecture, Conservation and
Sustainability. Honorable Award(優秀論文賞) "Transforming Kasena houses and indigenous building
technology in Burkina Faso" (H. KOBAYASHI, T. SHIMIZU, M. ITO & S. NAKAO) (2017)、 ポスター賞（2018）、
日本アフリカ学会第 55 回学術大会、「狩猟採集民の排泄行動―カメルーン，バカ・ピグミーの個体追跡による時間・




・中尾世治 2018 年 02 月 オート・ヴォルタ植民地におけるカトリック宣教団とイスラーム改革主義運動：植民地行
政と宗教集団の教育をめぐる闘争. 上智大学・早稲田大学大学間連携等による共同研究「アジア・アフリカにお
ける諸宗教の関係の歴史と現状. 上智大学イスラーム研究センター, 東京都千代田区, 58pp.
【分担執筆】
・T SHIMIZU.S NAKAO.T KOBAYASHI.M ITO 2017,08 Transformation in the Kasena's large earthen compound
houses in Burkina Faso. C. Mileto, F. Vegas Lopez-Manzanares, L. Garcia-Soriano & V. Cristini (ed.)
Vernacular and Earthen Architecture: Conservation and Sustainability. CRC Press, Boca Raton, pp.
343-348.
・H KOBAYASHI.T SHIMIZU.M ITO.S NAKAO 2017,08 Transforming Kasena houses and indigenous building
technology in Burkina Faso. Camilla Mileto, Fernando Vegas López-Manzanares, Lidia García-Soriano,
Valentina Cristini (ed.) Vernacular and Earthen Architecture: Conservation and Sustainability. CRC
Press, Boca Raton, pp.147-152.
【翻訳・共訳】
・中尾世治 2018 年 03 月 セネガルにおける日本の宗教運動の環境主義―崇教真光による治癒から環境管理へ. 編
年報人類学研究. pp.105-130. 原著: Louveau, F.著 L’écologisme d’un mouvement religieux japonais au
Sénégal. De la guérison à la gestion de l’environnement par Sukyo Mahikari. Cahiers d’études
africaines, 204. pp.739-768. (フランス語)
○論文
【原著】




・中尾世治 2018 年 03 月 解説（「セネガルにおける日本の宗教運動の環境主義」論文について）. 年報人類学研究
(8):131-136.
・中尾世治・斉藤尚文 2018 年 03 月 斉藤尚文さんとの対話――ある人類学者の半生について（1）. 南山考人(46):
49-90.
【その他の著作（会報・ニュースレター等）】





沙漠文化研究の新たな地平」, 2018 年 03 月 15 日, 大東文化会館. （本人発表).
・伊東未来、清水貴夫、中尾世治、小林広英 土造りの歴史的建造物（群）の保全状況とアーカイブについての考察
―ブルキナファソ、カッセーナの事例から. シンポジウム「サハラ交易の経由地に見られる生活文化遺産を読み
解く」, 2018 年 03 月 10 日, 京都精華大学.
・清水貴夫、中尾世治 マンデ系通商民のヤルセの人びとのハートランド、サガボテンガの土造りのモスクの歴史：
その予備的考察. シンポジウム「サハラ交易の経由地に見られる生活文化遺産を読み解く」, 2018 年 03 月 10 日,
京都精華大学.
・K. Hayashi, S. Nakao, T. Yamauchi Sanitation activities among the baka hunter-gatherers in Cameroon:
from individual observations at the forest camp. The 2nd International Symposium on Green Technology
for Value Chains., 2017.10.24, Jakarta.
・S. Nakao Norms and preferences on the sanitation activities: Literature review of public attitude for
wastewater reuse. Kick – Off Meeting: Sanitation and Value Chains: A Collaboration Research between
LPTB – LIPI and RIHN Japan, 2017.10.22, Jakarta. （本人発表).
・中尾世治 歴史からみたスンバラ. アフリカの発酵文化研究会, 2017 年 10 月 07 日, 総合地球環境学研究所. （本
人発表).
・中尾世治 人格と場所性について：西アフリカ内陸の歴史人類学の立場から. 第 34 回まるはち人類学研究会, 2017
年 09 月 23 日, 南山大学人類学研究所. （本人発表).
・H. Kobayashi, T. Shimizu, M. Ito, S. Nakao Transforming Kasena houses and indigenous building
technology in Burkina Faso. International Conference on Vernacular Earthen Architecture,
Conservation and Sustainability., 2017.09.14-2017.09.16, Valencia, Spain.
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・中尾世治 サニテーションに関連する規範・選好の評価方法について. 高知大地球研サニテーションプロジェクト
合同勉強会, 2017 年 09 月 14 日, 高知大学農林海洋科学部. （本人発表).
・T. Shimizu, S. Nakao, H. Kobayashi, M. Ito Transformation in the Kasena’s large earthen compound
houses in Burkina Faso. International Conference on Vernacular Earthen Architecture, Conservation
and Sustainability., 2017.09.14-2017.09.16, Valencia, Spain.
・中尾世治 コメント：「アラビア医学の治療プロセスに見られる理論と実践：カイロ・ゲニザの眼科学文書の事例
から」. 第 59 回現代中東イスラーム世界・フィールド研究会, 2017 年 07 月 08 日, 京都大学. （本人発表).
・中尾世治 西アフリカ内陸における近代とは何か－ムフン川湾曲部における政治・経済・イスラームの歴史人類学
－. 第 240 回中部人類学談話会, 2017 年 06 月 24 日, 南山大学. （本人発表).
・中尾世治 人頭税と植民地経済――1920 年代のオート・ヴォルタ植民地における財政. 日本アフリカ学会第 54 回
学術大会, 2017 年 05 月 20 日-2017 年 05 月 21 日, 信州大学教育学部. （本人発表).
【ポスター発表】
・林 耕次，中尾 世治，山内 太郎 人類史とサニテーション―カメルーン狩猟採集民の事例より. 第 9 回地球研東
京セミナー, 2018 年 01 月 26 日, 東京大学.
○その他の成果物等
【創作活動】
・trial 003 : as if archaeologists. Seeds of Memory: Japanese Artists in Yogyakarta, 2017 年 07 月 15
日-2017 年 07 月 30 日, Yogyakarta.
○外部資金の獲得
【その他の競争的資金】













究員(1988)、 同主任研究官(1989)、 農林水産省熱帯農業研究センター主任研究官(1992)、 農林水産省国際農林水
産業研究センター（名称変更）主任研究官（1993）、 森林総合研究所主任研究官（1994）、 京都大学生態学研究セ
ンター教授(1995)、 総合地球環境学研究所教授(2001)、 金沢大学客員教授(2002)、 東北大学生命科学研究科教授
（2006~)、 総合地球環境学研究所教授(2016~)
【学位】






合同勉強会, 2017 年 09 月 14 日, 高知大学農林海洋科学部. （本人発表).
・T. Shimizu, S. Nakao, H. Kobayashi, M. Ito Transformation in the Kasena’s large earthen compound
houses in Burkina Faso. International Conference on Vernacular Earthen Architecture, Conservation
and Sustainability., 2017.09.14-2017.09.16, Valencia, Spain.
・中尾世治 コメント：「アラビア医学の治療プロセスに見られる理論と実践：カイロ・ゲニザの眼科学文書の事例
から」. 第 59 回現代中東イスラーム世界・フィールド研究会, 2017 年 07 月 08 日, 京都大学. （本人発表).
・中尾世治 西アフリカ内陸における近代とは何か－ムフン川湾曲部における政治・経済・イスラームの歴史人類学
－. 第 240 回中部人類学談話会, 2017 年 06 月 24 日, 南山大学. （本人発表).
・中尾世治 人頭税と植民地経済――1920 年代のオート・ヴォルタ植民地における財政. 日本アフリカ学会第 54 回
学術大会, 2017 年 05 月 20 日-2017 年 05 月 21 日, 信州大学教育学部. （本人発表).
【ポスター発表】
・林 耕次，中尾 世治，山内 太郎 人類史とサニテーション―カメルーン狩猟採集民の事例より. 第 9 回地球研東
京セミナー, 2018 年 01 月 26 日, 東京大学.
○その他の成果物等
【創作活動】
・trial 003 : as if archaeologists. Seeds of Memory: Japanese Artists in Yogyakarta, 2017 年 07 月 15
日-2017 年 07 月 30 日, Yogyakarta.
○外部資金の獲得
【その他の競争的資金】













究員(1988)、 同主任研究官(1989)、 農林水産省熱帯農業研究センター主任研究官(1992)、 農林水産省国際農林水
産業研究センター（名称変更）主任研究官（1993）、 森林総合研究所主任研究官（1994）、 京都大学生態学研究セ
ンター教授(1995)、 総合地球環境学研究所教授(2001)、 金沢大学客員教授(2002)、 東北大学生命科学研究科教授
（2006~)、 総合地球環境学研究所教授(2016~)
【学位】




日本生態学会、 日本森林学会、 日本熱帯生態学会、 日本植物学会、 日本景観生態学会、 International
Association of Vegetation Science、 International Association for Landscape Ecology、 Ecological Society
of America、 日本植生史学会、 森林立地学会、 応用生態工学研究会
【受賞歴】





・岡部貴美子, 中静　透 2018 年 03 月 森林の変化と人類「森林の変化と生物多様性」. 共立出版, 東京都, 249pp.
中静　透・菊澤喜八郎（編）




・大野ゆかり・横山潤・中静透・河田雅圭 2018 年 02 月 市民が撮影した写真による生物観測情報の収集, 問題点と
解決方法. 種生物学会電子版和文誌 2.
・Ohsawa, T., Okano, T., Nakao, F., Kabaya, K., Kofuku, S., Kikuchi, K. & Nakashizuka, T 2018,01
Underuse/overuse and diversity of provisioning services and their change: the case of the Japanese
national ecosystem service assessment (JBO2). Sustainability Science:1-13. DOI:https://doi.org/
10.1007/s11625-018-0531-z
・Takeuchi, Y., Soda, R., Diway, B., Tinjan ak. Kuda, Nakagawa, M., Nagamasu, H. & Nakashizuka, T.
2017,10 Biodiversity conservation values of fragmented communally reserved forests, managed by
indigenous people, in a human-modified landscape in Borneo. PLOS ONE.
・Jacob Usinowicz, Chia-hao Chang-Yang, Yu-Yun Chen, James S. Clark, Christine Fletcher, nancy C.
Garwood, Zhanqing hao, Jill Johnstone, Yiching Lin, Margaret R. Metz, takashi Masaki, tohru
nakashizuka, I-Fang Sun, Renato Valencia, Yunyun Wang, Jess K. Zimmerman, Anthony R. Ives& S. Joseph
Wright 2017,09 Temporal coexistence mechanisms contribute to the latitudinal gradient in forest
diversity. Nature(550):105-108.
・Takano, K.T., Hibino, K., Numata, A., Oguro, M., Aiba, M., Shiogama, H., Takayabu, I. & Nakashizuka,
T. 2017 年 09 月 Detecting latitudinal and altitudinal expansion of invasive bamboo Phyllostachys
edulis and P. bambusoides (Poaceae) in Japan to project potential habitats under 1.5°C–4.0°C
global warming. Ecology and Evolution(ece3.3471). DOI:10.1002
・Kachina, P., Kurokawa, H., Oguro, M., Nakashizuka, T., Tanaka,H., Thinkampheang, S., Sangkaew, S.
Panuthai、S. and Marod、D. 2017 年 09 月 Effect of Forest fire on the regeneration of a bamboo species
(Cephalostachyum pergracile Munro) at a mixed deciduous forest in Mae Klong Watershed Research
Station, Thailand. Tropics Vol. 26(No. 2):37-48. DOI: https://doi.org/10.3759/tropics.MS16-09 日本熱
帯生態学会
・Miki U. Ueda, Panida Kachina, Dokrak Marod, Tohru Nakashizukaa, Hiroko Kurokawa 2017,08 Soil
properties and gross nitrogen dynamics in old growth and secondary forest in four types of tropical
forest in Thailand. Forest Ecology and Management(398):130-139.
・Imamura, K., Nakashizuka, T. Managi, S. 2017 年 08 月 Abandoned Forest Ecosystem: Implications for
Japan’s Oak Wilt Disease. Journal of Forest Economics(29):56-61.
・Suzuki-Ohno, Y., Yokoyama, J., Nakashizuka, T. & Kawata, M 2017,07 Utilization of photographs taken
by citizens for estimating bumblebee distributions. Scientific Reports(7).
・正木隆, 中静透, 新山馨, 田中浩, 飯田滋生 2017 年 06 月 小川試験地における 29 樹種の胸高直径－樹高関係.
森林総合研究所研究報告(Bulletin of FFPRI) Vol.16 No.2(No.442):121-142.
256
・Yuta Inoue, Tomoaki Ichie, Tanaka Kenzo, Aogu Yoneyama, Tomo’omi Kumagai & Tohru Nakashizuka 2017,05
Effects of rainfall exclusion on leaf gas exchange traits and osmotic adjustment in mature canopy
trees of Dryobalanops aromatica (Dipterocarpaceae) in a Malaysian tropical rain forest. Tree
Physiology:1301-1311.
・Yuanzhi Li, Bill Shipley, Jodi N. Price, Vinícius de L. Dantas, Riin Tamme, Mark Westoby, Andrew
Siefert, Brandon S. Schamp, Marko J. Spasojevic, Vincent Jung, Daniel C. Laughlin, Sarah J.
Richardson, Yoann Le Bagousse-Pinguet, Christian Schöb, Antonio Gazol, Honor C. Prentice, Nicolas
Gross, Jake Overton, Marcus V. Cianciaruso, Frédérique Louault, Chiho Kamiyama, Tohru Nakashizuka,
Kouki Hikosaka, Takehiro Sasaki, Masatoshi Katabuchi, Cédric Frenette Dussault, Stephanie
Gaucherand, Ning Chen, Marie Vandewalle, Marco Antônio Batalha 2017,05 Habitat filtering determines
the functional niche occupancy of plant communities worldwide. Journal of Ecology:130-139.
・中静　透 2017 年 04 月 陸域の生物多様性と生態系サービス. 農村計画学会誌(36):5-8.
○その他の出版物
【報告書】




・片谷敬孝・中静　透・広田純一・高木圭子 2018 年 01 月 特集「それからの震災復興」. JEAS NEWS 157:3-10. 対
談
・中静　透 2017 年 09 月 グリーンレジリエンスとは？. こしじ水と緑の会会報 (47 号):1-2.
○会合等での研究発表
【口頭発表】
・岡 千尋, 饗庭 正寛, 小野田 雄介, 黒川 紘子, 中静 透 生物多様性と生態系サービス多面性の関係解明に向け
て：樹木を対象とした幅広い有用性と形質・系統との関係の検証. 第 65 回日本生態学会大会, 2018 年 03 月 14
日-2018 年 03 月 18 日, 札幌市.
・Tohru Nakashizuka Assessing ecosystem service in Asian region by using biodiversity observation date.
GEOSS Asia-Pacific Symposium, 2017.09.18-2017.09.20, ベトナム　ハノイ.
【ポスター発表】
・柴田 嶺, 饗庭 正寛, 中静 透 生態系サービスの教育的価値の可視化～中学校の野外学習に影響を及ぼす自然
的・社会的環境の解明. 第 65 回日本生態学会大会, 2018 年 03 月 14 日-2018 年 03 月 18 日, 札幌市.
・饗庭 正寛, 柴田嶺, 小黒 芳生, 中静透 環境・社会要因が文化的生態系サービスに与える影響の空間スケール依
存性. 第 65 回日本生態学会大会, 2018 年 03 月 14 日-2018 年 03 月 18 日, 札幌市.
・松本 洋平, 饗庭 正寛, 黒川 紘子, 中静 透 季節と成長に伴う樹皮形質の変化：冷温帯林と暖温帯林の比較. 第
65 回日本生態学会大会, 2018 年 03 月 14 日-2018 年 03 月 18 日, 札幌市.
・小山 有夢, 饗庭 正寛, 小黒 芳生, 中静 透 分布環境辺縁部にあるブナ林に対する気候変動 の影響. 第 65 回日
本生態学会大会, 2018 年 03 月 14 日-2018 年 03 月 18 日, 札幌市.
・中軽米 聖花, 中静 透 シカ不嗜好性植物の Nurse plant 効果とシカ柵が樹木の更新に与える影響. 第 65 回日本
生態学会大会, 2018 年 03 月 14 日-2018 年 03 月 18 日, 札幌市.
【招待講演・特別講演、パネリスト】
・中静　透 フォーラム「Future Earth という活動、そこでの生態学者の役割とは」. 第 65 回日本生態学会大会,
2018 年 03 月 14 日-2018 年 03 月 18 日, 札幌市.
・中静　透 自由集会「生態学の視点からポスト愛知目標を考える」. 第 65 回日本生態学会大会, 2018 年 03 月 14
日-2018 年 03 月 18 日, 札幌市.
・中静　透 生物多様性概論. 平成 29 年度環境省自然環境研修, 2018 年 01 月 23 日, 埼玉県所沢市.
・中静　透 私たちをとりまく生物多様性の恵み. 平成 29 年度宮城県生物多様性フォーラム『身近な自然の恵みを
考えよう　～薬と毒と生物多様性～』, 2018 年 01 月 14 日, 宮城県仙台市.
・中静　透 紀伊半島の自然林の魅力と役割. 和歌山県の人と自然をつなぐシンポジウム～学び活かそう自然の力
～, 2018 年 01 月 08 日, 和歌山県和歌山市.
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Physiology:1301-1311.
・Yuanzhi Li, Bill Shipley, Jodi N. Price, Vinícius de L. Dantas, Riin Tamme, Mark Westoby, Andrew
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Gross, Jake Overton, Marcus V. Cianciaruso, Frédérique Louault, Chiho Kamiyama, Tohru Nakashizuka,
Kouki Hikosaka, Takehiro Sasaki, Masatoshi Katabuchi, Cédric Frenette Dussault, Stephanie
Gaucherand, Ning Chen, Marie Vandewalle, Marco Antônio Batalha 2017,05 Habitat filtering determines
the functional niche occupancy of plant communities worldwide. Journal of Ecology:130-139.
・中静　透 2017 年 04 月 陸域の生物多様性と生態系サービス. 農村計画学会誌(36):5-8.
○その他の出版物
【報告書】
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談
・中静　透 2017 年 09 月 グリーンレジリエンスとは？. こしじ水と緑の会会報 (47 号):1-2.
○会合等での研究発表
【口頭発表】
・岡 千尋, 饗庭 正寛, 小野田 雄介, 黒川 紘子, 中静 透 生物多様性と生態系サービス多面性の関係解明に向け
て：樹木を対象とした幅広い有用性と形質・系統との関係の検証. 第 65 回日本生態学会大会, 2018 年 03 月 14
日-2018 年 03 月 18 日, 札幌市.
・Tohru Nakashizuka Assessing ecosystem service in Asian region by using biodiversity observation date.
GEOSS Asia-Pacific Symposium, 2017.09.18-2017.09.20, ベトナム　ハノイ.
【ポスター発表】
・柴田 嶺, 饗庭 正寛, 中静 透 生態系サービスの教育的価値の可視化～中学校の野外学習に影響を及ぼす自然
的・社会的環境の解明. 第 65 回日本生態学会大会, 2018 年 03 月 14 日-2018 年 03 月 18 日, 札幌市.
・饗庭 正寛, 柴田嶺, 小黒 芳生, 中静透 環境・社会要因が文化的生態系サービスに与える影響の空間スケール依
存性. 第 65 回日本生態学会大会, 2018 年 03 月 14 日-2018 年 03 月 18 日, 札幌市.
・松本 洋平, 饗庭 正寛, 黒川 紘子, 中静 透 季節と成長に伴う樹皮形質の変化：冷温帯林と暖温帯林の比較. 第
65 回日本生態学会大会, 2018 年 03 月 14 日-2018 年 03 月 18 日, 札幌市.
・小山 有夢, 饗庭 正寛, 小黒 芳生, 中静 透 分布環境辺縁部にあるブナ林に対する気候変動 の影響. 第 65 回日
本生態学会大会, 2018 年 03 月 14 日-2018 年 03 月 18 日, 札幌市.
・中軽米 聖花, 中静 透 シカ不嗜好性植物の Nurse plant 効果とシカ柵が樹木の更新に与える影響. 第 65 回日本
生態学会大会, 2018 年 03 月 14 日-2018 年 03 月 18 日, 札幌市.
【招待講演・特別講演、パネリスト】
・中静　透 フォーラム「Future Earth という活動、そこでの生態学者の役割とは」. 第 65 回日本生態学会大会,
2018 年 03 月 14 日-2018 年 03 月 18 日, 札幌市.
・中静　透 自由集会「生態学の視点からポスト愛知目標を考える」. 第 65 回日本生態学会大会, 2018 年 03 月 14
日-2018 年 03 月 18 日, 札幌市.
・中静　透 生物多様性概論. 平成 29 年度環境省自然環境研修, 2018 年 01 月 23 日, 埼玉県所沢市.
・中静　透 私たちをとりまく生物多様性の恵み. 平成 29 年度宮城県生物多様性フォーラム『身近な自然の恵みを
考えよう　～薬と毒と生物多様性～』, 2018 年 01 月 14 日, 宮城県仙台市.
・中静　透 紀伊半島の自然林の魅力と役割. 和歌山県の人と自然をつなぐシンポジウム～学び活かそう自然の力
～, 2018 年 01 月 08 日, 和歌山県和歌山市.
・中静　透 森と人のかかわりをふりかえる. 東洋大学国際哲学研究センター主催シンポジウム, 2017 年 12 月 24
日, 東京都.
・中静　透 気候変化が生物多様性・生態系に与える影響と適応策に関する動向. 平成 29 年度環境影響評価研修,
2017 年 12 月 04 日, 宮城県仙台市.
・中静　透 森林生態系と生物多様性. 平成 29 年度林野庁生物多様性保全研修, 2017 年 11 月 13 日, 東京都八王子
市.
・中静　透 森ものがたり. 越路ホタルの会, 越路もみじの会 20 周年記念講演会, 2017 年 11 月 10 日, 新潟県長岡
市.
・中静　透 気候変動が生物多様性・生態系に与える影響とその対策. NPO 法人環境生態工学研究所（E-TEC）第 13
期定時総会基調講演会, 2017 年 10 月 14 日, 宮城県仙台市.
・中静　透 生物多様性と生態系サービス. あいち環境塾, 2017 年 08 月 05 日, 名古屋商工会議所.
・中静　透 蛍を守るとはどういうことなのか？. 第 4 回ホタル指導員養成講座, 2017 年 05 月 20 日, 新潟県長岡
市.
・中静　透 フォレストの世界的な課題. CDP 2017 大阪ワークショップ, 2017 年 04 月 05 日, 大阪市.
○社会活動・所外活動
【依頼講演】
・白神山地のブナ林はなぜ大切か. 秋田県立秋田南高等学校, 2017 年 08 月 31 日, 秋田県立秋田南高等学校.















日本地球化学会、 日本海洋学会、 日本気象学会、 日本第四紀学会、 日本文化財科学会、 地球環境史学会
【受賞歴】










・Ryuji Yamada, Yoshihiko Kariya, Takashi Kimura, Masaki Sano, Zhen LI,　Takeshi Nakatsuka 2018,03 Age
determination on a catastrophic rock avalanche using tree-ring oxygen isotope ratios - the scar of a
historical gigantic earthquake in the Southern Alps, central Japan. Quaternary Geochronology
44:47-54. （査読付）.
・井上智博・中塚　武・李　貞・對馬あかね・佐野雅規・遠部　慎・中原　計 2018 年 03 月 酸素同位体比年輪年代
法による池島・福万寺遺跡の弥生時代水田に関する年代観の構築. 大阪文化財研究 51:1-26.
・斉藤颯人・木村勝彦・箱崎真隆・佐野雅規・對馬あかね・李　貞・中塚　武 2018 年 03 月 年輪酸素同位体比分析
による多賀城跡西辺の柵木の年代決定. 「多賀城跡」（宮城県多賀城跡調査研究所年報） 2017:42-45.
・箱崎真隆・木村勝彦・中塚　武 2018 年 03 月 多賀城跡出土西辺柵木の樹種. 「多賀城跡」（宮城県多賀城跡調査
研究所年報） 2017:40-41.
・小林謙一・木村勝彦・佐野雅規・箱崎真隆・中塚　武 2018 年 03 月 三内丸山遺跡出土木材の酸素同位体分析. 特
別史跡三内丸山遺跡 年報 21:43-61.
・中塚　武 2018 年 03 月 酸素同位体比年輪年代法の誕生と展開. 考古学と自然科学 76:1-13. （査読付）.
・Wataru Sakashita, Hiroko Miyahara, Yusuke Yokoyama, Takahiro Aze, Stephen P. Obrochta and Takeshi
Nakatsuka 2017,12 Relationship between the Northern Paciic Gyre Oscillation and tree-ring cellulose
oxygen isotopes in northeastern Japan. Geoscience Letter 4. DOI:doi.org/10.1186/s40562-017-0095-2
（査読付）.
・Minoru Sakamoto, Masataka Hakozaki, Nanae Nakao and Takeshi Nakatsuka 2017,12 Fine structure and
reproducibility of radiocarbon ages of middle to early modern Japanese tree rings. Radiocarbon
59:1907-1917. （査読付）.
・Chenxi Xu, Xuemei Shao, Wenling An, Takeshi Nakatsuka, Yong Zhang, Masaki Sano and Zhengtang Guo
2017,11 Negligible local-factor influences on tree ring cellulose δ18O of Qilian juniper in the
Animaqing Mountains of the eastern Tibetan Plateau. Tellus B: Chemical and Physical Meteorology 69.
DOI: https://doi.org/10.1080/16000889.2017.1391663 （査読付）.
・中塚　武 2017 年 11 月 高分解能古気候データを『日本書記』の解釈に利用する際の留意点. 日本書記研究
32:155-171.
・伊藤啓介・中塚　武 2017 年 10 月 『CD-ROM 版　鎌倉遺文』に収録された古文書件数と気候復元データの関係の
定量的分析. 鎌倉遺文研究 40:23-53.
・Masaki Sano, A P Dimri, R. Ramesh, Chenxi Xu, Zhen Li, Takeshi Nakatsuka 2017,08 Moisture source
signals preserved in a 242-year tree-ring δ18O chronology in the western Himalaya. Global and
Planetary Change 157:73-82. DOI:org/10.1016/j.gloplacha.2017.08.009 （査読付）.
・PAGES2k Consortium (Julien Emile-Geay, Nicholas P. McKay, Darrell S. Kaufman, Lucien von Gunten,
Jianghao Wang, Kevin J. Anchukaitis, Nerilie J. Abram, Jason A. Addison, Mark A.J. Curran, Michael
N. Evans, Benjamin J. Henley, Zhixin Hao, Belen Martrat, Helen V. McGregor, Raphael Neukom, Gregory
T. Pederson, Barbara Stenni, Kaustubh Thirumalai, Johannes P. Werner, Chenxi Xu, Dmitry V. Divine,
Bronwyn C. Dixon, Joelle Gergis, Ignacio A. Mundo, Takeshi Nakatsuka, Steven J. Phipps, Cody C.
Routson, Eric J. Steig, Jessica E. Tierney, Jonathan J. Tyler, Kathryn J. Allen, Nancy A.N. Bertler,
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開発」（橘井敏彦，船水尚行，寺澤実）(2007)、 日本水環境学会論文賞　「Transformation and characterisation
of dissolved organic matter during the thermophilic aerobic biodegradation of feces」　(2008)、 IWA（国
際水協会）　Fellow　(2010)、 日本水フォーラム「GOOD プロジェクト ～世界のすべての人にトイレのあるくらしを
～『世界を変えるトイレ賞』」事務局特別賞　「サニテーションビジネスモデルを用いたアフリカサヘル地域の持続
可能な水・衛生システム開発」　（船水尚行，伊藤竜生，牛島健，土方野分）(2014)、 日本水環境学会功労賞　
(2014)、 9th IWA International Symposium on Waste Management Problems in Agro-Industries 優秀発表賞
「Effect of burned shell dosage on crystal species in synthetic cow urine（S. Kaneko, R. Ito, N.
Funamizu）　(2014)、 9th IWA International Symposium on Waste Management Problems in Agro-Industries　優
秀発表賞　「Microbial risk assessment associated with post-treatment of compost from the composting
toilet (H.S. Darimani, R. Ito, M. Sou/Dakoure, N. Funamizu, H. Yacouba, A.H. Maiga)」(2012)、 IWA
Specialist conference on Nutrient Removal and Recovery 最優秀ポスター賞　「Water and Inorganic Nitrogen






・Oishi W, Sano D,Decrey L, Kadoya S, Kohn T, Funamizu N 2017 Identification of the inactivating
factors and mechanisms exerted on MS2 coliphage in concentrated synthetic urine. Science of the
total environemnt 598:213-219. DOI:10.1016/j.scitotenv.2017.04.088 （査読付）.
・Ryusei Ito, Mei Tanie, Ken Ushijima, Dewi Nilawati, Neni Sintawardani,Naoyuki Funamizu 2017
Evaluation of acceptance of a composting toilet prototype for people in slum area in Indonesia,
Desalination and Water Treatment. Desalination and Water Treatment. DOI:doi: 10.5004/dwt.2017.20880
（査読付）.
・Drissa Sangare , Boukary Sawadogo, Mariam Sou/Dakoure, Danielle M. Ouedraogo,Nowaki Hijikata, Hamma
Yacouba, Lacina Coulibaly, and Naoyuki Funamizu 2017 Short Term Effects of Treated Greywater by High
Rate Algal Ponds Process on Vegetable Yield and Soil Properties under Sudano-Sahelian Climate
Conditions. Environmental Progress & Sustainable Energy. DOI:10.1002/ep.12658 （査読付）.
【総説】
・船水尚行 2017 年 11 月 サニテーション分野の持続可能な開発目標達成に向けて. 土木学会誌 102(11):6-9.
○会合等での研究発表
【口頭発表】
・Zorica Srdjevic, Naoyuki Funamizu, Bojan Srdjevic, Ratko Bajčetić Grounded Theory Methodology and
Public Participation in Water Management. 10th World Congress on Water Resources and Environment
“Panta Rhei”, 2017.07.05-2017.07.09, Athens.
【招待講演・特別講演、パネリスト】













博士（工学）（大阪大学 2017）、 修士（政治学）（早稲田大学 2000）
【専攻・バックグラウンド】
行政学、 環境計画論、 環境エネルギー政策論、 地方自治論、 市民参加論
【所属学会】







・増原直樹,中口毅博 2018 年 03 月 環境自治体づくり関連年表. 中口毅博編 環境自治体白書 2017-2018 年版～地




・木村 道徳．増原 直樹．馬場 健司 2017 年 09 月 大分県別府市の小規模地熱発電ステークホルダーの共通認識に





槌の水とエネルギーと漁業」, 2018 年 02 月 18 日, 岩手県大槌町. （本人発表).
・増原直樹.杉山範子 気候保護政策に取り組む自治体ネットワークの日欧比較の枠組み. 環境科学会 2017 年会,
2017 年 09 月 14 日-2017 年 09 月 15 日, 福岡県北九州市. （本人発表). 科研費成果発表．
・増原直樹.鈴木隆志.馬場健司 地熱エネルギー資源をめぐるトレードオフに関するコデザインの可能性. 環境経
済・政策学会 2017 年大会, 2017 年 09 月 09 日-2017 年 09 月 10 日, 高知県高知市（高知工科大学）. （本人発
表).
・増原直樹.馬場健司 地熱・温泉資源量と開発目標，規制と紛争の実態―全国 47 都道府県別の分析―. 日本計画行
政学会全国大会, 2017 年 09 月 08 日-2017 年 09 月 09 日, 東京都渋谷区（青山学院大学）. （本人発表). 優秀発
表賞受賞。
【ポスター発表】
・増原直樹 愛媛県西条市における地下水に関する市民意識の地区別差異. 第 14 回環境情報科学ポスターセッショ
ン, 2017 年 12 月 08 日, 東京都千代田区. （本人発表).
・Naoki Masuhara and Kenshi Baba Current Situation of Resource Potential, Development Targets,
Regulations and Conflicts of geothermal energy in Japan. Third World Congress and Expo on Green
Energy, 2017.09.28-2017.09.29, ドイツ・ベルリン首都圏. DOI:10.4172/2325-9655-C1-015 （本人発表).
【招待講演・特別講演、パネリスト】
・増原直樹 欧州環境先進自治体のネットワークと基盤となる EU 政策. 環境首都創造ネットワーク 公開セミナー,
2018 年 01 月 31 日, 京都府京都市. 科研費成果発表
・増原直樹 環境政策と公益：自然科学と社会科学の融 合を目指して. 日本公益学会, 2017 年 10 月 28 日, 東京都
千代田区.
・増原　直樹 Comment on Dr. Jan-Erik Lane’s presentation "The Twilight of Mankind: Global Warming




・大槌町における地域資源活用に関するステークホルダー調査. 岩手県大槌町, 2017 年 02 月-2017 年 08 月.
【海外調査】
・欧州における気候保護政策に取組む自治体ネットワーク調査. ドイツ・エッセン市，フライブルク市, 2017 年 09
月 20 日-2017 年 09 月 26 日. 科研費・基盤 C(17K00705)
○外部資金の獲得
【科研費】




・西条市, 地下水法システム研究会委員 (地下水保全管理計画の策定等について). 2014 年 10 月-2018 年 03 月.
・小田原市, 環境審議会委員 (環境基本計画の策定及び変更、環境保全等に関する重要事項). 2012 年 07 月-2018
年 03 月.
【共同研究員、所外客員など】
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ン, 2017 年 12 月 08 日, 東京都千代田区. （本人発表).
・Naoki Masuhara and Kenshi Baba Current Situation of Resource Potential, Development Targets,
Regulations and Conflicts of geothermal energy in Japan. Third World Congress and Expo on Green
Energy, 2017.09.28-2017.09.29, ドイツ・ベルリン首都圏. DOI:10.4172/2325-9655-C1-015 （本人発表).
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・増原直樹 環境政策と公益：自然科学と社会科学の融 合を目指して. 日本公益学会, 2017 年 10 月 28 日, 東京都
千代田区.
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・大槌町における地域資源活用に関するステークホルダー調査. 岩手県大槌町, 2017 年 02 月-2017 年 08 月.
【海外調査】
・欧州における気候保護政策に取組む自治体ネットワーク調査. ドイツ・エッセン市，フライブルク市, 2017 年 09
月 20 日-2017 年 09 月 26 日. 科研費・基盤 C(17K00705)
○外部資金の獲得
【科研費】




・西条市, 地下水法システム研究会委員 (地下水保全管理計画の策定等について). 2014 年 10 月-2018 年 03 月.
・小田原市, 環境審議会委員 (環境基本計画の策定及び変更、環境保全等に関する重要事項). 2012 年 07 月-2018
年 03 月.
【共同研究員、所外客員など】
・大阪大学大学院工学研究科, 招へい研究員 (環境計画論に関する研究). 2016 年 09 月-2017 年 08 月.
○教育
【非常勤講師】
・法政大学大学院, 政策科学研究科・公共政策研究科, 環境自治体政策研究. 2009 年 06 月- .















日本バイオ炭普及会、 International Biochar Initiative、 日本村落研究会、 Rural Sociology Society、




・マックグリービー、スティーブン　R. & クリストフ D. D. ルプレヒト 2017 年 09 月 情報の収穫者とバーチャル
農家:アプリを使った消費者との持続可能なフードシステムの共創. ランドスケープ研究 81(3):248-251. （査読
付）.
・中村麻理, 秋津元輝, 田村典江, 立川雅司, Steven McGreevy 2017 年 子育て世代の食卓および食品入手経路の




・McGreevy, Steven R. Lifeworlds of sustainable food consumption and production: agrifood systems in
transition. CNR-FEAST セミナー, 2018.02.02, ブータン王立大学、自然資源学部. （本人発表).
・McGreevy, Steven R. Agrifood system transition to where? Assessing holistic local food security in
Asia. American Association of Geographers (AAG) Annual Meeting, 2017.04.05-2017.04.10, Hynes
Convention Center, Boston MA USA. （本人発表).
・Rupprecht, Christoph D. D. & Steven R. McGreevy Degrowing urban Japan: From vacant lots to
biocultural cityscapes. American Association of Geographers (AAG) Annual Meeting,
2017.04.05-2017.04.10, Hynes Convention Center, Boston MA USA.
【招待講演・特別講演、パネリスト】
・McGreevy, Steven R. FEAST プロジェクト 持続可能な食の消費と生産の転換に向けて. 大学共同利用機関シンポ
ジウム 2017, 2017 年 10 月 08 日, アキバ・スクエア、秋葉原.
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・マックグリービー、スティーブン R. 長野市の食と農の未来 ー市民の力でトランジション(転換)を起こすには.
特別セミナー, 2017 年 11 月 24 日, 長野市権堂イーストプラザ市民交流センター 多目的スペース.
・McGreevy, Steven R. ファーマーズマーケットはいかにして食の未来を作るか？ . ファーマーズマーケットのあ
るくらし‐持続可能な社会へのトランジション, 2017 年 11 月 23 日, 総合地球環境学研究所.
・McGreevy, Steven R. Scaling to holistic local food security: directions in agrifood system
sustainability assessment. RIHN/UCB International Workshop "Food, Agriculture and Human Impacts on
the Environment: Japan, Asia and Beyond", 2017.11.06-2017.11.07, University of California, Berkeley,
USA.
・マックグリービー、スティーブン R. 食と農の未来会議 ー市民の力でトランジション(転換)を起こすには. 月１
回連続セミナー　 『はじめよう！オーガニックライフ』、使い捨て時代を考える会、安全農産供給センター, 2017
年 09 月 17 日, パタゴニア京都、イベントホール.
・McGreevy, Steven R. Food impact smartphone apps: progress and challenges. LCA Across Boarders,
2017.08.31, 立命館大学、草津キャンパス.
・マックグリービー、スティーブン R. 食と農の未来会議ゲーム. 国際ユース環境会議 in ながの, 2017 年 06 月
30 日-2017 年 07 月 02 日, 小田切、長野市青少年錬成センター.
○学会活動（運営など）
【企画・運営・オーガナイズ】
・ FEAST Seminar, Agroecology now and into the future: On-the-ground realities and the
institutionalization of agroecology. 2018 年 02 月 14 日, 京都大学旧演習林事務室共同会議室. Miguel
Altieri, Clara Nicholls, Norie Tamura, Steven McGreevy (Chair)
・RIHN/UCB International Workshop "Food, Agriculture and Human Impacts on the Environment: Japan, Asia
and Beyond", Session Organizer, Chairperson (Part 1: Food and Agriculture). 2017 年 11 月 06 日-2017 年
11 月 07 日, University of California, Berkeley, USA. Session 1: Urban biocultural food production &
Food security; Session 2: Organic agriculture and scale: Balancing environmental and consumer
demands; Session 3: Food policy supporting the future of sustainable agriculture.
・American Association of Geographers (AAG) Annual Meeting, Food Systems in Transition, Sessions 1
(Concepts and mechanisms), 2 (Production practices), 3 (Gardening and urban agriculture), 4 (Access
and Linkages), 5 (A closer look). 2017 年 04 月 09 日, Hynes Convention Center, Boston MA USA.
○外部資金の獲得
【その他の競争的資金】
・Toward Establishment of a Future Earth Knowledge-Action Network on Systems of Sustainable Consumption
& Production 2017 年 05 月 03 日-2017 年 05 月 05 日. Workshop to develop research and engagement plan
for FE SSCP KAN. Funding for ~30 participants (travel, lodging, etc.)
○教育
【非常勤講師】
・同志社大学, グローバル・スタディーズ研究科, Global Society and Environmental Issues II. 2017 年 09





International Development Research Centre, Singapore、 Senior Program Specialist、 Rural Poverty &
Environment Program、 Ecosystems Approaches to Human Health Program、 2004 – 2013、 Ford Foundation,
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International Development Research Centre, Singapore、 Senior Program Specialist、 Rural Poverty &
Environment Program、 Ecosystems Approaches to Human Health Program、 2004 – 2013、 Ford Foundation,
Beijing、 Program Officer、 Environment and Development Program、 1999 – 2004、 China-Netherlands Poverty
Alleviation Project | Huoshan, Anhui Province, China、 Co-director、 1997-1999
【学位】
Ph.D. Leiden University 1997
【専攻・バックグラウンド】




・Hein Mallee 2017,06 The Evolution of Health as an Ecological Concept. Current Opinion in
Environmental Sustainability 25C:28-32. DOI:https://doi.org/10.1016/j.cosust.2017.04.009 （査読付）.
○会合等での研究発表
【口頭発表】
・Hein Mallee Introduction to Future Earth, Co-design and Co-production of Knowledge. Workshop on
Further Development of a Future Earth Knowledge-Action Network on Systems of Sustainable Consumption
and Production, 2017.05.03-2017.05.05, National Socio-environmental Synthesis Center, Annapolis,
USA. （本人発表).
・Hein Mallee "Transdisciplinary Research". アジアの複雑化する環境問題プロジェクト研究会, 2017 年 04 月
21 日, 千葉、アジア研究所. （本人発表).
【招待講演・特別講演、パネリスト】
・パネリスト 「持続可能な消費と生産」に関するフューチャーアースの動き・視点. 第 2 回イオン未来の地球フォ
ーラムいま次世代と語りたい未来のこと―持続可能な消費と生産―, 2018 年 01 月 20 日, 東京大学 安田講堂.
・Hein Mallee “Best practices, lessons learned, and challenges for conducting TD research in Asia-
Pacific” (パネリスト）. Belmont Forum 2017 Asia-Pacific Information Day, 2017.10.27, 台北.
・Hein Mallee “The Role of the Future Earth Regional Centre for Asia”　(招待公演）. World Data System
Asia-Oceania Conference 2017, 2017.09.27, 京都大学.
・Hein Mallee “Future Earth in Asia: The Need for Regional Engagement” . South Asia Regional Workshop
on "Future Earth", Divecha Centre for Climate Change, Indian Institute for Science,
2017.07.20-2017.07.21, Bangalore.
・Hein Mallee From Ecosystem Health to Planetary Health — The Development of “Health” as an Ecological
Concept. 3rd Faculty of Health Sciences International Conference, Hokkaido University, 2017.07.07,
Sapporo.
・Hein Mallee 課題解決研究—超学際研究とその従兄弟たち、. 科学技術振興機構・社会技術研究開発センター・TD
研究会　, 2017 年 05 月 22 日, 東京.




・第 31 回人文機構シンポジウム　「エコヘルス；生き方を考える－環境・健康・長寿－」ヤクルトホール, オーガ
ナイズ (パネリスト). 2018 年 02 月 17 日, －」ヤクルトホール、東京.
・第 6回 Future Earth in Asia 国際シンポジウム：アジアの持続可能な消費を考える, オーガナイズ・司会. 2018
年 01 月 15 日, 京都大学百周年記念館国際交流ホール.
・伝統的健康観と近代的健康観の相克と融合, 第 82 回 日本健康学会総会 サテライト・セッション (セッションを
オーガナイズ、司会、パネリスト). 2017 年 11 月 11 日, 沖縄科学技術大学院大学.












師（2016 ー 2018）、 大学共同利用機関法人人間文化研究機構総合地球環境学研究所センター研究推進支援員
（2016）、 大学共同利用機関法人人間文化研究機構総合地球環境学研究所センター研究推進員（2016 ー 2018）、 近
畿大学農学部非常勤講師（2017 ー）、 大学共同利用機関法人人間文化研究機構総合地球環境学研究所センター研究










・林憲吾・三村豊・エルナン ルスティアディ 2017 年 06 月 ジャカルタの郊外化と居住環境. 村松伸・村上暁信・
林憲吾・栗原伸治編 スプロール化するメガシティ. メガシティ, ５. 東京大学出版会, 東京, pp.37-67.
○その他の出版物
【報告書】
・三村豊・地球研若手研究員連携プロジェクト編 2018 年 03 月 フィールドぶらり６「怒田」超学際主義宣言ー地域
に人をどう巻き込むか？. 55pp.
【その他の著作（会報・ニュースレター等）】
・嶋田奈穂子・三村 豊・熊澤輝一・遠山真理 2018 年 03 月 ローカルテクノロジーで自立する島に. Humanity &
Nature Newsletter　地球研ニュース (71):2-4.
・ハイン マレー・蒋 宏偉・三村 豊 2018 年 01 月 エコヘルス研究の過去・現在・未来ー「健康」の歴史をたどり、
社会に活かす. Humanity & Nature Newsletter　地球研ニュース (70):10-12.
・王 智弘・太田和彦・熊澤輝一・三木弘史・三村 豊・遠山真理・寺本 瞬 2017 年 11 月 ゲームカフェ地球研によ
うこそ 食をめぐる環境問題を遊びながら学ぶ. Humanity & Nature Newsletter　地球研ニュース (69):8-13.
○会合等での研究発表
【口頭発表】
・三村豊 民謡へのいざない. 高知大学活動報告会 in 東豊永, 2018 年 02 月 19 日, 高知県長岡郡大豊町. （本人発
表).
【ポスター発表】
・三村豊 Walkability in Urban EcoHealth ––Megacity for Tropical Monsoon Region. 機構合同シンポジウム 第
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・Humanity & Nature　Newsletter　地球研ニュース, 編集委員 (企画・運営・編集). 2016 年 01 月.
○その他の成果物等
【企画・運営（展示など）】





京都大学理学部卒業（1971） 、 京都大学大学院理学研究科修士課程修了（1974） 、 京都大学大学院理学研究科
博士課程修了（1977）
【職歴】




大学名誉教授（2003）、 名古屋大学 21 世紀 COE｢太陽･地球･生命圏相互作用系の変動学」拠点リーダー兼任（2003）、
名古屋大学高等研究院教授(併任)（2003）、 東京大学大学院理学研究科地球惑星科学専攻教授(客員）（2004）、 海
洋開発研究機構地球環境フロンティア研究センター水循環変動予測研究プログラム　プログラムディレクター兼任
（2005）、 日本学術会議連携会員(特任)（2005）、 日本学術会議連携会員（2006）、 名古屋大学地球生命研研究機構








American Geophysical Union、 American Meteorological Society、 水文・水資源学会、 日本気象学会、 日本雪
氷学会、 日本地理学会
【受賞歴】
日本学術振興会秩父宮記念学術賞 共同受賞（1980）、 日本気象学会山本賞（1981）、 日本気象学会賞（1986）、 第
1回日経地球環境技術賞（1991）、 三菱財団自然科学研究助成金（1994）、 日本気象学会藤原賞（2002）、 水文・水





・安成 哲三 2018 年 03 月 「地球環境問題はどう解決できるか―Future Earth の取り組みについて」. 学術の動向
第 23 巻(第 3 号):66-69.
270
・山内恭、安成哲三、松野太郎、岩田修二、鬼頭昭雄、井上治郎、田中正之、岩坂泰信、山崎孝治、神山孝吉、藤
井理行、中尾正義 2017 年 参考-1990 年気象学会シンポジウム「南極気候における南極氷床の役割」南極氷床と
大気物質循環・気候. 気象研究ノート第 233 号（平沢尚彦・山内恭 編）:399-452.
○その他の出版物
【その他の著作（会報・ニュースレター等）】
・安成哲三、長谷川櫂 2018 年 01 月 （巻頭対談）「四季とたわむれ、四季を詠む」. KOSMOS（国際花と緑の博覧会
記念協会） (2 号):2-13.
・安成哲三 2017 年 10 月 追悼文：地球をめぐる風と共に―国際的気候学者 吉野正敏先生を偲ぶ―. 天気 64(10):
29-30.
・安成哲三 2017 年 10 月 編集後記. 学術の動向 22(10):132.




・安成 哲三 未来可能な地球社会に向けて－地球と地域をつなぐ Future Earth の取組―, Future Earth -Toward
global sustainability-. 地球環境京都会議 2017(KYOTO+20), 2017 年 12 月 10 日, 京都国際会館.
・安成哲三 Future Earth ―その科学的意義と日本の役割―. 2017 年度 JCAS 年次集会公開シンポジウム フューチ
ャ ・ーアースと地域研究者の協力の可能性, 2017 年 10 月 28 日, 東北大学川内キャンパス講義棟 B棟 200 教室（仙
台市）.
・安成哲三 The Anthropocene and Future Earth: －地球と人類の共存・共生をめざして－. I-URIC フロンティア
コロキウム「共生・共存と多様性の維持」, 2017 年 09 月 20 日, 総合地球環境学研究所 講演室.
・安成哲三 地球環境問題はどう解決できるか －Future Earth の取り組みについて―. 日本学術会議地球惑星科学
委員会地球・人間圏分科会主催 日本学術会議公開シンポジウム「災害軽減と持続的社会の形成に向けた科学と社
会の協働・協創」, 2017 年 09 月 17 日, 日本学術会議講堂（東京）.
・安成 哲三 Future Earth -its importance & implication in Asia and Oceania-. AOGS 2017　Special Session
09, 2017.08.10, Singapore.
・安成 哲三 Future Earth と WCRP の連携 -アジア地域における取り組みの重要性-. 日本学術会議主催公開シンポ
ジウム「Future Earth 時代の WCRP」, 2017 年 07 月 28 日, 東大駒場第 2キャンパス（東京）.




・Future Earth Advisory Committee, Advisory Committee Member. 2018 年 03 月
・京都文化創生機構, 顧問. 2017 年 05 月
・情報・システム研究機構, 教育研究評議会評議員. 2017 年 04 月- .
・学術の動向 編集委員会, 委員. 2016 年 07 月- .
・京都大学東南アジア研究所共同利用・共同研究拠点運営委員会, 委員. 2016 年 04 月- .
・京都大学研究連携基盤基盤評価委員会, 委員. 2016 年 04 月- .
・北海道大学北極域研究共同推進拠点運営委員会, 委員 . 2016 年 04 月- .
・京都大学研究連携基盤, 基盤評価委員会委員. 2016 年 04 月- .
・金沢大学, 環日本海域環境研究センター共同利用・共同研究拠点運営委員会委員. 2016 年 04 月- .
・名古屋大学宇宙地球環境研究所, 運営協議会 運営協議員. 2015 年 10 月- .
・IPCC 国内連絡会, メンバー. 2015 年 07 月- .
・IPCC WG1 国内幹事会, 委員. 2015 年 05 月- .
・日本学術会議, 連携会員. 2014 年 10 月- .
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・Future Earth Advisory Committee, Advisory Committee Member. 2018 年 03 月
・京都文化創生機構, 顧問. 2017 年 05 月
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・北海道大学北極域研究共同推進拠点運営委員会, 委員 . 2016 年 04 月- .
・京都大学研究連携基盤, 基盤評価委員会委員. 2016 年 04 月- .
・金沢大学, 環日本海域環境研究センター共同利用・共同研究拠点運営委員会委員. 2016 年 04 月- .
・名古屋大学宇宙地球環境研究所, 運営協議会 運営協議員. 2015 年 10 月- .
・IPCC 国内連絡会, メンバー. 2015 年 07 月- .
・IPCC WG1 国内幹事会, 委員. 2015 年 05 月- .
・日本学術会議, 連携会員. 2014 年 10 月- .
・IPCC 国内連絡会, メンバー. 2014 年 01 月- .
・九州大学, 博士課程教育リーディングプログラム｢持続可能な社会を拓く決断科学大学院プログラム｣国内外部評
価委員会委員. 2013 年 12 月
・日本学術会議, フューチャー・アースの推進に関する委員会委員長. 2013 年 08 月- .
・名古屋大学, 高等研究院院友. 2013 年 08 月- .
・KYOTO 地球環境の殿堂, 選考委員. 2013 年 07 月- .
・京都市社会教育委員会, 委員. 2013 年 07 月- .
・International Council for Science(ICSU), Future Earth 国際科学委員. 2013 年 06 月-2018 年 02 月.
・公益社団法人京都モデルフォレスト協会, 副理事長. 2013 年 05 月
・KYOTO 地球環境の殿堂, 運営協議会　会長. 2013 年 05 月- .
・北海道大学, 低温科学研究所共同利用･共同研究拠点運営委員会委員. 2013 年 04 月- .
・IIASA, 日本委員会総会委員. 2013 年 04 月- .
・国際応用システム科学研究所(IIASA), 科学諮問委員会委員. 2012 年 04 月
・IPCC 第１ワーキンググループ, Review Editor. 2010 年 06 月
・MAIRS(モンスーンアジア総合的地域研究プログラム)､ESSP(システム研究パートナーシップ)､ICSU(国際科学会議)
国際科学推進委員, 副委員長. 2009 年 04 月
・日本学術会議, 環境学・地球惑星科学委員会合同 IGBP・WCRP(2011 年 11 月より IGBP･WCRP･DIVERSITAS)合同分科
会委員長. 2008 年 12 月
【メディア出演など】
・「京都議定書誕生 20 周年～持続可能な都市文明を：左京 地球環境会議で宣言」. 京都新聞, 2017 年 12 月 11 日
夕刊, 8 面. （基調講演）
・「地球環境京都会議 2017：環境と調和 持続可能な都市へ～京都議定書議決 20 年」. 毎日新聞, 2017 年 12 月 08
日 朝刊, 23 面. （基調講演）
・ワイド！スクランブル・昨今の台風やひょう、大雨の発生について (電話出演). テレビ朝日, 2017 年 07 月 24
日.













・島野安雄・藪崎志穂 2017 年 中国西域・タリム盆地とその周辺地域における水事情と水質特性. 茨城地理
18:1-24. （査読付）.
・山本雄大・陀安一郎・中野孝教・藪崎志穂・横山　正・三橋弘宗・大串健一・伊藤真之・蛯名邦禎（2017）： 2017






植物相に与えた影響を探る. 磐梯朝日自然環境保全研究所 研究成果報告会, 2018 年 03 月 11 日, 休暇村裏磐梯
天文台ホール　会議室.
・鈴木絢美，藪崎志穂，川越清樹 短時間スケールによる流域境界付近の降雪プロセスの同定. 土木学会東北支部技
術研究発表会, 2018 年 03 月 03 日, 日本大学工学部(郡山市).
・詍高一将，藪崎志穂，川越清樹 東北地方南部の貯水池における負荷成分の分析. 土木学会東北支部技術研究発表
会, 2018 年 03 月 03 日, 日本大学工学部(郡山市).
・穂積香奈，藪崎志穂，川越清樹 阿武隈川と荒川の水文水質的な相互関係の追跡. 土木学会東北支部技術研究発表
会, 2018 年 03 月 03 日, 日本大学工学部(郡山市).
・鈴木絢美，藪崎志穂，川越清樹 流域境界での安定同位体比と積雪多少の比較検証. 水文・水資源学会　研究発表
会, 2017 年 09 月, 北見工業大学(北見市). pp.196-197
・中桐貴生・石川奈那・櫻井伸治・堀野治彦・藪崎志穂 雨水の酸素・水素安定同位体比特性ならびに地表での動的
分別特性. 平成 29 年度　農業農村工学会大会講演会, 2017 年 08 月 29 日. No5-6
・藪崎志穂・谷口真人・陀安一郎・秋道智彌・大森　昇・後藤　健・古谷修一・渡邉宗一郎 山梨県忍野村の地下水
流動調査－第 1 報　忍野村の浅層および深層地下水の水質と安定同位体の特徴について－. 地球惑星科学連合
2017 年合同大会, 2017 年 05 月 23 日, 幕張メッセ国際会議場. （本人発表). H-TT23-02
・鈴木弘明・林　武司・ 藪崎志穂・竹内真司 花崗岩類‐堆積岩類境界に断層が存在する地域における 地下水流動
について（その１）‐水理地質構造の特徴‐. 日本地下水学会 2017 年春季講演会, 2017 年 05 月 20 日, 日本大
学文理学部.
・竹内真司・藪崎志穂・林　武司・鈴木弘明 花崗岩類‐堆積岩類境界に断層が存在する地域における 地下水流動




と周辺地下水との関係について. 第 7 回同位体環境学シンポジウム, 2017 年 12 月 23 日, 総合地球環境学研究
所. （本人発表). P-13
・穂積香奈・藪崎志穂・詍高一将・川越清樹 阿武隈川の水質改善に寄与する支川の微元素供給過程の追跡. 第 7 回
同位体環境学シンポジウム, 2017 年 12 月 23 日, 総合地球環境学研究所. P-27
・林　武司・藪崎志穂 秋田の湧水にみられる長期の水質環境変化－県南地域－. 第 7 回同位体環境学シンポジウ
ム, 2017 年 12 月 23 日, 総合地球環境学研究所. P-21
・中野孝教・本田亮太・須合俊樹・西村寿々美・大河内博・山田佳裕・勝見尚也・山中　勝・藪崎志穂・申　基澈・
藤吉　麗・陀安一郎・山田明弘・石本達成・帰山寿章 大野市の地下水涵養域の水質環境. 第 7 回同位体環境学シ
ンポジウム, 2017 年 12 月 23 日, 総合地球環境学研究所. P-20
・尾関竣哉・中桐貴生・櫻井伸治・堀野治彦・藪崎志穗・陀安一郎・申　基澈 農地水利用が河川流況に及ぼす影響
の定量評価への水安定同位体比の利用可能性. 第 7 回同位体環境学シンポジウム, 2017 年 12 月 23 日, 総合地球
環境学研究所. P-17
・大串健一・陀安一郎・藪崎志穂・藤吉　麗・申 基澈・横山　正・三橋弘宗・古川文美子・伊藤真之 千種川の水
素・酸素同位体比 -2017 年 8 月の結果-. 第 7 回同位体環境学シンポジウム, 2017 年 12 月 23 日, 総合地球環境
学研究所. P-15
・鈴木絢美・藪崎志穂・川越清樹 d 値とイオン組成を用いた阿賀野川流域の積雪評. 第 7 回同位体環境学シンポジ
ウム, 2017 年 12 月 23 日, 総合地球環境学研究所. P-14
・藪崎志穂・谷口真人・陀安一郎・秋道智彌・大森　昇・後藤　健・渡辺　仁・渡邉宗一郎 山梨県忍野村の地下水
流動調査－第 2 報　2017 年 1 月と 8 月に実施した調査結果の比較検討－. 第 7 回同位体環境学シンポジウム,
2017 年 12 月 22 日, 総合地球環境学研究所. （本人発表). P-12
・鈴木絢美・藪崎志穂・川越清樹 積雪・降雪の環境形成過程の解明に向けた流域の降水試料の分析. 土木学会　第
25 回地球環境シンポジウム, 2017 年 09 月 07 日. BP-5，ポスター賞受賞
・Ayami SUZUKI, Shiho YABUSAKI, Ken SUZUKI, Seiki KAWAGOE Evaluation Of Regional Snow Distribution







植物相に与えた影響を探る. 磐梯朝日自然環境保全研究所 研究成果報告会, 2018 年 03 月 11 日, 休暇村裏磐梯
天文台ホール　会議室.
・鈴木絢美，藪崎志穂，川越清樹 短時間スケールによる流域境界付近の降雪プロセスの同定. 土木学会東北支部技
術研究発表会, 2018 年 03 月 03 日, 日本大学工学部(郡山市).
・詍高一将，藪崎志穂，川越清樹 東北地方南部の貯水池における負荷成分の分析. 土木学会東北支部技術研究発表
会, 2018 年 03 月 03 日, 日本大学工学部(郡山市).
・穂積香奈，藪崎志穂，川越清樹 阿武隈川と荒川の水文水質的な相互関係の追跡. 土木学会東北支部技術研究発表
会, 2018 年 03 月 03 日, 日本大学工学部(郡山市).
・鈴木絢美，藪崎志穂，川越清樹 流域境界での安定同位体比と積雪多少の比較検証. 水文・水資源学会　研究発表
会, 2017 年 09 月, 北見工業大学(北見市). pp.196-197
・中桐貴生・石川奈那・櫻井伸治・堀野治彦・藪崎志穂 雨水の酸素・水素安定同位体比特性ならびに地表での動的
分別特性. 平成 29 年度　農業農村工学会大会講演会, 2017 年 08 月 29 日. No5-6
・藪崎志穂・谷口真人・陀安一郎・秋道智彌・大森　昇・後藤　健・古谷修一・渡邉宗一郎 山梨県忍野村の地下水
流動調査－第 1 報　忍野村の浅層および深層地下水の水質と安定同位体の特徴について－. 地球惑星科学連合
2017 年合同大会, 2017 年 05 月 23 日, 幕張メッセ国際会議場. （本人発表). H-TT23-02
・鈴木弘明・林　武司・ 藪崎志穂・竹内真司 花崗岩類‐堆積岩類境界に断層が存在する地域における 地下水流動
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・林　武司・藪崎志穂 秋田の湧水にみられる長期の水質環境変化－県南地域－. 第 7 回同位体環境学シンポジウ
ム, 2017 年 12 月 23 日, 総合地球環境学研究所. P-21
・中野孝教・本田亮太・須合俊樹・西村寿々美・大河内博・山田佳裕・勝見尚也・山中　勝・藪崎志穂・申　基澈・
藤吉　麗・陀安一郎・山田明弘・石本達成・帰山寿章 大野市の地下水涵養域の水質環境. 第 7 回同位体環境学シ
ンポジウム, 2017 年 12 月 23 日, 総合地球環境学研究所. P-20
・尾関竣哉・中桐貴生・櫻井伸治・堀野治彦・藪崎志穗・陀安一郎・申　基澈 農地水利用が河川流況に及ぼす影響
の定量評価への水安定同位体比の利用可能性. 第 7 回同位体環境学シンポジウム, 2017 年 12 月 23 日, 総合地球
環境学研究所. P-17
・大串健一・陀安一郎・藪崎志穂・藤吉　麗・申 基澈・横山　正・三橋弘宗・古川文美子・伊藤真之 千種川の水
素・酸素同位体比 -2017 年 8 月の結果-. 第 7 回同位体環境学シンポジウム, 2017 年 12 月 23 日, 総合地球環境
学研究所. P-15
・鈴木絢美・藪崎志穂・川越清樹 d 値とイオン組成を用いた阿賀野川流域の積雪評. 第 7 回同位体環境学シンポジ
ウム, 2017 年 12 月 23 日, 総合地球環境学研究所. P-14
・藪崎志穂・谷口真人・陀安一郎・秋道智彌・大森　昇・後藤　健・渡辺　仁・渡邉宗一郎 山梨県忍野村の地下水
流動調査－第 2 報　2017 年 1 月と 8 月に実施した調査結果の比較検討－. 第 7 回同位体環境学シンポジウム,
2017 年 12 月 22 日, 総合地球環境学研究所. （本人発表). P-12
・鈴木絢美・藪崎志穂・川越清樹 積雪・降雪の環境形成過程の解明に向けた流域の降水試料の分析. 土木学会　第
25 回地球環境シンポジウム, 2017 年 09 月 07 日. BP-5，ポスター賞受賞
・Ayami SUZUKI, Shiho YABUSAKI, Ken SUZUKI, Seiki KAWAGOE Evaluation Of Regional Snow Distribution
Effect By Using Chemical Feature. 13th Annual Meeting Asia Oceania Geosciences,
2017.08.06-2017.08.11, シンガポール. HS06-A006
・藪崎志穂・稲葉　修・仲川邦広 福島県南相馬市周辺の湧水，地下水，自噴井の水質・安定同位体の特徴と津波浸
水後の水質変化について. 地球惑星科学連合 2017 年合同大会, 2017 年 05 月 23 日. （本人発表). HCG31-P01
・鈴木絢美・藪崎志穂・川越清樹 安定同位体比を用いた地域の積雪分布の影響に関する研究. 地球惑星科学連合
2017 年合同大会, 2017 年 05 月 23 日. H-TT23-P05
・山本雄大・陀安一郎・中野孝教・角皆　潤・中川書子・横山　正・三橋弘宗・SHIN Ki-Cheol・藪崎志穂・太田民
久・大串健一 兵庫県千種川の水質に関する地球化学的研究. 地球惑星科学連合 2017 年合同大会, 2017 年 05 月
23 日. H-TT23-P02
【招待講演・特別講演、パネリスト】
・藪崎志穂 忍野村の地下水・湧水の水質と地下水流動について. 忍野村公開シンポジウム, 2018 年 01 月 20 日, 忍
野村民ふれあいホール（山梨県忍野村）. 忍野村公開シンポジウムでの発表（委託研究の研究成果報告）
・藪崎志穂 福島県北部沿岸域の津波被害を受けた地点の地下水水質変化. 地下水学会セミナー「津波に伴う地下水
影響とその後の回復」, 2017 年 07 月 01 日, 日本大学文理学部. 招待講演
○外部資金の獲得
【科研費】
・福島県沿岸域から阿武隈山地における地下水の水質形成と地下水流動の解明(研究代表者) 2016 年 04 月 01
日-2019 年 03 月 31 日. 基盤研究(C) (16K01212).
○社会活動・所外活動
【共同研究員、所外客員など】
・産業技術総合研究所, 協力研究員 (地下水調査，研究打ち合わせ等). 2017 年 04 月-2019 年 03 月. 課題名：関
東・東北地方の地下水システム解明の研究
・国立大学法人　福島大学大学院共生システム理工学研究科, 客員准教授. 2016 年 04 月-2019 年 03 月.
○報道等による成果の紹介
【報道機関による取材】






















日本生態学会、 日本陸水学会、 個体群生態学会、 日本進化学会、 Ecological Society of America、 Association






・吉田丈人 2017 年 グリーンインフラとは. グリーンインフラ研究会, 三菱 UFJ リサーチ&コンサルティング, 日
経コンストラクション編 決定版！グリーンインフラ. 日経 BP 社, 東京都港区, pp.20-23. ISBN:
978-4822235222
・吉田丈人, 西廣淳, 西田貴明, 岩浅有記 2017 年 学術分野における検討状況. グリーンインフラ研究会, 三菱
UFJ リサーチ&コンサルティング, 日経コンストラクション編 決定版！グリーンインフラ. 日経 BP 社, 東京都港
区, pp.70-80. ISBN: 978-4822235222
○著書（編集等）
【監修】
・(吉田丈人監修) 2017 年 ゾウリムシ. プランクトンのえほん, 2. ほるぷ出版, 東京都千代田区, 24pp. ISBN:
978-4-593-58763-6




・I-Ching Chen, Chih-hao Hsieh, Michio Kondoh, Hsing-Juh Lin, Takeshi Miki, Masahiro Nakamura, Takayuki
Ohgushi, Jotaro Urabe, Takehito Yoshida 2017 Filling the gaps in ecological studies of socio-
ecological systems. Ecological Research 32(6):873-885. DOI:10.1007/s11284-017-1521-9 （査読付）.
・Kenta Suzuki, Yuji Yamauchi, Takehito Yoshida 2017 Interplay between microbial trait dynamics and
population dynamics revealed by the combination of laboratory experiment and computational
approaches. Journal of Theoretical Biology 419:201-210. DOI:10.1016/j.jtbi.2017.02.014 （査読付）.
・Hirokazu Toju, Masato Yamamichi, Paulo R. Guimarães Jr, Jens M. Olesen, Akihiko Mougi, Takehito
Yoshida, John N. Thompson 2017 Species-rich networks and eco-evolutionary synthesis at the
metacommunity level. Nature Ecology & Evolution 1(24). DOI:10.1038/s41559-016-0024 （査読付）.
【総説】




・吉田丈人 生態学の展望・Eco-DRR・グリーンインフラ. 第 65 回日本生態学会大会, 2018 年 03 月 14 日-2018 年 03
月 18 日, 北海道札幌市. （本人発表).
・吉田丈人 福井県三方五湖における自然再生:多様な主体の協働. 日本陸水学会第 82 回大会, 2017 年 09 月 28
日-2017 年 10 月 01 日, 仙北市田沢湖. （本人発表).
・吉田丈人 生態系を基盤とした防災・減災をいかに評価するか. 平成 28 年度日本造園学会全国大会, 2017 年 05 月
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・吉田丈人, 西廣淳, 西田貴明, 岩浅有記 2017 年 学術分野における検討状況. グリーンインフラ研究会, 三菱
UFJ リサーチ&コンサルティング, 日経コンストラクション編 決定版！グリーンインフラ. 日経 BP 社, 東京都港
区, pp.70-80. ISBN: 978-4822235222
○著書（編集等）
【監修】
・(吉田丈人監修) 2017 年 ゾウリムシ. プランクトンのえほん, 2. ほるぷ出版, 東京都千代田区, 24pp. ISBN:
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・I-Ching Chen, Chih-hao Hsieh, Michio Kondoh, Hsing-Juh Lin, Takeshi Miki, Masahiro Nakamura, Takayuki
Ohgushi, Jotaro Urabe, Takehito Yoshida 2017 Filling the gaps in ecological studies of socio-
ecological systems. Ecological Research 32(6):873-885. DOI:10.1007/s11284-017-1521-9 （査読付）.
・Kenta Suzuki, Yuji Yamauchi, Takehito Yoshida 2017 Interplay between microbial trait dynamics and
population dynamics revealed by the combination of laboratory experiment and computational
approaches. Journal of Theoretical Biology 419:201-210. DOI:10.1016/j.jtbi.2017.02.014 （査読付）.
・Hirokazu Toju, Masato Yamamichi, Paulo R. Guimarães Jr, Jens M. Olesen, Akihiko Mougi, Takehito
Yoshida, John N. Thompson 2017 Species-rich networks and eco-evolutionary synthesis at the
metacommunity level. Nature Ecology & Evolution 1(24). DOI:10.1038/s41559-016-0024 （査読付）.
【総説】




・吉田丈人 生態学の展望・Eco-DRR・グリーンインフラ. 第 65 回日本生態学会大会, 2018 年 03 月 14 日-2018 年 03
月 18 日, 北海道札幌市. （本人発表).
・吉田丈人 福井県三方五湖における自然再生:多様な主体の協働. 日本陸水学会第 82 回大会, 2017 年 09 月 28
日-2017 年 10 月 01 日, 仙北市田沢湖. （本人発表).
・吉田丈人 生態系を基盤とした防災・減災をいかに評価するか. 平成 28 年度日本造園学会全国大会, 2017 年 05 月
27 日-2017 年 05 月 29 日, 長野県松本市. （本人発表).
【招待講演・特別講演、パネリスト】
・吉田丈人 三方五湖流域がもたらす自然の恵と自然災害のかかわり. 公開シンポジウム「自然を活かして防災する
～災害と恵みのかかわり～」, 2018 年 02 月 10 日, 福井県若狭町.
・吉田丈人 . 日本学術会議公開シンポジウム「AI・イノベーションに向けた社会連携」, 2017 年 09 月 11 日, 東京
都港区.




・湖沼年稿堆積物を利用したプランクトン相互作用系の共進化－生態ダイナミクスの解明(研究代表者) 2017 年 04
月 01 日-2021 年 03 月 31 日. 基盤研究(B) (17H03730).
・水界生物群集に及ぼす光―栄養バランスの生態化学量効果：北米での野外実験による検証(研究分担者) 2015 年
04 月 01 日-2018 年 03 月 31 日. 基盤研究(A) (15H02642).
【各省庁等からの研究費（科研費以外）】
・陸域における自然資本・生態系サービスがもたらす自然的価値の予測評価 (3)自然資本・生態系サービス管理に
おける参加型管理オプションと伝統・地域知の評価 2016 年-2020 年. 環境研究総合推進費 (S-15-2).
○社会活動・所外活動
【他の研究機関から委嘱された委員など】
・日本学術会議, 連携会員. 2017 年 10 月-2021 年 09 月.
・三方五湖自然再生協議会, 副会長. 2011 年 05 月
○報道等による成果の紹介
【報道機関による取材】
・いち早くグリーンインフラ構想を採用、 三方五湖. 2018 年 01 月 23 日, 日経コンストラクション .





















・Shinozuka, K., M. Chiwa, I. Tayasu, C. Yoshimizu, K. Otsuki, A. Kume 2017,09 Differences in stream
water nitrate concentrations between a nitrogen-saturated upland forest and a downstream mixed land
use river basin. Hydrology 4:43. DOI:10.3390/hydrology4030043 （査読付）.
○教育
【非常勤講師】
・関西大学, 環境地理学. 2015 年 04 月-.










・Ryuji Yamada, Yoshihiko Kariya, Takashi Kimura, Masaki Sano, Zhen LI,　Takeshi Nakatsuka 2018 年 03 月
Age determination on a catastrophic rock avalanche using tree-ring oxygen isotope ratios - the scar
of a historical gigantic earthquake in the Southern Alps, central Japan. Quaternary Geochronology
44:47-54.
・井上智博・中塚　武・李　貞・對馬あかね・佐野雅規・遠部　慎・中原　計 2018 年 03 月 酸素同位体比年輪年代
法による池島・福万寺遺跡の弥生時代水田に関する年代観の構築. 大阪文化財研究 51:1-26.




Griffith University、環境学研究科地理・計画・生態専攻博士課程卒業（2015）、 LMU ミュンヘン大学、文化学部











・Shinozuka, K., M. Chiwa, I. Tayasu, C. Yoshimizu, K. Otsuki, A. Kume 2017,09 Differences in stream
water nitrate concentrations between a nitrogen-saturated upland forest and a downstream mixed land
use river basin. Hydrology 4:43. DOI:10.3390/hydrology4030043 （査読付）.
○教育
【非常勤講師】
・関西大学, 環境地理学. 2015 年 04 月-.










・Ryuji Yamada, Yoshihiko Kariya, Takashi Kimura, Masaki Sano, Zhen LI,　Takeshi Nakatsuka 2018 年 03 月
Age determination on a catastrophic rock avalanche using tree-ring oxygen isotope ratios - the scar
of a historical gigantic earthquake in the Southern Alps, central Japan. Quaternary Geochronology
44:47-54.
・井上智博・中塚　武・李　貞・對馬あかね・佐野雅規・遠部　慎・中原　計 2018 年 03 月 酸素同位体比年輪年代
法による池島・福万寺遺跡の弥生時代水田に関する年代観の構築. 大阪文化財研究 51:1-26.




Griffith University、環境学研究科地理・計画・生態専攻博士課程卒業（2015）、 LMU ミュンヘン大学、文化学部





非常勤講師（2017〜）、 Griffith University Environmental Futures RI 客員研究員（2015）
【学位】
地理学・都市計画・生態学博士（Griffith University、オーストラリア 2015)、 日本学・生物学・哲学修士（LMU
ミュンヘン大学 2009)
【専攻・バックグラウンド】
都市地理学、 都市計画、 都市生態学、 非公式緑地 (Informal green space)
【所属学会】






・Rupprecht, C. D. D.; Byrne, J. A. 2017,12 Informal urban green space as anti-gentrification
strategy?. Curran, W.; Hamilton, T. (ed.) Just Green Enough: Urban development and environmental




・Rupprecht, C. D. D. 2017,12 Ready for more-than-human? Measuring urban residents’willingness to
coexist with animals. Fennia 195(2):142-160. DOI:10.11143/fennia.64182 （査読付）.
・マックグリービースティーブン, ルプレヒトクリストフ 2017 年 11 月 情報の収穫者とバーチャル農家:アプリを
使った消費者との持続可能なフードシステムの共創. ランドスケープ研究 81(3):288-291.
・Rupprecht, C. D. D. 2017,08 Informal Urban Green Space: Residents’ Perception, Use, and Management




・Rupprecht, C. D. D., Oda, K. High-precision mapping of agricultural land: Kyoto City. CNR-FEAST
Seminar, 2018.02.02, Royal University of Bhutan, College for Natural Resources. （本人発表).
・Rupprecht, C. D. D., Oda, K. Urban agriculture as a sustainability transition strategy for shrinking
cities? The case of Kyoto, Japan. 6th International Symposium for Future Earth in Asia: Sustainable
Consumption in Asia, 2018.01.15-2018.01.16, Research Institute for Humanity and Nature. （本人発表).
・小田龍聖、 Rupprecht, C. D. D. FOSS4G を用いた京都盆地の農地の変遷の把握. FOSS4G 2017 KYOTO.KANSAI,
2017 年 10 月 15 日, 総合地球環境学研究所、京都市.
・Rupprecht, C. D. D. Territories of Encounter: Informal Urban Green Space in Shrinking Japanese Cities
— a Birthplace for Convivial Imaginaries?. East Asian Anthropological Association Annual Meeting
2017, 2017.10.14-2017.10.15, Hong Kong. DOI:10.13140/RG.2.2.20292.94080 （本人発表).
・Kim, M.; Rupprecht, C. D. D.; Furuya, K. Spatial typology in informal urban green spaces: The case of
Ichikawa city, Japan. 日本地球惑星科学連合大会, 2017.05.24, 幕張.
・Rupprecht, C. D. D. Degrowing urban Japan: From vacant lots to biocultural cityscapes. アメリカ地理学
者協会, 2017.04.07, ボストン. DOI:10.13140/RG.2.2.29694.18241 （本人発表).
【ポスター発表】
・Kim, M., Rupprecht, C. D. D., Furuya, K. A Comparative Analysis of the Perception between University
Students and Residents on Informal Green Space (IGS) as Alternative Urban Green Space (AUGS). The
3rd International Symposium for Sustainable Landscape Development, 2017.11.14-2017.11.15, Bogor,
Indonesia.
278
・Rupprecht, C. D. D. Cross-cultural culinary mapping — How locals and tourists navigate the foodscape
of Chiang Mai, Thailand. 日本地球惑星科学連合大会, 2017.05.24, 幕張メッセ. （本人発表).
【招待講演・特別講演、パネリスト】
・Rupprecht, C. D. D. 計画と邂逅ー隙間や境界域の探検から学んだ教訓. 『草の根から地域住民が生み出す「食」
と「農」の空間 ― どうやって見つけ、調べるか？』フィールドネットラウンジ, 2018 年 01 月 20 日, 東京外国
語大学アジア・アフリカ言語文化研究所.
・Rupprecht, C. D. D. Mapping agricultural land use change in Kyoto City (Japan) from 2007 to 2017.
Mapping Urban Agriculture: Rethinking the power of maps for navigating transdisciplinary research on
sustainability, 2017.11.22, Kyoto.
・Rupprecht, C. D. D. Biocultural cityscapes: Towards urban landscape stewardship. Food, Agriculture
and Human Impacts on the Environment: Japan, Asia and Beyond；RIHN/UCB International Workshop,
2017.11.06-2017.11.07, Berkeley, CA. DOI:10.13140/RG.2.2.19426.22721
○学会活動（運営など）
【企画・運営・オーガナイズ】
・日本地球惑星科学連合大会, セッションコンビーナ (景観評価の国際比較セッション). 2017 年 05 月 24 日, 幕
張メッセ.
・アメリカ地理学者協会, セッションオーガナイザー (Food system transitions について 5 つのセッションをオ
ーガナイズ（口頭発表：24）). 2017 年 04 月 08 日, ボストン.
【組織運営】
・Bulletin of Geography Socio-economic Series, 編集委員. 2017 年 10 月.
・日本造園学会, 編集委員 (特集管理など). 2017 年 07 月-2019 年 06 月.




年. 挑戦的研究(萌芽) (18K18602). 代表者：安倍浩和（大阪大学）
・Understanding threats to young children's green space access in unlicensed day care centers(研究代表
者) 2017 年 04 月-2020 年 03 月 31 日. 緑地計画 (17K15407).
・グリーンインフラ施設としての私有緑地および非公式緑地の市民参加型整備方針の提案(研究分担者) 2017 年 04
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実践プログラム 2 
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コア FS 知の接合：社会 -環境相互作用の共同研究における問題認識のずれを乗り
越える方法論 25 10 5 0 2 1 5 2 0 0
コア FS 地理的スケールに応じた Co-designと Stakeholder engagementの方法論 3 1 1 0 1 0 0 0 0 0
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